
目次にもどる日本古典作者事典 え １３００；

慧安( ･東巌) → ( ;道号･慧安､臨済僧) Ｃ３１３０えあん とうがん東巌

C1344 ( / ･沢田 /通称;泰蔵､親盈男) 江中期会津藩士/司業;世子侍講､儒者､英 えい さかる さわだ ?ｰ?

｢日新館童子訓｣編参加､｢時余筆記｣｢保傅伝附説｣｢孝経類編｣著､名垂 の父なたり

B1388 ( ･毛利 ) 儒者､1788ｰ92毛利壺邱｢壺邱詩稿｣編嬰 えい もうり ? ｰ ?

C1345 ( ･河井 ) 江後期儒者､纓 えい かわい ? ｰ ?

1815穂積[鱸]貞治編｢菅贈太政大臣歌集｣漢文序

U1316 ( ･富田 ､旧姓;大池) 飛騨高山の歌人､高山代官所地役人富田道彦と結婚、栄 えい とみた 1849ｰ190557

詩歌;義父富田節斎(礼彦 )門いやひこ

嬰( ･岡) → ( ･岡 ､絵師) Ｂ４６０４えい ゆうがく おか熊嶽

纓( ･山本) → ( ･山本 ､医者) Ｂ１７２３えい くんせい やまもと君清

永( ･並河) → ( ･並河 / ､儒者) Ｉ２４７４えい せいしょ なみかわ なびかわ誠所

永(英 ･東条) → ( ･東条､洋学/兵学者) Ｃ１３５１えい えいあん英庵

永( ･寺本) → ( ･寺本 /鈴木､書家) Ｉ１５６８えい かいじゃく てらもと海若

永( ･北条) → ( ･北条 ､儒者) Ｋ１５３３えい かくどう ほうじょう蠖堂

永( ･安田/早川) → ( ･安田/早川､医者/俳人) Ｄ２４３６えい せきが石牙

永( ･白崎) → ( ･白崎 /鐙谷､商家/歌人)Ｎ３２３７えい ながし しろさき永

英( ･松平) → ( ･松平､藩主/茶･歌人) Ｉ４７７３えい よりしげ頼重

英( ･山県) → ( ･山県 ､藩士/書家) Ｊ１５８０えい かくこう やまがた鶴江

英( ･岡部) → ( ･岡部 ､儒者/詩人) Ｅ１６２５えい きくがい おかべ菊涯

英( ･金谷) → ( ･金谷 ､藩士/儒者) Ｉ１６８７えい ぎょくせん かなや玉川

英( ･石川) → ( ･石川 ､儒者/詩/画) Ｊ１９０８えい こうさい いしかわ鴻斎

英( ･高柴) → ( ･高柴 /高､地誌家) Ｍ２０８０えい さんゆう たかしば三雄

瑛( ･西河) → ( ･西河 /浅井､儒者) Ｋ１６１６えい きくそう にしかわ菊荘

瑛( ･松田) → ( ･松田 ､藩士/詩歌) Ｐ４７１４えい よしお まつだ義雄

瑛( ･山田) → (貞石 ･山田/山､詩人) Ｂ３０３４えい ていせき鼎石

瑛( ･氏家) → ( ･氏家 ､藩儒者) Ｊ４９７６えい りょくざん うじえ緑山

瑛( ･辻) → ( ･辻 /中原/村田､医者/蘭学)Ｃ４８４７えい らんしつ つじ蘭室

瑛( ･西村) → ( ･西村 ､藩医/詩人) Ｏ２２４９えい しんさい にしむら真斎

瑛( ･中山) → ( ･中山 ､国学/名主) Ｙ２６６５えい たまき なかやま手巻

栄( ･白石 ) → ( ･白石､医/道学) Ｃ３１２５えい しらいし とうかどう桃花洞

栄( ･伊東[藤]) → ( ･伊東[藤]､商人/俳人) Ｔ２１４２えい じこう而后

栄( ･臼田) → ( ･臼田 ､儒者/詩文)Ｅ１３４５えい えんえんし うすだ衍々子

栄( ･葛飾) → ( ･葛飾 ､北斎女/絵師) Ｃ１４３０えい おうい かつしか応為

栄( ･田中) → ( ･田中 ､儒者/藩士) Ｊ１６０７えい きんば たなか芹坡

栄( ･松村) → ( ･松村､藩士/儒者/詩人)Ｂ３９３９えい ほうしゅう芳洲

栄( ･滝) → ( ･滝 /赤松､儒･医者) Ｇ２２８１えい しょういん たき松隠

栄( ･松平) → ( ･松平､定信室/歌人) Ｆ４１４５えい みねこ峯子

栄( ･渡辺) → ( ･渡辺 ､国学者/俳人) Ｈ１６１０えい きょか わたなべ去何

栄( ･片桐) → ( ･片桐 ､歌人） Ｂ１８２９えい げんえい かたぎり源栄

栄( ･横山) → ( ･横山 ､詩人) Ｂ４８６０えい らんえん よこやま蘭

栄( ･小曾根) → ( ･小曾根 ､書/篆刻家) Ｌ１８７５えい けんどう こそね乾堂

栄( ･一色/向山) → ( ･向山 /一色､幕臣/詩人)Ｇ１９６６えい こうそん むこうやま黄村

栄( ･関屋) → ( ･関屋 ､医/儒者) ２８８５えい ちかく せきや致鶴

栄( ･千屋) → ( ･千屋 ､勤王派志士) Ｍ２６１６えい たかたけ ちや孝健

栄( ･花木) → (澹斎 ･花木､藩士/医/儒者)Ｉ２６６９えい たんさい潭斎

栄( ･小林/平田) → ( ･平田/小林､医者/本草家)Ｇ４１７７えい みんおう眠翁

栄( ･接待) → ( ･接待 ､藩士/故実家)Ｑ２１２８えい じきょう せったい治郷

https://manyoubito.sakura.ne.jp/home02/S1mokuji.htm


栄( ･桜井) → ( ･桜井 /下田､神職/歌)Ｑ４００２えい まさかた さくらい政賢

栄( ･松平) → ( ･松平 ､藩主室/歌人) Ｐ２０４２えい さかえ まつだいら栄

栄( ･笹木) → ( ･笹木 ､神職/国学) Ｉ２３５６えい すけお ささき祐雄

栄( ･戸谷) → ( ･戸谷 /上野､神職/国学) Ｏ２０８４えい さかえ とや栄

穎( ･幡鎌) → ( ･幡鎌 ､儒者) Ｋ４９２９えい りんさい はたかま斎

鋭( ･伴) → ( ･伴 ､藩士/国学者) ３５１０えい のぶとも ばん信友

鋭( ･高) → ( ･高 ､儒/蘭学者) Ｄ１２６２えい うんがい こう雲外

盈( ･桂/樋口) → ( ･樋口 ､医/儒者) Ｉ３１０９えい とうり ひぐち東里

盈( ･高橋) → ( ･高橋 ､別名;景作､医者)Ｆ４１２９えい みつる たかはし盈

盈( ･青地) → ( ･青地 ､医者/翻訳) Ｋ４９６２えい りんそう あおち林宗

盈( ･井上) → ( ･井上 ､神職/詩歌人)Ｌ４１１５えい みつなか いのうえ充仲

瀛( ･小田) → ( ･小田 ､絵師) Ｉ１５８５えい かいせん おだ海僊

瀛( ･宇田川) → ( ･宇田川 ､医者/蘭学)Ｂ１９１９えい こうさい うだがわ興斎

瀛( ･桑原) → ( ･桑原 ､神職/勤王) Ｉ４０９６えい ますが くわばら眞清

衛( ･藤原) → ( ･藤原､内麻呂男/廷臣/学者)Ｋ４０１４えい まもる衛

衛( ･中西) → ( ･中西 ､藩士) Ｋ４０１５えい まもる なかにし衛

衛( ･新岡) → ( ･新岡 ､書家) Ｏ１６７９えい きょくう にいおか旭宇

衛( ･北見) → ( ･北見 ､和算家/医者) Ｈ２４９７えい せいげつ きたみ星月

衛( / ･筑紫) → ( ･筑紫､藩士/国事奔走) Ｃ４７９７えい まもる よしかど義門

衛( ･関屋) → ( ･関屋 ､藩士/軍学/国学)Ｘ２６７９えい たかひで せきや高英

ヱイ(;川柳作者) → ( ･葛飾 ､北斎女/絵師) Ｃ１４３０応為 おうい かつしか

えい(･竹内) → ( ､狂歌) Ｇ１８９２月花永女 げっかえいじょ

C1346 ( ) 連歌;1452｢宝徳千句｣参加;宗砌･専順らと英阿 えいあ ? ｰ ?

C1334 (永庵/栄庵 ･小出 /修姓;出､名;立庭/字;不見) 播磨儒者;熊谷活水門､永安 えいあん こいで ?ｰ1684

尾張藩儒､京･江戸遊学､｢性理大全｣｢易学啓蒙通釈鈔｣､｢江村紀行｣｢江府紀行｣著､

[永安の通称/別号]通称;内記、別号;永庵/栄庵/新蕉軒、 斎 の父 とうさい

C1347 (永菴 ･大谷 ､名:業広 ､業知男/本姓在原) 京粟田青蓮院宮坊官､永庵 えいあん おおたに なりひろ 1698ｰ178083

1738天台宗法印;治部卿法印､歌人;冷泉家入門､御家流の書家､

習字手本;｢風月帖｣｢鶴竜帖｣｢慶賀帖｣｢春陽帖｣｢春宴帖｣書､｢五節往来｣著

C1348 ( ･安達 ､通称;伊介/安立) 江中期明和1764-72頃大阪の医者;後藤艮山門､栄庵 えいあん あだち ?ｰ?

｢李樹園随筆｣著

C1349 ( ･大谷 ､名:業延 ､業重男/本姓;在原) 京の粟田梶井宮坊官、栄庵 えいあん おおたに なりのぶ 1775ｰ183561

1811天台宗法印､宮内卿､書家/上代様の書に長ず、

｢東照宮弐百回御忌日光山御参向之記｣著､｢百人一首｣書

[栄庵(栄菴;号)の別号/通称]別号:梁臭、通称;大谷宮内郷

C1350 ( ･小村 ､泰輔/馨) 越後長岡町医者:宇川榕庵門､長崎で蘭学修学､英庵 えいあん こむら 1766ｰ183772歳

越後53泉を調査分析､1830｢英庵鉱泉考｣著

C1351 ( ･東条 ､名;永/英/寅､永玄男) 長州洋学:1840青木周弼門/44洪庵門､英庵 えいあん とうじょう 1821ｰ7555

1845兵学;伊藤玄朴門､53長門藩医/幕府軍艦操練所員､｢海防試説｣著､｢雷火銃小解｣訳

[英庵の字/別通称/号]字;公寅 /公賓､別通称;永庵/礼蔵、号;白玉/静軒､法号;見堂院こういん

永庵( ･熊谷) → ( ･熊谷 ､漢学者) Ｈ１５４９えいあん かっすい くまがい活水

永安( ･松田) → ( ･松田 ､医者/儒者) Ｇ１９５２えいあん こうぎゅう まつだ黄牛

曳庵( ･亀山) → ( ･亀山 ､藩儒) Ｋ２４７０えいあん せつう かめやま節宇

英安( ･岡田) → ( ･千 ､千家華道14世/歌)Ｇ２５８１えいあん そうきょう せん宗郷

英安( ･小出) → ( ･小出 ､藩主/国学) Ｉ３８２４えいあん ふさやす こいで英安

英庵( ･三宅) → ( ･三宅 ､蘭方医者) Ｐ１９２１えいあん こんさい みやけ艮斎

B1389 ( ･柏崎 /本姓;北畠､名;具慶/具之/要) 国学者:故事に通ず/歌人､永以 えいい かしわざき ?ｰ1772

1730｢古今沿革考｣41｢古老茶話｣46｢落穂集考｣｢参考落穂集｣｢東都事蹟合考｣/53｢武跡譚｣

1772｢事蹟合考｣著､

[永以の字/通称/別号]字;具元 、通称;三郎右衛門、別号;元珍とももと



英為( ･奥井) → ( ･奥井 ､藩士/国学) Ｉ３７３９えいい ひでため おくい英為

F1356 ( ) 室町後期法師/連歌;永一 えいいち ? ｰ ?

1482通直願主｢大山祇社法楽連歌｣(万句)参加

B1390 ( ･静斎 ､姓;小林 ) 江戸下谷鳩組前の絵師;渓斎英泉門、英一 えいいち せいさい こばやし 818ｰ48早世31歳

人物画･花鳥画に長ず､為永春水らの全盛期の人情本の挿絵/遊戯絵本を画く:

1836春水｢いろは文庫｣｢処女七種｣画､1838｢春色対暖語｣39｢春色初旭の出｣画、

1840｢春色鶯日記｣41｢春色梅美婦禰｣画､外画多数､

[静斎英一(;号)の通称/別号]通称;市太郎､ 別号;山下園

英一( ･高井) → ( ･高井､藩士/蝦夷記録) Ｃ３７９２えいいち ひでかず英一

鋭一( ･高) → ( ･高 ､儒/蘭学者) Ｄ１２６２えいいち うんがい こう雲外

永一郎( ･関) → ( ･関 ､儒者/詩人) Ｔ２２９８えいいちろう しょうそう せき松窓

1300 ( / ､左馬助藤原栄光男) 平安期僧/法師､通称;雲林院供奉､永胤 えいいん よういん ?ｰ?

歌人､1053近江守泰憲三井寺歌合/63(康平6)丹後守藤原公基歌合(丹波で)参加､

勅撰;後拾遺(3首;164/381/840)､袋草紙に後拾遺840は貫之の歌という逸話入、

[思ひ出づることのみしげき野辺に来てまた春にさへ別れぬるかな]

(後拾;春164/詞書;三月尽日親の墓にまかりて詠める/親との死別と春との別れ)

B1340 ( ;法諱･英固､法眼) 戦国期僧/歌人;英因 えいいん ? ｰ ?

1492?大内政弘家集｢拾塵集｣共撰;源道輔と

1311 ( ;法諱･三益 ;道号) 戦国期;若年京の建仁寺入;如是院の雪嶺永瑾門、永因 えいいん さんえき ?ｰ1521

臨済僧;のち建仁寺首座:如是院住持;没､詩人;月舟寿桂門/艶詩を多作、

「三益稿｣､｢三益艶詞｣著

B1391 ( ･島 ) 江中期豊後杵築の旧家の生/儒者/詩人:永胤 えいいん しま ? ｰ ?

1796脇蘭室詩文編集(のち｢蘭室集略｣に収納)､1813島吉利の碑を建立

永員( ･藤原) → ( ･高倉 /藤原､廷臣/歌)Ｄ３２３６えいいん なかかず たかくら永数

永胤( ･大中臣) → ( ･大中臣 ､神職/歌)Ｅ３２１７えいいん ながたね おおなかとみ永胤

栄陰( ･宮地) → ( ･宮地 ､藩士/儒/詩歌) Ｅ３５１８えいいん のぼる みやじ騰

1312 ( ;法諱) 天台僧;法印/権大僧都､栄運 えいうん ? ｰ ?

尊道親王に法門を授ける､1340｢即身義竜女分極｣､｢勧学講法則｣｢悉曇反音鈔｣著､歌人､

勅撰3首;新千(932/2230;敬運僧都没時の詠)新拾遺(895;成運法印三十三回忌の詠)、

[窓ふかき法のともし火思ひきや竹のそのふを照らすべとは](新千;釈教932、

尊道親王に法門を授けた時の詠)

1313 ( / ;法諱) 南北期の僧;権少僧都/連歌師･救済門､能筆､永運 えいうん よううん ? ｰ ? 1355存

救済｢北野社千句｣発句(散佚)/1355文和千句参;第二百韻発句詠(文の名)､｢永運発句集｣､

菟玖波集25句入、

[まてばとて花は急がぬ日数哉](菟玖波;二十発句2042/権少僧都永運)

C1321 ( ;法諱･藤村) 奈良の真言僧/東大寺真言院僧、叡運 えいうん 1848-191770

大坂高津の自性院に移る/円主庵(;契沖旧跡)住職を兼任､歌;中村良顕門

映雲( ･小賀) → ( ･小賀 / ､神職/歌人)Ｈ１０１５えいうん あさお おが こが安諦雄

英雲院( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｃ３３７１えいうんいん にちぞう日慥

英雲院( ) → ( ･毛利/大江､藩主/歌) Ｒ２１１９えいうんいん しげたか重就

詠雲院( ) → ( ･久世 /源/中院､廷臣/歌)Ｃ４１０９えいうんいん みちなつ くぜ通夏

英雲居士( ) → ( ･高月 ､商家/俳人) Ｉ１９１８えいうんこじ こうき たかつき紅器

栄雲斎( ) → ( ･堀内 ､華道家) Ｎ２２７８えいうんさい しんぎ ほりうち慎義

盈栄( ･桜井) → ( ･桜井 ､商家/歌人) Ｊ４１２１えいえい みつひで さくらい盈栄

F1373 ( ･宮田 ) 江前中期歌人;中院通茂門､京極家の家人、永悦 えいえつ みやた ? ｰ ?

1702元翠｢三翁和歌永言集｣入(通茂門の京極高門･磯田正隆･永悦の歌を撰した歌集)、

1700茂睡[鳥の迹]入/石野広通｢霞関集｣(1768刊)入､

[手枕に結ぶもさもなうかるらんあやめの露のかかる旅ねは]、

(辰の年上野の御法事につきて久世中将通清卿[1670ｰ1747/通茂男]江戸下向の時、

五月五日旅店へ罷りて読みける)、



[埋れぬ匂ひを風の伝へずは咲くとも知らじ雪の梅 が香](霞関;春53/梅風)むめ

1314 (永円 ･ ;法諱､藤原永相男) 母;大江公資女､法相僧;1061出家;永縁 えいえん ようえん 1048ｰ1125

一条院頼信門､1096権律師/1116法印/24興福寺権僧正､歌;1124奈良花林院歌合主催､

堀河院御時百首和歌参加､1076経仲家歌合/1118右衛門督実行歌合参加､

袋草紙/無名抄に逸話入､後葉/続詞花集5首/楢葉集15首/雲葉集入､

勅撰26首;金葉(13首Ⅱ71/113/131/202-)詞花(185)千(1123)新古(330/689/950)以下､

[山里は野辺のさ蕨 もえいづるをりにのみこそ人はとひけれ](金葉;春71、わらび

奈良で百首歌の時の詠)､☆金葉集夏113[聞く度に]の歌は実は高階正業作(袋草紙)、

[永縁の通称]初音の僧正(金葉113より)､花林院僧正､

☆百合花(前斎宮)河内･前斎宮内侍の兄

参考 → ( ･百合花､歌人) Ｂ１９６８河内 こうち

→ ( ･前斎宮､歌人) ３２００内侍 ないし

英園[院]( [ ]) → ( ;法諱､日蓮宗学僧) ３３６７えいえん いん にちえい日英

栄遠院( ;/ )→ ( ;法諱･本用院､日蓮僧) Ｃ３３１２えいえんいん ようおんいん にちじゅ日就

1315 ( / ､大江公資 女) 藤原永相(従五下/大蔵大輔)の妻、永縁母 えいえんのはは ようえんのはは きんより ?ｰ?

永源(東大寺得業)･永縁(興福寺権僧正)の母､平安期歌人､金葉Ⅲ(129)、

[あやめ草我が身のうきにひきかへてなべてならぬに思ひいでなん](金葉Ⅲ;129、

宮仕する娘の許に端午の薬玉を贈る歌/金葉Ⅱ131では息子永縁の歌;5句生ひも-、

菖蒲草は娘/泥土 と憂きを掛る/沼 と打消を掛る/泥土･引く･沼は菖蒲の縁語)うき ぬ

参考 → ( ･藤原;息子息女の説明) Ｄ３２８８永相 ながすけ

栄翁( ･津軽) → ( ･津軽 ､藩主/詩歌) Ｃ３５９５えいおう のぶひさ つがる信寿

栄翁( ･島津) → ( ･島津/松平､藩主/諸学) Ｃ２１９０えいおう しげひで重豪

英翁( ･秋田) → ( ･秋田 /安倍､藩主) Ｄ４７７２えいおう よしすえ あきた倩季

永翁( ･井上) → ( ･井上 ､神職/歌人) Ｌ４７３６えいおう よりさだ いのうえ頼定

嬰翁( ･上田) → ( ･上田/平井､藩医/国学) Ｑ２１１０えいおう しきぶち及淵

翁( ･津島) → ( ･津島 ､医者/漢学) Ｅ３９６１えいおう ほっけい つしま北渓

瀛翁( ･山村) → ( ･山村 ､藩代官/俳人)Ｍ２６３４えいおう たかてる やまむら良喬

C1338 ( ) 江中期江戸俳人;乾什座尹督側の点者､英屋 えいおく ? ｰ ?

1754竹翁｢誹諧童の的｣点句入

栄屋( / ?･猪熊)→ ( ･猪熊 /卜部､神職)Ｎ１５０４えいおく さかえや かたぬし いのくま方主

盈億( ･梅内/阿部)→ ( ･阿部 /梅内､代官/俳人)Ｌ２８７５えいおく ちあき あべ千秋

1316 ( ;法諱･春澤 ;道号､武田元光男) 若狭守護家の生､永恩 えいおん しゅんたく 1511ｰ7464歳

臨済僧:建仁寺の九峰以成門/法嗣/同寺如是院住､1552建仁寺387世､

1571南禅寺住持公帖を受けるも不住､如是院に没､

｢春沢和尚詩集｣｢春沢和尚文集｣｢春沢和尚録｣､｢枯木藁｣著

[春澤永恩の号] 枯木/泰安/萍郷 /天津へいきょう

詠嘉 ･遊林子) → ( ･珍書堂､俳人) Ｅ４６０６(えいか ゆうりん遊林

永可( ) → ( ･爪木､俳人/歌人) Ｈ３６８５えいか ばんざん晩山

翳華( ;号) → ( ;法諱･照山;字､律宗僧) Ｄ１３８２えいか えこう恵晃

C1352 ( ;法諱､律師) 平安期の僧/律師、永雅 えいが ? ｰ ?

歌;1058(天喜6)丹後守藤原公基歌合参加(判者;藤原範永)、

[秋の野にしめや結はましさまざまに色めく花のうしろめたさに](公基歌合;一番右2)

U1344 ( ;法諱､) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、永雅 えいが ? ｰ ?

歌人;1237刊素俊撰[楢葉集]入、

[建久八(1197)年春日後番歌合に述懐の心を、

うしといはばなほ世の常になりぬべし身におふほどのことのはもがな](楢葉;雑899)

F1371 ( ･市村 ) 江前期上方の俳人、永賀 えいが いちむら ? ｰ ?

1673西鶴｢生玉万句｣第九霜発句入､

[生玉の神垣なれや霜柱](霜発句)

C1354 ( ･姓;盛 / ､一永男) 俳人､俳諧収集;撰集､1736｢此長月｣47｢梅の牛｣編､永我 えいが もり さかり ?ｰ1764



1750?｢三人張｣52｢片相手｣54｢続片相手｣55｢新片相手集｣編､江戸両吟集を覆刻､

[永我(;号)の別号] 浮齋/一浮齋/掬堂/盛永/如斯亭

B1392 ( ･初世琴通舎､姓;森/丸庄) 江中後期の茶番･狂歌作者､英賀 えいが 1770ｰ184475

｢茶番の正本｣｢瀬川ぼうし｣著

C1353 ( ;法諱･徹範;字) 武州比企郡紫竹村の真言僧;長谷寺梅心院で修学､永雅 えいが 1779ｰ185678歳

1833武州中島の金剛院住/50江戸本所弥勒寺転住/51長谷寺能化/権僧正､

｢心経私記｣｢真如随縁成仏義｣著

栄雅( ;法名) → ( ･飛鳥井/藤原､歌/蹴鞠/連歌)４０１１えいが まさちか雅親

栄雅( ;法諱) → ( ;法諱･一妙院､日蓮僧) Ｃ３３９９えいが にちどう日導

栄雅( ･宝田) → (寿輔 ･宝田､歌舞伎作者) Ｉ２１７６えいが じゅすけ寿助

F1343 ( ) 鎌倉期;彼山(九州背振山)住僧/早歌作者;叡海 えいかい ? ｰ ?

1319月江｢玉林苑;背振山霊験/同山并 ｣作詞やまのならび

1302 ( / ;法諱､俗姓;藤原､権律師聖誉男?) 南北期真言僧;神護寺聖済門､栄海 えいかい ようかい 1278ｰ134770

勧修寺慈尊院住職/高尾神護寺住職;別当/僧正/東寺121代長者/法務大僧正､

歌人/説話作者､1323｢清水霊験記｣/25｢真言伝｣/46｢杲宝 入壇記｣､｢類聚八祖伝｣著、ごうほう

｢印璽口伝｣｢曼荼羅供｣｢師口合鈔｣｢璽鈔秘々｣｢進官録鈔｣｢理趣経法｣｢瑜祇内護｣外著多数､

歌;1547｢釈教36人歌仙歌合｣撰/｢栄海百人一首大全｣編､

勅撰3首;新千載1914/新拾遺1505/新後拾遺1081､

[敷島の道の奥なる浅香山深き心をいかで知らまし](新千;雑1914/古今序の詞で詠む)、

[栄海の称] 慈尊院僧正/民部卿僧正

C1355 ( ､法眼) 真言宗勧修寺 僧(寛胤門跡の頃)､栄懐 えいかい かんじゅじ? ｰ ? 1361存

連歌;菟玖波1句羇旅入、

[とりのねも夜深き里に鐘聞きて](菟;羇旅1668/前句;まだ出やらぬ関の旅人

B1393 ( ;名･佐竹 ) 代々会津藩の蒔絵師､文晁門;塾頭/彦根藩抱､永海 えいかい さたけ 1803ｰ7472歳

法眼､1850美成｢提醍紀談｣画/50｢永海先生画帖｣/53｢愛育茶譚｣画/56｢研北集｣画､

[永海(;名)の通称/別号]通称;衛司/衛士

別号;周村/愛雪楼/九成堂/天水/雲梅/盤玉/衛海/永海/幽宝子/篤敬/愛堂

衛海( ･佐竹) → ( ･佐竹 ､絵師) Ｂ１３９３えいかい えいかい さたけ永海

永( ･ ･橘) → 能因( ､法師/歌人) ３５０２えいがい ながやす のういん

1317 ( ;法諱･俗名;藤原信綱､蔵人入道､藤原定成男?) 母挙直女?､歌人､1058出家､叡覚 えいかく 1025?ｰ?

後拾遺4首;209/288/605/718､金葉集連歌作者と同一？、

[五月雨の小止 むけしきの見えぬかな庭たづみのみ数まさりつゝ](後拾;209、をや

4･5句;庭の水溜りの数がますばかり)

金葉集の信綱と同一? → ( ･藤原､金葉集に連歌)Ｃ３５０７信綱 のぶつな

C1356 ( ) 河内三宅村(現交野市)の尼僧､歌/俳人;永覚 えいかく ? ｰ ?

1656梅盛｢鸚鵡集｣入､1660顕成｢境海草 ｣/76西鶴｢古今俳諧師手鑑｣入､さかいぐさ

1684西鶴｢俳諧女哥仙 ｣入;にょかせん

[錦かと見ゆれどしかと紅葉かな](女哥仙;18/しかと;確 とと鹿を掛る)しか

C1357 ( ;法諱) 相模三崎真宗本願寺派最福寺住職､永覚 えいかく 1832 ｰ 189564歳

儒;広瀬旭荘門､1850本山学林で講義/61失明;口述筆録多数/明如より学階輔教､

｢往生礼賛偈私聚鈔｣著

C1358 ( ;法諱､字;宜春､俗姓;宇都宮､進休庵大僧正) 伊賀上野真言僧;良誉門､英岳 えいがく 1639ｰ171274

1653より諸寺で密教/華厳唯識/倶舎台密/金剛胎蔵を修学､1661豊山で後進指導、

1673尾張法華寺住職/95幕命で長谷寺14世/1707大僧正/湯島進休庵に隠棲､｢見聞随筆｣､

｢和州豊山長谷寺古今雑録｣｢般若理趣経純秘鈔講義｣外著多数

C1359 ( ･狩野 ､狩野永俊の養子) 京の狩野派の絵師;宮中絵所の絵師､永岳 えいがく かのう 1790ｰ186778

狩野永納の画風を継承;四条風を交える;近代平安の名画と称された､

｢孝明天皇剱絵形｣画、

[永岳(;名)の字/通称/号]字;公嶺、通称;縫殿助､ 号;山梁･晩翠

英岳( ･景洪;法諱)→ ( ･英岳､臨済僧) Ｄ１８４３えいがく けいこう景洪



英学( ;字) → ( ;法諱･円成院､日蓮僧) Ｃ３３４３えいがく にちじょう日成

叡嶽艮蹊樵夫( )→ (初世 ･北尾､絵師) ２１１５えいがくこんけいしょうふ しげまさ重政

永嘉亭( ) → ( ･日下部､俳人) Ｅ３６５３えいかてい はじょう波静

英果亭( ) → ( ､狂歌) Ｅ３７６１えいかてい ひゃくせきろうけいゆう百尺楼桂雄

盈科堂( ) → ( ･藤原､故実家) ２０２７えいかどう さだもと貞幹

叡下堂( ) → ( ､歌舞伎研究) Ｅ３６５４えいかどう はじょう波静

影花堂( ) → ( ･西村､書肆/絵師) Ｃ２１６１えいかどう しげなが重長

F1374 ( ) 江中期;幕府本丸比丘尼衆､のち隠居､栄嘉尼 えいかに ? ｰ ?

歌;冷泉家門､1798刊石野広通｢霞関集｣入、

[吹き寄せて外より深く積れるは学ばぬ窓にはづる白雪](霞関;冬662/窓前雪)

永喜門院周防( )→ ( ､歌人) ２３５８えいかもんいんのすおう すおう周防

1318 ( ･ ;法諱･源国経男) 石清水八幡宮別当法印元命の養子､永観 えいかん ようかん 1033ｰ111179歳

1043(長久4)山城の禅林寺僧;深観門､1044東大寺に修業;具足戒を受ける､有慶/顕眞門;

三論･法相を修学､1064法成寺の堅義､のち山城光明山寺で浄土教に帰依;念仏修行､

1072(延久4)禅林寺に帰住/1099権律師;翌日辞退､1100東大寺別当､称名教念仏;民衆教化､

浄土宗八祖の1､｢往生講式｣｢往生拾因｣｢念仏讃｣｢念仏勧進縁起｣著､｢拾遺往生伝｣に逸話､

歌人/勅撰8首;千載(1255)続古(804/1854)新後撰(673)続千(1023)続後拾(426)新拾以下、

[みな人を渡さむと思ふ心こそ極楽に行くしるべなりけれ](千載;釈教1255、

往生講式執筆時の教化歌/彼岸に渡そうとする阿弥陀の心が我々衆生の道標)

1319 ( ･能登 ､別号;宗閑) 戦国期河内の連歌師;異母兄宗碩門､永閑 えいかん のと ?ｰ? 1574存

母は能登出身､1516｢月村斎千句｣参加/37｢伊予千句｣第三百韻発句、

1548宗養と｢何木百韻｣発句､

大永1521-28ころ屢々能登下向;能登守護畠山義総に源氏物語の註釈[細流抄]を贈る、

｢万水一露｣｢伊賀国名所記｣｢伊賀名所記｣著､1523宗碩と｢何路百韻｣/50玄清と百韻など

B1394 ( ･虎屋 ､初号;虎屋小源太夫) 江前期の古浄瑠璃太夫:虎屋源太夫門､永閑 えいかん とらや ?ｰ?

1669(寛文9)-79(延宝7)伊勢大掾座に属す(;1669永閑に改号)､金平風豪放な永閑節の祖､

1682(天和2)江戸堺町に永閑座を立て操り芝居興行､当時無双の大音の持主､

｢仙人竜王威勢諍 ｣著､虎屋喜元の師あらそひ

永寛( ･原田) → ( ･原田 ､神職/医者/詩歌)Ｏ３２４６えいかん ながひろ はらだ永寛

英侃( ;号) → ( ;号､空性法親王､詩歌) ２３２４えいかん ずいあん随庵

栄閑( ･藤田) → (幽閑 ･藤田､書家) Ｂ４６０７えいかん ゆうかん友閑

栄侃( :法諱) → ( :号･栄侃､天台学僧) Ｇ１８９６えいかん げつぎょう月暁

C1360 ( ;法諱･頓成 ;字､号;一輙叟) 江後期嘉永1848-54頃の真宗大谷派僧;英巌 えいがん とんじょう ?ｰ?

越後頸城郡野田村西方寺の住職､高倉学寮修学､能登の頓成の機深信自力説に異義を主唱､

1848(嘉永元)｢能登頓成御糾書｣に反駁し｢馬鹿権勢折伏論｣著し大含以下の講師を罵倒、

本山･幕府による正慶霊 の調停を無視;1849本山より住職を罷免､しょうきょうれいおう

1839｢往生礼讃講述｣40｢田舎麻布｣48｢馬鹿権勢折伏論｣51｢苦心誨論章｣､｢師資砕啄篇｣、

｢洛越闘諍旁観記｣｢一枚御消息復古記｣｢浄土文類聚鈔随聞記｣｢所信能信之辨｣外著多数、

参考 能登の頓成 → ( ;法諱､機深信自力説､正慶門)Ｓ３１３１頓成 とんじょう

瑛含( ;号) → ( ;法諱､真宗東本願寺16世)Ｈ１９８４えいがん こうかい光海

英含(英 ;字) → ( ･英含[英]院､日蓮僧) Ｆ３３２９えいがん にっつう日通

英含院(英院 ;号)→ ( ･英含､日蓮僧) Ｆ３３２９えいがんいん にっつう日通

B1395 ( ;法諱･玉田 ;道号) 元の臨済僧･清拙正澄門､1326清拙に随従渡来、永 えいき ぎょくでん ?ｰ?

清拙住の南禅寺で記室の役､正澄｢清拙和尚禅居集｣編

1320 ( ･深川 /穂積 ､螺窓 [6世其角堂鼠肝]長男) 江戸の俳人;父門、永機 えいき ふかがわ ほづみ らそう 1823ｰ190482

1870其角堂継承;其角堂座点者､6世永機門､諸国行脚､｢芭蕉全集｣｢其角全集｣雪人と共編､

｢支考全集｣機一と共編､｢芭蕉十哲集｣柳涯 共編､1849｢温故｣53｢楪口集｣60｢庚申集｣、と

1861｢辛酉集｣編､｢みみな草｣編/｢茶亭掛類句集｣､1848沾山 7世｢俳諧 ｣点句入､せんざん はいかいけい

[永機(;号)の名/通称/別号]名;善之、通称;無諍、

別号;晋永機/其角堂7世/老鼠堂/準阿弥/善哉庵/阿心庵/黄花庵



永機( ) → (初世 ･曾/深川､俳人) １９３１えいき こじゅう湖十

永喜( /永善 ･林)→ ( ･林､儒者/詩/聯句) Ｅ３１８９えいき ながよし とうしゅう東舟

英記( ･松村) → ( ･松村､藩士/刀剣研究) Ｆ４００４えいき まさなお昌直

英基( ･布施) → ( ･布施､15ct後半連歌) Ｄ３７９６えいき ひでもと英基

英輝( ･小出) → ( ･小出 ､旗本/国学) Ｉ３８２１えいき ふさてる こいで英輝

英輝( ･山中) → ( ･山中 正吉 ､商家)Ｍ３７２２えいき ひでてる やまなか しょうきち英輝

詠帰( ) → ( ･萩原､俳人) Ｂ３１４７えいき とうえん桐園

詠帰( ･三宅) → ( ･三宅 ､幕臣/詩文) Ｃ４１８６えいき みちよし みやけ済美

栄記( ･沼田) → ( ･沼田 ､刀工) Ｃ３２６７えいき なおむね ぬまた直宗

栄喜( ･岩淵) → ( ･岩淵 ､国学/故実) Ｉ４１１４えいき みちのり いわぶち道教

C1361 ( ;法諱､橘義通男?) 平安期叡山僧/歌人、永義 えいぎ ?ｰ ?

1062無動寺和尚賢聖院歌合参加;左方(比叡山延暦寺塔頭無動寺で検校広算主催)､

[山高み小高き松の蔭にきてよそのこそ見れ秋の野辺をば](賢聖院歌合;九番左18)

永宜( ･吉雄) → ( ･吉雄 ､通詞/シ事件)Ｇ２８４６えいぎ ちゅうじろう よしお忠次郎

詠帰斎( ･河田) → ( ･河田､藩士/儒者) Ｄ３１７６えいきさい とうこう東岡

B1342 ( ･伊藤 ､塩田子蔦男) 播磨北条村の儒者;伊藤錦里の養子;女婿、栄吉 えいきち いとう 1747ｰ9650

家督嗣;福井藩儒;詩人､清田 叟の甥､

1777｢日本詠物詩｣86｢邀翠館集｣､｢明詠物詩選｣｢君嶺詩草｣｢自怡堂文稿｣著､

くんれい[栄吉(;名)の字/通称/号]字;士善､ 通称;文四郎、号;君嶺

B1397 ( ･堀 ) 播磨の儒者:皆川淇園･清田 叟門､栄吉 えいきち ほり ? ｰ ? 

1768 叟｢弘雀楼筆記｣校正(備前の高田潤･ 叟甥伊藤聖訓･医者窪田恭と共同で) 

栄吉(英吉 ･川北)→ ( ･川北/川喜田 ､儒者)Ｂ３６３３えいきち ばいざん かわきた梅山

栄吉( ･関根) → ( ･関根 ､絵師) Ｄ１２９８えいきち うんてい せきね雲停

栄吉( ･臼田) → ( ･臼田 ､儒者/詩文)Ｅ１３４５えいきち えんえんし うすだ衍々子

栄吉( ･石川) → ( ･石川 ､幕臣/日記) Ｂ２１７９えいきち しげあき いしかわ成章

栄吉( ･坪内) → ( ･坪内 ､幕臣/歌) Ｅ４５８８えいきち やすゆき つぼうち保之

栄吉( ･新井) → ( ･新井 ､歌人/蔵書家) Ｎ４０２３えいきち まさかた あらい政毅

栄吉( ･大原） → ( ･大原 /源､国学/歌) Ｏ４０４２えいきち まさのぶ おおはら正敷

栄吉( ･志賀) → ( ･志賀 ､藩士/国学者) Ｉ３５６６えいきち のぶとし しが延年

栄吉( ･中島屋) → ( ･原 ､庄屋/歌人) Ｋ４１１５えいきち みつため はら光為

永吉( ･山本) → ( ･山本 ､医者/本草家)Ｃ３９６５えいきち ぼうよう やまもと亡羊

英吉( ･河原) → (･河原､戯作者) Ｂ３８０８えいきち 風来

英吉( ･清水) → ( ･清水､儒/武術/故実) ５１７８えいきち れきしゅう櫟洲

英吉( ･樋口) → ( ･樋口 ､国学者) Ｅ１４０７えいきち おおたね ひぐち大種

衛吉( ･田内) → (恵吉 ･田内､志士) Ｄ１３６７えいきち えきち衛吉

栄吉郎( ･志賀)→ ( ･志賀 ､藩士/国学者) Ｂ４５６２えいきちろう やすし しが綏

英吉郎( ･樋口)→ ( ･樋口 ､国学者) Ｅ１４０７えいきちろう おおたね ひぐち大種

詠帰亭( ) → ( ･高野 ､藩士/詩歌) Ｐ３１３５えいきてい ともかね たかの倫兼

詠帰堂( ･星野鵜水)→ ( ･星野賁､儒者) Ｂ１７３４えいきどう くけん軒

詠帰堂( ) → ( ･渡辺､役人/砲術/俳人) Ｃ４６８２えいきどう ゆうすい友水

永久( ･松下庵) → ( ･五世岩井) Ｉ３６０４えいきゅう はんしろう半四郎

永久( ･ ･吉雄)→ (献策 ･吉雄 ､医者) Ｊ１８１１えいきゅう ながひさ けんさく よしお献作

永久( ･横山) → ( ･横山 ､国学者/歌) Ｉ３７３１えいきゅう ひでよ よこやま秀世

永久( ･本木) → ( ･本木 ､通事/近代印刷)Ｋ２２６２えいきゅう しょうぞう もとき昌造

永久( ･玉田) → ( ･玉田 ､国学) Ｎ３２８２えいきゅう ながひさ たまだ永久

盈久( ･森) → ( ･森 /伊関/賀茂､神職) Ｅ４１５６えいきゅう みつひさ もり盈久

盈久( ･桜井) → ( ･桜井 ､国学/歌人) Ｊ４１１９えいきゅう みつひさ さくらい盈久

衛久( ･遠藤) → ( ､遠藤､藩士/天文家) Ｃ１４５６えいきゅう おうせきし黄赤子

栄久( ･本木) → ( ･本木 ､通詞/蘭医書翻訳)Ｇ４９１７えいきゅう りょうい もとき良意

栄久( ･片桐） → ( ･片桐 /源､国学者) Ｊ３７０４えいきゅう ひでひさ かたぎり栄久



栄休( ･楢林) → ( ･楢林 ､通詞/蘭医者)Ｋ２８７２えいきゅう ちんざん ならばやし鎮山

英久院( ) → ( ･加藤 ､藩主/画/歌人)Ｆ４５６６えいきゅういん やすつね かとう泰恒

栄居( ･長谷川) → ( ･長谷川 ､和算家) Ｒ２１０８えいきょ しげすえ はせがわ栄居

衛居( ･山田) → ( ･山田 /石田､神職/国学)Ｌ４４８２えいきょ もりい やまだ衛居

D1305 ( ;) 江末期京下賀茂社社家､安藝大野の妹背滝の歌､永恭 えいきょう ? ｰ ?

［たちよりてしばしむすばむひまもなしはげしく散りて落つる滝つ瀬](妹背滝;雄滝)

永恭( / ･狩野)→ ( / ･冷泉/岡田､絵師/歌)Ｈ２６００えいきょう ながちか ためちか ためたか為恭

永教( ･石坂) → ( ･石坂 ､医官/鍼灸) Ｉ２５５５えいきょう そうてつ いしざか宗哲

永教( ･玉田) → ( ･玉田 /横山､神道家) Ｆ３２３３えいきょう ながのり たまだ永教

永教( ･青木) → ( ･青木 /藤原､幕臣/歌)Ｋ３２６５えいきょう ながのり あおき永教

英教( ･小出) → ( ･小出 /大村､藩主/歌)Ｈ３８８３えいきょう ふさのり こいで英教

栄境( ;字) → ( ;法諱･誠諦院､日蓮僧) Ｅ３３２５えいきょう にっしょう日証

栄郷( ･山田) → ( ･山田/藤 ､神職/故実) Ｂ４４６３えいきょう もちぶみ とう以文

F1357 (裔堯 ;法諱) 鎌倉後期室町初期の臨済僧;竺仙梵僊門;法嗣､裔翹 えいぎょう ? ｰ ?

｢竺仙和尚語録｣｢来々禅子東渡集｣編

永慶( ) → ( ;法諱･松崎僧都､天台僧)Ｃ１３６４えいぎょう えいけい永慶

永業( ･奥田) → ( ･奥田､儒者) Ｃ１４１０えいぎょう おうこく鶯谷

英玉翁( ) → ( ･井上､国学者/歌人) Ｉ４７６０えいぎょくおう よりくに頼

1321 ( ;法諱･雪嶺 ;道号) 丹後の臨済僧;建仁寺十如院九峰以成門;永瑾 えいきん せつれい 1447ｰ153791歳

出家､九峰以成の嗣法;十如院住､播磨永昌寺住持/1508建仁寺245世､詩文;天隠竜沢門、

杜甫の詩を研究､｢梅渓集｣｢識廬和尚疏稿｣｢識廬秉払法語｣｢百丈清規抄｣｢杜詩鈔｣、

｢雪嶺和尚語録｣｢雪嶺瑾禅師手書｣外著多数、

[雲嶺永瑾の号] 識廬/樵庵/梅渓

栄欣( ･西田) → ( ･西田 ､医者) Ｄ４９９０えいきん りゅうこく にしだ柳谷

C1362 ( ･ ;法諱 鎌倉期建久1190-99頃の僧;興福寺知足院の法相学僧、英弘 えいぐ えいこう ) ? ｰ ?

法相;興福寺信憲門､三会講師を勤む/堯思坊に住;唯識を構ず､

1199｢因明抄｣｢因明五帖問答鈔｣､｢一因違四｣｢一因違四比量｣著

衛愚( ･加藤) → ( ･加藤 ､医者/詩文) Ｂ１８８２えいぐ けんさい かとう謙斎

1322 ( ;法諱･号;慈眼房､藤原伊通男?) 平安後期比叡山西塔学僧､叡空 えいくう ?ｰ1179?(1181存説あり)

天台法華宗;延快門/円頓戒;良忍門/浄土教を修学;念仏誦経/黒谷流戒師､上人､

1150法然の師､｢円頓戒法秘蔵大綱集｣著､歌･続後撰586、

[なにゆゑか宿をあくがれ出でにけんさし入る月の光をも見で](続後撰;釈教586)

[慈眼房叡空の称] 疑空/叡空上人

栄空( ) → ( ･勧修寺 ､廷臣/日記)３７７９えいくう ひさあき かじゅうじ尚顕

栄九郎( ･宝生/服部)→ ( ､宝生/服部､能楽師/俳人)Ｇ２４６０えいくろう せんぽ沾圃

C1363 ( ;法諱､俗姓;山田) 山城の三論僧/密教も修学､初め観音院住/東大寺住､英訓 えいくん ?ｰ? 1529存

1508｢因明一因違三極秘｣10｢後三違決｣22｢勧学講論義草｣29｢因明一因違三私｣外著多数

永薫( ;法名) → ( ･逸見 /瀬尾/源､武将/城主)Ｅ４００２えいくん まさつね へんみ昌経

C1364 ( / / ;法諱･通称;松崎僧都､大納言藤原斉信男) 天台宗園城寺僧､永慶 えいけい えいぎょう ようけい 996ｰ106671

1043(長久4)権律師､1060(康平3)権大僧都､歌;金葉集解15入、

[山桜峰は霞のこめつれば麓の花をおりてこそみれ](金葉集;橋本公夏筆本拾遺春部15、

詞書;鞍馬寺大門の花ざかりなりとて下りてよめる)

C1365 ( ･狩野 ､通称;縫殿助､号;幽賞軒/仲簡子､永納男) 京狩野派絵師､永敬 えいけい かのう 1662ｰ170241

｢三十六歌仙絵本｣画

永慶( ;字) → ( ;法諱､浄土僧) Ｂ５１１７えいけい れんしょう蓮勝

永慶( ･高倉) → ( ･高倉､廷臣/故実家) Ｇ３２３７えいけい ながよし永慶

栄卿( ･舟生) → ( ･舟生 / ､儒者) Ｊ２８７２えいけい ちょうひん ふなう ふにゅう釣浜

栄卿( ･坪川) → ( ･坪川 ､和算家) Ｄ２９８８えいけい つねみち つぼかわ常通

栄継( → ?･北)→ ( ･北 ､藩家老/詩/日記)Ｅ４７６６えいけい ひでつぐ よしつぐ きた可継

栄慶( ) → ( ･諦純､真言僧) Ｄ１３００えいけい えいしょう榮性



英卿( ･後藤) → ( ･後藤 ､儒者/詩文) Ｍ１６５３えいけい きゅうこう ごとう九皐

嬰卿( ･川口) → ( ･川口 ､医/藩儒) Ｊ４９８１えいけい りょくや かわぐち緑野

永潔( ･近田) → ( ･近田 /矢野､庄屋/国学)Ｎ３２８７えいけつ ながきよ ちかだ永潔

英月( ;字) → ( ;法諱･興善院､日蓮僧) Ｄ３３０４えいげつ にちにょう日饒

郢月泉( ) → ( ･早野､俳人) ３６１８えいげつせん はじん巴人

郢月泉( ) → ( ･箱島 ､巴人門俳人) Ｂ１０１０えいげつせん あすい はこしま阿誰

U1347 ( ;法諱) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、栄憲 えいけん ? ｰ ?

1237刊[楢葉集]入、

[互ひに忍ぶ恋といへる心を、

人めをもおなじ心にしのばずはあはぬつらさをたれになさまし](楢葉;恋371)

C1366 ( ;法諱･号;恵生房) 鎌倉期:紀伊日高郡の真言僧､1257高野山検校､英賢 えいけん ?ｰ? 1257存

｢毘慮遮那仏別行記｣著

1324 ( ) 鎌倉期;藤家流朗詠家、栄賢 えいけん ? ｰ ?

1265｢朗詠要抄｣心空と共著､

は;栄賢 心空 因空(豪愉) 普一 と相伝朗詠秘曲の相伝 Ý Ý Ý

C1367 ( ) 連歌:1472紹永催｢美濃千句｣参永兼 えいけん ? ｰ ?

C1368 ( ;法諱･字;密乗) 東大寺三論学僧/倶舎も修学､英憲 えいけん ?ｰ ? 1531存

1506｢因明抄物類集｣｢因明広文集問題篇目｣26｢勧学講問答抄｣/31｢愚舎論英憲鈔｣外著多

C1369 ( ･高野 ､永貞/通称;秀右衛門) 越後長岡藩儒､性理学;小川晩翠門､栄軒 えいけん たかの 1693ｰ177381

古義学修得/藩政に寄与､｢藩主牧野家系図｣著､余慶 の父よけい

C1370 ( ･林 ､3世栄哲の長男) 父は肥前佐賀藩侍医､宗建 の兄、栄建 えいけん ならばやし そうけん1801ｰ7575

蘭医者;林家で一般患者の治療に当たっていたシーボルト門､

1839(天保10)牛痘液輸入に関与;弟宗建と牛痘法普及に尽力､1840弟に家督を譲渡し上京、

京の富小路三条上ルで医を開業;種痘有信堂を開設､維新後は種痘医として活動、

新宮凉庭･高島秋帆と交流､1835｢南山余唱｣､｢西洋火薬法｣｢西洋軍艦表｣著､

ちんいん[栄建(;通称)の名/字/別通称/号]名;高秀/恭､字;子良､初通称;栄祐､号;静山/椿陰

永賢( ･松井) → ( ･松井､官人/歌人) Ｇ３２５１えいけん ながよし永賢

永建( ･中台) → ( ･中台 ､藩士/儒者) Ｅ３６４３えいけん はじめ なかだい元

栄建( ･足立) → ( ･足立 /江沢､蘭学者) ５１８０えいけん れきてい あだち櫟亭

栄賢( ･吉田) → ( ･吉田､藩士/詩人) Ｃ３７９５えいけん ひでかた栄賢

英顕( ･佐久間) → ( ･佐久間 ､幕臣/国学) Ｉ３８２７えいけん ふさあき さくま英顕

瑛兼( ;名) → ( ;法諱･恵明院､真宗僧) Ｇ３３０２えいけん にょせい如晴

影見( ･石尾) → ( ･石尾 ､藩士/歌/宗教家)Ｇ１０９９えいけん ありのり いしお有則

1323 ( / ;法諱､称:山人､藤原敦舒男) 母;惟任の乳母､東大寺の三論僧;法師、永源 えいげん ようげん ?ｰ?

観世音寺別当?､歌人;1076｢源経仲歌合｣参加､

勅撰9首;後拾遺(7首81/141/254/645/666/674/844)金葉(653)詞花(119)､続詞花集入、

[桜花咲かば散りなんと思ふよりかねても風のいとはしきかな](後拾;春81)、

藤原義孝 と兄弟､尊卑分脈の永縁と兄弟説(父;藤原永相/母;大江公資女)は誤か?のりたか

参考 → ( ･藤原､歌人) Ｅ３５７８義孝 のりたか

→ ( / ､興福寺僧/歌人) １３１４永縁 えいえん ようえん

C1371 ( ) 平安後期;叡山僧/歌人､1134｢打聞集｣書写栄源 えいげん ? ｰ ?

B1300 ( ;;法諱) 江前期真宗受徳寺僧;綽如 3男玄真の曾孫、栄玄 えいげん しゃくにょ? ｰ ?

1689｢栄玄聞書 ｣(栄玄記;蓮如･実如･証如の聞書集):連恵 ･正勝らと集成えいげんききがき れんえ

栄元( ･三宅) → ( ･三宅 ､藩士/剣術家) Ｌ３７３３えいげん ひでもと みやけ栄元

栄厳( ) → ( ;法諱･天霊､真言僧) Ｃ１３７５えいげん えいごん榮厳

栄彦( ･松木) → ( ･松木/度会､神職) Ｈ２０１１えいげん さかひこ栄彦

永愿( ;法諱) → ( ;法諱､真言僧) ４７７６えいげん ようげん永愿

永元( ･古森) → ( ･荒木田 ､神職/歌人)Ｐ３２５８えいげん ながもと あらきだ永元

永言( ･古森) → ( ･古森 ､書家/俳人) ２８４１えいげん ちうん こもり痴雲

永言( ･小栗) → ( ･小栗 /港崎可酔､国学/歌)Ｋ３２２８えいげん ながこと おぐり永言



永言( ･生駒) → ( ･生駒 ､藩士/歌人) Ｌ３２０７えいげん ながこと こま永言

永言斎( ) → ( ･横井､藩士/俳人/詩歌) ４５１７えいげんさい やゆう也有

B1343 ( ) 連歌､1571｢大原野千句｣､73幽斎｢大覚寺千句｣参英怙 えいこ ? ｰ ?

U1317 ( ･二条 ､栄子 内親王､霊元天皇第3皇女) 京の生、栄子 えいこ にじょう まさこ 1673ｰ174674

母;中宮新上西門院鷹司房子､1686(貞享3)内親王宣下/中納言二条綱平(のち関白)の室、

1732夫没/1743二品､歌人､二条吉忠の母､1746(延享3)没、

[栄子(;名)の幼名] 女二宮

U1312 ( ･芝崎 ､） 江戸の神田明神祠官芝崎好全 の妻、栄子 えいこ しばざき よしなり? ｰ ?

国学･歌人;賀茂真淵(1697ｰ1769)門

U1319 ( ･福武 ､高淵喜七清方女) 備中浅口郡安倉村の生、栄子 えいこ ふくたけ 1767ｰ180539

浅口郡玉島の商家福武允 (香川景柄門歌人)の後妻､歌人;香川景樹門まこと

夫允の交友範囲広く武者小路公隆･香川景柄･景樹･賀茂季鷹･藤井高尚など多数、

夫 → ( ･福武 ､儒者/歌人) ４０７６允 まこと ふくたけ

C1372 ( ･あしやの) 江後期;筑前遠賀郡芦屋の商家の妻女､栄子 えいこ ? ｰ ?

1849(嘉永2)｢不知火日記｣著

U1325 ( ･涌谷 ､仙台藩医涌谷玄恭女) 江戸の歌人栄子 えいこ わくや 1788ｰ185972

T1389 ( ･市田 ) 江後期近江神崎郡の生､歌人;楓園時子門､栄子 えいこ いちだ 1809 ｰ ?

市田義輔 (1798生)･市田時子(1801生)の妹､市田伴十郎の妻;近江蒲生郡に住､よしすけ

才女;能書家

U1318 ( ･芳賀 ､旧姓;小県) 近江彦根の歌人;[彦根歌人伝･亀]入栄子 えいこ はが 1811ｰ39早世29

F1377 ( ･慶行 女) 江後期;歌人､父慶行は不詳;池田慶行か?;栄子 えいこ よしゆき ? ｰ ?

(但し早世[17歳]のため池田慶行には許嫁は解消;室はいない)、

歌;1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[佐保姫や霞の袖につつむらむ音のみ落つる布引の滝](大江戸倭歌;春76)

[忘らるる秋なかりせばあふぎてふ名も頼もしく思ひこそせめ](同;恋1614/寄扇恋)

栄子( ･中川) → ( ･中川 ､加藤泰済女/歌)Ｌ３７７６えいこ ひさあきのしつ なかがわ久昭室

栄子( ･高橋) → ( ･高橋 /丸山､残夢の妻/歌人)Ｋ３６３８えいこ はえこ たかはし栄子

英固( ) → ( ､法眼､歌人) Ｂ１３４０えいこ えいいん英因

英古( / ?･梶) → ( ･梶 ､藩士/画/茶) Ｋ１６７１えいこ ひでふる きざん かじ旗山

永古( ･青木) → ( ･青木 ､神職/歌人) Ｋ３２７２えいこ ながひさ あおき永古

瀛壺逸史( ) → ( / ･陳､儒者/製陶/拳)Ｂ１８２７えいこいっし げんいん げんぴん元贇

B1330 ( ) 平安後期;僧/歌人､1050兼房歌合参加、永好 えいこう ? ｰ ?

[秋ごとに来る初雁の声ききてあはれといはぬ旅のなきかな](兼房歌合;初雁阿智番左)

C1373 ( ;法諱) 鎌倉末-室町初期の臨済僧;竺仙梵僊門/法嗣､裔綱 えいこう ? ｰ ?

｢竺仙和尚語録｣;裔翹 と共編えいぎょう

C1374 ( / ;法諱､俗姓;菅谷､法印英周男) 天台僧/妙法院宮の坊官､英洪 えいこう えいごうう 1707ｰ? 1756存

1747(延享4)法印､56位階を辞退､｢霊元院尊義十七回聖忌雑記｣著

B1344 ( ) 俳人･蓼太門､1763耳徳｢芙蓉文集｣入盈行 えいこう ? ｰ ?

英公( ) → ( ･松平､藩主/茶･歌人) Ｉ４７７３えいこう よりしげ頼重

英弘( ) → ( ･平鎌期興福寺法相学僧) Ｃ１３６２えいこう えいぐ英弘

英好( ･稲葉) → ( ･稲葉 ､国学者) Ｉ３７５２えいこう ひでたか いなば英好

英綱( ･渡辺) → ( ･渡辺 ､和算家) Ｄ３７２５えいこう ひでつな わたなべ英綱

英興( ･本堂) → ( ･本堂 ､藩士/国学者)Ｋ３７９８えいこう ひでおき ほんどう英興

栄光( ･日野) → ( ･日野/裏松/藤原､廷臣/歌)Ｋ３１０８えいこう ときみつ時光

栄行( ･堤/葉室) → ( ･葉室 /藤原/堤､権大納言/記録)Ｊ４７６６えいこう よりひろ はむろ頼煕

栄弘( ･北村) → ( ･北村 ､医者/国学) Ｊ３７２９えいこう ひでひろ きたむら栄弘

栄孝( ･重村) → ( ･重村 /林､神職/国学)Ｏ２１７５えいこう しげたか しげむら栄孝

永広( → ･原田)→ ( ･原田 ､神職/医者/詩歌)Ｏ３２４６えいこう ながひろ ながひろ はらだ永寛

永好( ･間宮) → ( ･間宮 ､藩士/国学者) Ｇ３２４７えいこう ながよし まみや永好

永好( ･吉田) → ( ･吉田 ､商家/国学) Ｐ３２３０えいこう ながよし よしだ永好



永孝( ･三好) → ( ･三好 ､藩士/書家) Ｊ２２３０えいこう しょうざん みよし想山

永杲( ･東輝;道号)→ (東暉 ･永杲､臨済僧) Ｃ３１４５えいこう とうき東輝

永興( ･吉田) → ( ･吉田 ､商家/国学) Ｐ３２３０えいこう ながおき よしだ永興

影光( / ?･日置)→ ( ･日置 ､弓術家) Ｄ４０８４えいこう かげみつ まさつぐ へき正次

衛興( ･三浦) → ( ･三浦 ､藩儒) ２７３９えいこう へいざん みうら瓶山

栄孝堂( ) → ( ･佐々木/高杉､医/藩儒) Ｙ２１８４えいこうどう じゅざん寿山

栄国( ･武谷) → ( ･武谷 ､藩士/歌) Ｌ３７５２えいこく ひでくに たけたに栄国

栄五郎( ･向山) → ( ･向山 /一色､幕臣/詩)Ｇ１９６６えいごろう こうそん むこうやま黄村

鋭五郎( ･伴) → ( ･伴 ､藩士/国学者) ３５１０えいごろう のぶとも ばん信友

C1375 ( ;法諱･字;天霊､俗姓;上撫/別所) 淡路津名郡相川の真言僧;1826出家､榮厳 えいごん 1814ｰ190087

1828(文政11)高野山に修業;灌頂を受/34下山;のち高野山再山、

眞別処隆鎮門;広く諸流の伝受､1862(文久2)眞別処の上座;以後別所と改姓､

維新後1880大教正/84弘法大師1050年遠忌に東大寺で結縁灌頂を修す;大阿闍梨、

1888真言宗長者､｢安流聞書｣｢午水大事｣｢諸流行要｣｢随流伝受聞書｣｢午水大事｣外著多数

[榮厳(;法諱)の号]号;一不道人

瑛沙( ･山陽堂､狂歌師)→ ( ･芝の屋) Ｇ２００９えいさ さんよう山陽

B1398 ( ･香宮 ､神屋永三) 歌謡､1782羽積｢歌系図｣跋文枝去来 えいざ かみや ?ｰ?

U1349 ( ;法諱) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、永済 えいさい ? ｰ ?

歌人;1237刊[楢葉集]4首入、

[すそのより山わけ衣ぬれそめてたもとにおもき峰の秋ぎり](楢葉;羈旅634)

1303 ( / ;法諱･明庵 / ;道号､俗姓;加陽/賀陽 ) 日本臨済宗祖､栄西 えいさい ようさい みょうあん みんなん かや 1141ｰ121575

備中吉備津宮の出身/初め天台を修学､1167･1187二度入宋;明州天童山の虚庵懐敞門、

臨済禅を嗣法;四分戒･菩薩戒を受､帰国後九州･三備に伝道/1198｢興禅護国論｣著す;

この著で禅宗の独立を宣言､旧仏教の非難を避け鎌倉に下る;将軍家の帰依を受ける、

鎌倉に寿福寺開創/京に建仁寺開創､禅と天台教学の興隆に尽力;台密葉上流の祖､

東大寺大勧進職/法勝寺九重塔再建;僧正､茶の普及など各方面に活動､

1178｢請願寺盂蘭盆縁起｣80｢結縁一遍集｣81｢秘宗隠語集｣98｢興禅護国論｣、

1200｢出家大綱｣/1211｢喫茶養生記｣(;源実朝に献上)/15｢入唐縁起｣､｢栄西入唐縁起｣、

｢霊松一枝｣｢一代経論総釈｣｢一心戒儀軌｣外著多数､歌;続古今集899､雲葉集入、

[もろこしのこずゑもさびし日の本のははそのもみぢ散りやしぬらん]、

(続古;羈旅899/宋に滞在中秋風身にしむ夕に母を思い詠む/雲葉;羈旅980)、

[明庵栄西の号/通称]号;葉上房、通称;葉上僧正/千光法師

1325 ( ･西生 ､兼名男) 戦国期永正-天文1504-55頃近江蒲生中山の隠士･永済 えいさい にしなり ?ｰ?

父戦死後蒲生智閑に養育される､｢和漢朗詠集註｣著(1671刊)

U1356 ( ･梅春軒 ､) 江中期;伊予川之江の歌人、英斎 えいさい ばいしゅんけん ?ｰ?

1722頃内海顕糺[倭謌五十人一首追加]入、

[うらみるを葛の葉になど限るらんそれとわけても風の吹くかは]、

(追加;葛風/裏返すのは葛の葉とは限らないのに)

C1376 ( ･今枝 ､別名;済/字;允明/通称;竹庵､号令斎) 京の本草家･松岡恕庵門､栄済 えいさい いまえだ ?ｰ?

1742｢年中日次記｣45｢園塵｣､｢文哉堂手録｣著

C1377 ( ･吉益 辰､東洞男) 1792大坂船場の医者､｢万病一毒｣｢丸散解｣著､贏斎 えいさい よします 1767ｰ?

｢東洞先生丸散方｣｢ 斎先生方研抄｣著贏

C1378 ( ･三宅 ､名;恪/字;子勤､別号;金江) 大坂堂島の絵師:玉手棠洲門､英斎 えいさい みやけ 1810ｰ7869

山水花鳥画､1832｢新撰七夕狂歌集｣画

C1379 ( ･長島 ) 江後期江戸神田旅籠町一丁目の書家､歌人、英斎 えいさい ながしま ? ｰ ?

1857｢木曾桟｣｢松島日記｣著、

[英斎(;号)の名/字/通称/別号]名;重英、字;二矛、通称;英四郎、別号;大林堂

英斎( ･歌川) → ( ･歌川､絵師) Ｃ１７６７えいさい くにかげ国景

英済( ･高橋) → ( ･高橋､医者/儒) Ｉ３２８７えいさい なんけい南渓



栄斎( ･竹口) → ( ･竹口 /津久井､国学)Ｂ３２３０えいさい なおしげ たけぐち尚重

栄斎( ･梅村) → ( ･梅村 /坂本/金子/小林/平､勤王家)Ｏ４００１えいさい まもり うめむら眞守

栄哉( ･太田) → ( ･太田 /源､庄屋/国学)Ｉ３７９１えいさい ひでちか おおた栄哉

永斎( ･中村) → ( ･中村､幕臣/和算) Ｊ３１００えいさい ときかず時万

永斎( ･坂本) → ( ･坂本､医/本草/絵師) Ｋ１９９０えいさい こうねん浩然

盈斎( ･葛飾) → ( ･葛飾 /森川､絵師) Ｄ３９７０えいさい ほくたい かつしか北岱

英材( ･在原) → ( ･在原､;廷臣/歌) Ｄ３７００えいざい ひでき英材

英斎泉寿( ;初号)→ ( ･景斎､可候門絵師/戯作)Ｃ１３８９えいさいせんじゅ えいじゅ英寿

英斎白水( ) → ( ･英斎､絵師) Ｄ３６４５えいさいはくすい はくすい白水

盈斎北岱( ) → ( ･葛飾､絵師) Ｄ３９７０えいさいほくたい ほくたい北岱

栄左衛門( ･山添)→ ( ･山添 ､国学者) Ｎ１５６４えいざえもん かつなが やまぞえ勝長

栄左衛門( ･初川)→ ( ･初川 ､商家/和学) Ｋ３６６３えいざえもん はるひで はつかわ春栄

栄左衛門( ･楢林)→ ( ･楢林 ､ｵﾗﾝﾀﾞ通詞)Ｌ２６４９えいざえもん たかあき ならばやし高明

栄左衛門( ･久米)→ ( ･久米､藩士/暦算/測量)Ｂ４１３５えいざえもん みちかた通賢

栄左衛門( ･唐木)→ ( ･唐木 ､商家/国学/歌)Ｊ３６９６えいざえもん はにまろ からき埴麿

永策( ･脇) → ( ･脇 ､儒者) Ｆ１０３７えいさく ありたか わき有貴

英作( ･山内) → ( ･山内 ､酒造業/国学) Ｃ２１１３えいさく しげき やまうち繁樹

栄作( ･植田) → ( ･植田 /高須､商家/歌･俳)Ｃ４７６９えいさく よしかた うえだ義方

栄三郎(初世 ）→ (3世 ･尾上､歌舞伎役者)１６９５えいざぶろう きくごろう菊五郎

栄三郎( ･柴田)→ ( ･柴田 ､絵師) Ｂ３９５７えいざぶろう ほうしゅう しばた芳州

栄三郎( ･植松)→ ( ･植松 /中村､和算家)Ｋ２４６０えいざぶろう ぜしょう うえまつ是勝

栄三郎( ･山内)→ ( ･山内 ､国学者/歌人)Ｐ２０６９えいざぶろう さだたり やまうち貞足

栄三郎( ･渡辺)→ ( ･渡辺 ､商家/国学) ２７３９えいざぶろう ためちか わたなべ為親

英三郎( ･松浦)→ ( ･松浦 ､藩主/儒/詩歌)Ｂ２４７６えいざぶろう せいざん まつら静山

英三郎( ･野間)→ ( ･野間 ､幕臣/医者) Ｉ２４５７えいざぶろう せいしき のま成式

英三郎( ･堀池)→ ( ･堀池 ､神職/国学/歌)Ｎ２８４７えいざぶろう ちくら ほりいけ千座

1326 ( ･法印) 鎌倉期;僧/宿曜師?、栄算 えいさん ? ｰ ?

歌人､玉葉1087･続千載1862､

[天つ空星のくらゐを数へてぞ行末とほき御代はしらるる](玉葉;賀1087)

永三( / ･松永)→ ( ･松永 ､儒者) Ｄ２１６６えいさん えいぞう しさい まつなが思斎

永三( ･神屋) → ( ･香宮 ､歌謡) Ｂ１３９８えいさん えいざ かみや枝去来

英粲( ･松田/小出)→ ( ･小出/松田､藩士/歌人) Ｅ２９３１えいさん つばら粲

C1381 ( ･福原 ､名;尚脩/字;承明/別号;水雲､百練[丹安]男) 大阪の医者､映山 えいざん ふくはら 1735ｰ6834

詩人;混沌社友､書画/篆刻を嗜む､｢映山遺稿｣

1327 ( ･菊川 ､名;俊信､英二男) 江戸市ヶ谷の造花業､絵師;菊川派の祖､英山 えいざん きくかわ 1787ｰ186781

画;父/鈴木南嶺門､1840頃から美人画/合巻挿絵;歌川派に対抗､晩年は上州藤岡住､

｢春の山｣｢青楼五人女｣｢新曲撰狂歌集｣｢艶本恋の操｣｢傾城貞操亀鑑｣画､

[英山の通称/別号] 通称;万五郎/佐花屋万吉、別号;重九斎/児玉屋英山(藤岡での号)

英山( ･伊達) → ( ･伊達､藩主/歌人) Ｉ３２３０えいざん なりむね斉宗

英山( ･立花) → ( ･立花､藩主/連歌) Ｄ１０６５えいざん あきとら鑑虎

英山( ･千村) → ( ･千村 ､藩士/記録) Ｓ２１２６えいざん しげかる ちむら重治

栄山( ;法諱) → ( ､真言僧/講釈師) Ｆ２１２７えいざん しどうけん志道軒

影山( ･小泉) → ( ･小泉､和算家) Ｇ３５１４えいざん のりゆき則之

永山( ･曾) → ( ･曾 /宋 ､本草/医者) Ｈ３６１５えいざん はん そう そう槃

叡山大師( ) → ( ;法諱､天台開祖/歌) ２００５えいざんだいし さいちょう最澄

C1382 ( ･小槻 ､雅久女､伊予局､三位局) 戦国期享禄1528-32頃;後奈良天皇の女房､盈子 えいし おづき ?ｰ?

覚如親王の母､｢伊予局日記｣著

C1383 ( / ;通称･竹内 ､名;軌周) 陸奥弘前藩士;江戸詰/1726御目付役、衛士 えいし えいじ たけうち ?ｰ1746

1735諸手物頭､1743鑓持奉行/用人､詩文､1737｢陸奥津軽領産物絵図帳｣編

C1384 (2世 ･津打 ･ ､初号;清三郎) 江中期江戸中村座の歌舞伎作者;初世英子門､英子 えいし つうつ つうち ?ｰ?



番付作者;1779｢帰花英雄太平記｣81｢四天王宿直着綿｣/85｢日本出世鑑｣｢女郎花名に愛滝｣

1328 ( ･鳥文斎 ､旗本細田 時行男/本姓;藤原) 幕臣;1772家督嗣､栄之 えいし ちょうぶんさい ほそだ 1756ｰ182974

1781御小納戸/83西丸御小納戸/致仕;寄合､画;狩野典信門/浮世絵師;鳥居文竜斎門?､

肉筆画/黄表紙挿絵を描く､挿絵;1788｢怪談四更鐘｣/89｢芋世中｣97｢狂歌柳の糸｣外多数､

錦絵;｢風流やつし源氏｣｢風流七小町｣｢福人略宝合｣｢青楼美撰合｣外画多数､

[鳥文斎栄之(;号)の名/通称/別号]名;時富､ 通称;弥三郎/民之丞/源次郎、別号;米花斎

B1345 ( ･石橋亭) 江後期俳人;雑俳･田舎坊左右児門、英子 えいし ? ｰ ?

1805以後;左右児追善集｢古今田舎樽｣編

B1399 ( ･米花斎､通称;源次郎) 江後期天保1830-44頃江戸麹町絵師:渓斎英泉門､英之 えいし ?ｰ?

1832春水｢吾妻の春雨｣34｢心意気｣35｢今年噺｣｢和説仮名論語｣画､

｢ささめごと｣｢難波の俄雨｣画

栄子( :隠名､菊葉集入)→ ( ･伏見宮､歌) Ｇ３６８０えいし はるひとおう治仁王

栄思( ;俳名) → ( ･三升屋､歌舞伎作者) ３３０２えいし にそうじ二三治

栄之( ･池田) → ( ･池田 ､農業/儒者) Ｆ３７３０えいし ひょうせん いけだ氷川

英子(初世 ･津打 ･ )→ (2世 ･津打､歌舞伎作者)２１３４えいし つうつ つうち じへえ治兵衛

英子( ;俳名) → (初世 ･鈍通､歌舞伎作者)Ｉ４７１３えいし よそべえ与三兵衛

英之( ･河崎) → ( ･河崎 ､神職/俳諧) Ｄ３７６１えいし ひでのり かわさき秀憲

英之( ･村松) → ( ･村松 ､藩士/儒者) Ｈ１５４１えいし かけい むらまつ果卿

英至( ･野村) → ( ･野村 ､地誌) Ｅ３７０５えいし ひでゆき のむら英至

英氏( ･石野) → ( ･石野 ､藩士/記録) Ｃ３７８１えいし ひでうじ いしの英氏

瑛子( ･西園寺) → ( ､亀山天皇妃/女房歌人多数)Ｉ２２１４えいし しょうくんもんいん昭訓門院

鋭子( ･本多) → ( ･本多 ､歌人/生花) Ｗ３１３８えいし としこ ほんだ鋭子

盈之( ･島倉/司馬)→ ( ･司馬 /島倉､蘭医/語学)Ｇ４９８２えいし りょうかい しば凌海

盈之( ･紀) → ( ･紀 ､国学者) Ｉ４１８５えいし みつゆき きの盈之

盈枝( ･吉田) → ( ･吉田 ､商家/和学/連歌)Ｋ４１９２えいし みつえ よしだ盈枝

盈始( ･石塚) → ( ･石塚 ､歌人) Ｌ４１２３えいし みつもと いしづか盈始

衛之( ･岡) → ( ･岡 ､藩士/詩人) Ｄ１７５０えいし くらじ おか蔵治

衛士( ･吉田) → ( ･吉田 ､藩家老/財政) Ｔ２６３７えいし たんけん よしだ澹軒

衛士( ･井上) → ( ･井上/藤原/梯､藩士/国/史学)Ｊ４４１４えいし もとよし素良

永錫( ･狩野) → ( ･狩野 /三谷､絵師) Ｕ１３０７えいし えいしゃく かのう永錫

永錫( / ･狩野)→ ( / ･狩野 /三谷､藩御用絵師)Ｉ４１６６えいし えいしゃく みつお さんゆう かのう三雄

C1326 ( ) 伊勢山田の俳人､1633重頼｢犬子 集｣1句入、永氏 えいじ えのこ? ｰ ?

[雪にたはむ竹やさながら木綿弓 ](犬子集;1415、きわたゆみ

木綿弓;繰り綿を打って柔らかくする弓形の道具)

C1327 ( ･畑 与兵衛､屋号;山形屋) 京の商人/俳人､1633重頼｢犬子集｣6句入、永治 えいじ はた ?ｰ?

[手ごとにもたゝきならすは鈴菜 哉](犬子集;99/鈴を鳴らすと七草を叩くを重ねる)すずな

F1369 ( ･古妻) 江前期上方の俳人、栄治 えいじ ? ｰ ?

1673西鶴｢生玉万句｣第五青梅発句/花火第三句等入、

[青梅や鶯ならでとり肴](生玉万句;青梅発句/取り肴;酒の肴)

B1346 ( ･原 ､栄宅男､和平 ?) 1740年代の京の売薬商/講釈師;軍書講釈に長ず栄治 えいじ はら とも ?ｰ?

C1385 ( ･奥野 ) 江中期;歌舞伎作者;奥野瑳助門､栄治 えいじ おくの ? ｰ ?

1775｢初冠賎束帯｣76｢増補河内通｣77｢江戸綉小袖曾我｣78｢伊達錦対将｣著

C1386 (栄次 ･戸田 ､玄泉[仙]堂) 江後期大阪炭屋町書家/書肆､1800｢世話千字文｣書､栄治 えいじ とだ ?ｰ?

1800｢諸通文鑑｣｢会所往来｣01｢問屋往来｣02｢女諸通文鑑｣書

永治(英二 ･白井/菅江)→ ( ･菅江 ､国学/地誌) Ｊ４０２３えいじ ますみ すがえ眞澄

永二( ･小野) → ( ･小野､商家/俳人/謡曲) Ｄ２５４８えいじ そきょう素郷

英二( ･佐久間) → ( ･佐久間 ､儒者/詩人) Ｃ４６８１えいじ ゆうすい さくま熊水

英次( ･古川) → ( ･古川 ､藩士/歌人) Ｊ４０８３えいじ まつね ふるかわ松根

英次( ･篠崎) → ( ･篠崎 ､漢学者/兵法) Ｆ１８５３えいじ けいこ しのざき孤

英時( ･北条) → ( ･北条/赤橋/平､幕臣/歌)Ｄ３７３０えいじ ひでとき英時



栄司( ･桜井) → ( ･桜井 /下田､神職/歌)Ｑ４００２えいじ まさかた さくらい政賢

栄次( ･上野) → ( ･上野 ､書家/詩歌) Ｊ３６７６えいじ ばいう うえの梅塢

栄治( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､国学/歌人) Ｄ３７７０えいじ ひではる いとう栄治

栄治( ･中路) → ( ･中路 /岡本､藩士/尊攘)Ｊ３５３４えいじ のぶとし なかじ延年

栄時( ) → ( ､歌人) Ｌ３７８１えいじ ひでとき栄時

栄滋( ･杉山/野尻)→ ( ･野尻/杉山､藩士) Ｄ３７０えいじ ひでしげ栄滋

盈持( ･鵜飼) → ( ･鵜飼､藩士/家譜編)Ｄ３０１５えいじ でんえもん伝右衛門

衛司(衛士 ･佐竹) → ( ･佐竹 ､絵師) Ｂ１３９３えいじ えいかい さたけ永海

衛士( ･原田) → ( ･中尾 /三木/原田､国学)Ｖ３１８９えいじ とよおか なかお豊岳

栄枝館梅若( )→ ( ･栄枝館､地口作者) Ｂ３６４３えいしかんばいじゃく ばいじゃく梅若

永七( ･穀田屋/高平)→ ( ･高平 ､俳人) Ｌ３１７０えいしち とこう たかひら斗興

衛七( ･森) → ( ･森 ､神職/国学) Ｎ２０２６えいしち さだはる もり貞温

栄七郎( ･楢林)→ ( ･楢林 ､ｵﾗﾝﾀﾞ通詞) Ｌ２６４９えいしちろう たかあき ならばやし高明

栄七郎( ･多賀屋)→ ( ･宮下/源/宮/堀越､名主/歌人)Ｈ４０７４えいしちろう まさみね正岑

U1352 ( ;法諱､摂関藤原師実[1042ｰ1101]男) 平安後期;園城寺僧/法印/一身阿闍梨、永実 えいじつ ?ｰ?

号;宇治法印､内大臣師通･花山院家忠･大炊御門経実･大納言能実･忠教･尋範らの兄弟、

☆1237刊素俊撰[楢葉集]入の[永実法師]とは別人か?、

[浦風のたゆむかたにやめぐるらむたえだえみゆるあまの漁り火](楢葉;933/永実)

栄実( ･奥村) → ( ･奥村､国学/藩学制改革)Ｃ３０７４えいじつ てるざね栄実

英実( ･大田) → ( ･大田 ､藩士/教育) Ｉ３７８３えいじつ ひでざね おおた英実

永日( ･柏木) → ( ･柏木/柏､幕府棟梁/詩) Ｃ２２８３えいじつ じょてい如亭

永日庵歌種( )→ ( ･永日庵､狂歌)Ｓ２６２４えいじつあんうたたね たまくらのうたたね手枕歌種

永日庵其律( )→ ( 永日庵､狂歌･俳人) Ｄ１６７２えいじつあんきりつ きりつ・其律

栄室主人( ) → ( ･猪熊 /卜部､神職) Ｎ１５０４えいしつしゅじん かたぬし いのくま方主

1329 ( / ､後二条皇女) 母;藤原公泰女の権大納言局､南北期歌人､栄子内親王 えいし ながこないしんのう ?ｰ?

｢伏見殿六十番歌合｣参加､続現葉/藤葉集(3首)入､

勅撰5首;続後拾遺(708)風雅(1646)新千載(1350)新拾遺(1302)新続古今(1860)、

[よしさらば渡りもそめじ思ひ河うきせに袖のぬれもこそすれ](続後拾;恋708)、

[しのばるるむかしも遠くなるぬべしくれ行くとしのなごりのみかは](藤葉;冬378)

英舎( ) → ( ･木間 /藤原/源､歌人)Ｄ４５４２えいしゃ やすゆき このま保之

1330 ( ;法諱･彌天 / ;道号､諡号;見性悟心禅師) 南北期近江臨済僧:寂室門､永釈 えいしゃく みてん びてん ?ｰ1406

甲斐浄土寺住持/1368永源寺2世/87近江永安寺開山､｢彌天和尚語録｣｢彌天和尚法語｣著

U1307 ( ･狩野 ､三谷永雪2男) 筑後久留米の絵師;狩野永徳門/狩野姓を許可、永錫 えいしゃく かのう ?ｰ1822

法橋/1793(寛政5)法眼､北川すが(歌人)の父、

[永錫(;号)の名/通称/別号]名;徳之助(初名)/映信、通称;主常、別号;両高斎

徳之助( ･三谷) → ( ･狩野 /三谷､絵師) Ｕ１３０７とくのすけ えいしゃく かのう永錫

永錫( ･狩野) → ( / ･狩野 /三谷､藩御用絵師)Ｉ４１６６えいしゃく みつお さんゆう かのう三雄

永錫( ･中村) → ( ･中村､幕臣/和算) Ｊ３１００えいしゃく ときかず時万

1331 ( ･松永[祖母の姓]､号;徳庵､貞徳父､高槻城主入江政重男) 連歌師;宗養門､永種 えいしゅ 1538?ｰ98?

初め僧籍;20歳で還俗､仁如/幽斎/紹巴らと交流､貞徳の父、

1558｢弘治四年二月永種有馬歌仙｣著

英種( ;法諱) → ( ;道号･英種;法諱､曹洞僧)Ｈ３６１８えいしゅ ばんあん万安

永主( ･中村) → ( ･中村､歌人) Ｄ３２３９えいしゅ ながかず永主

永種( ･高内) → ( ･高内 /額田､神職) Ｊ４０５７えいしゅ またり たかうち眞足

栄春( ･新山/池永)→ ( ･池永､書/篆刻) Ｂ３１２７えいしゅ どううん道雲

C1387 ( ､法師) 平安後期叡山僧/歌人;永寿 えいじゅ ? ｰ ?

1062無動寺和尚賢聖院歌合参加;左方(比叡山延暦寺塔頭無動寺で検校広算主催)､

[女郎花にほはぬ野辺は秋来れど心とどむる人はあらじな](賢聖院歌合;四番左7)

C1388 ( ･若松 ､初名;永貞､貞吉男/本姓藤原) 一条家の家侍､1783修理亮､永寿 えいじゅ わかまつ 1759ｰ9032

1783｢一条忠良公御元服次第｣著



U1313 ( ･鈴木 ､名;磯子) 下野鹿沼の儒者鈴木石橋 (1754ｰ1815)の妻栄寿 えいじゅ すずき せっきょう1777ｰ185074

C1389 ( ･景斎 ､姓;酒井 ､通称;伊三郎) 大阪の絵師:渓斎英泉[可候]門､英寿 えいじゅ けいさい さかい ?ｰ?

1825-7鼻山人｢契情肝粒志 ｣;英泉らと共画(英斎泉寿号)､画･戯作･狂歌作者､けいせいきもつぶし

戯作;1852｢浮説歌線会山｣53｢小児やしなひ草｣54｢敵討九里伊賀越｣55｢容色仙代萩｣著､

画;1852｢甘口ばなし｣｢地口行燈｣56｢滑稽鈍癡奇論｣65｢扇ひらき噺の新作｣､｢和歌柳｣画､

外著作･画多数､

[景斎英寿の別号]英斎泉寿(;初号)/一筆庵[斎]/禿筆庵可一/一筆学士可一/吉泉子

永寿( / ･吉田)→ ( ･吉田､儒者/歌人) ３５２６えいじゅ ひでとし のりよ令世

永尋( ;別諱) → ( ;法諱､真言僧) Ｏ１６０９えいじゅ きょうじん教尋

永樹( ･山本) → ( ･山本 /源/中島､藩士/国学)Ｏ４０８９えいじゅ まさかげ やまもと昌蔭

栄樹( ･一宮) → ( ･一宮 ､神職) Ｎ２０８８えいじゅ さかき いちのみや栄樹

栄寿( ･川村) → ( ･川村 ､詩人) Ｈ１５５２えいじゅ かよう かわむら華陽

盈寿( ･桜井) → ( ･桜井 ､町年寄/国学)Ｊ４１２０えいじゅ みつひさ さくらい盈寿

永壽院( ) → ( ･賀島 ､医者/歌) Ｂ３１５６えいじゅいん どうえん かしま道円

英脩( ･神/諏訪)→ (秀脩 ･神 ･諏訪､連歌) Ｄ３７４３えいしゅう ひでなが じん英脩

F1358 ( ;法諱) 江前期寛文-元禄1661-1704頃の真言僧、英秀 えいしゅう ? ｰ ?

安井門跡道恕の総持院に住､法印､

1669｢八幡宮末社遷宮二月堂上棟日記｣92｢大仏開眼供養並万僧供養之記｣外著多数

C1390 ( ;法諱･雲壑 ;道号) 臨済僧､京建仁寺315世､｢五岳廻状公儀触書控｣著永集 えいしゅう うんかく ?ｰ1717

C1300 ( ･田村､緑竹軒栄秀) 江前期京書肆/浮世草子作､1705刊｢宝永千歳記｣著､栄秀 えいしゅう ?ｰ?

1706浮世草子｢京縫鎖帷子｣刊行版元

C1391 ( ･静斎 ､別号;菊川 英秀/節香斎) 文化-天保1804-44頃江戸絵師;英秀 えいしゅう せいさい きくかわ ?ｰ?

菊川英山門､人情本挿絵を描く､1840｢六玉川｣画

C1392 ( ･石山 ､) 近江愛知郡の医者;箕山門､瀛洲 えいしゅう いしやま 1754ｰ181966

詩歌文､｢古方童謡｣､｢傷寒釈義｣｢庵詩鈔｣｢牆東庵 詩鈔｣｢牆東詩文抄｣著しょうとうあん

きみふみ えんしゅう しょうとうあん[瀛洲(;号)の名/字/別号]名; /字;章卿/別号;灔洲 /牆東庵公文

U1309 ( ･木幡 ､) 日向諸県郡の修験者､儒者に転向;篠崎小竹門、栄周 えいしゅう こばた 1825ｰ188056

都城の島津家の家臣､国学･歌;八田知紀門､薩摩藩造士館都講､西郷隆盛と交流;尊攘主唱､

1866(慶応2)蟄居､維新後;都城学校長を務める、

[栄周(;名)の通称/号]通称;正蔵/量介、号;覚温坊/無量院/鶴水

永修( ･田谷) → ( ･田谷 ､神職/国学) Ｎ３２６６えいしゅう ながまさ たや永修

永秀( ･高倉) → ( ･高倉 /藤原､廷臣/尊王)Ｎ３２７２えいしゅう ながひで たかくら永秀

英脩( ･神/諏訪)→ (秀脩 ･神･諏訪､神職/連歌)Ｄ３７４３えいしゅう ひでなが英脩

栄秀( ･吉田) → ( ･吉田 ､農業/儒者) Ｅ２３９５えいしゅう すいへい よしだ翠屏

瀛洲( ･横井) → ( ･横井､儒者/詩) Ｊ３１４５えいしゅう ときとし時敏

瀛洲( ･本多) → ( ･本多､忠如､藩主/詩人) Ｇ１９６０えいしゅう こざん壺山

瀛洲( ･小島) → ( ･小島 /川崎､藩医) Ｂ４６３５えいしゅう ゆうけい こじま有卿

B1347 ( / ･谷 ､法名;宗作) 江前期和泉堺の俳人/連歌の宗匠､永重 えいじゅう ながしげ たに ?ｰ?

1661｢埋草｣/70元順｢寛伍集｣入､1667(寛文7)長谷寺 秀政編｢貝殻 集｣撰者の1、ちょうこくじ かいがら

1676西鶴｢古今誹諧師手鑑｣/78西鶴｢物種集｣/82(天和2)｢高名集 ｣入、こうみょうしゅう

[鷺一羽柳に鞠の夕べかな](高名集;鷺の片足上げた姿を蹴鞠の上げ足に見立てる、

鞠の飛鳥井･難波両家は夏の夕に蹴鞠の会あり)

英重( ･山澄) → ( ･山澄 ､藩家老/和学)Ｍ３７１８えいじゅう ひでしげ やまずみ英重

栄重( ･小野) → ( ･小野 /須藤､和算家) Ｄ４７６１えいじゅう よししげ おの栄重

栄重( ･解良) → ( ･解良 ､国学者) Ｄ４７６７えいじゅう よししげ けら栄重

栄充( ･中山/阿刀/阿倍)→ ( ･中山､神職/詩歌)Ｆ３２４１えいじゅう ながひこ長彦

栄十( ･中野/御巫)→ ( ･御巫 ､神職) Ｐ１６９８えいじゅう きよとみ みかんなぎ清富

盈重( ･春日) → ( ･春日 ､俳人) Ｌ１５８８えいじゅう かしゅく かすが花叔

永十郎( ･浅野)→ ( ･浅野 ､藩士/国学/歌)Ｕ２６３３えいじゅうろう たけつね あさの武経

栄樹園( ) → ( ･吉永､歌人) Ｂ３２５３えいじゅえん なおたけ直雄



栄樹園( / )→ ( ･小栗､国学/歌人) Ｇ３７５４えいじゅえん さかきのその ひろとも広伴

栄樹園( → )→ ( ･羽田野 ､神職/国学者)Ｃ２６５４えいじゅえん さかきえん たかお はたの敬雄

盈淑( ･平林) → ( ･平林､名主/商家/歌文) Ｆ４１２２えいしゅく みつよし盈淑

英祝( ･中村) → (初世 ･烏亭 ､落語/戯作)Ｂ１３３３えいしゅく えんば うてい焉馬

英淑( ･井上) → (( ･井上､国学/戯作/歌) ４７０５えいしゅく よしかげ淑蔭

英祝軒( ) → ( ･烏亭､戯作者) Ｂ１３３３えいしゅくけん えんば焉馬

英叔周洪( )→ ( ･英岳､臨済僧) Ｄ１８４３えいしゅくしゅうこう けいこう景洪

榮壽軒( ) → ( ､芸人) Ｃ１０４３えいじゅけん あんつる安鶴

永寿軒( ) → ( ･小沢 ､京増七平､役人/歌)Ｅ４５８９えいじゅけん やすのぶ おざわ安信

栄寿太夫(初代 ･清元)→ (2世 ･清元､清元節)Ｂ１３０６えいじゅだゆう えんじゅだゆう延寿太夫

永寿堂( ) → ( ･海野 ､高橋/絵師) ３６８６えいじゅどう ばいがく うんの梅岳

1332 ( ･法印､疑俊?) 鎌倉期歌人､権少僧都､1320成立｢続千載集｣1910、叡俊 えいしゅん ?ｰ ?

[吹き迷ふ嵐にかはる響きかな同じ麓の入相の鐘](続千載;雑1910)

B1348 ( ;法諱､号;長実房､俗姓;十市) 法相僧;1528興福寺入;英繁門､因明教学､英俊 えいしゅん 1518ｰ9679

興福寺多聞院主/法印､権大僧都､1634-1596｢多聞院日記｣/｢多聞院日記略｣著

U1327 ( ;法諱､英俊法師) 江前期;大坂の真宗僧/光徳寺住僧､英俊 えいしゅん ?ｰ?

歌人;1688浅井忠能[難波捨草]10数首入､母も入集、

[ふる郷を思ふ枕に夢覚めて草の筵にかかるしら露](難波捨草;羈旅699/旅宿)

C1393 (ゑいしゆん/ ･井岡 ､喜之の母) 大阪の俳人;安原貞室門､剃髪､栄春 えいしゅん いおか ?ｰ1737

1673西鶴?｢哥仙大坂誹諧師｣/76西鶴｢古今誹諧手鑑｣入､84西鶴｢俳諧女哥仙 ｣入;にょかせん

[月虚空 いる所をやしらま弓](女哥仙;11､虚空に入るとあてどころなく射るを掛る､こくう

白檀弓と知らぬを掛る)

C1301 ( ･泉蝶斎/春川/渓斎) 江後期の絵師･渓斎英泉門､江戸小石川に住､英春 えいしゅん ?ｰ?

美人画/挿絵制作､1816･26｢寒紅丑の日待｣画/1822山鳥｢楊弓一面大当利｣挿画、

1822｢花影胡蝶夢｣/1827｢郭の意気地｣画､｢今様化物退治｣｢絵本武者絵尽｣画、

｢桃太郎鬼が島｣画外多数

C1394 ( ;通称･村上 ､名;義茂/義隆､字;棟梁､松園男) 下野佐久山医者;父門､英俊 えいしゅん むらかみ 1811ｰ9080

江戸で儒;大野鏡湖門/医学;足立長雋門/蘭学;宇田川榕庵門､1841信州松代で開業､

松代藩医/ﾌﾗﾝｽ語;独学/藩主の援助で江戸で仏語書執筆/58蕃書調所教授/外国方翻訳方､

1868仏学塾;達理堂開､1854｢三語便覧｣58｢五方通語｣59｢仏蘭西詞林｣64｢仏語明要｣著､

[英俊の号] 茂亭/棠陰/鶴翁/松翁/棠庵閑人・法号;翠松院

T1382 ( ･ ?･白石 ) 江後期;歌人、英俊 えいしゅん ひでとし しらいし ?ｰ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[夕風に紅葉流るる竜田川錦をたたむ水のしがらみ](大江戸倭歌;秋1009/秋水)

英俊( / ･日向)→ ( ･日向 ､本草家) Ｊ１８６２えいしゅん ひでとし げんしゅう ひゅうが元秀

英峻( ;法諱･高国)→ ( ;道号､曹洞宗僧) Ｉ１９７６えいしゅん こうこく高国

英春( ･大越) → ( ･大越 ､歌人) Ｉ３７８２えいしゅん ひではる おおごえ英春

英春( ･栗岩) → ( ･栗岩 ､国学者) Ｊ３７５０えいしゅん ひではる くりゆわ英春

永春( ･長谷川) → ( ･長谷川､絵師) Ｅ４１３７えいしゅん みつのぶ光信

永俊( ･井上) → ( ･井上 ､商家/歌人) Ｌ３２０３えいしゅん ながとし いのうえ永俊

栄春( ;字) → ( ;法諱･栄春､真言大僧正)Ｄ４９７５えいしゅん りゅうこう隆光

栄春( ･新山/池永)→ ( ･池永､商家/書/篆刻家)Ｂ３１２７えいしゅん どううん道雲

栄春( ･井口) → ( ･井口 ､医者/小笠原調査)Ｄ３７７１えいしゅん ひではる いぐち栄春

栄春( ･石橋) → ( ･石橋 ､通詞) Ｃ２３１６えいしゅん すけざえもん いしばし助左衛門

栄春( ･赤井) → ( ･赤井 ､幕臣/歌人) Ｋ３２７６えいしゅん なおのり あかい直矩

盈春( ･小槻) → ( ･小槻 /壬生､廷臣/日記)Ｅ４１５２えいしゅん みつはる おづき盈春

C1395 ( ) 安桃期連歌作者:1589紹巴らと｢何人百韻｣、永純 えいじゅん ? ｰ ?

1590大村由己亭歌会に参加

英純( ･石井) → ( ･石井 ､州吏/軍学者) Ｌ３７１７えいじゅん ひでずみ いしい英純

英純( ･萩原) → ( ･萩原 ､農業/国学) Ｋ３７６２えいじゅん ひでずみ はぎわら英純



瑛順(瑛旬 ;名) → ( ;法諱･恵明院､真宗僧) Ｇ３３０２えいじゅん にょせい如晴

永純( ･松井) → ( ･松井 ､官人/歌人) Ｏ３２８２えいじゅん ながお まつい永雄

永純( ･吉雄) → ( ･吉雄 ､阿蘭陀通詞)Ｈ２０２５えいじゅん さくじろう よしお作次郎

栄順( ･堤) → ( ･堤 ､医者/歌人) Ｊ３５１９えいじゅん のりのぶ つつみ宣信

C1396 ( ;通称･芦原 ､名;義長､武芸者芦原義富男) 7歳に失明､英俊一 えいしゅんいち あしわら ?ｰ? 1841存

信濃松代藩出仕､1832徳川家斉家臣/幕府盲人鍼医/検校､39法眼､1834｢鍼道発秘｣著

[英俊一の別通称/号]別通称;俊一､ 号;源道/玄道

永春院( ) → ( ･多紀/丹波､幕臣/医者) Ｃ４４９５えいしゅんいん もとただ元佶

影馴亭( ･渡部)→ ( ･渡部 ､好事家/文筆)Ｃ２８２５えいじゅんてい ちから わたなべ主税

U1328 ( ､英俊法師の母) 江前期;大坂の真宗光徳寺僧英俊の母､英俊母 えいしゅんのはは ?ｰ?

歌人;1688浅井忠能[難波捨草]入､英俊も歌人､

[寝覚めしていかなる事か思ひけん､かく読み侍る､

物思ふ心のやみもはれなくにほのぼのあくる暁のそら](難波捨草;雑747)

C1397 ( ･狩野 ､三谷[狩野]永玄男) 絵師;狩野永叔[主信]門､永恕 えいじょ かのう ?ｰ1761

父の跡を継嗣;久留米藩主有馬家に出仕､江戸住､妻;江戸浪人絵師狩野林叔女、

｢鷹図｣画､

[永恕(;初号)の名/別号]名;茂信/淵信､ 別号;含章斎､

栄女( ･葛飾) → ( ･葛飾 ､絵師) Ｃ１４３０えいじょ おうい かつしか応為

C1398 ( ;法諱･桂巌 ;道号) 近江の曹洞僧:越前仏陀寺の太源宗眞門;英昌 えいしょう けいがん 1321ｰ141292歳

出家､加賀の大乗寺徹山旨廓門;嗣法､承天寺/出羽吉祥寺/大乗寺の住持､能登永光寺住、

｢漢和百韻｣著

1334 ( ･法印) 鎌倉期僧/歌人､1312成立｢玉葉集｣1906、栄昭 えいしょう ? ｰ ?

[ひとすぢに風のつらさになさじとやのどかなる日も花の散るらん](玉葉;1906/落花)

D1300 ( ;法諱･字;諦純 ､俗名;浦沢又治郎) 信濃八幡村の真言僧､栄性 えいしょう たいじゅん 1768ｰ183770歳

1777出家･85長谷寺蓮阿門､97師に従い武蔵弘光寺住/1814根来山住職/権僧正､

1833江戸護持院住職､1794｢減縁減行決断｣1810｢成唯識論愚聞記｣34｢如実知自心千句附｣著、

｢減縁減行決断指要｣｢大疏第三重標挙問答｣｢得名懸隔決断｣｢六合釈決断｣外著多数

[栄性(;法諱)の初法諱]初法諱;栄慶

1335 ( / / ･青木 /本姓;藤原) 京の生、永章 えいしょう あおきながふみ ながあき 1787ｰ184559歳

長崎諏訪社神官青木永保の養子､長崎諏訪社大宮司を継嗣;従五上/丹波守､

歌;養父青木永保(加藤景範門歌人)門､国学;本居大平門､永古 の父、ながひさ

中島広足･近藤光輔と親交;永章を加え3人を崎陽国学の三雄と称す､

1828｢烈風記うつし｣39｢玉園長歌集｣41家集｢玉園集｣､｢詠鯨歌｣著(;平戸捕鯨)､

歌;大平撰｢八十浦の玉｣下巻;長歌[女の心で詠む待恋歌][ある人の八十賀]など･短歌入､

中島広足｢瓊浦集｣(1840刊)入、

[みまのとは月かたぶけど聞えねば金門に立ちていきづきをらく](八十浦;869反歌)、

[永章(;名)の通称/号]通称;左京/丹波介/丹波守、号;玉園/秋の屋

D1301 ( ;法諱･字;浄純､兼松充足男) 近江彦根の真言僧;1808長谷寺入、栄祥 えいしょう 1797ｰ185660

1811出家､顕密;栄順･唯阿門/1839集議席/47(弘化4)越後蒲原郡の国上寺住職､

1849長谷寺に帰る､1850伊賀古郡村の常福寺住職､

｢阿字百首｣｢名徳百人一首｣｢北越美談｣｢諸流印信集｣｢随筆無空過集｣｢嘉永地震録｣外著多、

C1303 ( ･鳥高斎 /昌栄堂) 江後期浮世絵師･鳥文斎栄之門､美人大首絵/錦絵､栄昌 えいしょう ちょうこうさい ?ｰ?

1798｢奇遇雌雄器｣｢即席御療治｣｢湊宝乗合｣/1801｢婦美能清書｣画

C1302 ( ･春川 ､通称亀助､別号;春斎/英蝶) 江後期京の絵師･挿絵;神屋蓬洲門､英笑 えいしょう はるかわ ?ｰ?

江戸で渓斎英泉[可候]門､1818-44頃美人画錦絵/草双紙挿絵､1826｢谷の初音｣､

1826｢恋情穿語｣27｢玉川日記｣｢赤蠅｣/29｢家内安全集｣30｢武勇功亀鑑｣外著画多数

D1302 (英笑 ･松本 ､別号;伸斎/信斎/静斎) 江後期江戸深川の絵師:渓斎英泉門､英松 えいしょう まつもと ?ｰ?

1836｢其小唄恋情紫｣46｢噺の大よせ｣､｢孝婦貞鑑実之巻｣画

永祥( ･飯尾) → ( ･飯尾 /三善､幕臣/歌･連歌)２６６４えいしょう ためたね いいのお為種

永昌( ･清水) → ( ･清水 ､和算家) Ｇ２０６９えいしょう さいざん しみず柴山



永昌( ･増田/黒田)→ ( ･黒田/増田､易卜家) Ｋ２１５０えいしょう じゅんみん順民

永昌( ･尾山屋) → ( ･尾山屋 ､経師業/歌) Ｉ４１２９えいしょう みつか おやまや満香

永章( ･吉雄) → ( ･吉雄 ､通詞/蘭医) Ｅ１９９５えいしょう こうぎゅう よしお耕牛

永璋( ･豊島) → ( ･豊島 ､砲術家) Ｐ１９２８えいしょう ごんべい とよしま権平

詠昌( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､文筆家) Ｖ２１２２えいしょう じてつ すずき自徹

栄昌( ;号) → ( ･三升屋､歌舞伎作者) ３３０２えいしょう にそうじ二三治

栄章( ･高) → ( ･高 ､藩士/国学者) Ｍ４７９１えいしょう よしのり こう栄章

栄章( ･須藤) → ( ･須藤 ､国学者､歌) Ｎ３２４７えいしょう ながあき すどう栄章

栄装( ･宇賀村) → ( ･宇賀村 ､歌人) Ｔ１３８４えいしょう えいそう うがむら栄装

英昌( ･稲葉) → ( ･稲葉 ､国学者/歌人) Ｉ３７５３えいしょう ひでまさ いなば英昌

英勝( ;字) → ( ;法諱･紫雲院､日蓮僧) Ｆ３３５８えいしょう にっぽう日逢

英祥( ･斎藤) → ( ･斎藤 ､名主/地誌) Ｅ４６６３えいしょう ゆきたか さいとう幸孝

1333 ( ･ ･通称;西若 ､源孝道男) 平安期僧;法師/律師､歌人､永成 えいじょう せいじゃくようじょう ?ｰ? 1041存

1041(長久2)｢弘徽殿女御歌合｣参加､源政隆の兄/姪に四条宮下野､

勅撰5首;後拾遺657/金葉Ⅱ313･648･653Ⅲ102(/319/640/645)、

[恋死なむ命はことの数ならでつれなき人のはてぞゆかしき](後拾;恋657/弘徽殿歌合)

C1399 ( ･通称;常智房) 室町期応永1394-1428頃天台宗三井寺の僧/法眼､永成 えいじょう ?ｰ ?

新羅社預､｢新羅明神記｣著

英常( ･山崎) → ( ･山崎 ､藩士/郷土史)Ｄ３７２７えいじょう ひでつね やまざき英常

英丈( ･越) → ( ･越 ､国学者/歌人) Ｊ３７５８えいじょう ひろのぶ こし泱信

U1315 ( ､千村 ) 美濃可児郡の旗本代官千村頼久の妾、永祥院 えいしょういん ちむら ?ｰ1820

国学･歌人;本居春庭(1763ｰ1828)門

永昌院( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｂ３３１５えいしょういん にちかん日鑑

永昌院( ) → ( ;法諱･立円､日蓮僧) Ｃ３３１０えいしょういん にちじゅ日受

永照院( ) → ( ･高松宮､連歌) Ｇ４７４７えいしょういん よしひとしんのう好仁親王

榮昌院( ) → ( ･於貞･植村 ､藩主室/歌) Ｎ２０９６えいしょういん さだ うえむら貞

B1349 ( ･長喜 ) 江戸の絵師;鳥山石燕門?､喜多川歌麿の影響を受、栄松斎 えいしょうさい ちょうき ?ｰ ? 1823存

美人画/黄表紙/洒落本等の插絵･役者絵を描く､晩年は蔦屋重三郎版元の筆工､

1789参和｢天下一面鏡梅鉢｣画､1804｢伽羅操狂言｣04｢口豆飯｣05｢落噺叶福助咄｣外画多、

[栄松斎長喜の別号] 百川子興

永正亭( ) → ( ･服部 ､伊賀衆/歌人)Ｋ３７６４えいしょうてい ひろかた はっとり大方

永昌母( ･齋藤)→ ( ･齋藤 ､国学/歌人)Ｎ３２２２えいしょうのはは ながまさのはは さいとう永昌母

栄職( / ･橘/袋草子･続詞花入)→ ( ･橘 ､忠元男)Ｈ４７６７えいしょく ひでより よしもと たちばな能元

1336 ( ､後光厳天皇第5皇子) 母;崇賢門院藤原仲子(広橋兼綱女)、永助親王 えいじょしんのう 1362ｰ143776

南北室町期仁和寺門跡､1372親王宣下/73仁和寺大聖院に得度/78灌頂を受/85二品、

1412一品､歌人､1378｢永助法親王灌頂受記｣､｢永助法親王記｣著､

歌人;1407内裏九十番歌合参加、新続古今9首(127/363/571/846/1269/1848/1895-)､

[高砂の尾上の花のよそめこそ消えあへぬ松の雪とみえけれ](新続古;春127/山花)､

[永助親王の名/法諱/通称]名;煕仁､法諱;空助(初法諱)/のち永助､

のちのじょうゆかいんのおむろ通称;後常瑜伽院御室

英四郎( ･長島) → ( ･長島 ､書家/歌) Ｃ１３７９えいしろう えいさい ながしま英斎

英二郎( ･小川) → ( ･小川 ､藩士/歌人) Ｌ４７８０えいじろう よしのぶ おがわ能信

瑛次郎( ･赤田) → ( ･赤田 ､儒者) Ｉ２４０３えいじろう せいけん あかだ誠軒

栄次郎( ･三次) → ( ･三次 ､医者) Ｅ３１２８えいじろう とうさい みよし稲斎

栄次郎( ･関岡) → ( ､狂歌作者) Ｂ２１３７えいじろう しかのやまずみ鹿野山住

栄次郎( ･林) → ( ･林､藩士/歌人) Ｂ１０３７えいじろう あつのり厚徳

栄次郎( ･依田) → ( ･依田亭 ､狂歌) Ｐ１５８２えいじろう かわつね よだてい川常

栄次郎( ･宇都) → ( ･宇都 ､国学者) Ｐ２６６０えいじろう ただしげ うつ忠重

栄次郎( ･小西) → ( ･小西 /本居､商家/国学)Ｋ３６１７えいじろう はるむら こにし春村

栄次郎( ･高濃 )→ ( ･高濃､藩士/文学/音楽)Ｆ３１００えいじろう たかの とうしゅう東洲



栄次郎( ･島田) → ( ･島田 ､藩士/国学者) Ｘ２６５３えいじろう ただしげ しまだ忠茂

栄次郎(栄二郎 ･狩野)→ ( ･狩野 ､幕府絵師)Ｅ１９４１えいじろう これのぶ かのう惟信

栄次郎( ･淵井) → ( ･淵井 ､歌人/狂歌) Ｓ４０３５えいじろう まさお ふちい正雄

栄二郎( ･狩野) → ( ･狩野､水墨絵師) Ｅ１１３６えいじろう いせん伊川

栄治郎( ･川島) → ( ･川島 ､歌人) Ｒ２６０３えいじろう ただもり かわしま董守

永二郎( ･北条) → ( ･北条 ､儒者) Ｋ１５３３えいじろう かくどう ほうじょう蠖堂

永次郎( ･相賀) → ( ･相賀 ､武家/文筆家) Ｓ２１９０えいじろう しげもち あいが重茂

鋭次郎( ･本多) → ( ･本多/菅沼､家老/国学) Ｚ２６４４えいじろう たかよし敬義

鋭二郎( ･持田) → ( ･持田 /平､国学者) Ｎ２８６７えいじろう ちかとも もちだ近知

D1303 ( ;法諱･号;如空 ) 鎌倉期大和西大寺の真言律僧､松橋流英心方の祖､英心 えいしん にょくう 1298ｰ?

幼時より慈眞和尚門､1309(延慶2)定泉門;松橋流と満分戒を受/西大寺･摂津多田院住､

1308｢菩薩戒問答洞義抄｣10｢表無表章顕業鈔｣22｢業疏四上辨事鈔｣､｢吽字口決｣著、

｢四字抄｣｢表無表章秘抄｣｢三摩耶口訣｣｢梵網経古迹鈔｣｢表無表章遣滞抄｣外著多数

B1350 ( ;法諱) 戦国期天台宗唱導僧/近江柏原管生寺法華印学僧､栄心 えいしん ? ｰ 1546

｢法華経直談鈔｣編/｢法華経抄｣｢阿弥陀経見聞私｣｢観音品直談顕説抄｣､1546｢独宝集｣著

D1304 ( ･雲鯨斎 ) 江中期大阪の絵師､天王寺錦町住､寺沢昌次の師､英信 えいしん うんげいさい ?ｰ ?

1784(天明4)｢鎮西禅師絵詞伝｣90｢新撰九品往生人行状絵詞｣画

U1308 ( ･小松 ､) 出羽由利郡松ヶ崎村の仏洞山神沢寺別当、栄信 えいしん こまつ 1775ｰ ?

国学者、

[栄信(;法諱)の通称/号]通称;千代松、号;桜枝/一桜、院号;宝蔵院

T1380 ( ;法諱･寂静院) 江後期;僧/真言?､寂静院 は高野の寺?、栄真 えいしん じゃくじょういん?ｰ ?

歌人;1860鋤柄助之｢現存百人一首｣入､

[夏草の茂る中にもわすれ水ありやとひるも鳴く水鶏かな](現存百人一首;59)

栄親( ･北) → ( ･北 ､武将/軍記作者) Ｄ３７１８えいしん ひでちか きた栄親

栄親( ･中山) → ( ･中山/藤原､廷臣/詩人) Ｄ３７１９えいしん ひでちか栄親

栄親( ･天野) → ( ･天野､和算家) Ｄ３７２０えいしん ひでちか栄親

栄信( / ･狩野)→ ( ･狩野､水墨絵師) Ｅ１１３６えいしん なかのぶ いせん伊川

栄信( ･井上) → ( ･井上､幕臣/記録) Ｗ２１６６えいしん しゅうえい秀栄

栄信( ･田中) → ( ･田中 ､医者) Ｄ３７５７えいしん ひでのぶ たなか栄信

永臣( ･横山) → ( ･横山 /源/玉田､神道)Ｐ３２２７えいしん ながおみ よこやま永臣

永眞( ･狩野) → ( ･狩野家八世/藤原､絵師)Ｃ４５５４えいしん やすのぶ安信

永親( ･荒木田) → ( ･荒木田 ､神職/歌人)Ｋ３２８８えいしん ながちか あらきだ永親

英信( ･狩野) → ( ･狩野､幕府絵師) Ｃ３０８３えいしん てるのぶ英信

英臣( ･坂本) → ( ･坂本､藩士/砲術師範) Ｄ３７３３えいしん ひでとみ英臣

英親( ･小出) → ( ･小出 ､幕臣/国学) Ｉ３８２３えいしん ふさのぶ こいで英陳

英親(英進 ･山本/藤沢)→ ( ･建部 ､俳人) ２５１７えいしん そうちょう たけべ巣兆

瑛親( ･中山) → ( ･中山 ､国学/名主) Ｙ２６６５えいしん たまき なかやま手巻

映信( ･狩野) → ( ･狩野 /三谷､絵師) Ｕ１３０７えいしん えいしゃく かのう永錫

盈辰( ･岡部) → ( ･岡部 ､医者) Ｃ３６２７えいしん ばいりん おかべ梅林

盈進( ･鵜飼) → ( ･鵜飼､藩士/家譜) Ｄ３０１５えいしん でんえもん伝右衛門

盈進( ･奥村) → ( ･奥村 ､藩士/歌人) Ｗ２６３５えいしん ただのぶ おくむら忠順

F1366 ( ;法諱) 平安後期叡山僧/歌人、永尋 えいじん ? ｰ ?

1062無動寺和尚賢聖院歌合参加;左方(比叡山延暦寺塔頭無動寺で検校広算主催)､

[秋立ちて沢辺の草も色づけばすまふ螢もひかりましけり](賢聖院歌合;八番左15)

永人( ･増田) → ( ･増田 ､藩士/国学) Ｏ３２８０えいじん ながと ますだ永人

栄心院( ) → ( ･伊達 ､綵姫､藩主室) Ｉ３５９１えいしんいん のりこ だて徽子

永進斎( ) → ( ･平井 ､紺屋/絵師) Ｏ２４２４えいしんさい せつきょく ひらい雪旭

盈進斎( ) → ( ･中村/藤原､幕医/儒者) Ｄ４８２９えいしんさい らんりん蘭林

栄仁親王( ) → ( ､歌人) Ｇ４７４６えいじんしんのう よしひとしんのう栄仁親王

栄水( ･一楽亭､絵師)→ (初世 ･十返舎､滑稽本) １１２０えいすい いっく一九



永瑞( :法諱･大雲)→ ( :道号･永瑞､曹洞僧) Ｊ２６１２えいずい だいうん大雲

永数( ･高倉) → ( ･高倉 /藤原､廷臣/歌)Ｄ３２３６えいすう なかかず たかくら永数

永崇( ･並河) → ( ･並河 / ､儒者) Ｉ２４７４えいすう せいしょ なみかわ なびかわ誠所

1304 (栄介/永助 ･並木 /千種､通称;綿屋治右衛門) 元文-明和1736-70頃歌舞伎作者､永輔 えいすけ なみき ?ｰ?

;並木宗輔門､1754上方浄瑠璃作者を兼ねる/合作､

1742｢三好長慶廓総角｣47｢二橋死出渡｣｢けいせい清見寺｣､1756｢けいせい由来｣、

1761｢けいせい大内山｣62｢岸姫小松轡鑑｣70｢勢相撲番組｣著

D1306 ( ;通称･本郷 ､名;国包 [13世]･12世国包[源兵衛]男) 陸前仙台の刀匠､栄助 えいすけ ほんごう くにかね ?ｰ1883

1846襲名;13世藤原国包､｢良冶国包世系｣著

栄助( ･黒木) → ( ･黒木 ､藩士/軍法) Ｊ２００２えいすけ さだなか くろき貞中

栄助( ･高橋屋) → ( ･万代堂､俳人) Ｈ２８３７えいすけ ちょうえい彫栄

栄助( ･伊能) → ( ･伊能 ､商人/国学/歌)Ｄ３７６５えいすけ ひでのり いのう穎則

栄助( ･小池/野崎)→ ( ･野崎/小池､俳人) Ｆ３６６９えいすけ はめい巴明

栄助( ･太田) → ( ･太田 ､儒者/詩人) Ｇ１５１４えいすけ がんおう おおた玩

栄助( ･佐野/岩瀬)→ ( ･山東 ､戯作者) １６３３えいすけ きょうざん さんとう京山

栄助( ･ 島/島) → ( ･ 島 ､藩士/回想録)Ｌ２６７４えいすけ たかかた ぬでしま 高堅

栄助( ･桜田) → ( ･桜田 ､儒者) Ｈ２４３３えいすけ ぜいあん さくらだ贅庵

栄助( ･国友) → ( ･国友 ､国学者) Ｃ２９４５えいすけ つねたり くにとも恒足

栄助( ･五十嵐) → ( ･五十嵐 ､俳人) Ｃ４８４１えいすけ らんじ いがらし嵐児

栄助( ･田村) → ( ･田村 ､俳人) Ｉ２４７８えいすけ せいしょう たむら成章

栄助( ･石原) → ( ･石原 ､村吏/歌) Ｊ４４２４えいすけ もとかた いしはら元固

栄介( ･丹波屋） → ( ･山崎 ､藩士/尊攘運動)２７１１えいすけ たかひろ やまざき恭禮

栄亮( ･村上) → ( ･村上､国学者/歌人) Ｊ４０９２えいすけ まどかた円方

栄輔( ･妻木) → ( ･妻木/石川､藩医/本草) ４９７８えいすけ りくそう陸叟

衛助( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/国/史学)Ｇ３６６７えいすけ はるの なかむら春野

衛輔( ･中島) → ( ･中島 ､藩士/俳人) Ｈ２１０８えいすけ しゅうきょ なかじま秋挙

永助( ･重富) → ( ･重富 ､藩士/儒者) Ｊ２２３６えいすけ じょうざん しげとみ縄山

永助( ･吉井) → ( ･吉井 ､藩士/礼法家) Ｐ３２２８えいすけ なおよし よしい直好

永亮( ･並河) → ( ･並河､儒/医/雅楽/神道) Ｅ３０３４えいすけ てんみん天民

詠甫( ･吉田) → ( ･吉田 ､農業/歌人) Ｋ３１９９えいすけ としみつ よしだ利充

英助( ･薗) → ( ･玉巻､歌舞伎作者) Ｇ１８１８えいすけ けいすけ恵助

英助( ･萩原) → ( ･萩原 ､漢学者) Ｃ２６４１えいすけ だいろく はぎわら大麓

英助(英輔 ･萩原)→ ( ･萩原楽亭､大麓男/儒者)２３９７えいすけ すうがく嵩嶽

英助( ･萩原) → ( ･萩原､大麓孫/漢学者) Ｃ２４６０えいすけ せいちゅう西疇

英助( ･近藤) → ( ･近藤､藩校教授/儒者) Ｉ２６４８えいすけ たんせん淡泉

英輔( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､和算家) ５１６４えいすけ れいび いとう隷尾

永成( ) → ( ･ ･西若､歌人) １３３３えいせい えいじょう ようじょう永成

永成( ) → ( ･常智房､天台僧) Ｃ１３９９えいせい えいじょう永成

永世( ･小倉) → ( ･小倉 無邪､儒者) Ｄ４２３０えいせい むりん おぐら無隣

永世( ･沢田) → ( ･沢田 ､儒者) Ｂ５２０８えいせい ろくめい さわだ鹿鳴

永世( ･富山) → ( ･富山 /辻/島田､商家/歌)Ｏ２０９２えいせい さだこと とみやま定功

永世( ･二神) → ( ･二神 ､商家/歌人) Ｏ３２６１えいせい ながよ ふたがみ永世

永盛( ･吉田) → ( ･吉田 ､商家/国学) Ｐ３２２９えいせい ながもり よしだ永盛

永晟( → ･財津)→ ( ･日田山 ､藩士/文筆)Ｌ２０５９えいせい ながあき さゆう ひたやま左右

英成( ･中山) → ( ･中山 ､神職) Ｋ３７４０えいせい ひでなり なかやま英成

英政( ･池田) → ( ･池田 ､藩士/記録) Ｃ４０２３えいせい まさき いけだ正樹

英政( ･荒川) → ( ･荒川/荒河 ､勤王家)Ｂ４９６０えいせい りつえん あらかわ栗園

栄井( ･松平) → ( ･松平 ､藩主/詩歌)Ｊ２１３３えいせい しゅんがく まつだいら春嶽

栄清( ･村田) → ( ･村田 ､和算家) Ｄ３７０３えいせい ひできよ むらた栄清

栄盛( ･小松) → ( ･小松 ､藩士/歌人) Ｅ３７０１えいせい ひでもり こまつ栄盛



睿性( ) → ( ･室 ､幕臣/儒者) １６２８えいせい きゅうそう むろ鳩巣

延誠( ･度会) → 延誠( ･度会､神職/歌人) Ｃ３５３６えいせい のぶとも

英生(英成 ･今村)→ ( ･今村､通事/書翻訳) Ｇ１１３９えいせい いちべえ市兵衛

英政( ･茂山) → ( ･茂山/青木､能楽;狂言方)Ｄ３７８２えいせい ひでまさ英政

盈正( → ･向後 )→ ( ･都曲園､田口/向後､狂歌)Ｎ１５１５えいせい みつまさ むかじり かちょう河鳥

英積( ･夏目) → ( ･夏目､酒造業/国学者) ４１６１えいせき みかまろ甕麿

英碩( ･中村) → ( ･中村 ､医者､国学者)Ｈ４１５９えいせき みちのり なかむら道紀

D1307 ( ) 越中富山の俳人;1691北枝｢卯辰集｣入、雪 えいせつ ? ｰ ?

[市人 の声にもあはず烏瓜](卯辰集;407/烏瓜は商品にならない)いちびと

映雪( ･萱野) → ( ･萱野 ､藩士/国学)) Ｊ３７１１えいせつ ひろのり かやの煕載

映雪( ･小賀) → ( ･小賀 / ､神職/歌人)Ｈ１０１５えいせつ あさお おが こが安諦雄

D1308 ( ) 高野山日光院住の真言僧、英仙 えいせん ? ｰ ? 1707存

1692(元禄5)高野山における僧侶方と行人方との争議に関与;壱岐に配流､

神道家;吉川惟則門/唯一神道を相伝､御流･三輪流の神道説を整理、

｢御流神道横竪印信集｣｢神明帳｣著

D1309 ( ;法諱･甘露 ;道号) 江前期宝永享保1704-36頃;江戸の曹洞僧､英泉 えいせん かんろ ?ｰ?

浅草橋場の福寿院住､1714｢評釈天台仏心印記註｣24｢尸羅敲髄章｣､｢邪正異解集｣著

T1398 ( ;法諱･俗姓;武内/院号; ) 出羽秋田郡綴子 村峰積院社家の生、英泉 えいせん つづれこ般若院 1714ｰ82

寺は神宮寺と改称;兄烈光が継嗣､のち神宮寺は綴子神社と改称される、

1726(13歳)修験者;飲酒･肉食･情交を絶つ決心､儒を修学/曹洞宗の修業/1740大峰入山、

下山後京で松岡玄達(1668ｰ1746)門;論語･易･本草･医など修学､帰郷;金剛庵結庵、

独居生活/1746山形の当山派修験寺院歴参､北秋田で各種法会を開催、

真言宗安祥寺流儀礼の不動法の修業･七座山天神宮で役小角1050年忌開催､

1751九州豊前の霊場彦山入山､1764七座神社で宗教家を集め7日間の祈祷法令実施、

｢七座山天神縁起｣を著/農民のため雨乞い祈祷;害虫駆除の注油法を伝授、

英泉の先祖常覚院実明 が慶安(1648-52)頃創設した私塾の内館塾を兄烈光が拡充;さねあき

英泉も塾生に指導、

｢発願紀年録｣(自伝)/｢修験道十八箇警策略鈔｣｢神迷学的｣｢肉食禁忌弁｣著、

｢仏母孔雀明王経校訂本｣著(没後1793刊行)､神社縁起･随筆集など著多数､

永仙(永遷 ) → ( ･桜井､連歌) ４４１３えいせん もとすけ基佐

永仙( ･狩野) → ( ･狩野 ､幕府絵師) Ｄ４４６８えいせん もとのぶ かのう元信

英泉( ･渓斎) → ( ･一筆庵､絵師/戯作) １５１３えいせん かこう可候

英川( ･中島) → ( ･中島､歌人/俳人) Ｑ１６３０えいせん ぎょぼう魚坊

栄川( ･狩野) → ( ･狩野､絵師) Ｂ３７７５えいせん ひさのぶ古信

栄川( ･狩野) → ( ･狩野 ､古信男/絵師) Ｃ４１２１えいせん みちのぶ かのう典伸

穎川( ;号) → ( ;法諱･真宗本願寺派僧)Ｏ１６０５えいせん ぎょうしょう行照

穎川( ;号) → ( ･奥田/穎川 ､質商/陶工)Ｄ２９１５えいせん つねのり えがわ庸徳

穎川( ･石島) → ( ･石島/石/尾見､儒者/詩) ２９７９えいせん つくば筑波

郢泉( ･速水/紅屋)→ ( ･高井､商家/俳人) １６１２えいせん きけい几圭

1337 ( ･ ､通称;八幡法眼､法眼成禅男) 鎌倉期社僧;法眼、栄禅 えいぜん ようぜん ?ｰ?

歌人;中院通方八幡宮歌合参加､続後撰集入(547)、

[みづがきの久しき世よりかげとめて仰 ぐみ山に月ぞくもらぬ](続後撰;神祇547)、あふ

(八幡宮歌合にて社頭月を詠む)

D1310 ( ;法諱･道空房) 南北期真言僧､武州金沢称名寺剣阿門･英禅 えいぜん ?ｰ ? 1369存

のち湛睿門､1338(暦応元)剣阿より三寶院流印可を受､｢違三難答抄｣著

B1396 ( ･松波 ) 戦国期;畠山家家臣､永全 えいぜん まつなみ ? ｰ ?

連歌;1479-81賢盛｢諸家月次連歌抄｣入

郢泉居( ･速水/紅屋)→ ( ･高井､商家/俳人) １６１２えいせんきょ きけい几圭

栄泉房( ) → ( ;法諱､真言僧) Ｄ４６１５えいせんぼう ゆうせん宥仟

T1384 ( ･宇賀村 ) 江後期;歌人、栄装 えいそう うがむら ?ｰ ?



1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[むすびしは浅き契りか人心くみしらぬまに忘れ井の水](大江戸倭歌;恋1480/忘恋)

D1311 ( ･姫田 ) 江戸幕末期飛騨高山の医者､｢眼球略説｣著､瑛三 えいそう ひめた ? ｰ ?

明治期県民に種痘実施

永崇( ･就山;道号)→ ( ･永崇､臨済僧) Ｙ２１８２えいそう じゅざん就山

永琮( ;法諱･合浦)→ ( ;道号･永琮､臨済僧) Ｌ１９１９えいそう ごうほ合浦

永相( ･高倉) → ( ･高倉 ､歌人) Ｄ３２９１えいそう ながすけ たかくら永相

英宗( ;初法諱) → ( ;道号･英種;法諱､曹洞僧)Ｈ３６１８えいそう ばんあん万安

英窓( ･井上/四時楼)→ (2世 ･慶､俳人) １６７２えいそう きいつ紀逸

栄相( ･船橋) → ( ･船橋 ､廷臣/故実) Ｂ２９９２えいそう つねかた ふなはし経賢

D1312 ( ･片山 ) 備前岡山藩士､1830神力丸で宇治甚介らと漂流;栄蔵 えいぞう かたやま 1785ｰ ?1832以降没

呂宋 漂着/1831中国経由で帰国､｢馬旦国母後須島漂流日記｣著るそん

栄造( ･若竹) → ( ･若竹 ､俳人) Ｅ２８１５えいぞう ちこう わかたけ稚篁

栄造( ･土居) → ( ･土居 ､藩士､国学) Ｏ２０８５えいぞう さねただ どい実忠

栄蔵( ･大関) → (初世 ･中村､歌舞伎役者)１２６２えいぞう うたえもん歌右衛門

栄蔵( ･山田) → ( ･山田 ､詩/俳人) Ｄ１２９０えいぞう うんそう やまだ雲窓

栄蔵( ･山本) → ( ;法諱･大愚､曹洞僧/詩歌)４９１７えいぞう りょうかん良寛

栄蔵( ･二宮) → ( ･二宮 ､医者/工芸) Ｇ３１５９えいぞう とうてい にのみや桃亭

栄蔵( ･村松) → ( ･村松 ､藩士/国学) Ｌ４０８６えいぞう まさひで むらまつ真栄

栄蔵(英蔵 ･大竹/岳)→ ( ･大竹/岳､漢学者) ４０７０えいぞう まこく麻谷

栄蔵( ･中村) → ( ･中村 ､俳人) Ｂ５２６２えいぞう ろしゃく なかむら芦尺

栄蔵( ･石橋) → ( ･石橋 ､国学/歌/出家)Ｍ２８０４えいぞう ちくう いしばし知空

栄蔵( ･齋藤) → ( ･齋藤 ､藩士/国学者)Ｋ４４０５えいぞう もととみ さいとう元宝

栄蔵( ･齋藤) → ( ･境 二郎/齋藤､儒者/藩教授)Ｘ２６３７えいぞう たてなお さかい建直

栄蔵( ･星川) → (正甫 ･星川 /鴨沢､藩士/地誌)Ｓ４０４２えいぞう まさすけ ほしかわ正輔

栄蔵( ･星川) → ( ･星川/鴨沢､藩士/地誌家)Ｅ４０４９えいぞう まさとし正甫

栄蔵( ･丹波屋） → ( ･山崎 ､藩士/尊攘運動)２７１１えいぞう たかひろ やまざき恭禮

永蔵( ･吉井) → ( ･吉井､礼法/地歴) Ｃ３２５７えいぞう なおみち直道

永蔵( ･関) → ( ･関 ､左官職/俳人) １１８５えいぞう いざん せき為山

永蔵( ･城村/山県)→ (墨僊 ･山県 ､儒/書家)Ｄ３９６３えいぞう ぼくせん やまがた墨

永三( / ･松永)→ ( ･松永 ､儒者) Ｄ２１６６えいぞう えいさん しさい まつなが思斎

英蔵( ･金谷) → ( ･金谷 ､藩士/儒者) Ｉ１６８７えいぞう ぎょくせん かなや玉川

T1387 ( ･新見 ) 江後期;尼僧/歌人､幕臣の妻?､英操尼 えいそうに しんみ ?ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[ふりし世をしたふあたりやいかならんよその袖さへしぐれする頃]、

(大江戸倭歌;雑1896/寄時雨懐旧)

D1313 ( ) 琉球王統の祖/在位1260-99､古琉歌の歌人､英祖王 えいそおう ? ｰ ?

朝昇｢琉歌大歌集｣入

穎則( ･伊能) → ( ･伊能､国学/歌人) Ｄ３７６５えいそく ひでのり穎則

栄足( ･浅野) → ( ･浅野､能楽師/能楽研究)Ｅ４７４３えいそく よしたり栄足

衛足( ･大貫) → (斗哉 ･大貫 ､俳人) Ｌ３１７８えいそく とさい おおぬき杜哉

衛足堂徳雨( )→ ( ･衛足堂､俳人) Ｋ３１４５えいそくどうとくう とくう徳雨

U1348 ( ;法諱) 平安鎌倉期;南都の僧/法師､英尊 えいそん ? ｰ ?

歌人;1237刊[楢葉集]入

[師範 円尊阿闍梨がむろにて 歌あまたよみはべりけるに、

いかにしてけふとけそむるしたひものながき契□□すびなさまし](楢葉;恋386)

1339 (睿尊 ;法諱･字;思円､諡;興正菩薩､興福寺慶玄男/俗姓源) 大和真言律僧､叡尊 えいそん 1201ｰ9090

1211醍醐寺叡賢門;17出家/高野山東大寺興福寺で修学/1235西大寺中興開山/民衆に授戒､

1236西大寺結界/般若寺再興､84四天王寺別当､1265｢西大寺光明真言会縁起｣著､

自伝｢金剛仏子叡尊感身学正記｣外著多数､｢関東往還記｣門弟性海編､忍性の師



D1314 ( ･ ;法諱､三河僧正､藤原家房男/准大臣近衛兼教猶子) 真言僧;栄尊 えいそん ようそん ?ｰ? 1260存

1245慈尊院栄然門;伝法灌頂受､60権僧正､｢十八道口決｣｢夜甲乙｣｢仁王経私記｣著

栄存( ;字) → ( ;法諱･寿命院､日蓮僧) Ｄ３３３６えいそん にちゆう日宥

栄村( ･古筆) → ( ･古筆 ､鑑定家) Ｉ４９９０えいそん りょうちゅう こひつ了仲

永存( ;法名) → ( ･西園寺､太政大臣/歌) Ｅ１６３５えいそん きんな公名

1340 ( ､法諱;尊済､常喜院､後二条天皇皇子) 母;藤原公親女;中宮御匣､永尊親王 えいそんしんのう ?ｰ?

鎌倉期;園城寺円満院門跡/1322一身阿闍梨､歌､続後拾遺1193(永尊法親王名9、

[捨てはつる人ぞすくなき身を歎き世をうらむるはならひなれども](続後拾;雑1193)

英太( ･木原) → ( ･木原､藩士/国学/故実) Ｂ３１５３えいた とうえん藤園

栄太(永太 ･大友) → ( ･大友 /藤原､神職･国学)Ｌ２８３５えいた ちかひさ おおとも親久

栄太( ･加屋) → ( ･加屋 ､藩士/神職/神風連)Ｊ３６８８えいた はるかた かや霽堅

永泰( ;道号) → ( ;法諱･永泰､黄檗僧) Ｊ２２９７えいたい しょうしん正真

B1351 (栄沢 ･原 ) 江中期宝永1704-11頃京の講釈師､栄宅 えいたく はら ? ｰ ?

太平記読に長ず;宗匠､栄治の父

永琢( ) → ( ･盤珪､臨済僧) Ｂ４７４４えいたく ようたく永琢

英達( ･布/志賀) → ( ･志賀 /布 ､医者/蘭学)Ｅ３０３６えいたつ てんみん しが ぬの天民

D1315 ( ･清水 ､名;謙光､号;栢園､光房男) 江後期江戸歌人:海野遊翁(1848没)門､栄太郎 えいたろう しみず ?ｰ?

江戸下谷久保町で歌の教授､｢詠草｣著､1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入、

1860鋤柄助之｢現存百人一首｣入､

[河風に波よる岸のふし柳そこにもなびく春の色かな](大江戸倭歌;春156)

[うちなびく岸の柳にはらはれて螢乱るる河づらの里](現存百人一首;79)

栄太郎( ･根岸) → ( ･根岸 ､幕臣/補任編纂)Ｆ４４１６えいたろう もりいさむ ねぎし衛奮

栄太郎( ･伊藤/宮永)→ ( ･宮永/伊藤､神職/国学/歌)Ｃ４５０４えいたろう やすちか保親

栄太郎( ･中根) → ( / ･中根､藩士/国事) Ｅ４６３３えいたろう ゆきえ せっこう雪江

栄太郎( ･彦部) → ( ･彦部 ､機業/詩歌) Ｗ３１１８えいたろう ともゆき ひこべ知行

栄太郎( ･戸田) → (氏寿 ･戸田 ､旗本/歌) Ｅ１２４０えいたろう うじひさ とだ氏壽

栄太郎( ･森山) → ( ･森山 ､藩士/国学者)Ｇ４５９０えいたろう やすきよ もりやま安清

栄太郎( ･和田) → ( ･和田 ､医者/国学/歌) Ｋ３６９８えいたろう はるなが わだ春長

瑛太郎( ･原) → (白珪 ･原 ､藩儒/詩人) Ｃ３６９８えいたろう はくけい はら白圭

太郎( ･沢) → ( ･沢 ､幕臣/海軍)Ｔ２６１０えいたろう たろうざえもん さわ太郎左衛門

英致( ･松田) → ( ･松田/藤原､室町幕臣) Ｄ３７９１えいち ひでむね英致

英知( ･多田) → ( ･多田 ､醸造業/国学) Ｋ３７０７えいち ひでとも ただ英知

栄智( ･人見) → ( ･人見､藩士/記録)Ｏ２２５９えいち じんざえもん甚左衛門

英智院( ) → ( ;法諱･智寛､日蓮僧) Ｅ３３８０えいちいん にっせん日宣

B1369 ( ) 京の俳人;1729隆志｢俳諧草結｣入英竹 えいちく ? ｰ ?

[菜の花の星につゞくや野の吉野](俳諧草結;225/吉野山の花は雲に続くが､野の吉野は)

医茶( ) → ( / ､俳人/しぐれの碑入)Ｊ１１２８えいちゃ いちゃ えいちゃ医茶

D1316 ( ;法諱､俗姓;秋篠) 奈良･平安期京の律宗僧/幼少時出家;永忠 えいちゅう 743ｰ81674

奈良平城京で経律修学､770頃入唐;30年在留､帰国後近江梵釈寺主/806律師/のち大僧都､

音律学に精通､｢五仏頂法決｣著

D1317 ( ･佐藤 /古筆) 江後期初め幕府賄方/一時古筆 家の養子、栄中 えいちゅう さとう こひつ1835ｰ9056歳

鑑定家､書画/茶道に通ず､｢土屋侯御道具帳｣著

英中( :道号) → ( ;法諱･英中､臨済僧) Ｉ１８５６えいちゅう げんけん玄賢

衞仲( ･伊高) → ( ･伊高 ､神職/歌人) Ｎ２１３０えいちゅう しげのり いだか重徳

郢中( ･木幡) → ( ･木幡 ､儒者) Ｋ２５４６えいちゅう そもん こばた蘇門

盈仲(盈中 ･竹村)→ ( ･竹村 /松尾､庄屋/歌)Ｊ４１６７えいちゅう みつなか たけむら盈仲

1341 ( :法諱､橘俊孝男) 平安期京の法相僧;興福寺も主恩門;法相学修学、永超 えいちょう 1014ｰ109582歳

1053維摩会の堅義者/59維摩会講師､のち興福寺の枝院斉恩寺に移住､1074三会の講師、

1081少僧都/92(寛治6)権大僧都/のち法隆寺別当､1094｢東域伝燈目録｣編

F1368 ( :法諱､道号;釈円 ) 上州の臨済僧;顕密二教修学/のち栄西門;栄朝 えいちょう しゃくえん 1165ｰ124783



栄西より印可受､1221上野世良田に長楽寺を開山;関東に禅を広める;円爾･蔵叟朗誉の師

1342 ( :法諱･東陽 :道号､土岐持頼男) 美濃加茂郡の臨済僧:英朝 えいちょう とうよう 1428ｰ150477

1432(5歳)上洛;天竜寺玉岫英種門/のち竜安寺雪江宗深門､丹波船井郡竜興寺住持、

1481(文明13)大徳寺53世/妙心寺13世､美濃に少林寺開創;同寺に没､諡号;大道真源禅師､

1494-1503｢五家正宗賛抄｣著､｢宗門正燈録｣｢禅林句集｣編､｢少林無孔笛｣｢碧巌録抄｣著

永超( ;法諱) → ( ;道号･永超､曹洞僧) Ｊ４９２0えいちょう りょうねん了然

栄長( ･ ･久世)→ ( ･久世 ､心学/俳人) Ｐ３１６１えいちょう ひでなが ともすけ くぜ友輔

栄長( ･玉置) → ( ･玉置 ､書家) Ｅ４４８８えいちょう もはち たまき茂八

英長( ･内堀) → ( ･内堀 ､儒者/神道) Ｄ３７４５えいちょう ひでなが うちぼり英長

英長( ･白沢) → ( ･白沢 ､幕臣/歌人) Ｉ３７２４えいちょう ひでなが しろさわ英長

英長( ･小川) → ( ･小川 /源､藩士/歌人)Ｉ３７６６えいちょう ひでなが おがわ英長

英長( ･小出) → ( ･小出 ､幕臣/藩主/国学)Ｉ３８２２えいちょう ふさなが こいで英長

英蝶( ･春川) → ( ･春川 ､絵師) Ｃ１３０２えいちょう えいしょう はるかわ英笑

英澄( ;法諱) → ( ;法諱､真言僧/勤王) Ｈ４９０２えいちょう りょうき良基

盈長( ･中野/志筑)→ ( ･志筑 / ､中野､蘭学者)Ｅ２６８５えいちょう ただお しづき しつき忠雄

叡長(叡朝 ;字) → ( ;法諱･通心院､日蓮僧) Ｄ３３８２えいちょう にっきよう日境

永長亭( ) → (初世 ･奈河､歌舞伎作者) １５４１えいちょうてい かめすけ亀輔

英陳( ･小出) → ( ･小出 ､幕臣/国学) Ｉ３８２３えいちん ふさのぶ こいで英陳

永直( ･讃岐) → ( ･讃岐 ､廷臣/漢学者) Ｊ３２９７えいちょく ながなお さぬき永直

永直( ･玉田) → ( ･玉田 ､国学者) Ｎ３２８１えいちょく ながなお たまだ永直

英直( ･土屋) → ( ･土屋 ､藩主/歌人) Ｄ３７３９えいちょく ひでなお つちや英直

英珍( ･松尾) → ( ･松尾 ､農業/歌人) Ｌ３７２５えいちん ひでよし まつお英珍

栄通( ･奥村) → ( ･奥村､藩士/文筆) Ｃ３０９６えいつう てるみち栄通

D1318 ( ･石 ;修姓?､字;子亨､号:梅窩) 江後期の儒者/儒者大久保狭南の女婿､永貞 えいてい せき ?ｰ?

｢杉田紀行｣｢武蔵遊草｣著､1810小金井桜樹の碑建立

永貞( / ･高野)→ ( ･高野 ､儒者/藩政) Ｃ１３６９えいてい ながさだ えいけん たかの栄軒

永貞( / ･栗原)→ ( ･栗原[栗本]､儒者) Ｇ３１１３えいてい ながさだ とうせん桶川

永貞( / ･彦坂/田中)→ ( ･彦坂 ､藩士/和算)Ｇ３５３３えいてい ながさだ のりよし ひこさか範善

永貞( / ･徳田/金子)→ ( ･金子 ､藩士/測量/歌)Ｅ１０７９えいてい ながさだ あつのり かねこ厚載

永貞( ･有沢) → ( ･有沢 ､藩士/軍学者)Ｄ３２６５えいてい ながさだ ありさわ永貞

永貞( ･富小路) → ( ･富小路 ､廷臣) Ｄ３２６６えいてい ながさだ とみのこうじ永貞

永貞( / ･若松)→ ( ･若松 ､家侍/記録) Ｃ１３８８えいてい ながさだ えいじゅ わかまつ永寿

永貞( ･生田) → ( ･生田 ､儒者/詩歌) Ｄ３２６９えいてい ながさだ いくた永貞

永貞( ･広江) → ( ･広江 ､和算家) Ｄ３２７０えいてい ながさだ ひろえ永貞

永貞( ) → ( ･､歌人) Ｋ３２６９えいてい ながさだ永貞

永貞( / ･中山)→ ( ･中山､医者/日記) Ｉ１８８１えいてい ながさだ げんこう玄亨

英貞( ･山澄) → ( ･山澄 ､藩士/故実) Ｄ３７０４えいてい ひでさだ やまずみ英貞

英貞( / ?･内田)→ ( ･内田 ､俳人) Ｃ１６７２えいてい ひでさだ きょうすい うちだ橋水

英亭( ) → ( ･英亭､俳人) Ｃ４９５９えいてい りゆう里雄

栄貞( ;名) → ( ､知恩院門跡/詩歌)２５７６えいてい そんいんほつしんのう尊胤法親王

栄貞( ･小川) → ( ･小川 /三宅､里正/歌)Ｉ３７５７えいてい ひでさだ おがわ栄貞

栄弟( ･武谷) → ( ･武谷 ､藩士/歌) Ｌ３７５２えいてい ひでくに たけたに栄国

衛貞( ･三浦) → ( ･三浦 ､藩儒) ２７３９えいてい へいざん みうら瓶山

盈貞( ･安部) → ( ･安部 ､国学者) Ｄ４０１１えいてい まさだ あべ眞貞

B1352 ( ･原 ) 元禄1688-1704頃京の講釈師/太平記読が得意、永 えいてき はら ? ｰ ?

江戸の赤松青竜軒･大坂の赤松梅竜と併称される

B1353 ( ;法諱･惟杏 ;道号) 臨済;高岳令松門/1573東福寺218世/80南禅寺住持､永哲 えいてつ いきょう ?ｰ1613

1582秀吉に従軍;肥後名護屋で通文の役､｢朝鮮名跡集｣､1600?｢謡抄 ｣編参加､うたいしょう

和漢聯句;1591白･瑶甫等和漢聯句/97藤宰相惟杏等和漢聯句､｢惟杏哲禅師疏｣著

D1319 (2世 ･林 ､松浦吉重男､初世栄哲の養嗣) 肥前長崎の医者､栄哲 えいてつ ならばやし 1737ｰ97



外祖父栄久に養育;早世の初世栄哲を嗣ぐ､蘭学漢方を独学、

1791肥前佐賀藩主鍋島家の医師､

｢林経験録｣｢和蘭流膏薬方｣著、

[栄哲(2世;号)の名/字]名;高茂/字;伯由､

F1376 (3世 ･林 ､名;高連/公極､2世栄哲男) 肥前佐賀藩医、栄哲 えいてつ ならばやし ?ｰ?

1801(享和元)長崎住､菊舎の詩の師､栄哲3世夫妻は菊舎に俳諧を学ぶ、

栄建･宗建の父

英哲( ･樋口) → ( / ･樋口 ､神職/国学)Ｋ３７７４えいてつ ひでのり てるもと ひぐち英哲

D1320 ( :法諱･字;太了､俗姓;久保) 土佐中村の真言僧;豊山長谷寺に修学､栄天 えいてん 1737ｰ180165

1799伊予石手寺住職､1796｢大乗法苑義林章黒甜記｣､｢三論玄義大底記｣外著多数

永天翁( ) → ( ･横井 ､漢学/史学) ２７２７えいてんおう ただなお よこい忠直

永図( ･齋藤) → ( ･齋藤 ､藩士/歌人) Ｆ３２３２えいと ながのり さいとう永図

永図( ･増子/高橋)→ ( ･増子 ､藩士/記録) Ｆ３２３５えいと ながのり ましこ永図

英棟( ･平松) → ( ･平松 ､国学者/歌) Ｄ３７９３えいとう ひでむね ひらまつ英棟

影踏( ･山田) → ( ･山田 ､藩士/歌人) Ｅ１４２３えいとう おとまろ やまだ乙麿

D1322 ( :法諱･号;恵覚房､俗姓林) 大和山田真言僧;1676高野山宝亀院舜政門、英同 えいどう 1665ｰ174278

1677(延宝5)出家､政観･堯知･実常門/南都･京にも遊学/永寿院住/1705聖無動院転住、

1708如意輪寺転住/1720碩学､21正智院転住/のち宝性院門主/41高野山寺務職､

｢広沢西院流印可并八結伝授記録｣著

D1323 ( :名･曾根､通称;又右衛門) 江戸幕末期大阪の和算家:福田理軒門､栄道 えいどう ?ｰ?

1856師口述｢西算速知｣筆記/編

道人( ) → ( ･津島 ､医者/漢学) Ｅ３９６１えいどうじん ほっけい つしま北渓

1343 (初世 ･狩野 ､松栄[直信]長男/本姓;藤原) 絵師;狩野家5世､山城の生、永徳 えいとく かのう 1543ｰ9048

画;祖父元信･父松栄門､信長に出仕;1576安土城の絵を描く;法印/知行3百石､

のち秀吉に出仕;加増百石､屏風･襖絵等大作;桃山期を代表する雄渾な画風､

1574(天正2)｢洛中洛外図屏風｣､｢唐獅子図屏風｣画など､妻;土佐光茂女、

[永徳(;号)の名/通称]名;州信/重信、通称;源四郎、法号;実相院日竟、

古永徳と称される

D1324 (2世 ･狩野 ､英信[祐清]長男/本姓藤原) 中橋狩野家;父門､幕府絵師、永徳 えいとく かのう 1739?ｰ9456

1773(安永2)法眼;永徳2世を称す/85同朋格､花鳥画に長ず,｢添状代 外題扣｣画附

[2世永徳(;号)の幼名/名/別号]幼名;四郎次郎、名;高信、別号;成文斎､ 法号;聴受院

B1354 ( ) 江前期京の俳人､1649立圃｢花月千句｣入栄徳 えいとく ? ｰ ?

D1325 ( ･一陽軒) 江後期絵師､渓斎英泉門､浮世絵/合巻挿画､英得 えいとく ? ｰ ?

1829｢功草泰平の錦絵｣画

B1341 ( ･狩野､名;立信､別号;晴雪[斎]､伊川男/祐清養子) 絵師;中橋狩野家15世、永悳 えいとく 1814ｰ9178

江戸木挽町の生/幕府絵師/1848幕府医師並/57法眼､

柳営御白書院虎之間新御殿御休息伺下絵｣画

英徳( ･松本) → ( ･松本 ､国学者/歌) Ｌ３７２８えいとく ひでのり まつもと英徳

D1326 ( ､亀屋) 慶長1596-1615頃;京の呉服商;家康の装束調達､栄任 えいにん ? ｰ ?

連歌;1600昌叱と百韻

英仁( ;親王) → ( ､日記) Ｎ１９７８えいにん ごももぞの後桃園天皇

F1359 ( ､閑院宮､名;寛宮/嘉種/盈仁､典仁親王男) 光格天皇の弟､盈仁親王 えいにんしんのう 1772ｰ183059

後桃園天皇の養子､1780聖護院忠誉親王附弟/82得度/88園城寺長吏/1810一品/30准后､

1807(文化4)｢東行之記｣著

栄仁親王( ) → ( ) Ｇ４７４６えいにんしんのう よしひとしんのう栄仁親王

D1327 ( ･鄭 ､唐通事の呉 用蔵5男) 鄭幹輔の養嗣子､肥前長崎の唐通事、永寧 えいねい てい ご 1829ｰ9769

華語;兄の呉泰蔵門･英語;養父幹輔門､1860少通事過人/明治期に外務省勤務、

｢清文鑑和解｣著､永慶/永昌の父

[永寧(;名)の別名/通称/法号]初名;卯四郎/牛郎､ 通称;右十郎、法号;寛量院、

永寧( ･宮村) → ( ･宮村 ､歌人) Ｋ３２６１えいねい ながやす みやむら永寧



寧斎( ) → ( ･富田 / ､藩士/儒者)Ｅ１５９６えいねいさい かげちか とだ とみた景周

D1328 ( ･ ;法諱､出雲僧都/慈尊院大僧都) 鎌倉期真言僧;興然門､榮然 えいねん ようぜん 1172ｰ125988

1195少僧都/96大僧都/97法印/1216成宝より観修寺流灌頂を受/九条道家に灌頂を授与､

｢灌頂曜宿事｣｢請雨経法｣｢請雨経法日記｣｢十八道聞書｣｢金剛界伝法灌頂曜私記｣著

D1329 ( ･白瀬 ､字;徳郷[卿]/号;楽園､惟彰男) 日向延岡の医者;永年 えいねん しらせ 1775ｰ1803早世29

父の藩医惟彰門/1802延岡藩侍医､藩主内藤政韻に重用される;没､1799｢延陵世鑑｣著

永年( ･曾) → ( ･曾 /宋 ､本草/医者) Ｈ３６１５えいねん はん そう そう槃

永年( ･西川) → ( ･西川 ､医者) Ｏ３２２２えいねん ながとし にしかわ永年

永年堂( ) → ( ･織田/平､幕臣/茶人) Ｈ２０８４えいねんどう さだおき貞置

永年堂( ) → ( ･麻田 /綾部､天文暦学者)Ｆ４９１５えいねんどう りゅうたつ あさだ立達

1344 ( ･狩野 ､山雪男) 京狩野家3世;絵師;父山雪･狩野安信門､永納 えいのう かのう 1631ｰ97/170067-70歳

古画鑑識､1659｢舞楽図｣76｢穴太寺縁起絵巻｣画/78｢本朝画史｣93｢本朝画印｣著､

｢狩野永納梅岳堂記｣｢狩野家累世所用画法｣著/｢独坐禅絃之図｣｢本邦賢学智将像｣画､

[永納(;名)の字/通称/号]字:伯受､通称;縫殿助、

号;山静/梅岳/一陽斎/素絢軒/西邑居翁山人/居翁/易亭、法号;図学院一陽

U1357 ( ･入谷､号;宜庵･道格) 江前期;医者?/法橋､歌人､永濃 えいのう ?ｰ?

1664歌学書｢法橋永濃聞書｣あり､歌;1691了然尼(茂睡編)[若むらさき]入、

[時鳥雲のいづこのひとこゑにまだ宵ながら明けぼのの空](若むらさき;44/暁郭公)

永能( ･星野) → ( ･星野 ､武家歌人) Ｇ３２３４えいのう ながよし ほしの永能

栄之丞( / ･伊東)→ ( ･伊東 /牛島､藩士/歌)Ｌ２３３４えいのじょう えいのすけ すけゆき いとう祐之

栄之進( ･松平/戸田)→ ( ･戸田 ､藩主) Ｃ１２５７えいのしん うじのり とだ氏教

栄之進( ･本木) → ( ･本木 /西､通詞/翻訳)Ｇ４９４７えいのしん りょうえい もとき良永

栄之進( ･中路) → ( ･中路 /岡本､藩士/尊攘)Ｊ３５３４えいのしん のぶとし なかじ延年

栄之助( ･原田) → ( ･小中村 /紀､商家/国学者)Ｈ１６５１えいのすけ きよのり こなかむら清矩

栄之助( ･森山) → (( ･森山 ､通詞) Ｎ２６８７えいのすけ たきちろう もりやま多吉郎

栄之助( ･喜多) → ( ･喜多 ､絵師;挿絵) Ｃ３８８９えいのすけ ぶせい きた武清

栄之助( ･林) → ( ･林 ､楽人/君が代作曲)Ｋ３７６８えいのすけ ひろもり はやし広守

栄之助( ･小中村)→ ( ･小中村 /紀､商家/国学者)Ｈ１６５１えいのすけ きよのり こなかむら清矩

栄之助( ･柳田) → ( ･柳田 ､里正/国学者) Ｊ２３３３えいのすけ すがお やなぎだ清雄

英之助( ･石原) → ( ･石原 ､酒造/国学) Ｕ２２６６えいのすけ じょしょう いしはら如松

之助( ･小川) → ( ･小川 ､､俳人) Ｏ２２３３えいのすけ じんこう おがわ尋香

栄之進( ･益田/三吉)→ ( ･三吉/益田､藩士) Ｘ２１７８えいのしん しゅうすけ周亮

頴之助( ･林) → ( ･林､国学者/狂歌) Ｃ１７６５えいのすけ くにお圀雄

栄派( ) → ( ;道号･中達､臨済僧) Ｍ１６４２えいは きゅうがん九巌

英馬( ･向井) → ( ･向井､藩士/俳人) Ｆ３２３１えいば ながのり長昇

英馬( ･向井) → ( ･向井､長昇男､藩士/文筆)Ｄ３２５１えいば ながき長樹

鋭馬( ･江見) → ( ･江見 ､藩士/勤王派) Ｖ２６９１えいば ただむね えみ忠梁

永配( ･齋藤) → ( ･齋藤､藩士/歌人) Ｅ３２９７えいはい ながとも永配

D1330 (永梅 ;法諱･魁叟 ;道号､俗姓:平) 大和曹洞僧;尾張正眼寺の道翁宗廉門､英梅 えいばい かいそう ?ｰ1467

1442正眼寺5世;66まで25年間在住､雲興寺4世/禅林寺2世;仁昌寺開､

｢正眼寺歴代住山記｣著

D1331 ( ･狩野 ､永敬[仲簡子]男) 狩野派絵師:父門/のち狩野永叔(主信)門､永伯 えいはく かのう 1687ｰ176478

1741｢狩野古法眼系図｣､｢画巧諸覧｣｢狩氏系図 印影｣著、附

[永伯(;号)の名/通称/別号]名;清信､通称;縫殿助､別号;山亮､法号;図祥院

栄発( ･奥村) → ( ･奥村､医/儒詩) Ｃ３０８６えいはく てるのり栄発

曳白山人( ) → ( ､戯作者) Ｇ３８２６えいはくさんじん ぶんていきざん文亭箕山

栄八( ･酒井) → ( ･酒井 ､絵師/俳人) ３９１３えいはち ほういつ さかい抱一

栄八( ･遠藤) → ( ･遠藤 /藤原､神職/歌)Ｆ２９３５えいはち つねのり えんどう経教

英八( ･上田) → ( ;号･上田 ､儒者) Ｍ１９８９えいはち こせつ うえだ孤雪

栄発( ･奥村) → ( ･奥村 ､医者/儒詩) Ｃ３０８６えいはつ てるのり おくむら栄発



F1355 ( ､法師) 平安期僧/歌人;永範 えいはん ? ｰ ?

1063(康平6)丹後守藤原公基歌合参加(判者藤原藩永 /丹後で)のりなが

[もとすよりいつぬき河にすむ鶴 の千代のよはひを君がよとせん]、たづ

(公基歌合;祝一番右2)

D1332 ( ;法諱･号;宝洲房) 近江の真言僧;醍醐寺淳杲 門;幸心流を受､英範 えいはん じゅんこう1730ｰ180475

1791江戸の真福寺27世住職､1803京の智積院27世住職/04(文化元)権僧正､

｢灌頂私掌記｣｢御流神道口決｣｢伝法灌頂手鏡｣｢伝法灌頂秘要録｣｢如法三衣記｣外著多数

英般若( ) → ( ･大葦原/司馬､俳人) Ｊ１５１７えいはんにゃ かいん可因

D1333 ( ･真鍋 /竹村/本姓;赤松) 江後期近江水口藩医、叡美 えいび まなべ ?ｰ?

俳人;1814｢さゝなみ集｣編、[叡美(;号)の通称]全弼/修吉

永美( ･ ･井上五臓)→ ( ･井上 ､商家/歌人)Ｌ３７０８えいび ながよし ひろさだ いのうえ夏鼎

英美( ･吉岡) → ( ･吉岡 ､藩士/国学) Ｕ２６４６えいび たづむら よしおか鶴群

C1304 ( ･加藤 /沼田､沼田直允3男) 水戸藩士の家/水戸藩に出仕;1787致仕、曳尾庵 えいびあん かとう 1763ｰ?

諸国遍歴/江戸に定住､医者;山本永春院門/1816三河田原藩医;19致仕/板橋宿寺子屋師匠､

1621｢我衣｣､｢曳尾庵雑記｣｢曳尾庵筆記｣｢曳尾随筆｣｢可恐録｣｢園の木の葉｣著､

谷文晁･大田南畝･山東京伝･渡辺崋山と交流､

[曳尾庵(;号)の幼名/名/別号]幼名;平吉、名;玄亀、別号;南竹/南竹庵

曳尾庵( ) → ( ･曳尾庵､俳人) Ｈ２２４８えいびあん しょうか松化

永弼( ･江馬) → ( ･江馬正人､医者/詩人) Ｄ３０４６えいひつ てんこう天江

曳尾堂( ) → ( ･武村/竹村､俳人) １３５７えいびどう えきゆう益友

曳尾堂( ) → ( ･熊坂 ､儒者/教育) ２６０５えいびどう たいしゅう くまさか台洲

永敏( ･村田) → ( ･大村､藩士/兵学) Ｊ４００４えいびん ますじろう益次郎

B1355 ( ) 俳人､1663定清｢尾蠅集｣歌仙入栄富 えいふ ? ｰ ?

D1334 ( ､都牛;後号) 京俳人､1782都牛に改号､1777蕪村｢夜半楽｣2句入嬰夫 えいふ ? ｰ ?

[青柳や野ごしの壁の見えがくれ](夜半楽;春興64)

永孚( ･ ･元田)→ ( ･元田､儒/藩政改革) Ｈ３１５３えいふ ながざね とうや東野

永孚( ･津軽) → ( ･津軽 ､藩士/儒者) Ｅ１８８２えいふ げんえん つがる儼淵

永父( ･並河) → ( ･並河 / ､儒者) Ｉ２４７４えいふ せいしょ なみかわ なびかわ誠所

栄夫( ) → ( ･村田 ､商人/国学/歌)３６３７えいふ はるみち むらた春道

叡父( ･鳥羽) → ( ･鳥羽 ､絵師) Ｌ２６３８えいふ たいろく とば台麓

永武( ･高倉/持明院)→ ( ･持明院/藤原､廷臣/書家)Ｂ４２７９えいぶ むねとき宗時

永武( ･榎倉/上部)→ ( ･上部 /度会/榎倉､神職)Ｅ３２０９えいぶ ながたけ うわべ永武

栄武( ･中島) → ( ･中島 ､大庄屋/歌人)Ｏ４７１８えいぶ よしたけ なかじま栄武

栄風( ･三次 ) → ( ･三次､医者) Ｅ３１２８えいふう みよし とうさい稲斎

英風( ･矢田部) → (慶雲 ･矢田部/荒井､蘭学)Ｆ１８２７えいふう けいうん卿雲

英風( ･小出､) → ( ･小出 ､藩士/歌人) Ｊ３７５１えいふう ひでかぜ こいで英風

嬰風( ･二川) → ( ･二川 ､藩士/書/詩歌)Ｃ２３４１えいふう すけちか ふたがわ相近

永福( ･高倉) → ( ･高倉､廷臣/故実家) Ｇ３２４０えいふく ながよし永福

永福( ･横山) → ( ･横山､国学者) Ｅ３２９３えいふく ながとみ永福

永福( ･田谷) → ( ･田谷 ､神職/国学) Ｎ３２６６えいふく ながまさ たや永修

永福門院( / )→ ( ､伏見天皇中宮) ２２０８えいふくもんいん ようふくもんいん しょうし子

永福門院 子( )→ ( ､京極派歌人) ２２０８ えいふくもんいんしょうし しょうし子

永福門院右衛門督( )→ ( )１２０１えいふくもんいんのうえもんのかみ うえもんのかみ右衛門督

永福門院小兵衛督( )→ ( ･章義門院)Ｄ１９６０えいふくもんいんのこひょうえのかみ こひょうえのかみ小兵衛督

永福門院左京大夫( )→ ( )Ｂ２０４３えいふくもんいんのさきょうのたいふ さきょうのたいふ左京大夫

永福門院治部卿( )→ ( ) Ｆ２１５６えいふくもんいんのじぶきょう じぶきょう治部卿

永福門院中将( )→ ( ) Ｇ２８４１えいふくもんいんのちゅうじょう ちゅうじょう中将

1345 ( ､裡[裏]葉内侍､坊門藤原基輔女) 母;高階経仲女､永福門院内侍 えいふくもんいんのないし ?ｰ?

鎌倉/南北期歌人:京極派､永福門院 子女房､進子内親王の伯母:内親王を養育､

1297十五夜歌合/99五種歌合/1303伏見院仙洞五十番歌号/持明院殿当座歌合参加、



1305(嘉元3)永福門院歌合/15(正和4)為兼｢詠法華経和歌｣参加､

姪の進子内親王を伴い播磨へ下り養育/1343頃帰京;43花園院院六首歌合参加、

1346七夕百首/貞和百首参加､

勅撰49首;玉葉(12首199/542-)続千(2首)続後拾(1119)風(27首88/101-)以下、

[をちかたの花のかをりもややみえてあくる霞の色ぞのどけき]、

(玉葉;春199/春朝の心)

[定家卿はやうすみける家にしばし立ち入いて又ほかへ移り侍るける折、

かのみづから植ゑて侍りける梅の木の枝に結びつける、

忘れじな宿は昔にあとふりてかはらぬ軒に匂ふ梅がえ](風雅1422雑;永福門院内司、

返し;前大納言為世、

朽ち残る古き軒端の梅が枝も又とはるべき春を待つらし、

定家の梅については[明月記][拾遺愚草]などに入、

徒然草139段;定家が京極の邸の軒端に一重の梅を二本植えた故事入)

永福門院二条( )→ ( ･永福門院､歌人)３３２５えいふくもんいんのにじょう にじょう二条

衛奮( ･根岸) → ( ･根岸 ､幕臣/補任編纂)Ｆ４４１６えいふん もりいさむ ねぎし衛奮

D1335 ( :名･関 ､号;羽山/四択館) 上総市原の漢学;林祭酒門､博物学､古銭蒐集､盈文 えいぶん せき ?ｰ?

長崎で舶来の諸鳥を観察/写生､1793｢海舶来禽図彙説｣､｢千慮一得｣｢毛詩正義｣著

英文( ;法諱) → ( ;道号･英文､臨済僧) Ｇ１８４８えいぶん けいなん景南

映平( ･太田) → ( ･太田 ､俳人) Ｄ４８１１えいへい らんどう おおた蘭堂

永平元禅師( )→ ( :道号･希玄､日本曹洞宗祖)３１０７えいへいげんぜんじ どうげん道元

栄兵衛( ･茶屋) → ( ･茶屋 ､儒者/歌人) Ｙ２６２５えいべえ たまえだ ちゃや玉条

D1336 ( ) 1394-1441頃越中崇福寺真言僧･高野山の成雄/快全門､永遍 えいへん ? ｰ ?

小野･広沢流を探究､｢快遍問答｣｢快遍問答鈔｣｢中院流相伝｣｢中院秘訣｣｢院秘訣｣外著多数

D1337 ( ･ ) 山城の高山寺華厳学僧､十無尽院住､仏書を書写､永弁 えいべん ようべん 1626 ｰ ? 1682存

1661高弁｢四座講式｣の勘注を完成;｢四座講式勘注｣/｢十六羅漢講式勘注｣著

F1370 (栄甫 ･水野 ) 江前期大阪の俳人、栄圃 えいほ みずの ? ｰ ?

1673西鶴｢生玉万句｣第五夏草第三句入､1676西鶴｢古今誹諧手鑑｣入､

[峯の月詩人すむべき浦見えて](生玉;夏草第三、

脇句西随 ;鷺の身むるひ夏の夜の霜/蒼鷺の怪異)さいずい

英甫( ･永雄;法諱)→ ( ･英甫､臨済僧/狂歌) １３０５えいほ えいゆう永雄

英輔( ･桜井) → ( ･桜井 ､国学/歌人) Ｊ３７７４えいほ ひですけ さくらい英輔

永保( ･ ･吉雄)→ ( ･吉雄､通詞) Ｅ１９７９えいほ ながやす ごんのすけ権之助

永保( ･ ･寺田)→ ( ･寺田 ､国学者) Ｓ２６９４えいほ ながやす たもつ てらだ保

永保( ･齋藤) → ( ･齋藤 /鈴木､藩士/連歌)Ｎ３２２３えいほ ながやす さいとう永保

永甫( ･朝川 ) → ( ･朝川､儒者) Ｅ３１４４えいほ あさかわ どうさい同斎

永甫( ･横江) → ( ･朝川 ､藩儒者/書) Ｅ３１４４えいほ どうさい あさかわ同斎

永輔( ･大中臣) → ( ･大中臣 ､廷臣/歌)Ｐ３２６４えいほ ながすけ おおなかとみ永輔

詠甫( / ･吉田)→ ( ･吉田 ､農業/歌人) Ｋ３１９９えいほ えいすけ としみつ よしだ利充

栄保( / ?･久世/六条)→ ( ･六条､廷臣/日記) Ｆ１０１９えいほ ひでやす ありあや有言

1346 ( ､通称;素阿弥) 南北期僧･歌人､新千載2103､新後拾遺783、栄宝 えいほう ?ｰ ?

[すててこそおなじ山路に入りにけれ心心のうき世なりしを](新千;雑2103)

連歌師素阿と同一か? → ( ･素眼､室町期連歌師) ２５３４素阿 そあ

栄芳( ･樋口) → ( ･樋口 /菅原､藩士/儒者)Ｅ２４５９えいほう せってい ひぐち雪汀

英方( ･梅渓) → ( ･白川 /梅渓､神祇伯)Ｅ４０５６えいほう まさとみ しらかわ雅富

英方( ･岩手) → ( ･岩手､藩士/歌/連歌) Ｄ２５００えいほう そうや宗也

永放( ･山本) → (道春 ･山本 ､詩歌人) Ｃ４１２９えいほう みちはる やまもと通春

永豊( ･久子) → ( ･久子 ､儒者/詩人) Ｅ２３９８えいほう すいほう くす翠峰

永峯( ･串原 )→ ( ･串原/遠山/永井､和算家)Ｊ２４６３えいほう くしはら せいほう正峯

永房( ･間宮) → ( ･間宮 ､俳人) Ｋ３２０４えいぼう ながふさ まみや永房

永房( ･齋藤) → ( ･齋藤 ､藩士/国学) Ｎ３２２１えいぼう ながふさ さいとう永房



英( ･勝俣) → ( ･勝俣 ､医者/国学) Ｊ３７０７えいぼう ひでやす かつまた秀安

鋭矛( ･古田) → ( ･古田 /源/萱野､藩士/国学)Ｗ３１３１えいぼう としほこ ふるた鋭矛

英穆( ･玉井) → ( ･玉井 ､医者/儒者) Ｂ４７２１えいぼく ようじゅん たまい養純

叡北山樵( )→ ( ･志賀 ､幕臣/漢学/狂歌)Ｂ４９０８えいほくさんしょう りさい しが理斎

栄宮( ･毛利) → ( ･毛利/有栖川､貞操院/歌)Ｇ４６３８えいみや ゆきこ幸子

D1338 ( ;法諱､号;良円房､俗姓;新美) 三河西尾の真言僧;伊豆般若院の英澄門､英明 えいみょう ?ｰ1756

;出家/1711頃高野山に入;野沢の両流を修学､伊豆走湯山住/のち高野山宝珠院住、

千蔵院/多聞院に住､1753（宝暦3)｢普賢講義式｣著

永民( ･吉雄) → ( ･吉雄 ､通詞/シ事件)Ｇ２８４６えいみん ちゅうじろう よしお忠次郎

C1317 ( ) 山城の歌人、1666行風｢古今夷曲集｣入、永明 えいめい ? ｰ ?

[つまづきて浮きぬ沈みぬ吉野川よしやよしなき水心だて](古今夷曲集;雑594、

水嵩の増した吉野川を渡る人がころび流されるのを見ての詠、

水心だては水練心得のある振舞、

本歌;古今読人知らず;流れては妹背の山の中に落つる吉野の川のよしや世の中)

永明( ･末満) → ( ･末満 ､神職/国学者)Ｎ３２４９えいめい ながあき すえみつ永明

英明( ･源) → ( ･源､廷臣/詩歌人) Ｂ３８９７えいめい ふさあきら英明

英明( ･色川) → ( ･色川､商家/国学者) Ｇ２００３えいめい さんちゅう三中

英茂( ･藤田) → ( ･藤田 ､儒者) Ｄ３７０９えいも ひでしげ ふじた英茂

永門( ･斎藤) → ( ･斎藤､藩士/文筆家) Ｄ３２４６えいもん ながかど永門

1347 ( / ) 南北期･1352-71頃｢帝王編年記｣著永祐 えいゆう ようゆう ? ｰ ?

1305 ( / ;法諱･英甫;道号､武田信重[信高]男) 母;宮川尼､母方叔父;幽斎､永雄 えいゆう ようゆう 1547ｰ160256

若狭生/臨済僧:建仁寺十如院修業;文渓永忠門/詩;煕春竜喜門/1586建仁寺292世､

詩/聯句/狂歌､1595｢謡抄｣編纂参加､詩;｢羽弓集｣｢倒痾集｣､連歌;｢也足永雄両吟｣､

近世狂歌の祖;｢雄長老詠百首狂歌｣｢狂歌三百首抄｣､｢英甫永雄和尚語録｣｢倒痾法語｣

[英甫 永雄の通称/号] 通称;雄長老 ､ 号;武 /芳洲/小渓えいほ ゆうちょうろう ぶろう

D1339 ( ;法諱･号;陳春房) 真言僧;1746(延享3)長谷菩提院住職、栄宥 えいゆう ?ｰ? 1752存

1748(寛延元)喜多坊住職､｢長谷寺脇寺記録｣著

T1399 ( ;法諱･俗姓;永山) 備中倉敷の藤戸寺の住職/権律師､国学者栄雄 えいゆう ?ｰ1821

永雄( ･松井) → ( ･松井 ､官人/歌人) Ｏ３２８２えいゆう ながお まつい永雄

衛友( ･谷) → ( ･谷/源､藩主/剣術/歌) Ｇ４４０１えいゆう もりとも衛友

栄祐( ･林) → ( ･林 ､医者;種痘) Ｃ１３７０えいゆう えいけん ならばやし栄建

栄雄( ･辺見) → ( ･辺見 ､国学者) Ｋ３７９２えいゆう ひでお へんみ栄雄

1348 ( ;法諱･東陵 / ;道号､俗姓;許) 元の四明の曹洞僧;永 えいよ とうりん とうりょう 1285ｰ136581

雲外雲岫門､四明天寧寺住持/1351足利直義の招請で渡来/天竜寺3世/南禅寺33世、

円覚寺26世､1365｢ 東陵日本録｣｢清拙禅師塔銘｣｢東陵永禅師語録｣｢東陵和尚詩偈｣著

1349 (永 ;法諱･玉隠;道号､俗姓;滋野) 鎌倉臨済宗禅興寺僧;器庵僧璉門､英 えいよ 1432ｰ152493

1491金沢文庫の蔵書検査に参加/建長寺住持/同寺西来庵に退隠､

｢玉隠語録｣/｢雙林寺聯燈録｣編､

[英 (永 )の号] 懶庵/玉澗、諡号;宗 大光禅師  

英誉( ･上蓮社) → ( ;法諱､浄土僧) Ｈ４９２５えいよ りょうげつ了月

C1305 ( ･藤河 ) 漢学･梅外門､1857｢梅外詩鈔｣編英庸 えいよう ふじかわ ? ｰ ?

英要( ･山澄) → ( ･山澄 ､藩家老/和学)Ｍ３７１８えいよう ひでしげ やまずみ英重

D1340 ( ､後深草院皇女) 鎌倉期､女房に歌人;左京大夫･少将など永陽門院 えいようもんいん 1272ｰ134675

永陽門院左京大夫( )→ ( ) Ｂ２０４３えいようもんいんのさきょうのだいぶ さきょうのだいぶ左京大夫

永陽門院少将( )→ ( ･永陽門院) Ｎ２１６５えいようもんいんのしょうしょう しょうしょう少将

T1388 ( ･青木 ) 肥前長崎の歌人､栄瀬 えいらい あおき 1738 ｰ 183770

長崎諏訪神社大宮司青木永鷹の妻､中島広足｢瓊浦集｣(1840刊)入、

永頼( ･鈴木) → ( ･鈴木 /穗積/竹本､藩士)Ｎ３２５３えいらい ながより すずき永頼

詠楽人( ･｢戯場楽屋図会｣狂歌入)→ ( ､松好斎､絵師)Ｉ３６５１えいらくじん はんべえ半兵衛



永楽屋東四郎( )→ (初世 ･片野､書肆) Ｆ３１５６えいらくやとうしろう とうしろう東四郎

B1356 ( ) 俳人:巴人門/1732巴人｢卯花千句｣を宋屋と共編､郢里 えいり ? ｰ ?

1772几董｢其雪影｣入;[川波の梢にとどく柳かな]几董の代句?

B1357 ( ) 俳人:巴人門､1743｢造花集｣編:巴人追善嬰利 えいり ? ｰ ?

C1306 ( ･井 ;修姓) 江中期詩人､英利 えいり せい ? ｰ ?

1749東溟編｢名月篇｣の寛延二年版を鶴冲と共編

C1307 (永 ･栄里･永犁 ･武川亭 ､姓;宇田川) 江中期江戸の絵師:鳥文斎永之門､永理  えいり ぶせんてい ?ｰ?

小石川に住､錦絵･肉筆美人画に長ず､狂歌本･黄表紙･洒落本の挿絵､

1788梶人｢青楼五ﾂ雁金｣画/90｢染抜五所紋｣1804｢風薫婦仇討｣07｢狂歌蓬莱集｣画、

[武川亭永理(;号)の通称/別号]通称;五左衛門、

別号;武川/礫川亭 /勿用斎 /鳥橋斎/鳩斎 /一指れきせんてい ぶつようさい しきゅうさい

永律( ･谷崎) → ( ･谷崎､医/歌人) Ｆ３２２９えいりつ ながのり永律

穎栗( ･清宮) → ( ･清宮 ､農業/国学者)Ｃ３７９８えいりつ ひでかた せいみや秀堅

永隆( ･喜多山) → ( ･喜多山 /吉江､国学/兵学)Ｌ３２８５えいりゅう ながたか きたやま永隆

栄隆( ･下田) → ( ･下田 ､槍術/国学) Ｎ３２３５えいりゅう ながたか しもだ栄隆

叡竜( ;法諱) → ( ･河野､儒者;音韻学) Ｈ１５２０えいりゅう かいほ界浦

英竜( ･川方/山澄)→ ( ･山澄 /川方､藩士/戦記)Ｄ３７１５えいりゅう ひでたつ み英竜

英竜( / ･江川)→ ( ･江川 ､幕臣/砲術) Ｈ２６９０えいりゅう ひでたつ たんあん えがわ担庵

D1341 ( ･加治 /本姓;平､名;景長/通称;左膳､号;北山) 江戸中期江戸の武道家;盈亮 えいりょう かじ ?ｰ?

弓･馬･鑓･太刀･打物･組撃の術を大和流兵法六藝と命名､1758｢本朝甲劔録｣伝､

杉本保長/新藤信興らの師

D1342 ( ･狩野 ､狩野永伯[山亮]の養子) 京狩野家絵師;永伯門､宮中絵所絵師､永良 えいりょう かのう ?ｰ1771

1770(明和7)｢有馬六景｣画､祇園の絵馬、

[永良(;名)の通称/号]通称;縫殿助､号;山晟斎､法号;景勝院

栄亮( ･村上) → ( ･村上､国学者/歌人) Ｊ４０９２えいりょう まどかた円方

B1358 ( ) 俳､1678益友｢大阪十歌仙名盞｣入栄倫 えいりん ? ｰ ?

C1308 ( ･嶋 ､通称;仁三郎 ) 江後期江戸両国の絵師･插絵､英琳 えいりん しま にさぶろう ?ｰ?

1847-53永常｢勧善夜話｣画

[英琳の別号] 春川二三/娯速斎夕朝

永隣( ･民上) → ( ･民上 ､医者/神職) Ｎ３２８３えいりん ながちか たみのえ永隣

英林( ･倉田) → ( ･倉田 ､商家/国学) Ｈ１０４５えいりん あきみつ くらた秋満

英琳( ;字) → ( ;法諱･英琳､日蓮僧) ３３６２えいりん にちえい日英

栄倫( ･里見) → ( ･里見 ､料理人) Ｄ３７３７えいりん ひでとも さとみ栄倫

栄隣( ;法名) → ( ､布施胤致 ､幕臣/狂歌)Ｅ４５１４えいりん やまてのしろひと たねよし山手白人

永琳院( ;号) → ( ;法諱･永琳院､社僧/日記)Ｍ２４１８えいりんいん ぜんけい禅慶

影臨閣( ) → ( ;法諱･了翁､真宗僧) Ｊ１６９４えいりんかく ぎきょう義教

英林宗雄( ) → ( ･朝倉 ､武将/家訓) Ｌ２６６６えいりんそうゆう たかかげ あさくら孝景

永林堂( ) → ( ･中 ､書家) Ｋ２４２９えいりんどう せきすい なか石水

英林入道( ･朝倉)→ ( ･朝倉､武将/家訓) Ｌ２６６６えいりんにゅうどう たかかげ孝景

永類( ･近田) → ( ･近田 ､庄屋/国学/歌) Ｄ４５７６えいるい やつか ちかだ八束

英烈院( ) → ( ･水野､天保改革/詩歌) Ｆ２６０５えいれついん ただくに忠邦

英蓮社善誉称念( )→ ( ;法諱､浄土僧)Ｗ２１９６えいれんしゃぜんよしょうねん しゅうけい秀馨

D1343 ( ･秀島 ) 肥後熊本の養菊家､西古町の別当/算法に通ず､英露 えいろ ひでしま 1764ｰ183370歳

肥後養菊秀島流の祖､1807(文化3)｢箒作菊花仕立法｣/19｢養菊指南車｣著

[英露(;名)の通称/号]通称;七右衛門、号;有芳亭

D1344 ( ･ 山 ､名;秀盈､字;季明/進々､別号;竜池) 江戸大橋流書家;篠田行休門､叡麓 えいろく さやま ?ｰ1780

寺社奉行付右筆/致仕後;書法を指南､竜池/赤城の父､

1778｢ 山書礼筆用集｣､｢錦百人一首｣著

栄六( ･多田) → ( ;法諱､結庵/詩歌) Ｍ２８９１えいろく ちくりん竹林

栄六郎( ･吉田)→ ( ･吉田 ､幕臣;天文家) Ｄ３７７４えいろくろう ひでひと よしだ秀民



英和( ;字) → ( ;法諱､日蓮僧) ３３４１えいわ にちい日意

U1311 ( ;法諱) 尾張名古屋天台宗金剛山長栄寺住僧､詩人、慧胤 えいん 1699 ｰ ? 1780(83歳)存

1781(安永10/83歳)絵師内藤東甫(閑水)主催の長栄寺尚歯会に参加(9人);詠詩賦、

[慧胤の字/号]字;定保、号;明星庵

慧印( :法諱) → ( :道号･慧印:法諱､曹洞僧)Ｒ２１４５えいん しげつ指月

D1345 ( ;法諱､安祥寺僧都､俗姓;安曇) 山城真言僧;815東大寺で出家/東寺実慧門､恵運 えうん 789ｰ86981

842入唐;青龍寺義眞より灌頂受/847帰国;儀軌経論180余巻請来､848山科安祥寺創建､

861東大寺大仏修理落慶の導師/864小僧都､

｢檜尾雑記｣｢護摩鈔｣｢金剛界秘要記｣著

1351 ( ;法諱･山叟;道号､道空房/仏智禅師) 武州臨済:円爾門､1258-68入宋､慧雲 えうん 1227ｰ130175

1295東福寺5世､｢山叟和尚語録｣著

D1346 ( ;法諱･諡号;宝性院､恵隆男) 伊勢真宗高田派僧､性相学を修学、恵雲 えうん 1613ｰ9179

京の本誓寺住職､1651｢善信聖人伝絵鈔｣60｢興御書抄｣73｢一枚起請鈔｣86｢教行信証鈔｣著

D1347 ( ;法諱･字:子潤､義周男) 広島真宗僧;上京;僧僕門､叡山/南都/高野山修学､慧雲 えうん 1730ｰ8253

帰郷;報専坊住/真宗義徹底;[神棚下しの報専坊]として幕府に上訴され迫害される､

1770｢安心芳談｣79｢正信偈呉江録｣80｢安楽集庚子録｣､｢高僧和讃興宗記｣著､｢甘露遺稿｣

[慧雲の号] 号;甘露/東岳/白道、諡号;深諦院

慧運( ;字) → ( ;法諱･慧運;字､真宗僧)Ｋ２６３６えうん だいじょう大乗

慧雲[院]( [ ]) → ( ;法諱､日蓮僧) ３３７３えうん いん にちえん日円

慧雲( ･山本) → ( ･山本 ､官人/歌人) Ｐ４７９４えうん よしゆき やまもと嘉之

恵雲( ) → ( ･伊達 ､玉台院/藩主室) Ｉ３５９２えうん のりこ だて徳子

恵雲院( ) → ( ･近衛 ､関白/歌/連歌)２６４１えうんいん たねいえ このえ稙家

恵永( ､恵光) → ( ;法諱､有阿､時宗遊行4世)Ｓ３１１０ええい どんかい呑海

慧応( :法諱･曇英)→ ( :道号･慧応､曹洞僧) Ｓ３１０２えおう どんえい曇英

恵雄( ;字) → ( ;法諱･安国院､日蓮僧) Ｂ３３８０えおう にちこう日講

恵雄( ;字) → ( ;法諱･安国院､日蓮僧) Ｅ３３０２えおう にっしゅう日習

D1348 ( ･ ;法諱･本蓮社真誉玄阿) 大和浄土僧;芝増上寺修学､今井西光寺住職､懐音 えおん かいおん ?ｰ1714

1693京法然院住職;大和葛城寺･称念寺再興､｢浄土考原録｣著/1672｢諸家念仏集｣編、

1688｢盂蘭盆法式略解｣1710｢往生礼讃纂釈｣著

恵音( :初法諱) → ( :法諱､真宗本願寺派学僧)Ｇ２５４０えおん そうおん僧音

会遠( / ) → ( ;法諱･修禅院､日蓮僧) Ｅ３３０５えおん かいおん にっしゅう日習

恵恩院( ;号) → ( ;法諱･恵恩院､僧) Ｅ２８９０えおんいん ちどう智洞

D1349 ( ;法諱･字;万元 /番現､俗姓広橋) 大和吉野の僧;1674比叡山で修業､慧海 えかい ばんげん 1659ｰ171860

天台;憲海門､のち真言僧;1683越後国上山の五合庵結庵;住;山主良長門;真言学研鑚､

国上寺の寺堂再建;国上寺中興と称される､越後長岡藩主･新発田藩主の尊信を受く､

詩文/歌/連歌を嗜む､1682｢吾妻の道の記｣､｢旅のねざめ｣著

D1350 ( ;法諱･字;春貞/寛春､俗姓;山田) 三河吉田の真言僧;1673(12歳)出家､慧海 えかい 1662ｰ174584

1685長谷寺･96醍醐寺で修学;顕密の奥旨を修得､常陸東福寺住職/下総妙見寺住職、

江戸根生寺住職/1724護国寺住職/1725権僧正/30長谷寺21世､

｢慶長以来御朱印并条目等写｣編

D1351 ( ;法諱･字;法饒､芙蓉峰/独麟/白雪廬主､諡号;竜音院) 駿河真宗高田派僧､恵海 えかい 1707ｰ7165

浄円寺住職､華厳;鳳潭門､講師/高田派学頭職､本願寺派日渓･大谷派慧琳と交流､

｢安心問答記｣｢連環弁道略｣/1763｢浄土解行論｣/71(明和8)｢浄土文類聚鈔義賛｣外著多数

D1352 ( ;法諱･字;潮音､号;海印定院) 江戸四谷の油商/真宗僧;本山学林智洞門､慧海 えかい 1783ｰ183654

天台学;寛永寺慧灯門､駒込西教寺8世､神道･儒学も修学;排仏論に反駁､

1819｢掴裂邪網編｣編､｢仏蹟志｣｢仏足蹟誌｣編/｢大乗起信論義筌蹄録｣｢無用閑談｣著/外多、

D1353 ( ;法諱･号;灰峰､諡号;甘露院) 安藝の真宗本願寺派僧､備後正満寺住職､慧海 えかい 1798ｰ185457

儒;筑前の亀井南冥門､宗学;安藝長浜の僧叡門､1844(天保15)司教/51勧学､

1853(嘉永6)安居に観無量寿経を構ず､足利義山･竜川慈雲の師､

｢観経論要｣｢大経論要｣｢浄土論啓蒙｣｢浄土真宗要義論題｣｢讃阿弥陀仏偈講義｣外著多数



慧開( ;法諱) → ( ;道号･慧開､曹洞僧) Ｃ２４６１えかい せいち棲智

恵海( ;法名) → ( ･森 ､神職) Ｂ４４５８えかい もちひさ もり用久

恵階( ;法諱) → ( ;号･恵階;法諱､真宗僧/俳人)Ｂ４８３９えかい らじょう羅城

D1354 ( ;法諱･字;誓禅) 真宗本願寺派僧､俳諧､｢倶舎論懸譚十条｣著､慧鎧 えがい ?ｰ1781

｢御文章旋持記｣｢真宗安心義｣､1770｢俳諧四十八願｣｢俳諧善光寺詣｣外著多数､

[慧鎧の号] 臨風/遊国子/仏国子/遊諸仏国子

D1355 ( ;法諱･諡号;宣忠院､俗姓本多) 三河岡崎の真宗大谷派専福寺住職､義譲門､慧鎧 えがい ?ｰ1874

1867擬講/没後嗣講を追贈､1855｢私建護法議｣､｢内典啓蒙依宗目録｣｢原人論大綱｣著

1352 ( ･美図垣 ､別号;愛亭 /湧泉堂真清) 江戸の質商/書肆湧泉堂経営､笑顔 えがお みずがき めでてい 1789ｰ184658

1826山青堂から馬琴｢八犬伝｣の版木購入;6/7輯出版､32江戸京橋住/のち芝田町住､

戯作;合巻/狂歌;眞顔 門､1839-68刊合巻｢児雷也豪傑譚｣著､40｢春色眉玉柳｣著､まがお

1841｢恵花雨鉢木｣｢娘要文宝箱｣/42｢旅硯振袖日記｣43｢舞扇出世景清｣外著多数

C1309 ( ;法諱･白隠;道号､俗姓;杉山) 駿河浮島原の臨済僧;1699(15歳)出家､慧鶴 えかく 1685ｰ176884

松蔭寺で出家;単嶺祖伝門/諸師参禅/道鏡慧瑞門､1700信州の正受老人門;のち正受庵住職､

駿河松蔭寺住持/1758三島竜沢寺の開山/日本臨済禅中興の祖､絵師;達磨絵･観音像等多数､

詩/和語法語/俚謡:｢壁生草 ｣｢因縁集｣｢さし藻草｣｢白隠詩集｣｢白隠禅師法語｣外著多､いつまでぐさ

[白隠慧鶴の号/通称/諡号]号;鵠林 /闡提屈[窟] /沙羅樹下老衲､通称;原の白隠､こくりん せんだいくつ

諡号;神機独妙禅師/正宗 国師しょうしゅう

B1359 ( ) 俳人､1692不玉｢継尾 集｣歌仙発句入会覚 えがく つぎお? ｰ ?

1353 ( ;法諱･字;俊道､俗姓;鈴木) 江戸真言僧;弥勒寺恵教門･1732出家/常陸住､恵岳 えがく 1719ｰ8971

1754常陸楽法寺24世;焼失の堂宇再建､75門弟恵応に譲り隠退､歌人;万葉集研究､

1779｢万葉集撮要｣｢万葉選要抄｣/80｢万葉非選要抄｣/82｢万葉集傍註｣｢枕詞略註｣､

｢歌枕略註｣著

T1391 ( ;法諱､) 京の浄土宗常楽寺住職/歌人;澄月門、恵岳 えがく 1760 ｰ 182768

のち香川景樹門:桂門十哲の1､徳大寺公迪 家の歌会に参加きんなり

恵覚( ) → ( ､連歌師) １８３９えがく けいがく恵覚

恵嶽( :法諱･玄定)→ ( :道号･恵嶽､曹洞僧) Ｌ１８６１えがく げんてい玄定

慧覚( ;法諱･鉄牛)→ ( ;道号･道機;法諱､黄檗僧)Ｃ３０２５えがく てつぎゅう鉄牛

慧学( ;字) → ( ;法諱､浄土僧) ３４６１えがく ねんかい念海

慧岳( ;法諱) → ( ;法諱､真言僧) Ｉ１９１６えがく こうき弘基

恵覚房( ;号) → ( :法諱､真言僧) Ｄ１３２２えがくぼう えいどう英同

1354 ( ;法諱･鄂隠 ;道号､初諱;梵 /後号;大歳 ) 筑後臨済僧､慧 えかつ がくいん ぼんかつ たいさい 1357?ｰ142569

･絶海中津門/1386入明;在明10年/帰国後も絶海門､1410相国寺19世/14同寺鹿苑院塔主､

1417天竜寺61世/土佐吸江庵に退隠､｢南游稿｣著､1403｢蕉堅藁｣編､｢鄂隠和尚行録｣

[鄂隠慧の道号法諱につて] 初め;鄂隠梵/晩年;大歳慧、号;関西/仏慧正続国師

慧活( ;字) → ( ;法諱･慧活､日蓮僧) ３３９７えかつ にちおん日穏

慧勝( ) → ( ･小津/村田､宣長母/書簡)Ｎ１５２８えかつ かつこ勝子

D1356 ( ;法諱･字;聖弁､号;良然) 鎌倉後期浄土僧;名越派祖尊観門､慧観 えかん ?ｰ?

下総古河の正定寺慈観門/師の跡を継嗣;正定寺3世､｢澆季無証論｣著

D1357 ( ;法諱･字;法明､初字;祐光/号;居円堂) 下野の真言僧;法雲祐全門;出家､慧鑑 えかん 1706ｰ6358

江戸湯島霊雲寺住､1729慧曦より衣鉢戒受/1746霊雲寺住職:46｢霊雲第四代住持録｣著

1760｢問室童問｣62｢施餓鬼法私録｣､｢鎮護要集｣｢審問稽弁｣｢無文艸｣外著多数

恵観( ;出家号) → ( ･一条兼遐､廷臣/歌/連歌)Ｅ１００６えかん あきよし昭良

D1358 ( ;法諱) 江後期寛政文化1789-1818頃天台僧;比叡山行光坊住､恵含 えがん ? ｰ ?

法印/1794(寛政6)大僧都､1804法華会行事担当､1798｢山家故実記｣､1803｢地蔵護摩記｣著

慧巌(慧岩 ;字) → ( ;法諱･慧巌､浄土僧) Ｋ１８９３えがん けんたく堅卓

慧鑑明照禅師( )→ ( ;法諱･希世;道号､臨済僧/詩文)５１０１えかんみょうしょうぜんじ れいげん霊彦

慧眼院( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｅ３３０１えがんいん にっしゅう日祝

1338 ( ･曾 ) 琉球詩人;1689｢執圭堂詩草｣(順則｢中山詩集｣所収)益 えき そう ? ｰ ?

D1359 ( ･杉浦 ､字;子謙/通称千輔/号;尊性堂) 江中期大阪の漢学者:島町･天満町住､益 えき すぎうら ?ｰ?



1783｢飢食松皮製法｣著

D1360 ( ･武田 ) 江中期会津儒者､｢呂覧抄解｣｢辨道管蠡｣繹 えき たけだ ? ｰ ?

D1361 ( ･中岡 ､字;叔享) 江後期医者/1814長崎奉行に随行:長崎滞在､益 えき なかおか ?ｰ ?

1814｢瓊浦通｣

C1310 ( ･瀬山) 江後期儒者:1841一堂｢学範｣の初篇筆録(佐藤簡と)益 えき ? ｰ ?

益( ･小原) → ( ･小原 ､藩士/絵師) Ｃ１２７２えき うじます おはら氏益

益( ･小泉) → ( ･小泉 ､医者/詩) Ｉ２４９４えき せいしんか こいずみ棲眞窩

益( ･沢) → ( ･沢 ､歌人) Ｂ１４８６えき おおし さわ益

益( ･草野) → ( ･草野 ､医者) Ｋ２４９１えき せっさい くさの節斎

益( ･徳弘 ) → ( ･徳弘､藩士/絵/砲術) Ｋ１９３７えき とくひろ こうぞう孝蔵

益( ･青木) → ( ･青木 ､医/儒者/詩) ５２３８えき ろうちょ あおき老樗

益( ･森田) → ( ･森田 ､儒者/尊攘論) ２４１８えき せっさい もりた節斎

益( ･早崎) → ( ･早崎 ､藩士/骨董商/歌)Ｄ２３３７えき すすむ はやざき益

益( ･小原) → ( ･小原 ､藩士/絵師) Ｃ１２７２えき うじます おはら氏益

易( ･斎藤) → ( ･斎藤/大坪､馬術家) Ｋ２００４えき さだやす定易

奕( ･河野) → ( ･河野/越智/越､医者) Ｎ１６１６えき きょうあん杏庵

繹( ･内藤) → ( ･内藤 ､医者/詩文) Ｌ２４５１えき せんあん ないとう泉庵

慧曦( ;字) → (義山 ･慧曦､真言僧) Ｋ１６７３えぎ ぎさん義燦

D1362 ( ･渡部/渡辺､名;宗佐､宗男/本姓源) 美濃医者;幕医須原清庵門､益庵 えきあん 1627ｰ8862歳

1655陸中盛岡藩主南部重直を治療/侍医;69仙台住､1660｢八戸紀行｣

[益庵の号] 陽光/焉知/敦 /嘯月庵とんはく

益庵( ･河野) → ( ･河野 ､儒者) Ｋ２１７８えきあん しゅんさつ こうの春察

益庵( ･松井) → ( ･松井 ､医者/国学者) Ｄ４８５７えきあん らげつ まつい蘿月

易安(易庵 ･宮原)→ ( ･宮原/渡橋､儒者/詩) Ｅ２４０３えきあん せつあん節庵

易安( ･滝本) → ( ･滝本 ､地誌家) ４７５６えきあん ようあん たきもと容安

易安( ･林) → ( ･林 /石井､商家/歌人)Ｐ２０１６えきあん さねかず はやし孚一

亦庵( ;号) → ( ;道号･瑞仙､臨済僧) Ｄ３１３８えきあん とうげん桃源

益英( → ･新山/津高)→ ( ･小亀 ､書肆/韻学/仮名草子)Ｉ１６９８えきえい ますひで きんさい こがめ勤斎

益栄( ･下平) → ( ･下平 /大原､国学者)Ｑ４０１８えきえい ますなが しもひら益栄

掖々山人( ) → ( ･巻 ､書家/歌人) Ｃ１４４８えきえきさんじん おうしゅう まき洲

易右衛門( ) → ( ･金 ､藩士/養蚕/俳)Ｆ１１０４えきえもん いえもん こん易右衛門

益翁( ;号) → ( ;法諱/性海､真宗本願寺派僧)Ｔ２１３７えきおう じこう慈航

益翁( ･高滝) → ( ･山崎/高滝､俳人) Ｂ１１０３えきおう いせん以仙

益翁( ;道号) → ( / ;道号･宗謙;法諱､曹洞僧)４５４６えきおう やくおう えきおう益翁

益翁( ･小亀) → ( ･小亀 ､書肆/韻学) Ｉ１６９８えきおう きんさい こがめ勤斎

益翁( ･草野) → ( ･草野 ､医者) Ｋ２４９１えきおう せっさい くさの節斎

易翁( ) → ( ･市島､医/詩文) Ｊ２６４２えきおう たいかい岱海

易翁( ･青木) → ( ･青木/殿岡､和漢学者) Ｅ３９５３えきおう ほっかい北海

易往院( ) → ( ;法諱､真宗僧/教育者) Ｋ１６３１えきおういん ぎけん撝謙

易往閣( ) → ( ;法諱･了翁､真宗僧) Ｊ１６９４えきおうかく ぎきょう義教

D1363 ( ) 尾張津島の俳人;1689｢あら野｣入、益音 えきおん ? ｰ ?

[谷川や茶袋 そゝぐ秋のくれ](あら野;巻四/仲秋/茶袋を濯ぐ隠者の景)ちゃぶくろ

亦可草堂( ) → ( ･羽倉 ､書画/篆刻) Ｏ１５０９えきかそうどう かてい はくら可亭

F1372 ( ･江崎 ) 江前期上方の俳人､1678西鶴｢物種集｣入､亦閑 えきかん えざき ? ｰ ?

[尾羽打からす善知鳥 安方 ](物種集/前句;牢人の果ては物うき血の泪、うとう やすかた

謡曲｢善知鳥 ｣;親は空にて血の涙を降らせば)うとお

役観( ･役) → ( ･役 /島田､修験僧/詩人)Ｃ４８８３えきかん らんせん えき藍泉

奕禧( ･多紀) → ( ･多紀/丹波､幕臣/医者/詩)Ｄ４４０８えきき もとつぐ元胤

益久( ･賀茂) → ( ･賀茂 ､神職/歌人) Ｊ４０１５えききゅう ますひさ かも益久

益躬( ･宮地) → ( ･宮地/藤原､神職/国学) Ｊ４０２５えききゅう ますみ益躬



益郷( ･進藤) → (益卿 ･進藤､坊官/記録) Ｊ４００２えききょう ますさと益郷

D1321 ( ) 江前期俳人;1693不角｢二息 ｣入、益愚 えきぐ ふたいき? ｰ ?

「頼様 と言はぬ菖蒲 が人殺し｣(二息/源頼政の女選び/人殺しは男を迷わす美女)、ゆりさま あやめ

参照 → ( ･源､武将) ４７３６頼政 よりまさ

1355 ( ;法諱･允芳 ;道号) 安桃期京の臨済僧;旭昇恵桑門､慧菊 えぎく いんぽう ?ｰ1548

建長寺住持/安国寺住持､｢持雲安集｣･｢蔵六遺稿｣､竺雲慧心の得度の師

亦愚居士( ) → ( ･村上､儒者) Ｈ２８２７えきぐこじ ちょうう聴雨

益敬( ･鷲尾) → ( ･鷲尾 ､藩士/郡奉行)Ｊ４００６えきけい ますたか わしのお益敬

益渓( ･清水) → ( ;法諱･島地/清水､真宗僧)Ｂ４４１２えきけい もくらい黙雷

益卿( ･溝口) → ( ･溝口､藩主/文筆) ３２５９えきけい なおあき直諒

益卿( ･小笠原) → ( ･小笠原 ､藩士/儒) Ｈ１５６４えきけい かんざん おがさわら冠山

益卿( ･小川） → ( ･小川 ､藩士/儒者) Ｊ１８２４えきけい けんざん おがわ乾山

益卿( ･進藤) → (益卿 ･進藤､坊官/記録) Ｊ４００２えきけい ますさと益郷

益卿( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､儒者/詩人) Ｄ４８３１えきけい らんりん いとう蘭林

1306 ( ･貝原 /字;子誠､利貞[寛斎]男) 筑前儒者;尺五/闇斎/順庵門､益軒 えきけん かいばら篤信 1630ｰ171485

福岡藩儒臣､程朱学/民生日用の学;庶民啓蒙､詩文･語学/本草/晩年は古学派的思考､

｢慎思録｣｢近思録備考｣｢大疑録｣｢和歌紀聞｣｢和爾雅｣｢益軒十訓｣｢和俗童子訓｣｢養生訓｣､

[養生の術は安閑無事なるを専とせず 心を静かにし身を動かすをよしとす](1713養生訓)

[益軒の別号] 柔斎/損軒 、妻は江崎広通女の初 (東軒)、はつ

｢女大学｣は｢和俗童子訓｣により編成;妻東軒の著? → ( ･貝原/江崎)Ｄ３１３０東軒 とうけん

F1375 ( ･内池 ､通称;周平) 江中期;近江の医者/京に住､益謙 えきけん うちいけ ?ｰ?

歌;本居大平｢八十浦の玉｣上巻末;長歌1首入

F1378 ( ･名越 ) 江後期;歌人､1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､益堅 えきけん なごえ ? ｰ ?

[なつかしき妹が垣根に袖ふれてかたえはをりつ山吹の花](大江戸倭歌;春332/垣山吹)、

[暁のうつつにひとりしのべとや恋しき人の夢に見えけん](同;恋1499/暁恋)

益謙( ･橋本) → ( ･橋本､商家/詩歌/俳) Ｈ３６３１えきけん ばんおう伴

易軒( ･小泉) → ( ･小泉 ､藩士/歌人) Ｂ４５３８えきけん やすさだ こいずみ安定

B1360 ( ･中津 ) 伊勢の俳人､1683三千風と俳話｢伊勢斐杉｣入､益光 えきこう なかつ ? ｰ ?

1683三千風･未済 ･勝筵 ･又玄 らと一座:三千風｢日本行脚文集｣入みせい しょうえん ゆうげん

益光( ･裏松) → ( ･裏松/藤原､廷臣/日記) Ｊ４０２９えきこう ますみつ益光

益興( ･今泉) → ( ･今泉 ､歌人) Ｆ２８１８えきこう ちはる いまいずみ千春

益孝( ･徳弘) → ( ･徳弘 ､藩士/絵/砲術)Ｋ１９３７えきこう こうぞう とくひろ孝蔵

益孝( ･中津) → ( ･中津 /秦､国学者) Ｒ４０１４えきこう ますたか なかつ益孝

益弘( ･黒瀬) → ( ･黒瀬/度会､神職/記録) Ｊ４０２０えきこう ますひろ益弘

益荒( → ･伊藤)→ ( / ･伊藤 /藤原､尊攘)Ｂ４７７３えきこう ますら よしゆき よしなが いとう嘉融

益綱( ･真野) → ( ･真野 /渡辺､神職) Ｋ４１４８えきこう みちつな まの益綱

亦光( ･佐藤) → ( ･佐藤 ､儒者) Ｂ４９７６えきこう りっけん さとう立軒

易行庵( → )→ (通玄 ､真宗大谷派僧) ２９３２えきこうあん いぎょうあん つうげん通元

易行院( → )→ ( ;法諱､真宗大谷派僧) ３９２６えきこういん いぎょういん ほうかい法海

易行院( ;諡号)→ ( ;法諱､真宗学僧) Ｉ２４８３えきこういん せいじょう栖城

益根( ･河村) → ( ･河村､秀根男/儒･国学者)Ｊ４０１２えきこん ますね益根

D1364 ( ･富取 /修姓;富) 越後西蒲原郡地蔵堂の大庄屋の一族､益斎 えきさい とみとり ?ｰ1822

医者/のち京四条高倉西で篆刻家､｢印章概説｣｢印章備正｣著、

[益斎(;号)の名/字/法号]名;鴻、字;公範、法号;清山院

1307 ( ･狩谷 ､江戸本屋青裳堂高橋高敏男/狩谷保吉養子) 国学/漢学者、斎 えきさい かりや 1775ｰ183561

1799狩谷家養嗣子､江戸の米屋(屋号;津軽屋)､上代制度研究;屋代弘賢門/考証学･校勘､

小学･金石学研究､1815家督を息子懐之 に譲り研究没頭､｢転注説｣｢箋注和名類聚抄｣､かねゆき

｢古京遺文｣｢日本霊異記攷証｣｢蒙求和歌｣｢本朝音韻考｣｢律呂精義抄書｣｢京游筆記｣外多数､

蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣(1858刊)入､

[文字の関まだ越えやらぬ旅人は道の奥をもいかで知るべき](大江戸倭歌;雑1953、



説文解字といふ事を)、

[ 斎(;号)の名/字/通称/別号] 高橋姓の時;名;眞末/眞秀､字;自直､通称;与惣次、

狩谷姓になり改名; /字;卿雲/通称;三右衛門、望之もちゆき

別号;翁 /求古楼/六漢老人/超花亭/常関書院/実事求是書屋たんおう

益斎( ･前田) → ( ･前田､藩主､歌/本草) Ｏ３１０１えきさい としやす利保

益斎( ･浅野) → ( ･浅野 ､藩主/書/歌) Ｋ４７６１えきさい よしてる あさの慶熾

益斎( ･大熊) → ( ･大熊 ､医者/歌人) Ｉ４１３５えきさい みねまろ おおくま峰麿

益斎( ･河原) → ( ･河原 ､神職/国学者)Ｉ３５０３えきさい のぶみつ かわはら信充

繹斎( ･谷) → ( ･谷 ､儒者) Ｆ２０８５えきさい さんざん たに三山

掖山( ･巻) → ( ･巻､書家/歌) Ｃ１４４８えきざん おうしゅう洲

F1365 ( ;道号･集箴 /宗箴 ;法諱) 戦国期臨済僧;益子 えきし しゅうしん そうしん 1410ｰ8778

相国寺塔頭の鹿苑院蔭凉軒 主､｢蔭凉軒目録｣には後職の亀泉集証筆録に入いんりょうけん

益子( ･万孚 ) → ( ･益子;道号､曹洞僧) Ｋ４０８２えきし まんぷ まんぷ万孚

益子( ･芝山) → ( ･芝山 ､歌人) Ｑ４０１３えきし ますこ しばやま益子

益之( / ･東) → ( ;法師､東 益之､武将/歌)Ｅ２５３８えきし ますゆき そみょう とう素明

益之( / ･志村)→ ( ･志村 ､篆刻/俳人) Ｅ３０４０えきし ますゆき てんもく しむら天目

益之( ･佐藤) → ( ･佐藤 ､絵師) Ｅ２３７３えきし すいせき さとう水石

易治( ･岡/高橋) → ( ･高橋/岡､藩士/手記) Ｃ４５６９えきじ やすはる易治

D1365 ( ､後西天皇皇女､九条輔実室) 江前期;1686内親王､益子内親王 えきしないしんのう 1669ｰ173870

母;清閑寺共綱の女共子､歌人､｢地歌集｣｢長歌文字鎖｣｢心華光院殿御日記｣著､

[益子内親王の幼名/法号]幼称;賢宮､ 法号;心華光院

益主( ;法諱) → ( ;道号･益主;法諱､黄檗僧)Ｂ５２５８えきしゅ ろざん魯山

益寿院( ) → ( ･向井､去来の兄/医者) Ｆ１８０２えきじゅいん げんたん元端

易従( ･江村) → ( ･江村 ､藩士/儒者) Ｉ１６４２えきじゅう きあん えむら毅庵

易重( ･左右田) → ( ･左右田 ､兵法家) Ｂ４５６７えきじゅう やすしげ そうだ易重

易重( ･春日) → ( ･春日 /藤原､神職/国学)Ｆ４５７６えきじゅう やすしげ かすが易重

亦柔( ･多紀) → ( ･多紀 /丹波､幕府奥医)Ｃ４４３６えきじゅう もとかた たき元堅

B1361 ( ･福嶋 ) 江前期俳人;以仙門､1677以仙｢難波千句｣入、益春 えきしゅん ふくしま ? ｰ ?

1678西鶴｢物種集｣入､

[もとより富士は住吉の茶屋](物種集/前句;うどんをも今はうたでは叶ふまじ、

謡曲｢葵上｣;今は打たでは叶ふまじと､謡曲｢富士太鼓｣;住吉の富士という名の楽人)

益春( ･壺井) → ( ･壺井 /山本､役人/国学)Ｑ４０９８えきしゅん ますはる つぼい益春

亦如( :号) → ( ;法諱･石車､黄檗僧) Ｉ１５５７えきじょ かいげい戒

亦助( ･中沢) → (又助 ･中沢､藩士/和算家)Ｊ４０４６えきじょ またすけ亦助

C1328 ( ) 江前期伊勢山田の俳人､1633重頼｢犬子集｣372、易勝 えきしょう ? ｰ ?

[いくたびもうたれんものや花の滝]、

(犬子集;二372/散る花の滝なら何度打たれてもよい)

D1366 ( ;名･壇 ;姓､通称;堪左衛門) 江後期筑後柳川藩士/和算家､益昌 えきしょう だん ?ｰ?

古川氏清創始の三和一致流(至誠賛化流)を相伝､｢算術学板問答｣｢雑問解｣

T1379 ( / ?･津守 ) 江後期;歌人､神職?､益城 えきじょう ましき つもり ?ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[夕闇におぼろのしみづむすぶ手のしづくの玉や螢なるらん]、

(大江戸倭歌;夏579/水辺螢)

益城( / ･松崎)→ ( ･松崎 ､儒者) １９１７えきじょう ましき こうどう まつざき慊堂

U1355 ( ､亀山天皇皇子) 沙門/仁和寺流相承者;益助門/性心へ相承、益性法親王 えきしょうほつしんのう ?ｰ?

新海･道賢･神弘･性善･性心の師､歌;1350為世十三回忌和歌に出詠、

[たちかへる里にも猶やまよはましをしへし道を思ひ出でずは](為世十三忌歌;75)、

[なき人の我がいにしへを語りしも今は昔に又なりにけり](同;76/懐旧)

益信( ;法諱) → ( ;法諱､真言僧;広沢流祖)４５４９えきしん やくしん益信

益信( ･狩野) → ( ･狩野 ､絵師) Ｂ３１２０えきしん とううん かのう洞雲



益信( ･田中) → ( ･田中 ､絵師) Ｊ４０１３えきしん ますのぶ たなか益信

益人( )万葉はすべて→ ( )えきじん ますひと益人

益人( ･弦掛) → ( ､狂歌) Ｅ２９７８えきじん つるがけのますんど弦掛益人

C1339 ( ) 江前期京の俳人､易吹 えきすい ? ｰ ?

1689言水｢前後園｣･90｢新撰都曲｣2句入、

[北山や果ては宿とるさくらがり]、

(都曲;下281/北に来たを掛る/京の北山;船岡･衣笠･岩倉山など)

易輔( ･杉村) → ( ･杉村 ､文筆家/年譜) Ｈ１８４７えきすけ けん すぎむら健

益政( ･神/物部) → ( ･神 /物部､武家/連歌) Ｊ４０２１えきせい ますまさ じん益政

亦政堂( ) → ( ･城 ､儒/詩人) Ｉ２８７５えきせいどう ちょうしゅう じょう長洲

益性法親王( )→ ( ､歌) Ｕ１３５５えきせいほつしんのう えきしょうほつしんのう益性法親王

役赤城( ) → ( ･島田､修験宗僧/詩) Ｊ１６８９えきせきじょう ぎかん義観

益壮( ･大原) → ( ･大原 ､権中納言) Ｓ２１１３えきそう しげとみ おおはら重徳

易蘇堂( ) → ( ･高松 ､儒/易学) Ｃ３６２４えきそどう ばいりょう たかまつ貝陵

益泰( ･本間) → ( ･本間 /源､幕臣/歌) Ｋ３２１０えきたい ながかね ほんま長兼

役尊為( ) → ( ･役 ､平賀､修験僧) Ｍ２６２２えきたかため たかため えき尊為

役尊閑( ) → ( ･役 ､平賀､修験僧) Ｎ２６５２えきたかたかやす たかやす えき尊閑

益太郎( ･浅井) → ( ･浅井､藩士/医者/詩文) Ｅ２４２０えきたろう せっけん節軒

益智( ;法諱) → ( ;道号･益主;法諱､黄檗僧)Ｂ５２５８えきち ろざん魯山

益忠( ･本阿弥) → ( ･本阿弥 ､鑑定家) Ｋ１９８３えきちゅう こうとく ほんあみ光徳

易中( ･池上) → ( ･池上 ､俳人) Ｋ１６１３えきちゅう きくしょ いけがみ菊所

益長( ･東坊城) → ( ･東坊城 /菅原､廷臣/日記)Ｊ４０１０えきちょう ますなが ひがしぼうじょう益長

益長老( ;通称)→ ( ;道号･紹益､臨済僧/聯句)Ｍ２０１３えきちょうろう さんこう三江

易直( ･佐々) → ( ･佐々 ､神職/国学) Ｐ２６０１えきちょく たづき さっさ鶴城

易亭( ･狩野) → ( ･狩野､絵師) １３４４えきてい えいのう永納

役藍泉( ) → ( ･役 ､島田､修験僧) Ｃ４８８３えきらんせん らんせん えき藍泉

D1367 (恵吉 ;通称･田内 ､名;喜多治/茂稔 ､武市正恒2男) 母;鉄、衛吉 えきち たのうち しげとし 1835ｰ64服毒死30歳

土佐長岡郡吹井村の郷士の家の生､武市瑞山(半平太)の弟､叔母の菊は鹿持雅澄の妻､

田内真鎮(眞鉏 )の養子;土佐藩用人格に列す､漢学/国学:養父門､ますき

1862江戸で国学;鈴木重胤門､さらに剣術;長沼四郎左衛門門､

帰途;同志岡田以蔵らと藩士井上佐市郎を殺害、

帰国後;志士;五十人組を組織､再び江戸途上中誤って坂本瀬平を殺害;親戚に預けられる、

1864勤王党弾圧により捕縛投獄;服毒死､｢北山しぐれ｣｢入獄自記｣｢忍獄記｣著

易張( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/儒者) ３６６０えきちょう ばいう なかむら梅塢

易直( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/詩文） Ｒ１５５１えきちょく かんとう なかむら観濤

易直( ･波多) → ( ･波多 ､国学者) Ｇ４５３９えきちょく やすなお はた易直

益直( ･島田) → ( ･島田 /紀､廷臣/記録)Ｊ４００９えきちょく ますなお しまだ益直

益直( ･佐藤) → ( ･佐藤 ､藩医) Ｂ４９１１えきちょく りさん さとう理珊

C1340 ( ) 福知山俳､1689言水｢前後園｣･-90｢新撰都曲｣入易貞 えきてい ? ｰ ?

益亭( ･荒巻) → ( ･荒巻 ､商家/俳人) Ｋ１６０４えきてい きくお あらまき菊男

駅亭駒人( ) → ( ･駅亭､戯作者) Ｆ１９８７えきていこまんど こまんど駒人

益亭三友( ) → ( ･益亭､戯作者) Ｅ２０７６えきていさんゆう さんゆう三友

亦顚( ･市河) → ( ･市河､儒者/詩/書家) ２７００えきてん べいあん米庵

D1368 ( ･鈴木 ､名;善教/字;叔徳/通称徳之助) 江戸の儒者:昌平黌に修学、益堂 えきどう すずき 1819ｰ6042

講説業､時勢に痛憤;論策著述､1850｢褐夫八論｣54｢蝦夷旧聞｣57｢経世学論｣著、

1878｢三河雑筆｣､｢益堂日抄｣｢読蔵大旨｣｢論策十八条｣｢大学纂説｣著

易堂( ･久米) → ( ･久米､藩士/欧米視察) Ｃ１７８４えきどう くにたけ邦武

奕堂( ･栴崖;法諱)→ ( ;法諱･奕堂､曹洞僧) Ｆ２４９２えきどう せんがい栴崖

益道( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､書家) Ｌ１５６０えきどう かこう いとう華岡

益道( ･児玉) → ( ･児玉 ､藩士/国学) Ｐ４０６８えきどう ますみち こだま益道



益堂( ･布川) → ( ･布川 ､儒/兵学者) Ｉ４９８２えきどう りょうたん ぬのかわ菱潭

益徳( ･三浦 ) → ( ･三浦 ､藩士/国学者) Ｊ４０１４えきとく みうら ますのり みうら益徳

易得子( ･庄村) → ( ･庄村 ､商家/墳墓録)Ｂ３０６６えきとくし ていほ しょうむら貞甫

C1380 ( ) 江中期俳人;雁宕 (?ｰ1773)門､易難 えきなん がんとう? ｰ ?

1785雁宕13回忌追善集｢たままつり｣編

益仁( / ) → ( ､歌人) Ｄ２３２９えきにん ますひと すこうてんのう崇光天皇

益之進( ･山崎) → ( ･山崎/源､藩士/捕縄術) Ｋ２０５８えきのしん さとよし郷義

益夫( ･宇津木) → ( ･宇津木[-城]/于､医者) Ｇ１９５９えきふ こんだい昆台

益夫( ･増田) → ( ･増田 ､儒者/著述) Ｂ４９７２えきふ りっけん ますだ立軒

益夫( ･福) → ( ･福 ､儒者/詩人) Ｋ２４１２えきふ せきしつ ふく石室

益夫( ･柏木) → ( ･柏木/柏､幕府棟梁/詩) Ｃ２２８３えきふ じょてい如亭

益夫( ･大谷) → ( ･大谷 ､儒者/俳人) Ｉ２２６８えきふ しょうこ おおたに尚古

益平( ･大坪） → ( ･大坪 ､役人/国学) Ｉ３７８７えきへい ひろちか おおつぼ寛近

益甫( ･高橋/小榑 )→ ( ･山本､和算家) Ｍ１５７２えきほ こぐれ かぜん賀前

益甫( ･後藤) → ( ･後藤 ､漢学/教育者) Ｉ３１９５えきほ とうあん ごとう東庵

益房( ･清閑寺) → ( ･清閑寺/藤原､廷臣/記録)Ｃ４１４３えきぼう みちふさ益房

1356 ( ･黒川 ) 越中新庄の俳人/京で皆川淇園門;漢学を修学、亦夢 えきむ くろかわ ? ｰ ?

1830俳論｢俳諧一串 抄｣著(;鶯園序)､38｢俳諧点式標｣/44｢詩経一枝｣著､いっかん

[亦夢(;号)の名/通称/別号]名;那雄、通称;彝、別号;六平斎

亦夢( ･河原) → ( ･河原/村上､儒者/詩) ２３６７えきむ すいじょう翠城

1357 ( ･武村/竹村 /武野?) 大阪の俳人;益翁門､雑俳点者としても活動、益友 えきゆう たけむら ?ｰ? 1680存

談林俳人､1679(延宝7)｢一日独吟千句｣/79｢ぬれがらす｣一礼と共編(;両吟百韻2巻)､

1680｢大坂十歌仙各盞 ｣編､80｢大坂八百韻｣益翁･本秋と共編、めいめいさかづき

1677益翁｢難波千句｣/82春林｢俳諧百人一句難波色紙｣/90鬼貫｢俳諧大悟物狂｣(7句)入、

1691江水｢元禄百人一句｣/91賀子｢蓮実｣(13句)/97閑水｢ぬれがさ｣、

1702轍士｢花見車｣入、

[花遅し風や世界の大あくび](ぬれがらす;百韻発句)、

[みやま路 や何とらまへて呼子鳥](元禄百人一句;85/山中誰もいないのに)、ぢ

[益友(;号)の名/通称/別号]名;昌数､通称;清左衛門､別号;万海 /一灯軒/曳尾堂ばんかい

益友( ･佐藤) → ( ･佐藤 ､国学者) Ｐ４０８４えきゆう ますとも さとう益友

益裕( ･早崎) → ( ･早崎 /仙石､藩士/国学)Ｒ４０８７えきゆう ますひろ はやさき益裕

益雄( ･五味) → ( ･五味 ､俳人) Ｃ１５５６えきゆう かつり ごみ可都里

益雄( ･熊沢) → ( ･熊沢 ､藩士/歌人) Ｎ４０００えきゆう ますお くまざわ益雄

易雄( ) → ( ､俳人) Ｒ１５０７えきゆう がんしょう岩松

慧(慧球 ;字) → ( ;法諱･慧､真言僧) Ｉ２２７４えきゅう しょうこう祥光

U1342 ( ;法諱､) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、恵経 えきょう ? ｰ ?

歌人;1237刊[楢葉 集]入、ならのは

[たづねゆく心やさきにかよふらんまだみぬ花のおもかげにたつ](楢葉;春32)

D1369 ( ;法諱･字;可円 ､湯沢久泰の長男) 信濃伊那郡座光寺村の浄土律僧､慧恭 えきょう かえん 1693ｰ178088

1705(13歳)飯田西教寺空誉門;出家/のち江戸の深川霊岸寺に修学､招聘され西教寺8世、

牛牧村明光寺を再興/1739雲水となる/各地の寺院を再興､山城西光院住/檀林に修学、

両脈相承後;戒律;敬首･義燈門;受戒､尾張円成寺の持律3世､美濃円満寺･北野西迎院中興､

大坂龍興寺･法明寺を復興/山城西光院･摂津竜興寺で戒を説く;奉律の始祖､

歌人;依田正純(梅山)･万里小路政房･烏丸光祖 ･冷泉為村門､京の人丸寺に没､みつもと

｢西教寺記｣｢臨終用心｣｢浄宗律儀問答｣｢浄宗兼律儀要訣｣著､慧通の師、

[慧恭(;法諱)の幼名/号]幼名;牛之助、号;大愚/輪阿、法号;可円慧恭律師

恵教( ;字) → ( ;法諱･教蔵院､日蓮僧) Ｅ３３１８えきょう にっしょう日生

恵教( ;法諱･松堂)→ ( ;号､松堂恵喬､臨済僧/俳人)Ｄ１６５０えきょう きょはく虚白

慧教( ;法諱) → ( ;法諱､真宗仏光寺派僧) Ｃ２８４１えきょう ちきょう智教

慧鏡( ) → ( ;法諱､真宗僧) Ｑ１６５１えきょう ぎりゅう義竜



1358 ( ) 奈良期の僧;750?越中の講師 (国師)､恵行 えぎょう こうじ? ｰ ?

万葉四期歌4204:越中守大伴家持の布勢遊覧に同行、

[我が背子 が捧げて持てるほほがしはあたかも似るか青き蓋 ](万葉;十九4204、せこ きぬがさ

攀 ぢ折れる保宝葉 を見る歌/保宝葉はほおのき/守の持つ枝は青傘に酷似)よ ほほがしは

1308 (慧慶/恵京 / ) 平安中期天徳-寛和957ｰ87頃天台僧;法師、恵慶 えぎょう えけい ?ｰ ?

播磨国分寺の僧/講師;播磨講師と称す､歌人/安法と親交;安法住持の河原院に出入り､

花山院･藤原道兼らに詠進/元輔･兼盛･好忠らと交流､962河原院歌合参加､｢恵慶法師集｣､

玄々集5首/後葉集1首(240)/続詞花集3首入､

勅撰55首;拾遺(18首62/69/131/140/151以下)後拾(11首210/236/235以下)詞花以下､

[八重むぐらしげれる宿のさびしきに人こそ見えね秋は来にけり](拾遺140:河原院)

☆ ( ;法諱､平安鎌倉期東大寺僧/俊盛 男/歌人)とは別人恵慶 えけい しゅんしょう

U1351 ( ;法諱､藤原家通[1056ｰ1116]男) 平安末期;興福寺の僧;権別当/法印、恵暁 えぎょう ?ｰ?

歌人;1237刊[楢葉集]入､藤原顕経(従後下越前権守)･源豪(天台僧)の弟、

[法印恵暁若く侍りける時東大寺尊勝院に侍りける童に申しかはしけるが、

雪の深かりける夕つ方童ともだちの許に消息し侍りける便りに言付け侍りけるを、

ただちのふみならばいますこしほいにて侍りなましとて、

おなじくはつもるうらみもとくばかりふみわけてとへ庭の白雪](楢葉;雑863)

1359 ( ;法諱･白雲;道号､仏照禅師) 讃岐臨済僧･円爾門､66-79入宋､東福寺4世､慧暁 えぎょう 1228ｰ7952

｢石人腰帯｣｢由迷能起｣､｢白雲和尚法語｣著､｢仏照禅師語録｣(;虚室 編)こしつ

D1370 ( ;法諱､恵敬/恵順) 越中鷹栖の真宗大谷派正安寺の生;恵暁 えぎょう 1677ｰ? 1727存

1701上京;西福寺恵空門､12帰郷;正安寺住職/26京の西蓮寺住職､27高倉学寮の講師､

1718｢一枚起請愚験記｣/23｢一枚起請恵暁説記｣、｢恵空老師行状記｣著

D1371 ( ;法諱) 江戸後期能登の真宗僧､恵凝 えぎょう ? ｰ ?

｢安楽集講録｣｢安楽集玄談｣｢科金論｣､1795刊｢金剛論｣著

恵慶( ;法諱) → ( ;法諱､東大寺僧/歌) Ｕ１３３６えぎょう えけい恵慶

慧暁( ) → ( ;法諱､真宗僧) Ｑ１６５１えぎょう ぎりゅう義竜

恵行院( ;諡号)→ ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｅ２８９７えぎょういん ちどう知道

D1372 ( ;法諱･字;良縁､号;鷲丘) 江中期寛保安永1741-81頃三河鷲塚村の真宗大谷派僧､恵旭 えぎょく ?ｰ?

1742親鸞研究に志す;諸国行脚し史料蒐集､1773火災で史料焼失;記憶を喚起し著述､

1776(安永5)｢宗祖世録｣(;記憶をもとに完成)､｢宗祖七十三輩考｣著

T1392 ( ;法諱､) 信濃諏訪の曹洞宗風穴山竜雲寺の住職､恵玉 えぎょく ? ｰ 1772

歌人;澄月門

恵旭( ;字) → ( ;法諱､真言僧) Ｓ３１２５えぎょく どんじゃく曇寂

益良( ･東坊城) → ( ･東坊城/菅原/広橋､廷臣/日記)４０７３えきりょう ますよし益良

1360 ( ;法諱､俗姓;木曾､正覚祐俊男) 紀伊真宗浄福寺3世(父が開山/兄が2世)､恵空 えくう 1643ｰ9149

1666叡山で天台学修学;真宗より改宗､1678真如堂で説教/洛東正立寺建立､多方面の著述､

仏書;｢講余録｣｢自信録｣｢無尽灯｣｢浄信録｣､国学｢徒然草参考｣｢法音抄｣､随筆｢閑窓倭筆｣､

｢梨窓随筆｣｢梨窓二筆｣｢暇日操觚｣/啓蒙｢実語教諺解｣｢童子教諺解｣｢新刊節用集大全｣編

[恵空の号] 覚賢･曲肱亭

B1301 ( ;法諱､字;得岸､俗姓;川那辺､信空男) 近江野洲郡金森の僧;恵空 えくう 1644ｰ172178

比叡山で修行､のち真宗大谷派学僧:京の誓源寺円智門;真宗義を修学､

円智推薦で1670本山修業､1680京の西福寺住､1684以降大蔵経閲読;浄土部の典籍研究､

大学寮(高倉学寮)創立尽力､1715初代講師､浄土宗の忍澂(仁澂)や義山とも交流、

1698｢叢林集｣1711｢叢林集要文｣14｢疑問釈答｣19｢選択集聞記｣､｢貝塚記｣著、

｢無量寿経講義｣｢恵心僧都行状記｣｢真宗安心芳談｣著､｢真宗仮名聖教｣編､外編著多数

[恵空の号] 号;光遠房/秀光堂､ 諡号;光遠院

恵空( ) → ( ･九条､玖山､関白/歌･連歌)２６４５えくう たねみち稙通

恵空( ;初諱) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｅ１３３６えくう えりん恵琳

恵空( ;法名) → ( ､歌人/連歌) １７７２えくう くにたかしんのう邦高親王

恵空( ;別諱) → ( ;道号･寂泰;法諱､黄檗僧)Ｉ１８６５えくう けんこう謙光



恵空( ;法諱) → ( ;道号･恵空､曹洞僧) Ｗ２１１６えくう じゃくねん寂然

江口遊女( ) → ( ) Ｄ２２３７えぐちのゆうじょ しろめ白女

D1373 ( ･和尚) 詩文;1745嘯山の師/89｢嘯山詩集｣欄外に評慧訓 えくん ? ｰ ?

恵群( ;法諱) → ( ;法諱､真宗本願寺派僧) Ｆ３１６３えぐん どうしん道振

U1336 ( ;法諱､興福寺僧の俊盛 男;宇田源氏) 平安鎌倉期;東大寺僧,恵慶 えけい しゅんしょう ?ｰ?

維摩会講師(1199辞任)､歌人;菊苑庚申講に参加､

父俊盛(俊頼男)は千載歌人/祖父俊頼は金葉歌人/伯父俊重･俊恵､叔母に待賢門院新少将、

従兄弟頼円(俊恵男/興福寺僧/千載歌人);俊頼･俊恵など一族すべて歌人､

1237素俊[楢葉集]入(;菊苑僧正[範円?]の庚申講での詠)/雲葉集5首入、

[かたしきのわが袖ちかききりぎりすのべにもかかる露はならはじ](楢葉;秋264)

☆ (慧慶/恵京 ･平安中期天台僧/拾遺歌人)とは別人恵慶 えぎょう

D1374 ( ;法諱･字;覚顕) 鎌倉期1213-20頃真言僧;高野山蓮華院の俊晴門､会慶 えけい ?ｰ ?

師の跡を継嗣;高野山大伝法院8世学頭/華遊院を開創､｢蓮華院覚顕口訣｣著

D1375 ( ;法諱･瑶甫 ､俗姓武田/銀山城主武田信実男?) 安藝沼田郡臨済僧､恵瓊 えけい ようほ 1538ｰ1600刑死63

安藝安国寺竺雲慧心門､1569安国寺住持/79東福寺退耕庵主/98東福寺224世/1600南禅寺､

安藝毛利氏の外交僧/秀吉の直臣､1600関原で捕縛;光成と共に六条原で斬首､

1591｢和漢聯句｣2度;紹巴らと､｢東福寺入寺法語并疏｣著､

[瑶甫恵瓊の号/称] 号;一任斎/正慶、称;安国寺恵瓊､幼名竹若丸

D1376 ( ;法諱･諡号;実言院) 近江真宗大谷派僧､野洲郡の浄満寺住職､恵景 えけい ?ｰ 1828

高倉学寮に修学/1824擬講/没後に嗣講､1823｢浄満寺恵景擬講師法話｣著、

｢真宗説教便覧｣｢御絵伝志麾｣｢新御書講義｣｢無量寿経五悪段勧誡録｣外著多数

恵慶( ､法師) → (慧慶/恵京 ､法師/歌人) １３０８えけい えぎょう恵慶

恵敬( ) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｄ１３７０えけい えぎょう恵暁

D1377 ( ;法諱･号;乗行院) 越中砺波郡真宗大谷派長福寺住職､高倉学寮入、恵月 えげつ ?ｰ1863

1842高倉学寮寮司/擬講/1861(文久元)嗣講､

1855｢成唯識論記｣､｢浄土論癸丑録｣｢唯識三類境選要講義｣｢執持抄恵月録｣外著多数

C1332 ( ) 室町期遠江人?歌･道芬門､1536｢再昌草｣入恵賢 えけん ? ｰ ?

D1378 ( ;法諱･字;戒山､号;退耕道人､俗姓;江上) 筑後久留米の僧;慧堅 えけん 1649ｰ170456歳

1663久留米千栄寺入/1665千光寺の黄檗僧道光門;出家､臨済;宗悦門､戒律;慧猛門、

1670具足戒を受､天台･真言律僧/安養寺の中興1世､京浄慈庵に退隠、

1703河内真言野中寺3世､1691｢近住八戒威儀録要｣､｢律苑僧宝伝｣｢浄土論註深義録｣著、

｢菩薩戒蒙引｣｢梵網菩薩戒迪蒙｣｢八斎戒作法和釈｣著

D1379 ( ;法諱/別法諱;俊了､号;香陵/法幢坊) 伊勢真宗大谷派僧､京円重寺住職､慧 えけん ?ｰ1796

高倉学寮に修学､1756東本願寺寮司/擬講/嗣講､

1746｢安楽集藻鑑｣､｢華厳探玄記講筵随筆｣｢国字伝授翼｣｢御伝管窺淵録｣外著多数

D1380 ( ;法諱･号;誠実庵) 播磨佐土村の真宗大谷派福乗寺住職､恵見 えけん ?ｰ1816

高倉学寮に修学/1805高倉学寮擬講､

1790｢愚禿鈔分科｣91｢観経義三心釈分科｣､｢歎異鈔辛未録｣｢浄土文類聚鈔分科｣著

D1381 ( ;法諱･号;如説院/開扇坊) 近江蒲生郡蛇溝村の真宗大谷派本啓寺住職､恵剣 えけん ?ｰ1830

高倉学寮修学/1811寮司/擬講/21(文政4)嗣講､｢歴代法語｣編/｢浄土和讃耳喰｣著、

1790｢観経疏玄義分分科｣1816｢最要鈔講録｣28｢正像末和讃聞書｣外著多数

恵倹( ;法諱) → ( ;道号･恵倹､臨済僧) Ｃ３９５７えけん ぼくかん木

慧謙( ;法諱･天猊)→ ( ;道号･慧謙､臨済僧) Ｄ３０４２えけん てんげい天猊

1361 ( ;法諱･関山 :道号､高梨高家男) 臨済僧･南甫紹明門/宗峰妙超門､慧玄 えげん かんざん 1277ｰ136084

美濃伊深に庵/1337正法山妙心寺開山､後奈良以下6天皇から国師号､｢関山和尚百則公案｣､

[関山慧玄の幼名/諡号]幼名;駒の曹子朝明麿､ 諡号;本有円成国師/仏心覚照国師/

大定聖応国師/放無量光国師/光徳勝妙国師/自性天真国師/無相大師

F1360 ( ;法諱) 江中期曹洞僧;面山瑞方(-1769)の侍者、慧玄 えげん ? ｰ ?

1749｢般若心経秘要訣｣著､51｢永福結夏語録｣編



B1362 ( / ) 肥前長崎の曹洞僧･心越[1639ｰ95]門､恵厳 えげん えごん ? ｰ ?

中国語に堪能､雨森芳洲の師

慧源(恵源 ) → ( ･足利､武将/歌人) Ｇ２６０４えげん ただよし直義

慧彦( ;字) → (義隆 ;法諱･慧彦､真言律僧)Ｑ１６５２えげん ぎりゅう宜竜

慧玄( ･心蓮社) → ( ;法諱､浄土僧/詩歌) Ｆ４９３３えげん りゅうどう立道

恵玄尼( ) → ( ･田村 ､歌/書家/教育) Ｕ１５８８えげんに かじこ たむら梶子

1362 ( ;法諱･天岸:道号､仏乗禅師､俗姓伴) 武州臨済:無学門/1320-29入元､慧広 えこう 1273ｰ133563

楚俊らを渡来､報国寺開､詩･｢東帰集｣､｢天岸和尚語録｣｢仏乗禅師語録｣著

D1382 ( ;法諱･照山;字､号;翳華､俗姓浜岡) 京の律宗僧;玉周門､顕･密教修学、恵晃 えこう 1656ｰ173782

悉曇学修学､泉涌寺94世長老/唐招提寺67世､詩文に長ず､

1684｢因明三十三過本作法纂解｣著､｢採揀枳橘鈔｣編､｢枳橘易上集｣｢倶舎論頌疏科｣著、

｢菩薩戒通受遣疑鈔荘厳記｣｢翻訳名義集辨訛｣外著多数

D1383 ( ;法諱･戒 ;字) 河内彼方村の真言僧･延命寺浄厳門､慧光 えこう かいちん 1666ｰ173469歳

1691師の湯島霊雲寺開創に尽力/1702湯島霊雲寺2世､25南都戒壇院長老､1695｢瑜伽要訣｣､

1700｢阿字観要訣｣09｢秘蔵記要訣｣11｢密記問辨｣25｢梅木地蔵大士記｣､｢老夫対問｣外多数､

1737遺誡録｢戒壇院如法中興慧光長老遺誡｣(門弟光国編)

[慧光の号] 虚心堂/虚円堂/虚円道人/悦心居士

D1384 ( ;法諱･梅嶽;道号､俗姓佐藤) 備中松山曹洞僧:祖庭梅雪門､諸方遍参､恵香 えこう 1685ｰ176480

備中松山の正音院住持;瑞雲寺と改名/1742洞松寺12世､｢洞松禅寺住山歴祖伝｣編

D1385 ( ) 江戸中期曹洞僧;指月 慧印[1689ｰ1764]門、慧洪 えこう しげつ? ｰ ?

侍者として活動､1767(明和4)｢拈評三百則不能語｣編

D1386 ( ;法諱･東苑;号) 美濃安田村の真宗本願寺派僧､慧晃 えこう ?ｰ1776

大和宇賀志村の勝林寺住職､｢改悔文講話｣著

D1387 ( ;法諱､号;澎法庵 ) 大阪の真宗大谷派正行寺住職､高倉学寮に修学、慧皓 えこう ほうぼうあん ?ｰ1784

1755高倉学寮寮司/擬講/66嗣講､1757｢阿弥陀経鳳毛｣/71｢正信偈聞書｣著

D1388 ( ;法諱) 近江天台宗無動寺明徳院僧､1756回峰千日行成就､恵航 えこう ? ｰ ?

1770後桃園天皇践祚時の安鎮大法勤仕､1772｢法則集｣88｢学窓集｣編､｢開眼供養記｣外著多

D1389 ( ;法諱､諡号;開善院) 越中婦負郡片懸村の真宗本願寺派僧､西念寺住職､恵航 えこう ?ｰ1829

文化文政1804-30頃安居の講師/1824初勧学職(杳旭･性海･徳潤･雲･幢･自謙･玄粛と)､

1826｢阿弥陀経開記｣､｢称讃浄土仏摂受経講録｣｢信行略説｣｢正像末和讃聞書｣著

D1390 ( ;法諱･回天:道号) 能登七尾曹洞:関浪門､1842宇治興聖寺28世､慧杲 えこう 1794ｰ185360歳

｢回天和尚語録｣著

慧杲( :法諱) → ( :道号･慧杲､臨済僧) Ｌ２２１８えこう しょうどう性堂

恵光( ､恵永) → ( ;法諱､有阿､時宗遊行4世)Ｓ３１１０えこう どんかい呑海

恵光( ;字) → ( ;法諱･恵光､真宗僧) Ｐ１６４３えこう ぎょくりゅう玉竜

慧光( :字) → ( ;法諱･常不軽院､日蓮僧)Ｅ３３３９えこう にっしん日眞

慧光( :法名) → ( ､伏見宮4世､歌)Ｆ２０３５えこう さだつねしんのう貞常親王

慧光院( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｂ３３５３えこういん にちけん日憲

恵光院( ) → ( ;法諱･円琢､日蓮僧) Ｄ３３４６えこういん にちよう日瑶

恵光院( ) → ( ;法諱､日蓮僧/国学) Ｈ３３１５えこういん にちえん日延

慧光大円禅師( )→ ( ;道号･得勝､臨済僧)Ｆ３６２６えこうだいえんぜんじ ばっすい抜隊

恵厚尼( ) → ( ､恵厚尼/慶寿院､俳人) Ｌ１６１４えこうに きだい亀台

恵光房( ) → ( ､天台学僧) Ｉ２８３０えこうぼう ちょうごう澄豪

慧光菩薩( ) → ( ;法諱･法然､浄土宗開祖)１８１１えこうぼさつ げんくう源空

慧極( :道号) → ( ;法諱･慧極､黄檗僧) Ｈ３１２９えごく どうみょう道明

D1391 ( ;法諱) 江中期享保1716-36頃比叡山延命院の天台僧/法印､恵厳 えごん ? ｰ ?

1726大僧都､1728｢春宮坊安鎮記｣32｢霊元院御中陰記｣33｢享保十八年御八講記｣外著多数

恵厳( ) → ( / ､曹洞僧) Ｂ１３６２えごん えげん えごん恵厳

D1392 ( ;法諱･川僧 ;道号) 三河の曹洞僧;諸師を歴参;真巌道空門､慧済 えさい せんそう ?ｰ1475

近江洞寿院住持､遠江一雲斎/能登総持寺/越前竜沢寺住持､尾張乾坤院開創､



｢川僧無門関再評｣著､｢遺録｣､[川僧慧済の諡号]法覚仏慧禅師

C1311 ( /恵釈､船 ､道昭[629ｰ700]の父) 河内丹比の生/大和廷臣;史官;史書編纂､恵尺 えさか ふね ?ｰ? 664存

645蘇我蝦夷 誅討時に｢国記｣救出えみし

慧察( ;号) → ( ､慧察､浄土宗西山派僧) Ｑ１５２７えさつ かんくう観空

D1393 ( ･ ) 江前期1688-1704頃伊勢浄土僧;阿濃津天然寺住､懐山 えざん かいざん ? ｰ ?

江戸小石川伝通院修業､京の帰命院住職､1696｢浄土源流章解蒙｣草稿執筆;

(1705門弟懐誉が私見を増補し刊行;34再修正増補し｢浄統略讃｣刊行)

恵山子( / ) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｎ２４７４えざんし けいざんし せんみょう宣明

衛士( ･岡部/賀茂) → ( ･賀茂/岡部､国学者/歌) ４０３１えじ まぶち眞淵

衛士( ･井上) → ( ･井上/藤原/梯､藩士/国/史学)Ｊ４４１４えじ もとよし素良

衛士( ･原田) → ( ･中尾 /三木/原田､国学)Ｖ３１８９えじ とよおか なかお豊岳

ゑしきぶ(絵式部 )→ ( ､後拾遺集歌人) Ｃ１３２５えしきぶ えのしきぶ絵式部

恵実( ;法諱) → ( ;字･恵実;法諱､真宗本願寺派僧)Ｈ２５３３えじつ そうごん桑厳

慧実本明( ) → ( ;法諱･慧実､曹洞僧) Ｆ３９５９えじつほんみょう ほんみょう本明

D1394 (絵島 ) 月光院(将軍家継の生母)に仕えた大奥御年寄､江島 えじま 1681 ｰ 174161歳

1714山村座役者生島新五郎との交際などで流罪/数十人処罰:

のちに江島事件として歌舞伎･舞踊に脚色

恵釈( ) → ( ､船 ､史書編纂) Ｃ１３１１えしゃく えさか ふね恵尺

慧寂( ;法諱) → ( ;号､真宗大谷派僧) Ｓ３１１６えじゃく どんげ曇華

C1336 ( ;法諱) 僧;法師､1248成立｢万代集和歌集｣入;3185恵秀 えしゅう ? ｰ ?

[まがきする飛騨のたくみのたつき音あなかしかましなぞや世の中]、

(万代;雑3185/いほりつくるとて詠める/たつき[鐇]は匠の用いる刃の広い斧)

T1393 ( ;法諱､俗姓;脇坂/法名;智祐) 飛騨益田郡の真宗大谷派僧、恵州 えしゅう 1815ｰ5945

信濃飯田の真光寺住職/国学;本居内遠門､飯田藩士佐野正修と交流､

妻;脇坂千枝子(1825-91/伊那歌人)

会秀( ;字) → ( ;法諱･幸安院､日蓮僧) Ｅ３３３３えしゅう にっしょう日掌

恵秀( ;字) → ( ;法諱･正善院､日蓮僧) Ｆ３３２１えしゅう にっちょう日長

D1395 ( ;法諱/初諱;斉朝､字;勝定､藤原伊綱男) 平安後期保延1135-41頃京の真言僧;恵什 えじゅう ?ｰ?

芳源門､醍醐安養坊や御室衣笠山に住､平等房永厳と法流について抗争､勧修寺住､

｢勝語集｣｢図像鈔｣｢立印軌鈔｣｢諸尊法｣｢捃拾悉曇思惟要訣抄｣｢五秘密口決｣著、

[恵什(;法諱)の通称] 信濃阿闍梨/釈王寺入寺

U1333 ( ;法諱､) 南北室町期;僧/法師､歌人;1400菊葉集3首入、恵重 えじゅう ? ｰ ?

[ゆくすゑをなほや契らむ君と我あひおひ松の千代のみどりに](菊葉集;賀947)

恵重( ) → ( ､俳人) Ｇ１８０４えじゅう けいじゅう恵重

D1396 ( ;法諱･字;湛堂 ) 真言律僧;河内野中寺3世の慧堅門/1698灌頂を受､慧淑 えしゅく たんどう ?ｰ? 1714存

1699近江安養寺住持､のち河内野中寺6世住持､当代一流の律匠として活躍､

安楽律大成者光謙の自誓受具の証明人､1696｢仏制比丘六物図依釈｣著、

1710｢戒山和尚行業記｣著､13｢竜山清規｣編､｢教誡律儀講述便宜鈔｣､｢不学無知章｣外著多

恵俊( ;法諱) → ( ･吉田 / 連 ､医者/万葉歌人)４７３８えしゅん よろし よしだ きちた むらじ宜

恵俊( ) → ( ･桂井坊､連歌) １８７１えしゅん けいしゅん恵俊

恵俊( ;字) → ( ･山光院､天台/日蓮僧) Ｅ３３７３えしゅん にっせん日詮

惠俊( ) → (初世 ･都太夫､浄瑠璃一中節祖)１１２４えしゅん いっちゅう一中

慧詢( ･南嶺) → ( ･慧詢:法諱､臨済僧) Ｊ３２７２えじゅん なんれい南嶺

恵順( ) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｄ１３７０えじゅん えぎょう恵暁

恵遵( ;法諱) → ( ;道号･円遵;法諱､臨済僧)Ｇ１９９８えじゅん ごんにょ言如

回純( ;字) → ( ;法諱･妙種院､日蓮僧) Ｅ３３７５えじゅん にっせん日詮

1364 ( ･法師) 平安後期大和興福寺の僧/法師､恵章 えしょう ? ｰ ?

歌人;千載1249､1237刊[楢葉集]6首入、

[望月の雲かくれけむいにしへのあはれを今日の空にしるかな](千載集;釈教1249、

山階の涅槃会[2月15日]の暮方に遮羅 入滅[沙羅の林での釈迦入滅]の昔を思い詠)さら



[後白川院(1127ｰ1192)春日御幸の日 扇に書きて藤原親盛(院北面)がもとに遣しける､

よろづよとかねてぞつげし三かさ山けふのみゆきをまつかぜのこゑ](楢葉;神祇527)

F1367 ( ) 平安後期の僧/歌人､恵勝 えしょう ? ｰ ?

1071-82頃｢多武峯往生院千世君 歌合｣左方入(紀伊入道素意判)、ちよきみ

[からくにに織れる錦をそれをなほ大和の秋の野にはしかじな]、

(千世君歌合;四番左7/野花錦筵)

D1397 ( ;法諱･字;心鏡/教伝房) 江戸期寛永宝永1624-1711頃の真言学僧、恵照 えしょう ?ｰ?

真言;運敞門､智山の雲寮･悟寮･梅蔭寮に住､義学/事相に精通､

1674｢阿字檜尾記授要鈔｣75｢讃歎集｣80｢無畏禅要安心鈔｣83｢探心記秘決｣外著多数

D1398 (恵正 ;法諱･通称;慈鴻) 京の真宗大谷派僧;西光寺の生､西福寺慧然 門､慧敞 えしょう えねん?ｰ1793

1781高倉学寮の擬講/83嗣講､91五代講師､1722｢一枚起請希聞記｣､｢一枚起請文聞記｣著、

｢玄義分聞書｣｢分類聚鈔講義｣｢大無量寿経講義｣｢観経疏玄義分顕録｣著､

[慧敞(;法諱)の号] 香雲庵/知幻室/天祐/提雲/空山、諡号;寂定院

U1314 ( ;法諱･武村) 近江栗太郡の真宗大谷派の伝久寺住職、恵照 えしょう 1848ｰ190558

歌人;[鳰のうみ]入

慧照( ;法諱) → ( ;道号･慧照､曹洞僧) ５１０６えしょう れいせん霊泉

慧照( ;法諱) → ( ;道号･慧照､曹洞僧) Ｌ２６１３えしょう だいゆう大用

恵照( ;字) → ( ;法諱､真宗仏光寺派僧) Ｃ２８４１えしょう ちきょう智教

恵照(恵精/恵性 )→ ( ;法諱､日蓮僧) ３３７３えしょう にちえん日円

恵照( ;字) → ( ;法諱･安住院､日蓮僧) Ｄ３３１１えしょう にちねん日念

恵照( ;字) → ( ;法諱･観如院､日蓮僧) Ｆ３３４１えしょう にっとう日透

恵正( ;法名) → ( ･橋村/度会､神職/歌人) Ｒ４０７３えしょう まさふゆ正冬

恵匠( ;字) → ( ;法諱･精進院､日蓮僧) Ｄ３３５７えしょう にちりゅう日隆

恵性( ;字) → ( ;法諱･発星院､日蓮僧) Ｅ３３４５えしょう にっしん日眞

1365 ( ;法諱･孤雲;道号､俗姓;藤原) 京の僧;初め天台僧;比叡山横川円能門、懐奘 えじょう 1198ｰ128083

出家/のち多武峰の覚晏門;能忍流の禅を修学/曹洞僧･道元門;終生随従､

道元｢正法眼蔵｣の書写集成､師歿後;永平寺2世;永平寺の基礎確立に尽力､

｢正法眼蔵随聞記｣編､｢永平元禅師語録｣｢菩薩戒作法｣編､1278｢光明蔵三昧｣著､外編著多、

[孤雲懐奘の号] 道光普照国師/二祖国師

U1331 ( ;法諱､) 江前期;上方の僧/歌人、恵常 えじょう ? ｰ ?

1670下河辺長流[林葉累塵集]入､

[桜のもみぢをみて、

花にてはたぐひなかりし山桜秋も紅葉の中におとらで](林葉累塵;秋579)

T1394 ( ;法名､俗姓;北村) 加賀金沢の商家:喜多村屋の2代目､歌人、恵乗 えじょう 1656ｰ172065

壮年より仏門に帰依;40歳頃妻を離別/家督を3代目に譲り剃髪､草庵を結ぶ、

歌･連歌を専らとし7昼夜に独吟1千句を聯ねる/仙洞御所に５０首歌を奉ず、

能順･浅井政右と共に達人と称せらる、

[恵乗(;法諱)の名/通称]名;石良/快全、通称;2代彦左衛門

D1399 (恵成 ;法諱) 筑後三潴郡荒木村の真宗大谷派浄光の住職､恵定 えじょう ? ｰ 1842

1824高倉学寮の寮司/38擬講､｢五事論聴書｣著

慧定( ;道号) → ( ;法諱･慧定､黄檗僧/詩) Ｎ２２６４えじょう しんかい眞戒

恵浄( ;字) → ( ;法諱･恵浄､真言僧) Ｏ１６５３えじょう きょくが旭雅

恵乗( ;法諱) → (路時雨 ､本願寺派僧/俳) Ｂ５２７５えじょう ろじゅう鷺十

恵静( ;剃髪号) → ( ･矢部 /大平､歌/書) Ｃ４０４６えじょう まさこ やべ正子

恵盛( ;号) → ( ;法諱､真宗本願寺派僧)Ｈ４９１６えじょう りょうくう了空

慧成大師( ) → ( ;法諱･法然､浄土宗開祖)１８１１えじょうだいし げんくう源空

U1320 ( ;法名･牧野 ) 近江彦根藩士牧野成正の妻､国学者/歌人、恵浄尼 えじょうに まきの 1735ｰ181480

歌;[彦根歌人伝･亀]入

恵生房( ;号) → ( ;法諱･恵生房､真言僧) Ｃ１３６６えしょうぼう えいけん英賢

1363 ( ､伏見天皇皇子) 母;任快法印女の治部卿局､聖護院門跡､恵助法親王 えじょほつしんのう 1289ｰ132840



1300出家/10天台園城寺長吏､歌;続現葉集入､

勅撰4首;続千載(911)続後拾(573)風雅(794/1569)、

[澄む月の影をうつして五十鈴川濁らぬ世にもかへる浪かな](続千載;神祇911)

1366 ( ;法諱･竺雲 ;道号､俗姓:橘) 出雲の臨済僧:1530允芳慧菊門;得度/法嗣､慧心 えしん じくうん ?ｰ1579

東福寺退耕庵住､京の万寿寺･安国寺/周防山口の国清寺住持､1559(永禄2)東福寺213世、

南禅寺213世/1572退隠､1570禅師号･75国師号を贈与される、

五山文学;｢大照禅師法語｣｢大照国師嗣法証并法語｣著、

[竺雲慧心の号] 正灯普光禅師/仏智大照国師、 安国寺恵瓊の師

1367 ( ) 仮名草子作者;｢一休ばなし｣､1668｢極楽物語｣著恵心 えしん ? ｰ ?

恵深( ;号) → ( ;法諱､真言僧) Ｇ４１４５えしん みょうずい妙瑞

恵眞( ;法諱) → ( ;法諱､真宗本願寺派学僧)４４６８えしん もくうん目云

E1300 ( ;法諱･求道房;号) 初め叡山で天台を修学/洛東山中に中山堂を建立､恵尋 えじん ?ｰ1278

のち源智門;浄土宗義を修学､二尊院湛空門;浄土･戒律･密教諸学を修学･円頓戒を受､

京の新黒谷金戒光明寺4世住持;戒律･称名二門の法を相伝､1263｢円頓戒聞書｣､

｢一心妙戒鈔｣｢師資相承｣｢天台菩薩戒真俗一貫鈔｣著、

神護寺伝信･法勝寺恵鎮･元興寺惟賢･西山の道空に円頓戒を授与

恵心僧都( ) → ( :法諱､天台僧/歌人) １８２２えしんそうず げんしん源信

B1363 (恵心尼 ;法名､越後豪族三善為則女?) 親鸞の後妻;恵信尼 えしんに 1178(82?)ｰ126891(87)歳

親鸞の越後流罪時結婚､3男3女の母､親鸞と共に行動､晩年京より越後の帰郷、

末娘覚信尼宛の書簡;1243-68(寛元元-文永5)｢覚信尼消息｣著(西本願寺所蔵)

恵水( ;法諱･洞天)→ ( ;道号･恵水､臨済僧) Ｇ３１６９えすい とうてん洞天

慧端性明( ;曹洞僧)→ ( ;道号･道明､黄檗僧)Ｈ４９７９えずいしょうみょう りょうじゃく良寂

恵成( → ) → (恵成 ､真宗大谷派僧) Ｄ１３９９えせい えじょう えじょう恵定

慧全( ;法諱) → ( ;道号･慧全､臨済僧/黄檗)Ｂ３０１０えぜん ていじゅう提宗

恵禅( ;法諱) → ( ;道号･恵禅､曹洞僧) ５１１５えぜん れいおく霊屋

E1301 ( ;法諱､号;越翁/翁 ) 江後期寛政1789-1801頃越後の真宗本願寺派僧､恵琮 えそう ふおう ?ｰ?

大阪の西光寺住職､三論に精通､1790以降度々安居に講義､三業惑乱諍論に幕府の査問受、

晩年は宗典の研究に専念､｢般舟讃講録｣｢入出二門偈集義玄談｣著

衛足堂( ) → ( ､俳人) Ｋ３１４５えそくどう とくう徳雨

慧泰( ;号) → (義山 ;法諱･慧曦､真言僧) Ｋ１６７３えたい ぎさん義燦

E1302 ( ･清原 /船橋/舟橋､業賢の長男) 戦国期廷臣;1563宮内卿/儒者、枝賢 えだかた きよはら 1520ｰ90

1576従三位/81正三位;致仕落飾(出家)､1532頃大内義隆に･55頃に松永久秀に儒を教授､

1540｢除目聞書｣83｢御成敗式目義解｣85｢百官和秘抄｣､｢日本書紀神代巻講義｣｢職原鈔｣著、

[枝賢(;名)の別名/号]初名;頼賢､ 剃髪号;道白、法号;三陽院

枝直( :正 ｢ ｣･加藤)→ ( ･加藤､国学/歌) １３８０えだなお しくは えなお えなお枝直

C1312 ( ･与鳳亭 2世､山崎､通称;佐助) 江戸狂歌/滑稽本;与鳳亭内記門､2世襲名､枝成 えだなり よほうてい ?ｰ?

日本橋住､1820-49｢花暦八笑人｣5篇､23｢まかきのきく｣編､｢戯歌鈍画集｣｢色欲二筋道｣､

[与鳳亭枝成の別号] 比翼亭

E1303 (枝比古 ･佐藤 ､信田宇兵衛男) 佐渡羽茂郡徳和村の生、枝彦 えだひこ さとう 1791ｰ185363歳

佐渡羽茂郡赤泊の佐藤家の養嗣子､国学者:本居大平門､書/歌人;[佐渡の三歌匠]の1、

｢古風近調詠草｣｢枝彦三神説｣著､大平撰｢八十浦の玉｣下巻;長歌/短歌入､

[澳 遠くさかわる佐渡の島人も春にしなれば心たぬしも](八十浦;685/早春)、おき

[枝彦(;名)の通称/号]通称;勘十郎、号;桜園

☆佐渡の三歌匠;佐藤枝彦･中山千鶴 ･本間季喜ちづる

枝通( ･久我/橘) → ( ･久我 ､廷臣/連歌) Ｃ１０７２えだみち あつみち こが敦通

E1304 ( ;法諱･千山 ;道号､号;雷轟室､俗姓;多治比) 長門長府藩士の家、慧単 えたん せんざん 1769ｰ181345

臨済僧;1778(10歳)豊前開善寺の蘭山門;出家/印可を受､1800筑後久留米福聚寺5世住寺､

詩偈/書画を嗜む/茶禅一味の奥義､久留米藩家老有馬照長の参禅を受く､1813｢参学解｣著

慧湛( ;法諱) → ( ;道号･慧湛;法諱､臨済僧)Ｇ２５５３えたん ぞうかい象海



慧湛( ;法諱) → ( ;道号･慧湛､曹洞僧) Ｋ１９６３えたん こうちょう光澄

慧端( ;法諱) → ( ;道号･慧端､正受老人､臨済僧)Ｃ３１８７えたん どうきょう道鏡

恵団( ;法諱) → ( ;道号･恵団､臨済僧) Ｌ２６０８えだん たいめい大冥

慧端性明( ､曹洞僧)→ ( ･道明､黄檗僧) Ｈ４９７９えたんしょうみょう りょうじゃく良寂

E1305 ( /越後命婦 ) 平安前期命婦/歌､960天徳内裏歌合参加越後 えちご えちごのみょうぶ ?ｰ?

1369 ( ･内大臣家/花園左大臣家､越後守藤原季綱女) 平安期女房歌人;越後 えちご ?ｰ? 1147存

石清水別当光清の妻/法印成清･大宮小侍従の母/花園左大臣源有仁の乳母､

1128源顕仲家南宮歌合参加､鳥羽天皇乳母典侍悦子の姉妹､

金葉6首;Ⅱ88/166/167/224/283/543、

[蘆垣 のほかとはみれど藤の花にほひは我を隔てざりけり](金葉;春/隣家の藤花)あしがき

☆千載集の三宮家越後と同一? → ( ･三宮家) １３７０越後 えちご

1370 ( ･三宮家/三御子 の家/輔仁親王家) 平安後期女房歌人､越後 えちご さんのみこ ?ｰ?

後三条天皇第3皇子輔仁 親王(1073ｰ1119)家の女房､続詞花集4首入/千載集728、すけひと

[馴れてのちつらからましにくらぶればなき名はことの数ならぬかな](千載;恋728、

時々文通する人に評判が立っていることを聞いての詠、

愛し合った後捨てられる辛さに比べれば逢う前の噂は物の数ではない)

[三宮(輔仁親王)かくれ給ひて(1119元永2/6月)、

七条のいづみに左大臣(源有仁/花園左大臣)罷り侍りて歌よみけるに、

[ありしよにすみもかはらぬ水の面になきかげのみぞうつらざりける](続詞花;824)

☆源有仁家(花園左大臣家)越後と同一? → ( ･内大臣家) １３６９越後 えちご

1371 ( ･前斎宮 /前中宮 ) 平安後期斎宮令子･堀河院中宮篤子の女房、越後 えちご さきのいつきのみや さきのちゅうぐう ?ｰ?

歌:金葉432(源家時?-?1118存[盛長男]の来訪が途絶えがちになったのを恨む歌)

[人ごゝろ浅沢水 の根芹 こそこるばありにもつままほしけれ](金葉;恋432、あささはみづ ねぜり

根芹を摘み取るにも心浅いあなたには懲りるほどにつねってやりたい)

前中宮甲斐( と同一? → (③ ･前中宮) Ｅ１５２８さきのちゅうぐうのかい) かい甲斐

越後( ･白河女御) → ( ･白河女御) １３７８えちご えっちゅう越中

越後( ･嘉陽門院) → ( ･嘉陽門院) １３７２えちご えちぜん越前

越後( ･鴨脚) → ( ･鴨脚 ､女官/日記) Ｄ１０３５えちご あきこ いちょう昭子

越後( ･松室) → ( ･松室 ､官人/日記) Ｅ３５６９えちご のりしげ まつむろ礼重

越後( ･徳川) → ( ･徳川､尾張藩主/書画) Ｅ４１０５えちご みつとも光友

越後( ･富田) → ( ･富田 / ､藩士/儒者)Ｅ１５９６えちご かげちか とだ とみた景周

越後( ･岡) → ( ･岡 /藤原､神職/歌人) Ｕ３１５７えちご としなお おか俊直

越後( ･松木) → (為彦 ･松木/度会､神職) Ｓ２６７１えちご ためひこ集彦

越後( ･広田) → ( ･広田 /度会/橋村､神職)Ｊ２３０８えちご すけなみ ひろた助侑

越後( ･広田) → ( ･広田 /度会/宇治､助侑養子/神職)Ｖ１６０９えちご きよな ひろた清魚

越後( ･広田) → ( ･広田 /度会/橋村､清魚養子/神職)Ｊ３５８６えちご のりあき ひろた則明

越後( ･島津) → ( ･島津 ､領主/詩文) Ｄ４４４２えちご もとなお しまづ元直

越後( ･福原) → ( ･福原/佐世/毛利､家老/歌)Ｃ４４８８えちご もとたけ元

越後( ･腹巻) → ( ･腹巻 /坂､神職/国学)Ｏ３２４７えちご なおのり はらまき尚則

越後守( ･大河内)→ ( ･大河内 ､神職/国学)Ｎ２１７４えちごのかみ しげひら おおこうち重平

越後守( ･大林)→ ( ･大林 ､神職/国学) Ｍ４７００えちごのかみ よしかた おおばやし吉賢

越後君( ) → ( ;法諱､天台僧/歌人) Ｂ１８３１えちごのきみ げんえん源縁

越後阿闍梨( )→ ( ;法諱､乗観房､日蓮僧) Ｄ３３１８えちごのじゃり にちべん日弁

越後少将( )→ ( ･松平､藩主/歌人) Ｐ２６９２えちごのしょうしょう ただてる忠輝

越後四郎( ) → ( ･北条/塩田/平､武将/歌)Ｊ３１８０えちごのしろう ときはる時春

越後介( ) → ( ･堀内 ､神職/国学) Ｇ４５５７えちごのすけ やすふさ ほりうち保房

越後介( ･渡辺)→ ( ･渡辺 ､神職/国学) ａ２１１５えちごのすけ しげかげ わたなべ重蔭

越後大僧正( )→ ( ;法諱､真言僧) Ｅ２２１３えちごのだいそうじょう しんごん親厳

越後弁( ) → ( ､紫式部女賢子/歌人)２６０６えちごのべん だいにのさんみ大弐三位

越後命婦( ) → ( ､歌人) Ｅ１３０５えちごのみょうぶ えちご越後



越後阿房( ) → ( ;法諱､乗観房､日蓮僧) Ｄ３３１８えちごぼう にちべん日弁

1374 ( ･大宮 ･太皇太后宮､越前守源経宗女) 後冷泉皇后寛子(四条宮)の女房､越前 えちぜん おおみやの ?ｰ?

母;高階成順女と伊勢大輔との女/源兼俊･後三条院越前と同母の姉妹、

1046-69頃歌人､後拾遺340、

[山里の賤 の松垣ひまをあらみいたくな吹きそこがらしの風]後拾;秋340/山家秋風)しづ

1373 ( ･後三条院 ､源経宗女) 平安後期歌人;後三条院[1068-72在位]の女房、越前 えちぜん ごさんじょういんの ?ｰ?

和琴;父門､母;高階成順と伊勢大輔との女/源兼俊･大宮越前と同母の姉妹､後拾遺1089、

[いにしへの家の風こそうれしけれかゝる言の葉散りくと思へば](後拾;雑1089、

庭で月を眺める後三条天皇の指名を受けての詠/家の風は実家の歌の伝統)

1372 ( ･嘉陽 門院､伊勢女房､大中臣公親女) 七条院殖子(後鳥羽院母)女房､越前 えちぜん かよう ?ｰ? 1250存

のち後鳥羽院皇女嘉陽門院礼子の女房/歌人､正治後度百首/1200院第二度百首、

1201(建仁元)老若五十首歌合･新宮撰歌合･千五百番歌合･影供歌合､1204春日社歌合参、

1216内裏百番歌合/47後嵯峨百三十番歌合/48院御歌合参加､

現存和歌六帖･御裳濯集(5首)･楢葉集･雲葉集(4首)入､

勅撰26首:新古今(24/127/297/943/1140/1610/1884)新勅撰(3首)続後撰(3首)以下,

[山深みなほ影さむし春の月空かきくもり雪は降りつゝ](新古;春24/和歌所で春山月)

[千五百番歌合に、

かかればや野山の色もかはるらん身にしみそむる秋の初風](雲葉;秋396)

越前( ･安嘉 門院)→ ( ､歌人/日記) １０２７えちぜん あんか あぶつに阿仏尼

越前( ･長浜) → ( ･長浜/藤原､幕府連歌衆)Ｂ３７３７えちぜん ひさつぐ尚次

越前( ･小国) → ( ･小国/鈴木/清原､神職/国学)２１１４えちぜん しげとし重年

越前( ･菊池) → ( ･菊池 ､神職/国学) Ｐ４０２３えちぜん まさたけ きくち真建

越前( ･友田) → ( ･友田 ､神職/歌人) Ｒ４０１０えちぜん ますみ ともだ眞澄

越前阿闍梨( )→ ( ､ ;法諱､真言僧) Ｊ２４６７えちぜんのあじゃり せいよ じょうよ静誉

越前已講( ) → (璽海 ;法諱､三論画僧) Ｋ２８６１えちぜんのいこう ちんかい珍海

越前守( ･斎藤)→ ( ･斎藤/藤原､武士/故実)Ｇ２３７８えちぜんのかみ すけなり助成

越前守( ･長谷場)→ ( ･長谷場 ､武将/記録)Ｈ２５９０えちぜんのかみ そうじゅん はせば宗純

越前守( ･狩野)→ ( ･狩野 ､幕府絵師) Ｄ４４６８えちぜんのかみ もとのぶ かのう元信

越前守( ･大岡)→ ( ･大岡 ､幕臣/日記) Ｆ２６１９えちぜんのかみ ただすけ おおおか忠相

越前守( ･川井)→ ( ･川井 ､幕臣/家老) Ｌ２７６８えちぜんのかみ ひさたか かわい久敬

越前守( ･松平)→ ( ･松平 ､藩主) Ｆ３００１えちぜんのかみ てるみち まつだいら光道

越前守( ･丹羽)→ ( ･丹羽 ､藩主/歌人) Ｋ３２２５えちぜんのかみ ながくに にわ長国

越前守( ･山本)→ ( ･山本 ､神職/国学) Ｇ２９６８えちぜんのかみ つねため たまもと経為

越前守( ･進藤)→ ( ･進藤 ､神職/国学) Ｑ４０２８えちぜんのかみ まさのり しんどう正則

越前権介( )→ ( ･坂上 ､明法家) Ｅ１００１えちぜんのごんのすけ あきもと さかのうえ明基

越前宰相( )→ ( ･松平､藩主/茶/連歌) Ｑ２６２１えちぜんのさいしょう ただなお忠直

越前正( ･田窪)→ ( ･田窪 /串部､神職/歌)Ｉ４１５９えちぜんのしょう みねただ たくぼ峰忠

1309 ( ･初代豊竹 ､若太夫) 大阪の浄瑠璃太夫;義太夫門､越前少掾 えちぜんのしょうしょう とよたけ 1681ｰ176484

豊竹座を創設､浄瑠璃作者;梁塵軒､1746｢酒呑童子出生記｣63｢落葉瓢念仏｣著

越前入道( )→ ( ･長谷場 ､武将/記録)Ｈ２５９０えちぜんのにゅうどう そうじゅん はせば宗純

越前入道( )→ ( ･斉藤､幕臣/故実)Ｊ２８２７えちぜんのにゅうどう ちょうせつろうじん釣雪老人

越前老樵( )→ ( ;法諱､真宗山元派僧/歌)Ｍ２４９７えちぜんのろうしょう ぜんちょう善超

E1306 ( ) 室町期僧/歌人;1474道灌｢武州江戸歌合｣参加、恵仲 えちゅう ? ｰ ?

[海原やまきおく船の苫さへに取りあへぬまの夕立の雨](江戸歌合;五番左9)

1375 ( ;法諱/初諱;宗的･号;草庵) 肥後の曹洞僧;1637囲巌宗鉄門/46江戸住､恵中 えちゅう 1629ｰ170476

運歩と親交､島原の禅林院住/江戸の天徳院西禅庵住持/仁王禅､仮名草子;1651鈴木正三門､

1648｢驢鞍橋｣編/66｢海上物語｣74｢因果小編｣76｢石平道人四相｣95｢禅祖念仏集｣､｢西禅集｣著､

[恵中の通称] 信覚恵中/草庵乞士/長徳山野中沙弥/便沙弥

恵冑( ;初諱) → ( :法諱･華岳､臨済僧) Ｌ１８１３えちゅう けんちゅう建冑

恵忠( ) → ( ;法諱､真宗僧/詩歌俳) Ｃ１９３６えちゅう こくじょう克譲



E1307 ( ;法諱) 江戸の真宗僧;大谷派恵忍門､慧潮 えちょう 1759 ｰ 183072歳

駒込の本願寺派還来寺住職､西海寺慧海と親交､｢十住毘婆沙論讃勧要聞解｣著

慧超( ;法諱･栢翁)→ ( ;道号･禅;法諱､臨済僧)Ｃ３６７２えちょう はくおう白翁

慧澄( ;字) → ( ;法諱､天台僧/法華玄義) Ｃ２８５９えちょう ちくう癡空

恵澄源阿常念( )→ ( ;法諱､浄土僧/歌人)Ｍ２４４２えちょうげんあじょうねん せんじゅ専壽

B1364 ( ､感神僧都､源顕国男) 母;藤原宗忠女､京生/三論僧;1164大和大安寺住､恵珍 えちん 1118ｰ116952

叔父覚樹門/1167(文安2)権少僧都;東大寺の主務･法務を兼任/のち東大寺東南院院主､

1165｢僧綱補任｣編､｢僧綱補任抄出｣｢七大寺年表｣著

1376 ( ;字･円観;法諱､恵鎮上人/慈威和尚/五朝国師) 近江天台僧;比叡山入、恵鎮 えちん 1281ｰ135676

円頓戒;興円門､台密穴太流;澄豪門/京の元応寺住/後醍醐天皇の勅命で法勝寺住、

法勝寺長者/僧正､建武期;倒幕に際し文観･忠円らと天皇側に付く;幕府に捕縛;陸奥配流､

赦免帰京､法勝寺を再興/鎌倉宝戒寺開山､1321｢宗要白光恵光房流｣32｢四教五時略名目｣、

1335｢建武二年中堂本尊安置記｣40｢菩薩戒義記口筆鈔｣､｢大乗起信論玄談｣外著多数、

後伏見･花園･後醍醐･光厳･光明の5代天皇に円頓戒を授与、

歌人､勅撰3首;新千載(847/217)新拾遺(1510)､

｢太平記｣(原形)を直義に献上;のち玄恵が継承;小島法師(1352没)との関係は不詳、

[くやしくももとの我が身をへだてきて心の外に迷ひけるかな](新千;釈教847)

慧陳( ･徳義) → ( ;法諱･慧陳､天台/真宗僧)Ｋ３１５７えちん とくぎ徳義

E1308 ( ･植木 ､別名;常成/長春､通称由右衛門) 伊勢久居藩士;兵学･小幡景憲門､悦 えつ うえき ?ｰ1698

1662津藩主藤堂高久の軍学師､59｢職原抄引事大全｣編/61｢西国太平記｣68｢慶長軍記｣､

1674｢古陳秘法｣｢握奇八陣六華古陳秘法附序目｣編､｢勢陽軍鑑｣著

[悦の号] 升安/橘生斎/東林耕人、出家号;道可、法号;通全院

悦( ･大橋) → ( ･大橋 ､藩士/歌人) Ｔ１５９６えつ かげひさ おおはし景久

閲( ･松井) → ( ･松井 ､医者) Ｈ２００２えつ ざいあん まつい材庵

T1395 ( ;法諱､安藤丹波守重広男/号;真理院) 勧修寺大納言経慶の猶子、恵通 えつう 1678ｰ172447

京の僧;1696(元禄9)得度/粟田青蓮院宮院室､愛宕山大善院住職､1718(享保3)大僧都､

歌人;武者小路実陰門

T1397 ( ;法諱､号;達賢/法名;達賢慧通妙阿) 江中期;信濃伊那郡牛牧村の明永寺住職、慧通 えつう ?ｰ1806

幼時に出家;座光寺村出身の可円の門弟、

歌人;西教寺輪阿(慧恭･1693ｰ1780)門/のち澄月門､近衛家に歌道の指導を受ける、

一道･侍雲･大空･恵玉と交流

越翁( ;号) → ( ;法諱､真宗本願寺派僧) Ｅ１３０１えつおう えそう恵琮

屋( → ･寺井)→ ( ･寺井 ､藩士/故実家) Ｅ３６４１えつおく こかげや はじめ てらい肇

閲音居士( ) → ( ･藤本､勤王/天誅組) Ｃ３０５１えつおんこじ てっせき鉄石

悦可( ･稲掛) → ( ･稲掛/山口､商家/国学/歌)Ｂ４２４８えっか むねたか棟隆

悦可院( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｂ３３８６えっかいん にちこう日巧

悦貫( ) → ( ･小野寺､義士/歌人) Ｉ２１１８えっかん じゅうない十内

F1352 (悦巌 ;道号･東 ;法諱､号;西湖/六橋) 臨済僧;西庵敬亮門;法嗣､悦岩 えつがん とうよ ?ｰ1529

1521京建仁寺266世住持､1529｢悦岩和尚語録｣｢悦岩詩集｣著

悦渓( ;道号) → ( ･悦渓､臨済僧) Ｈ２５２５えっけい そうご宗悟

越渓( ;号) → ( ;法諱･智遠;字､天台僧)Ｇ１８３７えつけい けいちょう敬長

閲古楼( ) → ( ･高尾 ､国学者) Ｕ１６６０えつころう きち たかお吉

悦斎( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､書家) Ｘ２１６７えっさい しゅうすい すずき周水

越斎( ･今田) → ( ･今田 /岡､文人) Ｎ４０８０えっさい まさのり いまだ政徳

悦三郎( ･野呂瀬)→ ( ･野呂瀬 ､藩士/歌)Ｉ２１２４えつさぶろう しゅうふう のろせ秋風

悦三郎( ･高野)→ ( ･高野 ､蘭学者/医者)Ｈ２８３９えつさぶろう ちょうえい たかの長英

悦山( ;道号) → ( ･悦山､渡来黄檗僧) Ｆ３１０３えつざん どうしゅう道宗

越山( ･地名 ) → ( ;法諱･別源､曹洞僧) １３９７えつざん ちみん えんし円旨

悦子内親王( / )→ ( ､後嵯峨天皇皇女)Ｆ１３１１えっしないしん えつこー えんせいもんいん延政門院

越宗( → ) → ( ;道号･越宗､曹洞僧) Ｄ４８２８えっしゅう おっしゅう らんりょう蘭陵



越宗( → ) → ( ;道号･越宗､曹洞僧) Ｈ３８４７えっしゅう おっしゅう ぶっとう仏灯

悦習斎( ･加藤)→ ( ･加藤 ､儒者) Ｇ２２５５えっしゅうさい しょうあん かとう章庵

越州左親衛( ､早歌作者)→ ( ･北条/金沢､執権)えっしゅうさしんえい さだあき貞顕

悦叔( ･宗兌 )→ ( ;法諱･悦堂､臨済僧) Ｈ２５３８えっしゅく そうたい そうさい宗最

1377 ( ･岡田 ､通称;大文字屋二郎兵衛) 大阪の商家/俳人:令徳門･のち宗因門､悦春 えつしゅん おかだ ?ｰ?

1673西鶴?｢哥仙大坂誹諧師｣入/73西鶴｢生玉万句｣第三桜百韻の発句等入、

1675宗因｢大坂独吟集｣独吟百韻入/78西鶴｢物種集｣入､

[馬に鞍尾上の桜咲きにけり](生玉万句/桜発句;謡曲｢鞍馬天狗｣;使は来り馬に鞍)

発句[ちひさくて天地まろめし霰 哉](大坂独吟集;独吟百韻発句)あられ

悦浄( ;法諱) → ( ;字､真宗僧/語学者) Ｂ１６８７えつじょう ぎもん義門

悦浄院( ;号) → ( ･常寂､真宗高田派僧) Ｇ３３１５えつじょういん にんあ忍阿

1310 ( / ･越智 ､通称;十蔵[重蔵]､別号;負山子/槿花翁) 越後の生､越人 えつじん おつじん おち 1656?ｰ1735?80?

1670頃名古屋で紺屋を営業､俳人:1684芭蕉門､87師と伊良湖崎に杜国を訪問、

1688師の更科紀行に同行;深川芭蕉庵に滞在/尾張の蕉門発展に尽力/1695-師と疎遠、

1715俳壇に復帰､1686｢春の日｣以下七部集入集､87師と連句興行､1715｢歳旦帖｣、

1717｢鵲尾冠 ｣25｢不猫蛇｣;支考と論戦/26｢みつのかほ｣28｢庭竈集｣編、しゃくびかん

1729｢猫の耳｣編/｢猪の早太｣､｢越人自註独吟｣｢越人集｣｢冬日集槿花翁解｣、

[行燈 の煤 けぞ寒き雪の暮れ](春の日;冬)あんどん すす

曰人( ･遠藤､竹林舎)→ ( ･遠藤､俳人) Ｂ１０３０えつじん あつじん曰人

悦心居士( ) → ( ;法諱･戒 ､真言僧) Ｄ１３８３えっしんこじ えこう かいちん慧光

E1309 ( ) 俳人;1689｢あら野｣入、越水 えっすい ? ｰ ?

[どことなく地にはふ蔦の哀れ也](あら野;巻四/紅葉する蔦は木などに伝うから優雅)

E1310 ( ･夢庵) 江戸中期関東の僧､俳人､悦水 えっすい ? ｰ ?

1716(享保元)上京;嵯峨に結庵;周辺の旧跡を探訪､1717｢摘艸｣著

越水( ･平野) → ( ･平野､書家) Ｃ３１１９えっすい とうがく東岳

悦静( ;法名) → ( ･若林 ､歌人/僧) Ｍ３７３６えっせい ひでなお わかばやし秀直

越絶子( ) → ( ;法諱･在先､臨済僧/詩文)Ｂ１６２４えつぜつし きじょう季譲

悦叟( ;道号) → ( ;法諱･悦叟､臨済僧) Ｇ４１１１えっそう みょうい妙怡

悦窓( ･浦上) → ( ･浦上 /紀､武将/連歌)Ｇ３５５５えつそう のりむね うらがみ則宗

鉞太郎( ･時田) → ( ･時田 ､商家/俳人) Ｅ４９８７えつたろう りゅうすい ときた流翠

鉞太郎( ･菅) → ( ･菅 ､藩士/国学/歌) Ｊ３７９１えつたろう ひでひさ すが秀久

1378 ( ･白河女御 ､白河女御越後) 白河天皇女御道子(藤原能長女)の女房､越中 えっちゅう しらかわのにょうご ?ｰ?

or白河天皇祇園女御祇園の女御(出自不詳)の女房､歌人､

金葉1首;Ⅱ402(白河女御越後)/Ⅲ413(Ⅱ402と同じ歌;白河女御越中)、

[待ちし夜のふけしをなにに嘆きけん思ひ絶えても過ごしける身を](金葉;402/絶恋)

越中( ･檜垣) → ( ･檜垣/度会､神職) Ｈ２０７５えっちゅう さだいえ貞舎

越中( ･高水) → ( ･高水 /忌部､神職/歌)Ｖ３１６７えっちゅう としかつ たかみず俊勝

越中( ･上部) → ( ･上部 /度会､神職) Ｈ２０９１えっちゅう さだかず うわべ貞多

越中( ･榎/竹内)→ ( ･竹内 ､法眼/歌人) Ｃ１６５７えっちゅう きょうじゅ たけうち享寿

越中( ･益田) → ( ･益田 /繁沢､家老) Ｌ３７００えっちゅう ひろあき ますだ広堯

越中( ･益田) → ( ･益田 ､広堯男/家老) Ｏ３２７９えっちゅう なりよし ますだ就祥

越中守( ･津軽)→ ( ･津軽 ､藩主/歌･俳人)Ｇ４６７１えっちゅうのかみ ゆきつぐ つがる順承

越中守( ･榊原)→ ( ･榊原 ､幕臣/書家) Ｈ１８３０えっちゅうのかみ げつどう さかきばら月堂

越中守( ･渡辺)→ ( ･渡辺 ､藩主/越中守/歌)Ｇ３５７２えっちゅうのかみ のりつな わたなべ則綱

越中守( ･大久保)→ ( ･大久保 ､一翁､幕臣)Ｕ２６３９えっちゅうのかみ ただひろ おおくぼ忠寛

越中守( ･大沢)→ ( ･大沢 ､幕臣/高家) Ｊ４４５３えっちゅうのかみ もとみ おおさわ基躬

越中守( ･津軽)→ ( ･津軽 ､藩主/俳人) Ｇ４５２７えっちゅうのかみ やすちか つがる寧親

越中守( ･永持)→ ( ･永持 /藤原､国学者)Ｈ４１９５えっちゅうのかみ みちひろ ながもち道寛

越中守( ･芝)→ ( ･芝 ､国学者) Ｈ３７７７えっちゅうのかみ ひろさだ しば寛貞

越中黙笑( )→ ( ･越中､真言僧/狂詩) ４４９６えっちゅうもくしょう もくしょう黙笑



E1311 ( ) 越中魚津の俳人;1776樗良｢月の夜｣1句入、越鳥 えっちょう ? ｰ ?

[野はあれて海に吹き入る秋の風](月の夜;50､同趣;言水;木枯の果てはありけり海の音)

越伝( ;道号) → ( ;法諱･越伝､臨済/黄檗僧)Ｈ３１０２えつでん どうふ道付

悦堂( ;道号) → ( ;法諱･悦堂､臨済僧) Ｈ２５３８えつどう そうさい宗最

悦堂( ;道号) → (満基 ･細川/源､武将/歌) Ｅ４１９５えつどう みつもと満元

悦堂( :道号･元逸)→ ( ;法諱･悦堂､黄檗僧) Ｈ１８７３えつどう げんいつ元逸

越堂( ) → ( ･寺町/越智､俳人) Ｅ３７４３えつどう ひゃくあん百庵

越南( ･大村) → ( ･大村 ､漢学者) Ｈ２１４２えつなん しゅうさい おおむら周斎

鉞之進( ･保母) → ( ･保母 /井上､藩士/国学)Ｖ１５６１えつのしん かげあき ほぼ景光

E1312 ( ) 俳人;1776樗良｢月の夜｣5句入、越蕪 えつぶ ? ｰ ?

[秋風の凄きを艸 のそよぎ哉](月の夜;61/凄きは物さびしさの意)くさ

悦之進( ･西郷) → ( ･西郷 ､藩士/歌人) Ｃ３０７８えつのしん てるたか さいごう暉隆

閲甫( ･名古[護]屋)→ ( ･名古屋/名護屋､医者) Ｈ１８６８えつほ げんい玄医

悦峰( :道号) → ( ;法諱･悦峰､渡来黄檗僧)Ｆ３１４６えっぽう どうしょう道章

越方( ･峯) → ( ･峯 ､国学者) Ｑ１９９９えつほう こしかた みね越方

越木斎( ･今田)→ ( ･今田 /岡､文人) Ｎ４０８０えつぼくさい まさのり いまだ政徳

悦麿( ) → ( ･小松､噺本作者/狂詩) Ｅ３７９４えつまろ ひゃっき百亀

曰理( ･高橋) → ( ･高橋､国学者) Ｏ３１８０えつり とみえ富兄

恵定( → ) → (恵成 ､真宗大谷派僧) Ｄ１３９９えてい えじょう えじょう恵定

恵迪斎( ) → ( ･恵迪斎､俳人) Ｂ３１８６えてきさい とうかい東海

恵迪斎( ) → ( ･河田/川田､儒者/幕臣) Ｂ３０９３えてきさい てきさい迪斎

恵迪斎( ;法号) → ( ･長 ､藩士) Ｅ２９３９えてきさい つらおき ちょう連起

慧徹( ;法諱･無極)→ ( ;道号･慧徹､曹洞僧) ４２４２えてつ むきょく無極

慧典( ･向山) → ( ･向山 ､幕臣/歌人) Ｂ２４６２えてん せいさい むこうやま誠斎

U1330 ( ;法諱･頼音房) 江前期;真義真言宗智積院の僧;玄宥(1605没)門､恵伝 えでん ?ｰ ?

智積院能化問題で祐宜と争い1606(慶長11)頃敗北し山科妙智院に退去、

☆1670刊下河辺長流[林葉累塵集]15首入の[僧恵伝]と同一?

[多くの国々修行しありきてよめる、

いづくにもうきめばかりぞ見えわたる世はみなうみと成りやしぬらん]、

(林葉累塵;雑1229）

1379 ( ;法諱･宗綱 ;道号) 南北室町期の臨済僧:愚中周及門､慧統 えとう しゅうこう ?ｰ1439

｢宗綱和尚偈頌｣著

E1313 ( ;法諱･玉絃 ;字､号;種月堂) 越前真宗本願寺派演仙寺の生、恵鐺 えとう ぎょくげん 1694ｰ175158

越前足羽郡の平乗寺の住職､宗学;金津卞関 門､京で安居の講師、べんかん

諡号;顕明院;能化職以外で学功により院号を贈られた最初､｢阿弥陀経弊箒録｣著、

｢百詠詩集｣｢雪窓初筆｣｢東南堂詩歌｣/1734｢御文雪窓随筆｣外著多､｢顕明院師遺墨和歌｣

恵東( → ･谷) → ( ･谷､歌舞伎作者) Ｇ１８４４えとう けいとう けいとう恵東

慧等( ;字) → ( ;法諱･慧等､真言僧) Ｆ３９３７えとう ほんじゃく本寂

慧桃( ;法諱) → ( ;道号･慧桃､臨済僧) ５１２４えとう れいげん霊源

恵堂( → ･白土)→ ( ･白土 / ､藩士/儒者)Ｇ１８４７えどう けいどう けいどう しらと しらつち恵堂

慧灯院( ;号) → ( ;法諱､本願寺派僧/天台学)Ｈ４９３９えとういん りょうげん令玄

慧灯大師( ) → ( ;法諱･蓮如､本願寺中興)１８１６えとうだいし けんじゅ兼寿

慧篤( ;法諱) → ( ;号･慧篤;法諱､浄土僧) Ｍ２４１０えとく ぜんくう善空

吉年( ) → ( ･舎人) Ｂ１６６４えとし きね吉年

江戸住( ) → ( ､狂歌師) Ｆ３６４７えどずみ はなのえどずみ花江戸住

江戸阿闍梨( )→ ( ;法諱･守要院､日蓮僧) Ｅ３３５６えどのあじゃり にっしん日眞

C1313 ( ) 狂歌･南畝の同僚､1785後万載集1首･才蔵集3首;荏土方澄 えどのかたすみ ? ｰ 1786

[おしつめし年の鞦 はづれてや春の野がみに駆け出す駒](才蔵集)、しりがひ

(鞦は年の尻と馬体をしめる馬具を掛る)

江戸孫四郎( )→ ( ･江戸 ､説教節太夫)４０７５えどまごしろう まごしろう えど孫四郎



江戸升( ､料理店)→ ( ､商家/狂歌) Ｌ１９９３えどます こがねますなり黄金升成

E1314 ( ;法諱､俗姓吉沢) 摂津島下郡五箇庄忍頂寺村の浄土僧;恵頓 えとん 1725ｰ178561歳

郷里の西福寺鏡誉門;出家､儒学;江戸の大内熊耳門､芝増上寺に修学/泉谷寺住職､

1778｢貞極大徳伝｣83｢泉谷瓦礫集｣1802｢祐天大僧正伝｣11｢真宗正名｣､｢忍海上人伝｣著､

[恵頓の号] 極誉 /願阿/証蓮社ごくよ

慧敦( ;字) → ( ;法諱･慧敦;字､天台僧) Ｉ４９６４えとん りょうそ亮素

1380 (要南甫 ･加藤 /本姓;橘､尚之男) 伊勢松阪の国学･歌:賀茂真淵門､枝直 えなお かとう 1692ｰ1785長寿94

江戸町奉行大岡忠相配下与力､村田春道(春海父)と同郷で共に鴛氷 長教門､千蔭の父､おしこ

観世流謡曲明和改正版の校訂､自撰家集｢東歌｣､｢歌の姿古へ今を論( )らふ詞｣､あげつ

｢橘枝直集｣｢歌のをしへ｣｢子に与ふる文｣｢枝直自筆歌評｣｢万葉目録略｣｢南山雑記｣外多数､

本居大平｢八十浦の玉｣入､

[二並の筑波の山に霞棚びく今よりは鳥羽の淡海も氷とくらし]、

(八十浦;上2/旋頭歌/1758[宝暦8]真淵家宴)、

[月影は真砂の霜のふかき夜に夏をことわる山ほととぎす]、

(松平春嶽[古今百人一首]入;84)、

[枝直(;名)の別名/通称/号]別名;為直､ 通称;又左衛門/又兵衛、

号;南山･常世庵･芳宜園 ､法号;柔性院はぎぞの

荏野翁( )→ ( ･田中 ､商家/国学者)１４０６えなのおきな おおひで たなか大秀

B1365 ( ) 室町期能作者､世阿｢柏崎｣･｢鵜飼｣などの原作者榎並の左衛門五郎 えなみのさえもんごろう ?ｰ?

榎並中将( )→ ( ･滋野井/藤原､廷臣/歌) Ｅ１６３６えなみのちゅうじょう きんとき公時

恵南( ;字) → ( ;法諱･恵南､香道家) Ｇ３３２０えなん にんがい忍鎧

淮南堂( ) → (漢江 ･朱楽､狂歌) １５４７えなんどう かんこう菅江

T1385 ( ･小原 ) 江後期;歌人、えに女 えにじょ おはら ? ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[行末はしら玉つばきしらねどもけふは八千代と契りぬるかな]、

(大江戸倭歌;恋/寄椿恋)、

小原燕子( )と同一?やすらけいこ

→ ( ･小原 ､国学/歌人) Ｆ４５０８燕子 やすらけいこ おはら

1381 ( ･ ･ ) 万葉歌人､万葉九1715､柿本の誤説;人麿か?、槐本 えにすのもと えのもと つきのもと ?ｰ ?

[楽浪 の比良山風の海吹けば釣りする海人の袖かへる見ゆ](万葉;1715)ささなみ

恵日( ;字) → ( ;法諱･恵日､真言僧/歌)Ｇ２１３８えにち じゃくみょう寂明

慧日( :法諱･東明)→ ( / :道号･慧日､曹洞僧)Ｈ３１３１えにち とうみん とうみょう東明

慧日( ;字) → ( ;法諱･慧日､修験道/歌) Ｃ１６７７えにち ぎょうち行智

慧日院( ;諡号) → ( ;法諱､真宗高田派僧/親鸞伝記)Ｈ４９１５えにちいん りょうくう良空

慧日閣( ;号) → ( ;字･覚了､真宗僧) Ｈ１８０６えにちかく げっしゅ月珠

慧日山人( ) → ( ･岡島､儒者) Ｄ１０１１えにちさんじん あんさい安斎

恵日坊( ;号) → ( ;法諱､天台園城寺学僧)Ｉ２２４１えにちぼう しょうけん清顕

1382 ( ;法諱､亮辨;字､俗姓;小島) 大阪の真言僧:1678天満宝珠院で出家、慧任 えにん 1665ｰ174278

1680(延宝8)豊山長谷寺に修業､1702伝法大阿闍梨/12(正徳2)醍醐山入;

寛順より両部秘法を受/1715武州中野の宝仙寺住職/17護国寺快意門;伝法院流を受､

1734(享保19)長谷寺22世/36僧正､1740(元文5)大和与喜寺に退隠、

1736｢伝法院流伝授目録｣｢伝法院流御伝授私記｣著

E1315 ( ;法諱､皆乗院) 羽前米沢の真宗大谷派僧､米沢の長命寺10世、恵忍 えにん 1693ｰ178391歳

1752退隠､和漢学に通ず;国学/歌に長ず､上杉治憲の夜話に度々招聘される､

｢二河白道長歌｣｢高僧和讃臨講記｣｢浄土和讃四十八首臨講記｣｢御文臨講記｣著

E1318 ( ;法諱､号;通如) 江戸中期越前の真宗高田派僧､坂井郡松樹院住職､恵忍 えにん ?ｰ ?

1754(宝暦4)｢阿弥陀経明煥記｣著

E1316 ( ;法諱､号;観城) 江中期宝暦明和1751-72頃河内下嶋村の真宗僧､恵忍 えにん ?ｰ ?

蓮如の研究､1759(宝暦9)｢御文来意鈔｣､｢真宗懐古鈔｣著

E1317 ( ;法諱) 江中後期天明寛政1781-1801頃大阪真宗大谷派僧､恵忍 えにん ? ｰ ?



大坂本町の浄久寺住職､1782(天明2)｢真宗聖教字箋｣､｢顕教行証文類聖教字箋｣著

恵仁( ;字/初め天台僧)→ ( :法諱､浄土宗西山派僧)Ｖ２１００えにん じつどう実導

慧仁( ;法諱) → ( ;号･慧篤;法諱､浄土僧) Ｍ２４１０えにん ぜんくう善空

E1319 ( ;法諱･義融 ;別法諱､号;海東/華蔵庵､諡号香厳院) 堺真宗大谷派僧､慧然 えねん ぎゆう 1693ｰ176472

;恵空門､華厳/天台に精通､1728本山講師;高倉学寮開校尽力､｢安楽集講録｣｢改悔鈔｣､

｢敬身録｣｢無量寿経俗談｣｢小童義譚｣｢阿弥陀経機教編｣｢念仏往生本願義｣外著多数

慧然( ;道号･義性)→ ( ;法諱･慧然､曹洞僧) Ｋ１６９３えねん ぎしょう義性

1383 ( ､榎本王､志貴皇子男) 光仁天皇の弟?､万葉三期歌人;六1015榎井王 えのいのおおきみ ?ｰ762

[玉敷きて待たましよりはたけそかに来たるこよひし楽しく思ほゆ](1015門部王に追和)

役小角( ) → ( ､修験道) Ｂ１３３２えのおづぬ えんのぎょうじゃ役行者

榎雨露住( ) → ( ･榎､狂歌作者) Ｂ１２５４えのきのうろずみ うろずみ雨露住

榎僧正( :徒然草)→ ( ､天台僧/歌人) Ｇ４９８５えのきのそうじょう りょうかく良覚

役君小角( ) → ( ) Ｂ１３３２えのきみおづぬ えんのぎょうじゃ役行者

C1325 ( / ､清式部､平繁兼女) 平安後期歌人/母;一条院女御義子乳母子､絵式部 えのしきぶ えしきぶ ?ｰ?

白河天皇中宮賢子[1057-84]女房､源資綱と交流､後拾遺524

[ながむらん明石の浦のけしきにて都の月はそらにしらなん](後拾九;羈旅524)

(資綱の明石の歌｢おぼつかな都の空やいかならむこよひあかしの月をみるにも｣の返し)

槐本( ) → ( ､万葉歌人) １３８１えのもと えにすのもと槐本

榎本王( ) → ( ､万葉歌人) １３８３えのもとのおおきみ えのいのおおきみ榎井王

B1366 ( ) 江戸地本問屋;1790触書諸書連印19名の1榎本屋吉兵衛 えのもとやきちべえ ?ｰ ?

E1320 ( ;法諱･心画院;号) 能登国宿村の真宗大谷派西照寺の住職、恵白 えはく ?ｰ1843

1830高倉学寮の寮司/38(天保9)擬講､1797｢一枚起請文聞書｣1813｢法華経科註随白記｣著、

｢浄土論廻向文聆箋｣｢講演法華儀記｣｢自問自答御文恵白録｣｢菩提心論枢関｣著

E1321 ( ;法諱･号;雲山/芬扇､諡号;慈雲) 越前今立の真宗本願寺派学僧；恵舶 えはく 1727ｰ7953

京の宏山寺僧樸門;高弟､越前丹生郡の善行寺住;仏典の研究､歌/俳諧を嗜む､

｢浄土和讃記聞｣｢信行辨｣著

B1367 ( / ;法諱､心車;号) 常陸の真言僧;智積院元壽門､智山に登り修業、恵範 えはん けいはん 1608ｰ4942歳

のち京の六波羅密寺7世､｢諸師製作目録｣著:釈教録所収､1635｢探心記｣著､

｢真言宗先徳著述目録｣編､｢阿字四重秘釈｣｢護宗要関｣｢五塵仏事｣｢事教秘訣二十条｣著

恵範( ･心車､六地蔵寺3世)→ ( ;法諱､心車､真言僧) Ｇ１８５６えはん けいはん恵範

恵範( ;法諱) → ( ;号･恵範､真宗僧/詩人) Ｂ２７１０えはん へんうん片雲

慧範( ･日旋) → ( ･慧範､曹洞僧) Ｅ３３７７えはん にっせん日旋

U1306 ( ･加賀 ､旧姓;加藤) 因幡鳥取藩士､尊攘派､1863本囶寺事件に参加、兄彦 えひこ かが 1841ｰ8141

のち長田神社祠官、

[兄彦(;名)の別名/通称/号]別名;忠益、通称;助之進、号;金蘭舎/木心

夷( ･松下) → ( ･松下､儒者) Ｃ２８５１えびす ちくいん筑陰

夷園(蛭子園 ) → ( ･谷井 ､窯元/国学) Ｎ３２７９えびすえん なおかた たにい直方

蛭麿(蛭丸 ･中島)→ ( ･中島/越智､藩士/国学者)３７２１えびすまろ ひろたり広足

海老蔵( ･市川) → (初世 ･市川､歌舞伎役/作者)２６８８えびぞう だんじゅうろう団十郎

海老蔵(2世 ･市川)→ (2世 ･市川､歌舞伎役者)２６８９えびぞう だんじゅうろう団十郎

海老蔵(5世 ･市川)→ (7世 ･市川､歌舞伎役者/合巻)２６９１えびぞう だんじゅうろう団十郎

海老蔵(6世 ･市川)→ (8世 ･市川､歌舞伎役者)Ｉ２６３３えびぞう だんじゅうろう団十郎

蝦尺( ･前田) → ( ･前田､俳人) Ｊ４９２２えびたけ りょうのう良能

B1302 ( / ･上毛 朝臣､大川男) 廷臣/漢学者;遣唐使の遣唐録事､大外記､穎人 えひと かいひと かみつけの 766ｰ82156

810薬子乱に功､820民部大輔/東宮学士､815｢新撰姓氏録｣共編(万多親王/藤原緒嗣らと)

詩;凌雲/文華秀麗/経国集入

E1322 ( ･ ･多治比) 平安前期詩人/822文章生､経国集入穎長 えひと かびなが ?ｰ ?

海老名南阿彌( )→ ( ､連歌/曲舞作曲) Ｉ３２４８えびなのなあみ なんあ南阿

海老船守( ､後万載入)→ ( ･辺越 ､佐野屋七兵衛/狂歌)Ｃ１５３１えびのふねもり かたうど へごしの方人

海老屋( ) → ( ･阪倉､国学/歌号) ３５７４えびや のぶあき信明



F1363 (箙;組連) 江戸木挽町一丁目(京橋･銀座)の雑俳の組連､えびら ? ｰ ?

取次;1770｢麟舎評万句合｣/1771｢川柳評万句合｣入、

取次例;[しゞみ売り黄色なつらへ高う売り](1770麟舎万句/前句;あらそひにけり々々)、

(黄色なつらは黄疸患者)

E1323 ( ;法諱･号;海学堂/珠玉山人､諡号;離有無院) 伊勢富田の真宗高田派僧；恵辨 えべん ?ｰ1768

富田の竜和泉寺住職､真宗学;京の本誓寺の恵雲門､講師､1746｢大名目集註｣著､

｢安心領解文忘己抄｣｢高僧和讃綱要｣｢浄土和讃綱要｣｢真宗解蒙鈔｣｢実偽身義｣外著多数

1384 ( :法諱･ 之 :道号) 丹波or丹後臨済;1419東福寺岐陽門/32入明､慧鳳 えほう こうし ?ｰ1464? 1469存?

帰国後周防大内氏の庇護､詩文､1455｢竹居清事｣65｢竹居西游集｣､｢ 之鳳禅師文集｣

ちくきょ ぼくたつ こいん[ 之慧鳳の号] 竹居 /幻庵/木 道人/借庵/紅蕉/古

E1324 ( :法諱･禅洞;字､号;如幻道人) 真言律僧;江戸湯島霊雲寺2世慧光門､慧鳳 えほう 1688ｰ176881

高崎大染寺3世､戒律を重視､1730｢胎蔵界念誦次第随聞録｣､｢金剛界念誦法随聞録｣著

恵方( ) → ( ､俳人) Ｃ１８０６えほう けいほう恵方

恵方( ･湯本) → ( ･湯本 ､医者/儒) Ｋ２１７２えほう しゅんさい ゆもと俊斎

恵方庵( ) → ( ･富田､農家/代官/俳人) ４２５６えほうあん むさん無三

恵方窟( ) → ( ･壽 ､俳人) Ｈ２１３９えほうくつ しゅうこく ことぶき秀国

恵鳳軒( ) → ( ･森/小野川､俳人/地唄)Ｄ４９４０えほうけん りゅうぎん立吟

慧牧( ;法諱･酔翁)→ ( ;道号･元 ､臨済僧) Ｅ２３１８えぼく すいおう遂翁 盧

恵本( ;号) → ( ;法諱/臨済僧) Ｍ４９４７えほん りょうせん霊泉

1385 ( ;法諱･竺源;道号､師成 / 親王､後村上天皇皇子) 臨済僧､慧梵 えぼん もろなり もろしげ 1361ｰ? 1431存

1399応永乱時大内義弘により擁立/1423伊勢南陽寺住;出家､晩年は大内教弘の許に寓居､

1431｢類字源語鈔奥書｣､歌;家百首主催/1375南朝五百番歌合参加(;弁内侍名)､

新葉集5首;147/340/793/870/935、

[木のもとに散りしく花を吹きたてて二たび匂ふ春の山風]、

(新葉集;春147;兵部卿師成親王名)、

らんうんし[竺源慧梵の号] 雲子

江馬太郎(江間- )→ ( ･北条 /平､執権/歌)４５２６えまたろう やすとき ほうじょう泰時

絵馬屋額輔( )→ ( ･初世絵馬屋､絵師/狂歌) Ｅ１５７４えまやがくすけ がくすけ額輔

絵馬屋額祐( )→ ( ･2世絵馬屋､狂歌) Ｅ１５７５えまやがくすけ がくすけ額祐

E1325 ( ;法諱) 江後期文政1818-30頃安藝厳島光明院住の浄土僧;学信門､慧満 えまん ? ｰ ?

1821(文政4)｢学信和尚行状記｣著

恵美( / ;法諱) → ( ;号･恵美;法諱､真宗大谷派僧)Ｅ２４５７えみ けいび せってい雪鼎

兄瓶( ･加納) → ( ･加納/夏目､国学者/歌) ４４３５えみか もろひら諸平

E1326 ( ) 太平記読;1466季瓊真蘂 ｢蔭涼軒日録｣入江見河原入道 えみがわらにゅうどう きけいしんずい?ｰ ?

U1324 ( ･山中 ､号;松月､旧姓;島崎) 近江蒲生郡の歌人;浜崎景斎門恵美子 えみし やまなか 1795ｰ187985

C1314 ( ･蘇我､馬子男) 飛鳥時代;推古舒明皇極三代の大臣､入鹿の父､蝦夷 えみし ?ｰ 645自殺

入鹿が誅され家を焼き自刃

E1327 ( ･山田 /本姓;藤原､別名;孝房) 京の豪家;柳馬場押小路北住の歌人、嘉 えみち やまだ 1809ｰ5244

国学者/歌人;城戸千楯門､画;松村景文門､｢樛之落葉｣著、

[嘉(;名)の通称/号]通称;長左衛門、号;宗閑/篦前 /蘭雅/都賀廼舎/樛舎( )へいぜん とがのや

法号;善誉徳明宗閑居士、娘(長女の未瑳子)の婿が水原史郎 (国学者)ふみお

慧密(慧蜜 ;法諱) → ( ;道号･慧密 ､曹洞僧) Ｇ２５１２えみつ ぞううん えみつ蔵雲

E1328 ( ;法諱･了庵;道号､俗姓藤原) 相模曹洞僧;不聞/通幻寂霊門､最乗寺開､慧明 えみょう 1337ｰ141175

能登総持寺/下総総寧寺など住持､｢代語録｣｢峨山和尚行実｣著､｢了菴慧明禅師語録｣著

E1329 ( ;法諱､慈忍;字､秦 宗伯男) 河内秦村真言律僧;真空律師門､慧猛 えみょう はた 1614ｰ7562

経疏;如周門､1657西大寺高喜より伝法灌頂受､1669野中寺中興､

｢六物図略｣｢三聚戒釈｣｢教誡律儀鈔｣著

E1330 ( ;法諱) 天台僧;恵忠門､日光照尊院10世､1776大僧都､慧明 えみょう 1732 ｰ 179564歳

1777輪王寺御留守居24世/85久能山御宮別当/88江戸山王観理院住､

1781｢御留守居歴代記｣著



恵明( ;法諱) → ( ;号･恵明/真宗僧/詩) Ｔ２１２４えみょう しげん獅絃

恵明( ;法諱) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｏ２２６８えみょう じんしき神識

慧苗( ;法諱) → ( ;道号･慧苗､曹洞僧) Ｄ３０５４えみょう てんさん天産

慧明( ;字) → ( ;法諱･波羅密､日蓮僧) Ｆ３３４０えみょう にっとう日灯

恵命院( ) → ( ;法諱､真言僧/故実) Ｆ２４８３えみょういん せんしゅ宣守

恵明院( ) → ( ;法諱･恵明院､真宗僧) Ｇ３３０２えみょういん にょせい如晴

慧明国師( ) → ( :道号･性:法諱､黄檗僧)４４６４えみょうこくし もくあん木庵

慧猛( → ) → ( ;法諱､真言律僧) Ｅ１３２９えもう えみょう えみょう慧猛

F1354 ( ･山田 ) 肥前島原の農民:1637島原一揆に参加/38捕縛、右衛門作 えもさく やまだ ?ｰ ?

乱中に妻子殺害される､島原の乱を供述｢山田右衛門作口書写｣､

のち幕府に従い江戸でキリシタン摘発の手伝

右衛門七( ･加藤)→ ( ･加藤､国学者/歌) Ｂ１１０９えもしち いそたり磯足

右衛門七( ･山路)→ ( ･山路 ･岡本屋､国学) Ｕ２１０４えもしち しげとし やまぢ重敏

右衛門七( ･清水)→ ( ･清水 ､藩士/国学/歌)Ｄ１０８７えもしち あきまさ しみず秋全

衛門七( ･木梨) → ( ･木梨 ､藩士/絵師) Ｄ２９９３えもしち つねみつ きなし恒充

衛門七( ･大石) → ( ･大石 ､絵師) Ｊ４０９５えもしち まとら おおいし眞虎

衛門七( ･近藤) → ( ･近藤 ､藩士/歌人) Ｉ３５４９えもしち のぶひら こんどう順衡

右衛門八( ･正木)→ ( ･正木 ､藩士/儒者) Ｂ３６２４えもはち ばいこく まさき梅谷

衛守( ･池上) → ( ･池上 ､俳人) Ｋ１６１３えもり きくしょ いけがみ菊所

衛守( ･後藤) → ( ･後藤 ､別名;､国学者)Ｅ３７２７えもり ひなおみ ごとう夷臣

衛守( ･山尾) → ( ･山尾 /平､絵図師/歌)Ｉ１０６３えもり あきまさ やまお章政

衛守( ･山尾) → ( ･山尾､章政養子/絵図師/詩歌)Ｊ２０７１えもり さだまさ定政

衛守( ･渡辺) → ( ･渡辺､藩国老/歌) Ｂ３２２６えもり なおし直

衛守( ･木村) → ( ･木村 ､藩士/国学) Ｏ２１１８えもり しげのぶ きむら茂信

衛盛(衛守 ･小川）→ ( ･小川 ､国学/歌人) Ｉ４１２４えもり みちのり おがわ道則

E1331 ( ) 大阪の俳人;1691賀子｢蓮実｣入;衛門 えもん ? ｰ ?

[霧晴れてもとの長さの薄 哉]すすき

B1368 ( ) 播磨の唱導家:東保流の開祖恵門 えもん 1791 ｰ 186272歳

E1332 ( ･中館 ) 江後期陸中八戸氏の家士､衛門 えもん なかだて 1819ｰ ?

寺子屋を開設;教科書を作成/子弟教育､｢梅香家筆誉｣著

衣紋( ) → ( ) Ｃ１０２１えもん あかしみのえもん垢染衣紋

慧門( ;道号) → ( ;法諱･慧門､曹洞僧) Ｍ２４９５えもん ぜんち禅智

衛門( ･武田/龍) → ( ･龍 / ､儒者/詩歌) Ｅ１６８７えもん きんえ たつ りゅう公美

衛門( ･竜) → ( ･ ･竜 ､藩儒/歌人) Ｆ２９９９えもん つぐあき せいか たつ世華

衛門( ･富川) → ( ･富川/大橋､大庄屋/詩文)Ｊ２６４３えもん たいかい大塊

衛門( ･田内) → (董文 ･田内 ､教育者) Ｑ２６７６えもん ただふみ たうち董史

衛門( ･中西/荒木田)→ ( ･中西/荒木田/幸福､神職/本草)２９６８えもん つぐおき嗣興

衛門( ･長沢) → ( ･長沢､藩士/故実/国学/歌) Ｐ３１２３えもん ともお伴雄

衛門(右衛門 ･谷/北条;変名)→ ( ･村山/樺山､藩士/歌)Ｊ４０８４えもん まつね松根

衛門(右衛門 ･上野)→ ( ･上野 /荒木田､国学者)Ｒ２１３３えもん しげたけ うえの重武

衛門( ･久山) → 好雄( ･久山 ､医者/歌人) Ｌ４７０６えもん よしお ひさやま

衛門( ･小笠原) → ( ･小笠原 /奥瀬､藩士/国学)Ｔ１６６５えもん きそう おがさわら競

衛門( ･･片桐) → ( ･片桐 ､藩士/国学者)Ｏ２０２９えもん さだあき かたぎり貞彬

右衛門( → ) → ( ･鹿島 /中臣/富田､神職)Ｆ３５９１えもん うえもん のりみね かしま則峰

右衛門( → ) → ( ･鹿島 ､則峰男神職/国学)Ｇ３５３１えもん うえもん のりよし かしま則瓊

右衛門( → ･黒川)→ ( ･黒川 ､藩士/日記)Ｅ４７２３えもん うえもん よしただ くろかわ義忠

右衛門( / ･吉川)→ ( ･吉川 ､伊豆諸島探査)Ｄ３７８７えもん うえもん ひでみち よしかわ秀道

右衛門( / ･富田)→ ( ･富田 /源､藩士/歌人)Ｂ４５３４えもん うえもん やすくに とみた泰州

右衛門太郎( ･長宗我部)→ ( ･長宗[曾]我部 ､武将/城主)Ｆ４４７１えもんたろう もりちか ちょうそかべ盛親

右衛門督( ･永福門院女房)→ ( ､歌人)１２０４えもんのかみ うえもんのかみ右衛門督



右衛門督(惟康親王家)→ ( ､歌人) １２０５右衛門督 うえもんのかみ

右衛門督(中務卿宗尊親王家)→ ( ､歌人) １２０６右衛門督 うえもんのかみ

右衛門督(安嘉門院)→ ( ､日記/歌人) １０２７阿仏尼 あぶつに

右衛門督(宣光門院)→ ( ､楊梅盛親女)Ｄ２２５５新右衛門督 しんえもんのかみ

右衛門督( ･井伊)→ ( ･井伊 直興/藩主/大老/歌)Ｌ３２０１えもんのかみ なおもり いい直該

E1333 ( ) 平安期歌人;966(康保3)内裏前栽合参加､衛門蔵人 えもんのくらひと ? ｰ ?

[月影のうすきこきをも照らす夜はいかでか花の色にわかまし](内裏前栽;35)、

右衛門(頼忠家女房)と同一? → ( ､頼忠家女房歌人)１２０３右衛門 うえもん

右衛門佐(衛門佐 ･二条大宮)→ ( ･近衛太皇太后宮多子家)Ｆ１２００えもんのすけ うえもんのすけ右衛門佐

右衛門佐(衛門佐 ･高松院女房)→ ( ･高松院､歌人)１２０７えもんのすけ うえもんのすけ右衛門佐

右衛門佐(衛門佐 ･皇后宮 )→ ( ･皇后宮)１２０８えもんのすけ こうごうぐう うえもんのすけ右衛門佐

右衛門佐(衛門佐 ･安嘉門院･四条)→ ( ) １０２７えもんのすけ あぶつに阿仏尼

右衛門佐( ･萩原)→ ( ･萩原 /卜部､神道家)Ｖ１５３９えもんのすけ かずより はぎわら員従

右衛門佑( ･黒田)→ ( ･黒田/松平､藩主/連歌)Ｂ２９２９えもんのすけ つなまさ綱政

右衛門大志( ･青木)→ ( ･青木 /宗岡､歌人)Ｇ４６４５えもんのたいし ゆきもり あおき行敬

右衛門大尉( ･町口)→ ( ･町口 /坂上/別所､廷臣/明法博士)Ｒ１９３１えもんのだいじょう これやす まちぐち是保

右衛門大夫( ･堀家)→ ( ･堀家 /吉見､神職/国学)Ｖ１６１８えもんのだいぶ きよただ ほりけ清忠

右衛門司( ･千村)→ ( ･千村 ､本陣/歌人)Ｑ２１７５えもんのつかさ しげかた ちむら重

右衛門司( ･千村)→ ( ･千村 ､歌人) Ｑ４０９０えもんのつかさ まさなり ちむら政成

衛門御息所( ･藤原定方女)→ ( ) ３５３４えもんのみやすどころ のうし能子

E1334 ( ;法諱･了諦 ;字､愚然男) 真宗本願寺派僧､大坂天満三光寺住職､慧友 えゆう りょうたい ?ｰ1724

｢正信偈集解｣著

恵雄( → ) → ( ;法諱･安国院､日蓮僧) Ｂ３３８０えゆう えおう にちこう日講

恵雄( → ) → ( ;法諱･安国院､日蓮僧) Ｅ３３０２えゆう えおう にっしゅう日習

稲置(稲木 ･堀川) → (稲木 ･堀川､医者/国学) Ｉ１１０５えゆき いなき稲置

楽麿( ･秋山) → ( ･秋山 ､官人/国学) Ｊ１１８１嘑 えらまろ いろき あきやま色樹

T1396 ( ;法諱､号;素風) 加賀能美郡の真宗東派妙永寺の僧恵竜 えりゅう 1794ｰ184855

恵竜( ) → ( ･小松､僧/和算/天文) Ｓ３１１９えりゅう どんさい鈍斎

会隆( ;字) → ( ;法諱･歓寿院､日蓮僧) Ｃ３３８０えりゅう にちだい日台

恵隆( ;字) → ( ;法諱･恵隆､真言僧) Ｇ３３２８えりゅう にんきょう仁慶

慧竜( ;字) → ( ;法諱･慧竜､真言僧) Ｈ２２０２えりゅう しょううん祥雲

E1335 (慧亮 ;法諱) 信濃水内郡の天台僧;幼少時比叡山に修業、恵亮 えりょう 802/812?ｰ86048-58

829義眞門;菩薩大戒を受､顕密;円澄(寂光)/円仁(慈覚)門､のち叡山西塔院に住、

854(斉衡元)円仁の奏上で三部大法阿闍梨/859賀茂･春日神供奉の年分度者2人を奏請;許、

のち西塔宝幢院検校､文徳の2皇子惟喬･惟仁の東宮争いに惟仁親王のため大威徳護摩法、

860(貞観2)洛東妙法院に没､｢授菩薩戒儀｣著､袋草紙に[山なる僧]との関係の解説入、

号;大薬大師/通称;宝幢院和尚

慧亮( ;法諱･達空;字)→ ( ;号､真宗高田派僧/歌)Ｂ４７６４えりょう ようれん涌蓮

慧亮( ;道号) → ( ;法諱･慧亮､曹洞僧) Ｆ３９２２えりょう ぼうこう忘光

恵梁( ･斯経;道号)→ ( ･恵梁､臨済僧) Ｑ２１２１えりょう しきょう斯経

恵亮( ;字) → ( ;法諱･勇猛院､日蓮僧) Ｂ３３５１えりょう にちげい日麑

恵了( ;字) → ( ;法諱･瑞光院､日蓮僧) Ｂ３３４１えりょう にちぎょう日行

E1336 ( ;法諱･初諱;恵空､字;懐玉/抱玉/子玉) 伊勢河内真宗大谷派願了寺僧､恵琳 えりん 1715ｰ8975

伊勢西弘寺住職､真宗義･華厳天台;恵然門/本山学寮尽力;1765講師職4世､

1774宗門代表として浄土宗と論争､1767｢学蔀必要目録｣､｢清沢物語｣｢真宗帯佩記｣著､

｢阿弥陀経解｣｢安楽集聞書｣｢愚禿鈔綱略｣｢釈門教義｣｢末燈鈔講義｣｢理綱随筆｣外著多数､

[恵琳の号] 亀陵/仏乗坊､ 諡号;理綱院

E1337 ( ;法諱､慧倫玄亮?) 江後期曹洞僧:万仞 道担門､慧輪 えりん ばんじん?ｰ ? 1813存

1772｢三休老人生死辯｣編､1813｢正法眼蔵御抄来由｣著



慧林( ;道号) → ( ;法諱･慧林､黄檗僧) Ｈ２２９３えりん しょうき性機

慧琳(慧霖 ;初法諱)→ ( ;法諱､真宗本願寺派僧) Ｃ３９７３えりん ほうりん法霖

慧琳( ;字) → ( ;法諱､真宗本願寺派僧) Ｐ２１７７えりん じかい慈海

慧麟( ;字) → ( ;法諱､真宗本願寺派学僧)Ｇ２５４１えりん そうおん僧温

恵林院( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｃ３３８５えりんいん にちだつ日達

恵林院( ) → ( ･足利/源､室町幕府将軍)Ｅ４７３４えりんいん よしたね義稙

慧輪永明禅師( ;諡号)→ ( ･智堂､曹洞僧)Ｊ１９７５えりんえいめいぜんじ こうしょう光紹

恵林上人( ) → ( ;法諱､華厳僧) Ｏ１６４９えりんしょうにん きょうべん経弁

E1338 ( ･野中 ､野中兼山の4女) 土佐高知の生､1663(4歳)父と死別、婉 えん のなか 1660ｰ172566歳

1664(5歳)野中家は改易;幡多郡宿毛に幽閉､幽閉中に儒/詩歌:谷重遠[秦山]門､

医書を読み医術を修学､1703(44歳)野中家の男系断絶;赦免されて土佐郡朝倉村に住;

医業/藩より8人扶持支給､終生独身､1721｢蘆の下根｣､｢おぼろ夜の月｣｢野中家系譜｣著､

[婉の号] 安履亭/賁趾亭 /柳陰ひしてい

U1310 ( ･山川 ､西郷近登之 女) 陸奥会津の生/会津藩士山川重固の妻、艶 えん やまかわ ちかとし 1817ｰ8973

12人の子を出産;うち7人(2男5女)成長､1859(安政6)夫没;剃髪､育児教育熱心、

1868新政府軍の若松城下時に子らと籠城戦参加、

戦後;会津藩の移封先の陸奥斗南に移住;1871息子浩 (大蔵 )らと上京、ひろし おおくら

[艶(;名)の別名/号]別名;清 、歌号;唐衣、法号;勝聖院きよ

えん(江牟 ･柏原/三井)→ ( ･柏原 /三井､正寿尼/歌人)Ｕ３１７３えん としこ かしわばら齢子

円( ･泉) → ( ･泉 ､商家/国学/歌) Ｊ４０９１えん まどし いずみ円

円( / ･小林) → ( ･小林､兵法家/水軍研究)Ｊ２６８０えん まどか たいけつ退結

円( ･清水) → ( ･清水 ､名;円) Ｄ１２１５えん うちょう しみず羽長

円( ･高垣) → ( ･高垣 ､国学/歌人) Ｏ１９８２えん これまさ たかがき是正

円( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､和算家) Ｌ４０３３えん まさとき すずき政辰

円( ･渡辺) → ( ･渡辺 ､国学者) Ｔ４０８６えん まどか わたなべ円

円( ･泉) → ( ･泉/和泉 ､歌人) Ｊ４０９１えん まどか いずみ円

円( ･蒲坂) → ( ･蒲坂 ､漢学者) Ｃ２４４９えん せいそう ほさか青荘

円( ･大石) → ( ･大石 ､国学/勤王) Ｏ４０２５えん まどか おおいし円

淵( ･加藤) → ( ･加藤､書肆/儒) Ｈ１９６９えん こうえん香園

淵( ･西岡) → ( ･西岡､儒者) Ｄ３０８９えん てんしん天津

淵( ･執行/伊東) → ( ･伊東､蘭医） Ｍ１８３９えん げんぼく玄朴

淵( ･中江/村上) → ( ･村上/中江､医者/蘭方)Ｆ４９７５えん りゅうみん竜眠

淵( ･青木) → ( ･青木 ､儒者/詩文) Ｅ４１３８えん みつのぶ あおき充延

淵( ･池永) → ( ･池永 ､漢学/詩) ２７８６えん へきおてい いけなが碧於亭

淵( ･佐和) → ( ･佐和 ､儒者/勤王/僧) Ｏ２２４４えん しんさい さわ斎

淵( ･宇田) → ( ･宇田､医者/討幕活動) Ｊ１８０２えん けんさい健斎

淵( ･五十川) → ( ･五十川 ､儒者/教育)Ｐ２２４８えん じんどう いそかわ堂

延( ･児玉) → ( ･児玉 ､藩士/兵学) Ｃ３５３５えん のぶとし こだま延年

延( ･笠倉) → ( ･網野 /笠倉､歌人) Ｄ３５０８えん のぶひら あみの延平

延( ･杉山) → ( ･杉山/榲山 ､儒者/詩)３６６５えん ばいえん すぎやま梅園

延( ･木下/吉川) → ( ･吉川 /木下､歌人) Ｏ２１２７えん じゅんこ きっかわ順子

艶( ･奥田) → ( ･奥田 /富永､国学/歌人)Ｆ４５５８えん やまと おくだ大和

遠( ･帆足) → ( ･帆足 ､絵師) Ｎ１６２２えん きょうう ほあし杏雨

遠( ･関) → ( ･関､藩士/桜田門外変)Ｃ３０５９えん てつのすけ鉄之介

遠( ･能美) → ( ･能美 ､医者/藩医) Ｃ４９６９えん りゅうあん のうみ隆庵

淹( ･山田) → ( ･山田 ､藩士/儒者/詩)Ｊ２４６５えん せいもん やまだ青門

縁( ･中村) → ( ･中村 ､藩士/国学) Ｏ４７２２えん よしたけ なかむら善武

堰( ･大神) → ( ･大神 /大三輪､神職) Ｎ２１７３えん しげおき おおが茂興

U1354 ( ･釈) 鎌倉南北期:僧、円阿 えんあ ? ｰ ?

歌人;1334(建武元)度会朝棟亭八月十五夜歌会参加(3首)、



[あかず見し月に心をはこぶかな神路の山の秋の半天 ](朝棟亭歌会;118)なかぞら

[捨つる身にうき世の秋のかさならば月より外の友やなからん](同;120)

E1339 ( ･塵尾庵 ) 江中期京の狂歌作者､鈍金と交流､円阿 えんあ じんびあん ?ｰ ?

1763刊｢狂歌君か側｣編

円阿( ;法名) → ( ･九条 ､廷臣/歌人) Ｆ２６６０えんあ ただのり くじょう忠教

円阿( ;法名･名蓮社)→ ( ;法諱､浄土僧) Ｏ２２６２えんあ しんさつ眞察

円庵( ･真嶋) → ( ･真嶋､能楽故実家)Ｈ２１９４えんあん しゅうせんおう秋扇翁

円庵( ･竹川) → ( ･竹川 ､商家/国学者)Ｆ４０７５えんあん まさのぶ たけがわ政信

燕庵( ) → ( ･村田/宮崎､国学/歌) ３６３１えんあん はるかど春門

淵庵( ･伊東) → ( ･伊東 ､医者/俳人) Ｂ３８４５えんあん ふぎょく いとう不玉

1386 ( ;法諱､藤原伊頼[1222-83]or伊頼男の尊道男) 鎌倉期;天台園城寺僧、円伊 えんい ?ｰ? 1323存

法眼/権僧正､静伊( ･園城寺別当)の兄､｢一遍聖人絵伝｣の絵師法眼円伊と同一説あり､じょうい

歌人;続現葉集･1315｢詠法華経和歌｣入集/続現葉･藤葉集入､

1319比叡山法師による焼討で寺焼失;[文保三年記/類従454][徒然草86段;平惟継の師]入、

勅撰13首;新後撰(1003)玉(410/439)続千(806/1119/1902)続後拾(1205)風雅(2首)以下、

[うらみじよ思へば人のこぬまでもなさけにこそいは契りおきけめ](新後撰;恋1003)、

[うら遠きひがたの潮やみちぬらん跡なき浪に鳴く千鳥かな](藤葉;冬339)

1387 ( ;法諱･仲方[仲芳] ;道号) 長門の臨済僧:南嶺子越門､円伊 えんい ちゅうほう 1354ｰ141360歳

1402播磨法雲寺住持/09建仁寺81世/南禅寺78世､晩年;建仁寺長慶院開､詩文;絶海中津門､

｢伊仲芳四六之文｣｢蒲室疏解｣｢蘭室集｣｢懶室漫稿｣｢仲芳和尚語録｣｢長慶和尚語録｣著､

らんしつ らんけんし[仲方円伊の初道号法諱/号]初道号;三山/法諱;曇伊、号;懶室 /懶子

円位( ;法諱) → ( ､歌人) ２００３えんい さいぎょう西行

円意( ･ ) → ( ･ /河野､町年寄) Ｔ１５５９えんい かげむら いかり� 景村 �

円意( ･浦上) → ( ･浦上 ､歌人) Ｈ３５５４えんい のぶのり うらがみ円意

延彝( ･青山) → ( ･青山 ､儒者/詩文) Ｃ５１７えんい のぶつね あおやま延彝

垣衣小家( ) → ( ･尾崎 ､国学者/歌人) Ｎ２１７２えんいしょうか ししお おざき宍夫

B1370 ( ) 戒律宗僧､1389字書｢瑣玉集｣編円一 えんいち ? ｰ ?

B1371 ( ､伊豆 ) 平家琵琶法師/家康の恩顧を受､円一 えんいち いづ ? ｰ ?

総検校､式目の整備

淵逸( ･中西) → ( ･中西/度会､神職/国学) Ｇ３７４１えんいつ ひろつな弘縄

円意堂( ) → ( ･石川 ､商家/俳人) Ｈ３６４８えんいどう はんけい いしかわ汎兮

E1340 ( ;法諱､大原上人､俗姓;橘) 但馬の天台･真言僧､983叡山の慈仁門;出家、延殷 えんいん 968ｰ105083

静照門;修学､寂照の入宋を羨む;渡宋叶わず/真言僧として多武峰住/のち大原山に住、

1038慈覚･智証による座主争いを避け醍醐寺住､仁海に伝法を請う/48法橋､｢延殷決｣著

1388 ( ･上人､説成親王男) 鎌倉期(1321-24頃存)浄土宗僧;西山派?､円胤 えんいん ?ｰ?

｢延寿護法録｣著､歌人/勅撰3首;続千978/新千929/新拾1480、

[春やときみやま桜にさきだちて都の花はまづぞひらけし](続千;釈教978、

観無量寿経:王宮会の心)

延胤( ･平田) → ( ･平田､藩士/国学) Ｂ３５９１えんいん のぶたね延胤

縁因( ) → ( ;法諱･寂法､真言律僧) Ｃ１４０５えんいん おうじゅう応住

篶蔭( ･原) → ( ･原 ､庄屋/国学/歌人) Ｇ３９３３えんいん ほたり はら穂足

烟雨( ･田内) → (董文 ･田内 ､教育者) Ｑ２６７６えんう ただふみ たうち董史

延于( / ･青山)→ ( ･青山､儒者) Ｅ２４３３えんう のぶゆき せっさい拙斎

爰于翁菜( ) → ( ･椒芽 ､医者/戯作者) Ｄ３０２５えんうおうさい でんがく きのめ田楽

C1330 ( ･山､信雅男) 平安後期僧､｢喜記｣入円雲 えんうん ? ｰ 1182

垣雲法親王( ) → ( ) １９７３えんうんほつしんのう こううんほつしんのう恒雲法親王

E1341 ( ) 真言僧;西山三鈷寺の僧/権大僧都､円恵 えんえ ? ｰ 1376?

仁空より亡後の住職を期待されていたが先に没(;仁空置文入)､連歌､菟玖波6句入、

[きのふの花はけふの山風](菟；春143/前句;とまらぬは春の別れと思ひしに)



E1342 ( ;法諱) 東大寺の法相僧;法華堂衆の1､大峯入山18度、延恵 えんえ 1418 ｰ ? 1482存

大峯大先達/小野流修験者､1472尊勝院実光の出家戒師/82(文明14)東室故若君の戒師、

1475｢執金剛神講式｣著

円郢( ;法諱･東洲)→ ( ;道号･円郢､曹洞僧) Ｅ３１８８えんえい とうしゅう東洲

延栄( ･日野西) → ( ･日野西 ､廷臣/日記)Ｉ３１６１えんえい とおしげ ひのにし延栄

遠影( ･丁野) → ( ･丁野 ､藩士/官吏/歌)Ｖ３１７５えんえい とおかげ ちょうの遠影

演益( ･福田) → ( ･福田 / ､儒/砲術) Ｅ１１３７えんえき いすい ふくだ ふくた渭水

円右衛門( ･葛谷)→ ( ･葛谷 ､和算家) Ｌ２０４９えんえもん さねより くずや実順

円慧霊通禅師( )→ ( ;道号･宗竜､臨済僧)Ｈ１９４２えんえれいつうぜんじ こううん江雲

E1343 ( ;法諱､南都僧都､高階業遠男) 京の生/大和興福寺の法相学僧;扶公門、円縁 えんえん 990ｰ1066

一時中宮寺住;のち興福寺に戻る/1052(永承7)興福寺別当､1057権大僧都､｢法自相｣著

U1337 ( ;法諱) 鎌倉期;僧;法師､歌人;1237素俊撰[楢葉集]入、延円 えんえん ? ｰ ?

[菊苑僧正(範円?)庚申講に寄蛍火恋、

あけばまたわがみひとつの思ひにてよそにやなら□よはの夏むし](楢葉;恋403)

E1344 ( ) 越後高田の俳人;1776樗良｢月の夜｣入;燕々 えんえん ? ｰ ?

[稲妻に網打ち見えてあはれ也]

遠々( ･高久) → ( ･高久 ､絵師) Ｄ１０１７えんえん あいがい たかく靄崖

炎々翁( ) → ( ･村田 ､藩士/歌人) Ｃ２４９５えんえんおう せいふう むらた清風

燕々居( ) → ( ･稲毛 ､篆刻家) Ｂ１４０８えんえんきょ おくざん いなげ屋山

淵々斎( ･小林)→ ( ･小林 /田淵､医者) Ｌ２１６０えんえんさい じゅんどう こばやし順堂

円々斎( ) → ( ･陶山 ､絵師) Ｓ２２８４えんえんさい しょうじゃく すやま勝寂

E1345 ( ･臼田 ､名;榮､通称;榮吉) 伊勢度会の儒者､詩､教育者、衍々子 えんえんし うすだ ?ｰ1756

1753｢私語述説初編｣著

燕々子( ) → ( ･池田､藩主/日記) Ｃ４２４８えんえんし むねまさ宗政

円々堂( ) → ( ;法諱･光海;字､真言律僧)Ｌ２６１９えんえんどう だいりゅう大竜

1389 ( ･松山 ) 江戸中期歌人･1751歌学｢和歌叢林夜話｣著円応 えんおう まつやま ? ｰ ?

円応( ;諡号) → ( :法諱､浄土宗西山派僧) Ｖ２１００えんおう じつどう実導

苑扇( ･小栗栖) → ( / ･小栗栖 ､神職/俳人)Ｇ２１６９えんおう しゆう じゆう おぐるす示右

猿翁( ･正宗) → ( ･正宗 ､国/狂歌/俳) Ｂ３２６２えんおう なおたね まさむね直胤

演旺( ;初法諱) → ( ;法諱､修験僧) Ｂ３３１７えんおう にちがん日

遠桜山人( ) → ( ･太田､狂歌/狂詩/戯作) ３２３３えんおうさんじん なんぽ南畝

円応禅師( ;諡号)→ ( ･元光､臨済僧/詩) Ｇ２１１９えんおうぜんじ じゃくしつ寂室

鴛鴦亭主人( )→ ( ･暁 ､商家/戯作/絵師)Ｃ１５９３えんおうていしゅじん かねなり あかつき鐘成

E1346 ( ･加藤 /奥村) 京の軍学者､｢戦功巻｣｢武功戦功物語｣著筵屋 えんおく かとう ?ｰ ? 1680存

E1347 ( ) 肥前平戸の俳人;1690言水｢新撰都曲 ｣入、鉛乙 えんおつ みやこぶり? ｰ ?

[住吉の森のちいさき潮干 哉](都曲;173/潮干狩に夢中になり沖まできてしまう)しほひ

円音( ;号) → ( ;法諱､天台僧/狂句) Ｅ１９９３えんおん ごうかん豪寛

1390 ( ;法諱､大夫阿闍梨/爪木阿闍梨､叡山僧円盛男/俗姓;大江) 鎌倉期叡山僧､円嘉 えんか ?ｰ?1255存

宗円の甥､阿闍梨/能筆;藤原家隆の依頼で｢千載集｣書写､歌人;雲葉集入、

勅撰4首;続後撰(1151)続拾遺(1154)続千(767)新拾(1546)､菟玖波3句入、

[あととめてとはるるかひもありなまし昔おぼゆるすさびなりせば](続拾;雑1154、

家隆依頼の書写した千載集を送る包み紙に詠、

家隆の返歌;いにしへの流れの末のたえぬかな書き伝へたる水茎の跡)

U1345 ( ;法諱､高倉/本姓;藤原､権中納言家通男) 平安鎌倉期;東寺/法眼、円家 えんか ?ｰ?

時通(左中将)･敦通(中将)･親通(侍従)･信家(法印)･重信(権大僧都)･尊能(法眼)の弟、

1237刊[楢葉集]2首入(法師名/兄信家･重信らと共に入集)、

[百首歌よみ侍りける うづみ火、

よをさむみのこるともなきうづみ火のあたりをたのむひとりねのとこ](楢葉;冬349)

1391 ( ;号､東山隠士､俗姓畠山?) 室町期京の歌僧;尭孝門､円雅 えんが ?ｰ?1461前没

師没後東山に隠棲;歌書多数を書写､新続古1首:隠名で入､家集｢円雅集｣､｢詠百首和歌｣著



U1300 ( ;法諱､俗姓;森井､) 備後安那郡の真言僧､詩文;広瀬淡窓･菅茶山門､円我 えんが 1813ｰ9078

紀伊の高野山如意輪寺住職/大僧都/法印､国学にも通ず､｢禅余雪窓集｣著、

[円我(;法諱)の字/号]字;理常、号;雪窓

円雅( ;法諱･准玄:字)→ ( ･円雅､真宗本願寺派僧)Ｊ２１５０えんが じゅんげん准玄

圜雅( → ) → ( ;法諱､茂蘭､日蓮僧) Ｃ３３２０えんが かんが にちじゅう日従

E1349 ( ;法諱､進藤為範[1122-1202]男) 鎌倉期天台比叡山僧､法橋、円海 えんかい ?ｰ? 1328存

1328｢法華玄義第六見聞私｣/｢十如是義見聞｣著､歌;1237楢葉集5首入/連歌;菟玖波2句入、

範高･安範･範時･貞範･盛長･伊範･覚顕･定深の兄弟､

[あだしのやつゆもよさむのきりぎりすしもよりさきに声よわるなり](楢葉;秋267)、

[山鳥の尾上 の花を遠く見て](菟;雑1060/前句;ながながしきは春の日の影)をのへ

E1350 ( ) 鎌倉期僧､連歌;菟玖波3句入、円懐 えんかい ? ｰ ?

[秋ばかりこそ昔なりけれ](菟;雑1119/前句;誰か見るふるき都の夜半の月)

E1351 ( ;法諱､京の眞覚寺明性の長男) 江前期真宗僧･西吟門､近江高宮円照寺の住職､円海 えんかい ?ｰ?

｢倶舎論聞記｣｢教行信証義例聴記｣｢七十五法講録｣著､知空の兄

E1352 ( ) 美濃俳人;1689｢あら野｣入、円解 えんかい ? ｰ ?

[梧 の葉やひとつかぶらん秋の風](あら野;巻四)きり

E1348 ( ) 三河の真宗光輪寺住職､｢真宗策問五十条愚答｣著円海 えんかい ? ｰ ?

円解( ) → ( ､真宗僧､詩画) Ｅ１３５３えんかい えんげ円解

円戒( ;字) → ( ;法諱､華厳･律宗僧) Ｎ２４０３えんかい ぜんに禅爾

円海( ;字) → ( ;法諱･円海;字､真言僧) Ｄ４６７８えんかい ゆうほう祐宝

円海( :号) → ( :法諱､真宗僧) Ｊ２６１８えんかい だいえい大瀛

円海( ) → ( :法諱､真宗僧) Ｇ１８９３えんかい げっかん月感

淵海(円海 ) → ( ;法諱･一音院､日蓮僧) Ｂ３３４０えんかい にちぎょう日暁

淵晦( ･宮永) → ( ･宮永､漢学者) Ｋ２６５５えんかい たいそう大倉

円戒国師( ) → ( ;法諱､天台眞盛宗の祖)Ｐ２２０７えんかいこくし しんせい しんぜい眞盛 /

猿崖居士( ) → ( ･伊形 ､儒者/詩人) ５１１１えんがいこじ れいう いがた霊雨

U1340 ( ;法諱)) 平安鎌倉期;興福寺僧/法師､歌;1237楢葉集入、円覚 えんかく ? ｰ ? 1237以前没

[としごろの病ひ常よりも重くおぼえ侍りけるころ大僧都経円のむろに歌よみ侍る、

つきざりし秋のねざめのあらましのゆくへすくなきみとなりにける](楢葉;職教602､

そののちほどなくまかりにけり)

円覚( ;法諱) → ( :字･実相院､真言僧/歌) Ｎ１９１９えんかく こどう古道

円覚( ;法名) → ( ･二条/九条､関白/歌人) Ｂ２９２５えんかく つなひら綱平

円覚( ;法名) → ( ･徳大寺/藤原､太政大臣/歌)Ｄ２０６９えんかく さねもと実基

燕角( ) → (知角 ･興柳堂､俳人/絵師) ２８８４えんかく ちかく智角

煙岳( ･高橋) → ( ･高橋 ､剣術/書家) Ｖ３１６５えんがく とよあき たかはし豊珪

円覚院( ;号) → (良憲 ;法諱､天台僧) Ｈ４９３１えんかくいん りょうけん亮研

猿岳樵翁( )→ ( ･元田､儒/藩政改革) Ｈ３１５３えんがくしょうおう とうや東野

円覚房( ･号) → ( ;法諱､真宗僧) Ｂ３９３０えんかくぼう ほうじゅ芳樹

烟霞樵屋( ) → ( ･小出 ､藩士/国学者)Ｊ２２０２えんかしょうおく しょうさい こいで松斎

烟霞釣叟( ) → ( ･春木 ､絵師/狂歌) Ｉ３２９３えんかちょうそう なんこ はるき南湖

園果亭義栗( )→ ( ･円果亭､狂歌) Ｈ１６６５えんかていぎりつ ぎりつ義栗

煙霞都尉( ) → ( ･山梨､儒者/詩人) ３１１９えんかとい とうせん稲川

園花堂( ､雑俳) → ( ･園花堂､雑俳) Ｊ２８４８えんかどう ちょうちょうし蝶々子

煙霞洞( ) → ( ･富田/永野､医者/詩人)Ｋ２１８２えんかどう しゅんざん春山

烟霞堂( ) → ( ･町田 ､儒者/書家) Ｏ１６６４えんかどう きよおき まちだ清興

煙霞道人( ) → ( ;道号･性融;法諱､画僧) Ｊ１１２４えんかどうじん いつねん逸然

烟霞比丘( ) → ( ;道号･性融;法諱､画僧) Ｊ１１２４えんかびく いつねん逸然

煙霞比丘( ) → ( ･河村 ､逸然門絵師/工芸)Ｇ２１１５えんかびく じゃくし かわむら若芝

煙霞比丘( ) → ( ･渡辺/岩川､逸然門絵師)Ｈ２１８８えんかびく しゅうせき秀石

煙霞病客( ) → ( ･京極､幕臣/禅門/歌人) Ｃ２６６３えんかびょうかく たかかど高門



E1354 ( ;法諱･了 ;字､俗姓;佐野) 大阪の真宗僧･1709(14歳)父と死別、円環 えんかん りょうわ 1696ｰ173439

京の西福寺の恵空門､1719越前敦賀大谷派真蓮寺の住職､

歌;｢今日庵和歌集｣､1731｢二尊に教円々喩｣､｢正信偈定説｣｢浄土根本教義｣外著多数､

[円環の法名/号]法名;超空、号;釈道中/今日庵

円観( ;法名) → ( ･藤原､摂関/歌人/書) ２６３３えんかん ただみち忠通

円観( ;法名) → ( ･葉室 /藤原､権大納言)Ｊ４７００えんかん よりちか はむろ頼親

円観( ) → ( ､天台歌僧/太平記原型) １３７６えんかん えちん恵鎮

円観( ･禅蓮院) → ( ;法諱･良照;字､浄土僧) Ｋ１６７６えんかん ぎざん義山

円幹( ;字) → ( ;法諱､日蓮･天台･念仏僧)２２６３えんかん しんちょう眞迢

遠貫( ･山田) → ( ･山田､医者/国学) Ｗ３１８６えんかん とおつら遠貫

円巌( ;号) → ( ;法諱･退室､律宗僧) Ｐ１６０５えんがん ぎょくしゅう玉周

円鑑国師( ･大宝)→ ( 法諱･春屋､臨済僧) Ｇ２５３１えんかんこくし そうえん宗園 ;

園鑒禅師( ) → ( ;道号･順空;法諱､臨済僧)Ｋ２５８３えんかんぜんじ ぞうざん蔵山

延季( ･荒木田) → ( ･荒木田/家田､神職/歌) Ｂ３５６３えんき のぶすえ延季

延基( ･平出) → ( ･平出､医者) Ｇ３２０４えんき ながもと延基

延紀( ･草鹿砥) → ( ･草鹿砥 ､神職/国学)Ｉ３５２７えんき のぶのり くさかど延紀

演義( ･由比) → ( ･由比 ､藩士/歌人) Ｅ３５０６えんぎ のぶよし ゆい演義

宴儀( ;法名) → ( ･平 ､廷臣/歌人) Ｅ１９３２えんぎ これつぐ たいら惟継

円議院( ;号) → ( ;法諱･円議院､天台僧) Ｐ２１７３えんぎいん じえん慈

延喜皇后宮大輔( ､続古今歌人)→ ( ､穏子女房/後撰歌人)Ｃ２６１１えんぎこうごうぐうのたいふ たいふ大輔

円喜居士( ) → ( ､浮世草子) ４１３９えんぎこじ みやおのにしき都の錦

円吉( ･加藤) → ( ･加藤 ､俳人) Ｋ２４８６えんきち せっこ かとう雪湖

円橘( ･早川) → ( ･早川/安田､医者/国学/俳)Ｈ３７２１えんきつ ひろみ広海

円橘庵( ) → ( ･早川/安田､医者/国学/俳)Ｈ３７２１えんきつあん ひろみ広海

延喜女御( ) → ( ) Ｋ４０８４えんぎのにょうご よしこ仁善子

延喜帝( ) → ( ) ２６０３えんぎのみかど だいごてんのう醍醐天皇

円機妙応禅師( )→ ( :道号･正隆 :法諱､臨済僧)Ｃ４８２９えんきみょうおうぜんじ らんざん しょうりゅう蘭山

E1355 (円久 ､俗姓;竹田) 和泉堺の僧;円作門/医家竹田薬師院の院主､円玖 えんきゅう 1545ｰ162581

盛誉より古今伝授を受く､歌人/連歌､1597師と｢慶長二年十月五日何船百韻｣

[円玖(;法諱)の号] 石林

C1341 ( ) 但馬妙見山の俳人､焉求 えんきゅう ? ｰ ?

1689言水｢前後園｣90｢新撰都曲｣入、

[鍬 捨てぬ男よ軍 見る螻 ](都曲;417/鍬を持ったまま蛙合戦見物)くは いくさ かはづ

E1356 ( ) 近江俳人;1691江水｢元禄百人一句｣目録入袁弓 えんきゅう ? ｰ ?

遠久( ･賀茂) → ( ･賀茂 ､神職/歌人) Ｉ３１６８えんきゅう とおひさ かも遠久

厭求( / ;法諱)→ ( ;法諱､浄土僧) ３０３９えんきゅう おんぐ ていおく貞憶

延久第三親王( )→ ( ､後三条天皇第3皇子/歌人)Ｃ２３８８えんきゅうだいさんのみこ すけひとしんのう輔仁親王

延久第三親王の家甲斐( )→ ⑥( ･輔仁親王家)Ｅ１５３０えんきゅうだいさんのみこのいえのかい かい甲斐

焉求子( ) → ( ･覚彦､悉曇学/詩) ２１７６えんきゅうし じょうごん浄厳

円居( ･大友) → ( ､狂歌) Ｃ１４０９えんきょ おおとものまどい大友円居

延挙( ･河野) → ( ･河野/越智/越､医者) Ｎ１６１６えんきょ きょうあん杏庵

淵魚( ;号) → ( ;法諱･智定;字､真言律僧)３９７８えんぎょ ほうごん宝厳

淵魚( ･下里) → ( ･下里 /藤原/中臣/鎌田､神道)Ｍ２８６９えんぎょ ちかい しもさと千穎

1392 ( ;法諱､僧正範玄男/俗姓;藤原) 伊賀の僧;興福寺貞慶門、円経 えんきょう 1172or77ｰ? 1338存

法相･唯識を修学､1219(承久元)大僧都､1225法印/31元興寺別当/38興福寺権別当、

興福寺三蔵院権僧正､覚範(法橋)･玄俊(権律師/配流)･信定･信舜･二条院内侍の兄弟、

歌人;1238｢春日社奉納名所十首｣を勧進､[三十首歌会]催､尊賢･宗誉･宗懐の父、

勅撰4首;新勅撰(1256)続後撰(99/1207)続拾遺(1129)､1237[楢葉 集]10余首入、ならのは

[いかにせむ頼む木陰 の枯れしより末葉 にとまる露だにもなし](新勅;雑1256)こかげ すゑば

[あさひさす峰のはのどかにかすめどの猶さえのこる谷のした風](楢葉;春5/早春の心)



円鏡( ;法諱) → ( ;字･覚了､真宗本願寺派僧)Ｈ１８０６えんきょう げっしゅ月珠

衍鞏( :初法諱) ( ;法諱･石車､黄檗僧) Ｉ１５５７えんきょう かいげい戒

艶鏡( ･歌舞伎堂)→ ( ､浮世絵師)Ｃ１５９６かぶきどうえんきょう かぶきどうえんきょう歌舞伎堂艶鏡

E1357 ( ;法諱) 山城の真言僧;814出家/823空海門;円行 えんぎょう 799 ｰ 85254歳

金剛･胎蔵界の大法を受､824高雄寺定額僧入､838(40歳)入唐:青龍寺義眞門;

両部大法を受/入唐八家の1､839帰国;山城霊巌寺/播磨大山寺を開創､天王寺初代別当､

｢金剛界記｣｢胎蔵大次第｣｢五大虚空蔵法｣｢霊巌口伝｣外著多数

円暁( ;法諱) → ( ;初法諱､法相僧) Ｉ１９３４えんぎょう こうぎょう光暁

遠業( ･羽生) → ( ･羽生 ､儒者/兵学) ３９９２えんぎょう ぼうさい はにゅう懋斎

円鏡院( ) → ( ･松平 ､藩主) Ｉ２０２３えんきょういん さだしげ まつだいら定重

円教院( ;号) → ( ;法諱､日蓮僧) ３３４０えんきょういん にちい日意

円行院( ) → ( ;法諱･恕転､日蓮僧) Ｃ３３５２えんぎょういん にちじん日迅

延尭房( ) → ( :法諱､興福寺僧/日記) Ｅ１８２５えんぎょういん けんせい賢清

廷玉( ･石坂) → ( ･石坂 ､医官/鍼灸) Ｉ２５５５えんぎょく そうてつ いしざか宗哲

円居堂( ､淵魚堂)→ ( ;法諱･智定;字､真言律僧)３９７８えんきょどう ほうごん宝厳

E1358 ( ･北村 ) 江中期京の作庭家､1735｢築山庭造伝｣著援琴 えんきん きたむら ? ｰ ?

延近( ･藤井) → ( ･藤井 ､神職/国学/歌)Ｊ３５８７えんきん のぶちか ふじい延近

遠近道印( ) → ( ･遠近 ､藤井､藩医/測量)Ｂ３１１０えんきんどういん どういん おちこち道印

U1305 ( ;法諱･俗姓;源) 京の学僧/1645専念寺信誉門;得度、厭求 えんぐ 1634ｰ171582

1649江戸の浄土宗霊巌寺の珂山 門;宗戒両脈を相承､1657明暦の大火に無常を痛感、かざん

江戸を離れ近畿･東海･出羽･出雲･安藝を行脚し布教､

1659(万治2)母の願いで湯治のため摂津有馬の極楽寺住職､1667母没後寺を辞し行脚、

出羽出雲を遊化行脚を続ける;民衆教化に尽力/山城専福寺を開山､多くの寺を再興、

｢浄土肝要集述記｣｢厭求和尚法語｣1705｢念仏安心｣｢徒然 要草｣著､彫刻/絵画にも通ず、つれづれ

晩年;日課念仏百万遍を満たし三河岡崎の草庵に没す､｢厭求上人行状記｣あり、

[厭求(;法諱)の初名/号]初名;貞憶 (のち厭求に改名)/号;真蓮社広誉心阿ていおく

1393 ( ;字･立信/隆信 ;法諱､号;極楽坊､多田行綱孫?) 浄土宗西山派僧､円空 えんくう りゅうしん 1213ｰ8472

西山派祖の証空門､山城深草真宗院を開創;その門流深草流の祖､後深草天皇の帰依、

往生院･誓願寺歴住､のち真宗院に帰院､｢立信上人法語｣｢往生論注私記｣著､

1273｢観無量寿経四帖疏深草鈔｣､｢観経疏玄義分深草鈔｣｢観経四帖疏抄｣著、

歌人;1243｢河合社歌合｣参加/｢井蛙抄｣に藤原信実との交友入､

勅撰6首;続拾遺(1362/1387)新後撰(701)玉葉(2701)新拾遺(1873)新続古(828)、

[きさらぎやたき木つきにし春をへて残る煙は霞なりけり]、(続拾遺(1362)

(続拾遺;釈教1362/双林入滅/円空上人名)

C1333 ( ;号･深田 ､名;得和) 江初期尾張藩儒､石川光吉の孫､天文･地理に通ず､円空 えんくう ふかだ ?ｰ1663

｢万国全図｣著､明峯 (藩儒)の父めいほう

E1359 ( ;法諱､窟上人/今釈迦) 美濃竹ｹ鼻修験僧;伊吹･富士･白山籠山/遊行行脚､円空 えんくう 1632ｰ9564

1663頃から仏師:30年行脚､仏像12万余体;荒彫り像､｢勤行次第諸鏡｣｢粥川縁起和讃｣､

歌;｢円空自筆歌集｣､彫刻;神像/観音像/柿本人麿像等､親しみの称;えんくさん

E1360 ( ;法諱､善正寺教誓男) 長門豊浦郡阿川の善正寺の真宗僧;萩明光寺入門、円空 えんくう ?ｰ1760?

法霖に私淑､[長門老僧]と畏敬される､1758(宝暦8)妻妙了尼と上京､

1760邪説として泰巌･僧樸らに糾弾;拘禁中没､

｢疑雲永晴辨｣｢草菴後世物語｣｢浄土略要抄｣著

U1301 ( ;法諱､) 美濃羽栗郡竹ヶ鼻村浄土宗光照寺の住職/歌人、円空 えんくう 1849 ｰ 189143

光照寺17世道空(1804-80/桂園派歌人)の後任

円空( ;法名) → ( ･藤原､信西､廷臣/学者) ４１１４えんくう みちのり通憲

円空(縁空 :法名)→ ( ･粟田口 /藤原､廷臣/歌人)Ｅ４４６５えんくう もとよし あわたぐち基良

円空( :法名) → ( ･園 /藤原､廷臣/歌人) Ｃ４４１４えんくう もとうじ その基氏

円空( :法名) → ( ･源 ､廷臣/郢曲/歌) Ｂ２３９９えんくう すけかた みなもと資賢

円空( :法名) → ( ･西洞院 ､歌人) ３１３８えんくう ときよし にしのとういん時慶



円空( :法名) → ( ･二条､摂関/文筆) Ｏ１５９９えんくう かねもと兼基

円空( ;法諱) → ( ;法諱､真宗僧) Ｔ２２９２えんくう じょうせん乗専

円空( ;字) → ( ;法諱･円空､天台僧) Ｇ４９４８えんくう りょうえい亮英

縁空( :法名) → ( ･粟田口 /藤原､廷臣/歌人)Ｅ４４６５えんくう もとよし あわたぐち基良

縁空( :法名) → ( ･三条西/西三条､歌人) Ｅ１６８２えんくう きんやす公保

E1353 ( / ;法諱､号;雲泉/華光院 ) 豊後日田広円寺生の真宗僧;大含門､円解 えんげ えんかい けこういん 1767ｰ184074

豊後国府の真宗大谷派光西寺の住職､高倉学寮修学;1806寮司/20擬講/31嗣講､華光院住、

詩画を嗜む､田能村竹田と交流､｢易行品講義｣｢正像末和讃科図｣｢歎徳文随聞記｣著､

1817｢破邪論聞記略抄｣33｢法事讃聞記｣36｢小経講義随聞記｣外著多数

B1372 ( ;法諱) 奈良期の僧;753薩摩到着の鑑真を太宰府に伴う､延慶 えんけい ? ｰ ?

鑑真入京にも訳語として随伴､仲麻呂に優遇された;760-2｢家伝｣下巻の｢武智麻呂伝｣著

[学校 は賢才の聚 る所にして王化 の宗 とする所なり](武智麻呂伝)がくかう あるま わうか むね

（王化は王者の徳により世を良くすること)

E1361 ( ;法諱) 室町末期(戦国期)興福寺法相僧/尊蔵院住､淵慶 えんけい ? ｰ ?

連歌;1569(永禄12)奈良に紹巴を迎え｢何船百韻｣興行､78近衛前久･紹巴と連歌

E1362 ( ;法諱､法名;信蓮社/玄誉/無為) 京の浄土僧;江戸霊巌寺の珂山門､円冏 えんけい 1634ｰ170471

檀林小金東漸寺住職､1688(元禄元)京本山百万遍知恩寺41世住職､

｢無量寿経四帖疏楷定記講録｣著

E1363 ( ;法諱･大光;号) 京の浄土僧;西山派深草流､円福寺51世､演冏 えんけい ?ｰ1823

｢観経疏玄義分楷定記見聞｣｢観無量寿経四帖疏楷定記聞録｣著

円桂( :道号) → ( :法諱､臨済僧） Ｊ２５８８えんけい そじゅん祖純

円経( :法諱) → ( ;法諱､法相僧/歌人) １３９２えんけい えんきょう円経

円恵( ･松浦) → ( ･松浦 ､藩主/茶人) Ｃ２１７１えんけい しげのぶ まつら鎮信

園桂( ) → ( 河原､藩家老/日記） Ｂ２９２０えんけい つなのり・綱徳

園卿( ･源) → ( ･源 ､歌人) Ｍ１５９３えんけい かたし みなもと堅

遠谿( :道号･元脈)→ ( ;法諱､黄檗僧） Ｍ１８４１えんけい げんみゃく元脈

遠継( ･ト部) → ( ･ト部､ト占家) Ｉ３１６５えんけい とおつぐ遠継

遠卿( ･立原) → ( ･立原 ､藩士/絵師) Ｃ１６５８えんけい きょうしょ たちはら杏所

淵卿( ･犬飼) → ( ･犬飼 ､農業/儒者) Ｋ２２５８えんけい しょうそう いぬかい松窓

延経( ･出口) → ( ･出口 /度会､神職) Ｃ３５１４えんけい のぶつね でぐち延経

烟渓( ;号) → ( ;法諱､真宗僧/海防論) Ｅ１８７９えんけい げっしょう月性

剡渓( ･伊藤) → ( ･伊藤 ､儒者) ２２８２えんけい しんや いとう野

援卿散人( ) → ( ､井上/修姓;井､儒者) Ｋ２４２３えんけいさんじん せきすい赤水

1394 ( ;法諱･中巌 :道号､初諱;至道) 相模僧:1307(8歳)鎌倉寿福寺で出家、円月 えんげつ ちゅうがん 1300ｰ7576

1312(13歳)得度;東密を修学/禅門に転じ臨済宗諸師に参禅､1325入元:東陽徳輝門/嗣法、

1332帰国/39上州利根庄の吉祥寺を開山/京の万寿寺･建仁寺住持/鎌倉の建長寺住持､

建仁寺妙喜庵に没､詩文に長ず:師錬門･五山文学の頂点に立つ､

1322｢語家符命｣34｢中正子｣､｢空華集｣編､｢東海一 集｣｢東海一 集別集｣｢日本紀｣著、 

｢中巌円月語録｣｢藤陰瑣細集｣｢文明軒記雑談｣｢蒲室集註釈｣｢中巌月和尚自歴譜｣外著多数､

[中巌円月の幼名/号]幼名;吉祥丸、号;中正子/中正叟/東海一子､諡号;仏種慧済禅師

E1364 ( ;法諱､俗姓;東陽) 豊前宇佐郡封戸村の真宗本願寺派西光寺住職､円月 えんげつ 1817ｰ190286歳

幼時より素読;父門/漢学;恒遠轟谷門/宗乗;覚照･月珠門/1843本山学林に修業;

余乗;宝雲門/天台;粟田口の雷雨門､1846宗義の講義;熊本の教恩門､助教/司教/勧学職､

諡号;浄満院､｢往生論註略解｣｢東陽詩稿｣｢三誓偈聴記｣｢真俗二諦辨｣著

偃月庵( ) → ( ･河内/源､幕臣/歌人) Ｈ３７５９えんげつあん ひろゆき宏行

遠月亭( ) → ( ･菊池 /浅井､藩士/国学)Ｗ２６７７えんげつてい たけやす きくち武康

烟月堂( ) → ( ､堀江､俳人/浮世草子) Ｋ４９２２えんげつどう りんこう林鴻

E1365 ( ;法諱､興福寺法印縁成男) 鎌倉期興福寺法相僧;円玄･経円門、円憲 えんけん 1197ｰ125155

三会の講師､法印権大僧都､尊憲(興福寺別当)･承憲(通観上人)の弟､小督局の甥､

一法中道の論草あり、



｢一法中道｣(円憲･顕範･縁憲3人の唯識の中道についての論草短釈集/1338顕範･縁憲編)

E1366 ( ;法諱) 鎌倉南北期期;法相僧;縁円門?､縁憲 えんけん 1213? ｰ ? 1357存

1338｢一法中道｣顕範と共編(円憲･顕範･縁憲3人の唯識の中道についての論草短釈集)､

｢一因違四｣｢一因違四短釈｣｢相違因事｣｢転識頓耶｣｢極微縁相分｣｢処所不定事｣外著多数

E1367 ( ;法諱) 鎌倉期臨済僧:蘭渓道隆門､｢大覚禅師語録｣編円顕 えんけん ? ｰ ?

延賢( ･藤木/黒瀬)→ ( ･藤本/黒瀬､神職) Ｂ３５１８えんけん のぶかた延賢

延賢( ･平沼) → ( ･平沼 ､藩士/詩･書) Ｄ２３８１えんけん すすむ ひらぬま晋

1395 ( ､肥前守源俊保男or肥後守佐藤俊保男) 平安後期法相僧;阿闍梨､円玄 えんげん 1175ｰ1250

経円･円憲(興福寺法印)･公縁の師､無名抄入､

｢装束要抄｣著､歌人;千載537/1049、

[かくしつゝつひにとまらむ蓬生 の思ひ知らるゝ草枕かな](千載;羇旅537、よもぎふ

行脚修行中に野中に宿り旅枕露しげくに詠)

E1368 ( ;法諱･号;禅月房) 近江天台宗園城寺僧､心海/良慶/兼秀門､円元 えんげん 1173ｰ123967歳

｢禅談鈔｣著

衍原( ･湛江) → ( ;道号･衍原;法諱､黄檗僧)Ｔ２６４５えんげん たんこう湛江

演言( ･青木) → ( ･青木 ､藩医/国学) Ｈ４１９９えんげん みねゆき あおき峯行

延絃( ･上司) → ( ･上司 ､神職/国学) Ｈ３５９３えんげん のぶお かみつかさ延絃

E1369 ( ･司馬 ) 儒者;江戸の佐藤一斎門;浜松藩水野家に出仕、遠湖 えんこ しば 1812 ｰ 187867歳

晩年;東京五番町に開塾､｢中庸論語抄説及論語講義巻｣著、

[遠湖(;号)の名/字/通称/法号]名;騰 /滕､ 字;守黙、通称;勝太郎、法号;大光院のぼる

U1321 ( ･増田 ､) 陸奥仙台の国学者婉子 えんこ ますだ 1829ｰ 188961

円護( ;字) → ( ;法諱､真宗本願寺派僧;大瀛門)Ｂ３８９４えんご ふごん普厳

E1370 ( ;法諱) 鎌倉期弘安1278-88頃真言僧;事相/教相の奥義を究む､円光 えんこう ? ｰ ?

小野流･広沢流･天台穴太流を修学/小川承澄僧正門;園城寺一流を兼学､｢理趣釈経鈔｣著、

｢金剛王院相承｣｢大日経不思議聴取聞鈔｣｢理趣釈経円光鈔｣｢理趣釈口決鈔｣著

円孝( ;法名) → ( ･伊達 ､室町期武将/歌)Ｈ４０７６えんこう まさむね だて政宗

円行( ;法諱) → ( ;法諱､真言僧) Ｅ１３５７えんこう えんぎょう円行

猿猴( ) → ( ･西村､俳/狂歌/戯作) ３０４１えんこう ていが定雅

縁江( ) → ( ･呉陵軒､川柳作者) １０３６えんこう あるべし可有

縁光( ･烏丸) → ( ･烏丸/藤原､廷臣/歌学) ２３１４えんこう すけよし資慶

縁光( ･武者小路)→ ( ･武者小路 /藤原､権大納言/連歌)Ｊ４７８０えんこう よりみつ むしゃのこうじ縁光

遠江( :号) → ( :法諱･竺運:道号､臨済/五山文学)３１３１えんこう とうれん等連

遠広( ･深江) → ( ･深江 ､藩士/神道家) Ｗ３１２０えんこう とおひろ ふかえ遠広

遠衡( ･三善) → ( ･三善 ､廷臣/歌人) Ｉ３１６９えんこう とおひら みよし遠衡

遠康( ･中原) → ( ･中原 ､連歌) Ｉ３１７６えんこう とおやす なかはら遠康

艶好( ･高力 )→ ( ､藩士/随筆作家) Ｂ１３７３えんこう こうりき えんこうあん猿猴庵

延光( ･日野西) → ( ･日野西 ､廷臣/日記)Ｉ３１７４えんこう とおみつ ひのにし延光

延孝( ･小林) → ( ･小林 /度会/出口､神職/国学)Ｉ３５４１えんこう のぶたか こばやし延孝

延弘( ･黒瀬) → ( ･黒瀬 ､国学者) Ｉ３５３４えんこう のぶひろ くろせ延弘

延好( ･遠藤) → ( ･遠藤､歌人) Ｅ３５０３えんこう のぶよし延好

延行( ･原田) → ( ･原田 ､商家/国学者) Ｊ３５７１えんこう のぶゆき はらだ延行

B1373 ( ･高力 ､名;種信 ) 尾張藩士;大番､画;写生に長ず、猿猴庵 えんこうあん こうりき たねのぶ 1756ｰ183176

随筆/戯作作者､地誌に通ず､大惣の貸本として流行､

｢尾張名湯図絵｣｢猿猴庵日記｣｢猿猴庵随筆｣｢ふかみぐさ ｢矢立墨｣｢金明録｣著､｣

1807｢絵本江崎之春｣16｢絵本竹の春｣18｢懐中硯｣30｢絵本卯之花笠｣外著多数､

[猿猴庵の通称/別号]通称;新蔵/新三/与左衛門、別号;艶好/艶香庵

燕岡庵( ) → ( ･鶴田､俳人) Ｅ２６２８えんこうあん たくち卓池

円光院( ) → ( ･鷹司､関白/歌人) Ｃ４４９１えんこういん もとただ基忠

円光院( ) → ( ･具摂院､日蓮僧/連歌) Ｄ３３８６えんこういん にっけい日逕

遠光院( → )→ ( ;号･日陽:法諱､日蓮僧)Ｓ３１３４えんこういん おんこういん どんすい呑水



遠黌院( → )→ ( ;法諱･宣覚､日蓮僧) Ｂ３３５０えんこういん おんこういん にちけい日慶

円興院( ) → ( ;法諱･驥尾 ､日蓮僧) Ｄ３３９５えんこういん にっしゅ きび日守

円光院入道前関白太政大臣( :続千載集以下)えんこういんにゅうどうさきのかんぱくだいじょうだいじん

→ ( ･鷹司､鎌倉後期関白/歌)Ｃ４４９１基忠 もとただ

猿後園( ) → (雨当 ･三津川 ､俳人) １２７５えんこうえん うとう みつかわ于当

郊居士( ) → ( ･長崎､医者/詩) Ｉ１９９４えんこうこじ こうさい浩斎

円光上人( )→ ( ;法諱､天台僧) Ｇ４９９７えんこうしょうにん りょうがん良含

円光大師( ) → ( ;法諱･法然､浄土宗開祖)１８１１えんこうだいし げんくう源空

演孔堂( ･中島)→ ( ･中島 ､儒者/教育) Ｃ３８３６えんこうどう ぶざん なかじま撫山

円光坊( ) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｃ３３５０えんこうぼう にちじん日陣

猿猴坊月成( ;春本作者)→ (2世 ･烏亭) Ｂ１３３４えんこうぼうげっせい えんば焉馬

艶好法師( ) → ( ･西村､俳/狂歌/戯作) ３０４１えんこうほうし ていが定雅

援国( ･井上) → ( ･井上 ､藩士/国学) Ｌ４１１４えんこく みずえ いのうえ瑞枝

円極( ;号) → ( ;法諱･空眼､真言僧) Ｋ１５３５えんごく がくにょ学如

厭吾亭( ) → ( ･荒巻 ､俳人) Ｃ２６３８えんごてい たいろ あらまき苔路

E1371 ( ) 京の俳人;1702轍士｢花見車｣入、円佐 えんさ ? ｰ ?

[花の雨仁王の作 を聞くばかり](花見車;154/雨に降られ寺の仁王のいわれを聞く)さく

B1374 ( ･戸谷 ) 信州善光寺大門松の旅籠屋駒屋の生､猿山の甥猿左 えんさ とや 1724 ｰ 180178歳

俳人;猿山･綾足･麦浪門､善光寺俳壇の中心､成美/一茶と交流､一時綾足の片歌に熱中､

1794｢老の春｣､95｢蓬が室｣/96｢竹原聖｣/97｢さゝれ石｣/98｢誹諧発句帳｣1800｢手児奈集｣編

[猿左(;号)の名/通称/別号]名;寿郷、通称;吉九郎、

別号;竹居士/猿佐/曲川斎/未之止/くどり､嗽芳菴 /和女鬼堂そうほうあん

U1350 ( ;法諱) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、縁西 えんさい ? ｰ ?

歌人;1237刊[楢葉集]2首入、

[述懐百首歌よみ侍りけるに、

くらきよはさはの螢も照すめりわが身の闇のはてぞかなしき](楢葉;釈教601)

E1372 ( ･加藤 /加嶋/賀嶋､名;矩直) 美濃岐阜の儒;岡白駒門､円斎 えんさい かとう 1716-36頃生ｰ1781-91頃没

経学を専修;大阪で講説業､｢儀礼解箋｣｢周礼説筌｣｢周官解箋｣｢論語大疏集成｣著、

｢礼記鄭注補正｣｢孝経鄭注疏釈｣｢経説専門発蘊｣著､

[円斎(;号)の名/字/通称/別号]名;矩直､字;宗叔､通称;荘右衛門/宗右衛門､別号;泉斎

E1373 ( ･小泉 ､字;子犖 /通称;見卓､棲真窩 男) 江中期伊勢松阪の医者、垣斎 えんさい こいずみ しらく せいしんか ?ｰ?

詩文に長ず､｢垣斎集｣､五林の父

B1375 ( ･堀田 ､芋洗男) 江戸小日向服部坂上の旗本幕臣;5百石､燕斎 えんさい ほった 1783ｰ? 1856存

1791(9歳)父に連れられ｢元祖川柳小祥忌会筵｣に参加;芋隣の号､1798頃眉長の川柳号､

1806｢柳多留三四篇｣初見/15叶の号/46五世川柳｢新編柳多留｣入､56｢手記｣(;礫川伝)､

[乳首を横にくはへる天狗の子](柳多留:三四)、

[燕斎(;号)の通称/別号]通称;彦三郎?、別号;芋隣(;初号)/眉長/叶 /哥農かのう

斎( ) → ( ･佐藤 ､藩士/俳人) Ｉ３６４４ えんさい ばんとく さとう晩得

淵斎( ) → (雨当 ･三津川 ､俳人) １２７５えんさい うとう みつかわ于当

燕斎( ･中村) → ( ･中村 ､国学者/神道)Ｆ４４２３えんさい もりおみ なかむら守臣

円斎( ･稲葉) → ( ･稲葉/鈴木､藩士/兵学) Ｆ３５８５えんさい のりみち則通

円斎( ･平野) → ( ･平野 ､商人/俳人) ２７１６えんさい へいかく ひらの平角

円斎( ･弘) → ( ･弘 ､和洋算家/教育) Ｃ４１６４えんさい みちみつ ひろ通光

焉哉( ･遠田) → ( ･遠田 ､藩士/日記) Ｊ４７７８えんさい よりみ とおだ自省

燕斎叶( ) → ( ･堀田､旗本/川柳作者) Ｂ１３７５えんさいかのう えんさい燕斎

宛在水中央漁者( )→ ( ･円山/小池､藩士/儒者)４３３７えんざいすいちゅうおうぎょしゃ めいほく溟北

F1362 ( ;法諱､号;不退転院/荷風子) 越後の真宗大谷派正福寺住職;誓源寺円智門､円策 えんさく ?ｰ1725

天台に精通/三業一致帰命説を主唱;本山の糾明を受､1709｢改悔試験鈔｣､｢槐南夢覚録｣､

｢原人論助覧｣｢真宗聞信集｣｢選択集聞香記｣｢聞信集追加破文要決｣著､円淋父/円勢の祖父

U1322 ( ;法諱･三衣 ､) 近江膳所の達磨山清径院20世、遠察 えんさつ みえ ?ｰ1880



歌人;[鳰のうみ]入

C1315 ( ･善教寺) 浮世草子作者､1707｢色道懴悔男｣著猿算 えんさん ? ｰ ?

E1374 ( ) 大阪の俳人;1686仙化｢江鮭子 ｣1句入、縁山 えんざん あめご? ｰ ?

[古寺やものにかまはで秋の月](あめ子;172)

E1375 ( ) 俳人;1768秀億｢葛藤 ｣入塩山 えんざん かつらふじ? ｰ ?

遠山( ) → ( ･立羽 /山崎､書肆/俳人)３８０３えんざん ふかく たちば不角

遠山( ･松平) → ( ･松平 ､藩主/俳人) Ｄ２１７９えんざん しざん まつだいら四山

遠山( ･中岡) → ( ･中岡､勤王派/討幕) ２２５９えんざん しんたろう慎太郎

円山( ;道号) → ( ;法諱､曹洞僧) Ｋ２５４１えんざん そみょう素明

山( ･湯浅) → ( ･湯浅 ､藩士/典故) Ｄ３５９２えんざん のぶよし ゆあさ進良

淵山( ･大村/村田)→ ( ･大村､藩士/兵学) Ｊ４００４えんざん ますじろう益次郎

遠山翁( ) → ( ･長野 ､医者/俳人) Ｆ３６３４えんざんおう ばてい ながの馬貞

遠山窓( ) → ( ･小浦 ､藩士/歌人) Ｑ３１６５えんざんそう ともみち こうら朝通

遠山窓( ) → ( ･小浦 ､藩士/国学/歌) Ｊ３７５２えんざんそう ひろな こうら広名

塩山亭( ) → ( ･高井､俳人) １６２３えんざんてい きとう几董

円山隣( ) → ( ･細谷､俳人) Ｈ１１４２えんざんりん いっせい一井

C1316 ( ･藤原､麗景殿前女御 /高倉女御､藤原頼宗女) 母藤原伊周女､延子 えんし れいけいでんさきのにょうご 1016ｰ9580

1020入道一品宮脩子内親王の養女､1042後朱雀天皇女御､1045一月16日後冷泉天皇即位、

同一月18日後朱雀院崩御;退出/四月故院の遺児正子 内親王を出産､歌人､しょうし

1050正子内親王のために｢前麗景殿女御歌合｣主催:歌絵合の最初(;父頼宗の後見)､

後拾遺集584、

[去年よりも色こそ濃けれ萩の花涙の雨のかゝる秋には](後拾遺;哀傷584)、

(故院手植の東三条局の萩を翌年1046人が折って持参したので詠む/涙の雨は紅涙)

1396 ( ･高階 ､高階遠経女) 参議高階経茂の孫､掌侍/花園天皇の勾当内侍､遠子 えんし たかしな ?ｰ1342?

洞院公賢と交渉;1女出産､歌人､暦応1338-42頃｢花園院三十首｣参加､花園宸記などに入、

勅撰11首;玉(1385)続千(1506)風雅(8首313/755/1151/1192/1196/1304/1317/1710)新千、

[契りしをよもと頼まぬこの夕べまつとはなしにしづ心なき](玉葉;恋1385)、

[遠子(;名)の通称] 花園院兵衛督 /院兵衛督/新院 兵衛督はなぞのいんのひょうえのかみ しんいんの

1397 ( ;法諱･別源;道号､号;縦性､地名 越山､合志時長男/本姓平) 越前僧;円旨 えんし ちみん 1294ｰ136471

1300出家/09曹洞宗宏智 派円覚寺東明慧日門､132入元;古林 清茂 /中峰明本門､わんし くりん せいむ

1330帰国/42越前足羽弘祥寺を開山､64建仁寺住持､詩文｢南游東帰集｣｢別源和尚語｣著

E1376 ( ) 尾張の俳人;1689｢あら野｣1句入、淵支 えんし ? ｰ ?

[鴫突 は萱津 のあまのむまご哉](あら野;909/代々の生業;海士の子孫)しぎつき かやつ

C1323 ( ･横田 弥九郎､別号;壺谷軒/北流亭/眉丘子/短尺 堂) 江戸の医者､艶士 えんし よこた たんじゃく ?ｰ1712

俳人;露言/調和門､牡丹を愛好､1698｢みづひらめ｣1704｢分外｣編､

1691其角｢二葉之松｣1702轍士｢花見車｣入、

[語るまもなくて西瓜 の堅さ哉](花見車;85/出典は小弓誹諧集;すいくわ

東鷲が江戸を旅立つ時の餞別句)

E1377 ( ) 俳人;1691北枝｢卯辰集｣1句入、燕子 えんし ? ｰ ?

[海棠にゆらりと来たる胡蝶哉](卯辰集;98)

E1378 ( ･東 ､別号;東流窓/匍匐庵 ) 江戸中期江戸の俳人･万英門､燕志 えんし とう ほふくあん ?ｰ?

1756｢ゆきのうら｣64｢日のはじめ｣編､67｢ここら草｣70｢千代の春｣71｢狂句歌集｣著、

1772｢都の春｣75｢福寿草｣81｢百福寿元禄俳諧｣著/84｢匍匐菴集｣編､外編著多数

E1379 ( ) 江戸住の俳人;1783維駒 ｢五車反古｣入、燕史 えんし これこま? ｰ ?

[船頭の鼾 を逃ぐる螢哉](五車反古;巻首233/螢見物舟で肝腎な所で鼾に逃げた)いびき

E1380 ( ･通称;茶屋宗七､多賀庵4世､多賀庵2世六合養子) 広島袋物商､筵史 えんし 1773ｰ184674歳

俳人;敏彦門､1822多賀庵4世継承､1812｢其袋集｣､18｢夢朝集｣19｢歳旦集｣｢さされいし｣､

1821｢このはな集｣/22｢はつたより｣｢花守集｣､1823-44多賀庵年刊句集｢やまかつら｣継承､

1826六合追善｢たままつり｣編､30風律追善｢ゆふがほ集｣編､

[厠ひとつ浜辺に見えて秋の暮](1843｢やまかつら｣)



寺田筵史とは別人 → ( ･寺田､俳人) Ｍ１９４０古江 ここう

延子( ･藤原顕光女[?ｰ1019])→ ( ､歌人)Ｅ３９８７えんし ほりかわのにょうご堀河女御

延子( ･毛利) → ( ･毛利 ､都美姫､藩主室)Ｋ３５１６えんし のぶこ もうり延子

艶子(縁子 ･柏原/三井)→ ( ･柏原 /三井､正寿尼/歌人)Ｕ３１７３えんし としこ かしわばら齢子

筵史( ､多賀庵4世とは別人)→ ( ･寺田､俳人) Ｍ１９４０えんし ここう古江

延之( ･河本) → ( ･河本/三宅､歌人) Ｄ３５７３えんし のぶゆき延之

援之( ･岡島) → ( ･岡島 ､唐話唐音学) １５５１えんし かんざん おかじま冠山

円子( ･堤) → ( ･堤 /井上､歌/通女妹) Ｊ３５２０えんし のぶこ つつみ円子

円志( ;号) → ( ;号/隆苗;法諱､浄土僧/俳人)Ｏ３１１８えんし とじょう吐丈

円志( ･闇牛斎) → ( ･闇牛斎､絵師) Ｙ２１１０えんし しゅうどう秋童

円禔( ) → ( ;法諱･常磐井 /近衛､真宗高田派)Ｕ１６８４えんし ぎょうき ときわい堯煕

遠視( ･良岑) → ( ･良岑 ､廷臣) Ｔ３１０１えんし とおみ よしみね遠視

E1381 ( ･岡本 ､通称;美濃守) 戦国期武家故実家;小笠原家より伝授?､縁侍 えんじ おかもと ?ｰ? 1544存

｢岡本記｣著

B1376 ( ;法諱･東嶺 ;道号､中村善左衛門男) 近江臨済僧;1729亮山恵林門/出家､円慈 えんじ とうれい 1721ｰ92

古月禅材門/1742白隠慧鶴門､60伊豆三島竜沢寺住持､1762｢禅関策進箋解｣､｢入道要訣｣著､

｢退養雑毒海｣､｢東嶺円慈道歌二十一首｣｢宗門無尽燈論｣｢神機独妙禅師年譜｣著､

[東嶺円慈の初法諱/号]初法諱;道果、号;三光崛/不々庵主､諡号;仏護神照禅師

1398 ( ･塩屋 ) 江戸赤坂葵阪住､洒落本/狂歌;徳和歌後万載入､艶二 えんじ しおや ? ｰ ?

1800｢見物左衛門｣､1800｢南門 鼠｣(出版禁止)/1801｢匂ひ嚢｣/02｢五大力｣｢三躰誌｣著、みなと

18004｢白狐伝｣､｢艶二物語｣著､

[雪ならで白きは霜のはし柱かへるもすごし行くも憂しみつ](後万載;327/橋上霜、

橋上の霜柱/憂しと丑三つを掛る)

[塩屋艶二の別号] 紫色主 /塩屋主人/塩屋色主/陀々羅大尽 /驍々閣むらさきのいろぬし だだらだいじん

しおやのからんど塩屋辛人

延次( → ) → (信次 ･荷田/羽倉､神職) Ｃ３５０５えんじ のぶつぐ のぶつぐ延次

園次(円次/園治 ･木村)→ ( ･木村､歌舞伎作者) Ｂ１３８６えんじ えんぶ園夫

遠治( ･井沢) → ( ･井沢 ､儒者) Ｎ１６８０えんじ きょうさい いざわ強斎

圓治( ･三浦) → ( ･三浦 /小林､藩医/歌) ３１９７えんじ どうい みうら道意

円次( ･中谷) → ( ･中谷､栗本3世/俳人) Ｈ１９０６えんじ ごあん梧庵

円耳( → ;法諱)→ ( ;道号･円耳;法諱､日蓮のち臨済僧)Ｌ１９７７えんじ えんに こおう虚応

演慈院( ;諡号) → ( ;法諱､真宗本願寺派能化) Ｃ２８５６えんじいん ちくう知空

円慈和尚( ) → ( ;号･慧篤;法諱､浄土僧) Ｍ２４１０えんじおしょう ぜんくう善空

E1382 ( ;法諱､覚円男/俗姓永野) 安藝広島の真宗本願寺派僧､円識 えんしき 1793ｰ185260歳

1804漢学;広島の坂井禎門/因明･倶舎･唯識;九州の宝雲門､宗乗余乗;雲幢門､

1818僧叡門;宗学･華厳･天台･真言を修学､1829(文政12)安藝蒲刈の弘願寺9世住職､

1830学舎樹心斎を開設/46助教/47学林監事､歿後;司教･勧学･法号大智院を贈与､

1820｢行信管窺｣､｢塵砂鈔｣｢宗要私議｣｢私淑録｣｢高僧和讃私考｣外著多数､｢詩文遺稿｣、

[円識の幼名/字/号]幼名;民蔵、字;思恭/宝乗、号;東郭散人/竈洲老樵 、そうしゅうろうしょう

諡号;大智院

円識( ;号) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) ５１６７えんしき れいほう霊鳳

E1383 ( ･和尚､藤原実能男) 平安後期の僧;法眼/歌人;円実 えんじつ ?ｰ?

1170住吉歌合参加(判者藤原俊成/藤原清輔･邦輔･朝宗･寂念･寂超らと参加)、

[住吉のおまへの岸の松の葉もかずかくれなく見ゆる月影](住吉歌;社頭月九番右18)

U1346 ( ;法諱､) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、延実 えんじつ ? ｰ ?

歌人;1237刊[楢葉集]2首入、

[かよひこし庭のふるみちあとたえぬつもるや雪の深草の里](楢葉;冬343)

U1339 ( ;法諱､摂関左大臣九条道家[1193ｰ1252]男/本姓藤原) 母;公経女綸子、円実 えんじつ 1214ｰ7259

鎌倉期;法相僧;興福寺禅定院権僧正/1235(文暦2)興福寺別当/大僧正/大乗院住;

同寺領大住荘と石清水八幡宮領薪荘との争いで1243(寛元元)辞任/58(正嘉2)再任、



1259辞任/64(文永元)興福寺衆徒の要求で丹波に流罪/1272(文永9)没､尊信の師、

歌人;1237[楢葉集]2首入(禅定院権僧正名)､教実･良実･実経･頼経･慈源･法助の兄弟､

[大乗院前大僧正菩提山にて入滅の次のあした法文なむどとりしたためられけるに、

花のちりけるをみて、

いつしかとあるじなしとやさくら花道まよふまでけさはちるらむ](楢葉;釈教584)

遠実( ･中原) → ( ･中原 ､連歌) Ｉ３１７２えんじつ とおざね なかはら遠実

延実( ･高橋) → ( ･高橋 ､神職/国学) Ｉ３５９５えんじつ のぶざね たかはし延実

延子内親王( / )→ ( ､伏見皇女)Ｆ１３３８えんしないしんのう のぶこー えんめいもんいん延明門院

延子内親王家大夫( )→ ( ･延明門院､女房歌人)Ｃ２６１２えんしないしんのうけのだいぶ だいぶ大夫

E1384 ( ) 俳人;1689｢あら野｣3句入塩車 えんしゃ ? ｰ ?

[土橋 や横にはえたるつくづくし](あら野;二)つちはし

塩車( ) → ( ･桑岡､俳人[1672ｰ1734]) ３００３えんしゃ ていさ貞佐

E1385 ( ) 連歌;1476｢表佐 / 千句｣参加猿若 えんじゃく ひょうさ おさ? ｰ ?

B1377 ( ) 大阪俳人､1751春耕｢あふ夜｣折句入燕雀 えんじゃく ? ｰ ?

円寂( ;号) → ( ･竹川 ､商家/歌人) Ｄ４０５１えんじゃく まさただ たけがわ政忠

燕雀坊( ) → ( ･飯塚/平元､藩士/歌/狂詩) Ｇ４６０７えんじゃくぼう ゆたか恰

1399 ( ;法諱､権中納言近衛道嗣男) 鎌倉中期天台僧;比叡山の宗源門/権僧正､円守 えんしゅ ?ｰ?

最勝講会の証義を務める､｢御灌頂装束等記｣､歌;新後拾遺794、

[さゆる日は氷とぢそふ山河の下行く水も残りやはする](新後拾;794)

E1386 ( ;法諱) 鎌倉期;弘長-文永1261-75頃天台･真言律僧、円珠 えんしゅ ? ｰ ?

泉涌寺の智鏡･道玄門;律･密教を修学､鷲尾山の円照律師を訪問;菩提心論など講ず、

摂津四天王寺の衆僧の要請で摂津勝鬘院住;同学の思順と並び法義を主唱､｢六大義｣著

垣守( ･谷/大神) → ( ･谷 ､藩士/国学者) Ｂ１５２５えんしゅ かきもり たに垣守

遠守( ･水野) → ( ･水野 ､歌人) Ｘ３１１１えんしゅ とおもり みずの遠守

延守( ･久志本/河崎)→ ( ･久志本/度会､神道/歌)Ｂ２９５７えんしゅ つねあきら常彰

U1326 ( ･星野 ､) 江前中期;歌人、円寿 えんじゅ ほしの ? ｰ ?

[移しうゑて幾年ならぬ立花も咲かば昔の香もや匂はん](茂睡[鳥の迹]夏228)

C1337 ( ･富本 ､姓;清水/通称;権次郎) 筑前の生/富本節浄瑠璃太夫;延寿 えんじゅ とみもと 1727ｰ180276歳

宮古路品太夫(初代富本豊前太夫/富本父子を創始)門;師のワキを語る;斎宮 太夫名、いつき

師没後;師の息子の午之助(2代目豊前太夫)の後見役;富本節の基礎を築く､

富本伊都喜太夫に改名/剃髪後;富本延寿(延寿斎)に改名

[富本延寿の初名]富本斎宮 太夫/伊都喜 太夫いつき いつき

延寿( ･青山) → ( ･青山 ､儒者/槍術) Ｃ３５９６えんじゅ のぶひさ あおやま延寿

延寿( ･榊原) → ( ･榊原 ､藩士/儒者) Ｌ１５８０えんじゅ かしゅう さかきばら霞洲

延寿( ･衣笠) → ( ･衣笠 /蓋､儒者) Ｍ１６９８えんじゅ きゅうりょう きぬがさ鳩陵

延寿( ;号) → ( ;法諱､日蓮僧) Ｈ３３０２えんじゅ にちめい日明

円珠庵( ) → ( ;法諱･空心､真言僧/国学者)１８０６えんしゅあん けいちゅう契沖

円珠庵( ) → ( ;号･恵階;法諱､真宗僧/俳人)Ｂ４８３９えんしゅあん らじょう羅城

延寿院( ) → ( ･曲直瀬 /河崎､医者) Ｊ１８１４えんじゅいん げんさく まなせ玄朔

延寿院( ) → ( ･曲直瀬 /今大路､医者)Ｉ１８３１えんじゅいん げんかん まなせ玄鑑

延寿院( ) → ( ･曲直瀬 /今大路､医者)Ｈ１８９７えんじゅいん げんえん まなせ玄淵

延寿院( ) → ( ･伊達 /山本､藩主側室) Ｆ２９９４えんじゅいん つねこ だて恒子

E1387 ( ;法諱) 奈良元興寺三論の学僧､869維摩会講師/874律師､円宗 えんしゅう ? ｰ 883

883(元慶7)少僧都､｢一乗仏性慧日抄｣著

E1388 ( ) 室町期歌人;1457武家歌合参加(正徹･心敬らと)、円秀 えんしゅう ? ｰ ?

[朝づく日むかふ高ねのこずゑよりまだき色にぞいづるもみぢ葉](武家歌合;十一番右15)

1301 ( ;通称･小堀 ､名;政一 /正一､幼名作助､政次男) 母;磯野員正女､遠州 えんしゅう こぼり まさかず 1579ｰ164769

近江小堀生/1604備中松山藩主;父の遺領相続､08遠江守/19近江小室に転封/23伏見奉行､

茶道;古田綾部門/遠州流茶道の祖､歌;冷泉為満門/書画/造園､｢遠州茶書｣｢茶道百首｣､

｢辛酉紀行｣｢湯本紀行｣｢小堀宗甫道記｣｢小堀遠州古田綾部茶湯日記｣｢小堀遠州書簡集｣著､



狂歌;｢古今夷曲集｣2首入(遠江守一政 名)/俳人;没後1676西鶴｢古今俳諧師手鑑｣入、かずまさ

[遠州の号] 宗甫(;茶号)/大有/孤蓬庵/転合庵

[えぬ歌をまつほのうらみいふ人にかくやもじさへ筆ふるひつゝ](夷曲集;九雑683、

｢歌書きて得させよ｣と催促する人への返事/本歌;定家[来ぬ人を]の歌)、

[冬に今朝霞や春の先備 へ](手鑑)、さきそな

[風さえてよせくる波のあともなしこほる入江の冬の夜の月](集外三十六歌仙35)

B1303 ( ･和気 ) 大坂玉造の俳人;宗因門､西鶴と交流/能書家､遠舟 えんしゅう わけ 1653ｰ 1702?50?

門人に歌舞伎役者多数､1676(延宝4)｢難波弁慶｣80｢太夫桜｣編/｢遠舟千句附并百韵｣著、

1692｢八重一言｣｢俳諧すがた哉｣編/93｢俳諧しらぬ翁｣編､ 1673西鶴?｢哥仙大坂誹諧師｣入、

1673西鶴｢生玉万句｣(第四灌仏百韻発句等)入/81賀子｢山海集｣82如扶｢三ケ津 ｣入、さんかのつ

1682風黒｢高名集｣/91賀子｢蓮実｣4句入/95草也｢備後砂｣入/1702轍士｢花見車｣入、

[麦藁も青葉で見しが小笛かな](高名集;麦藁笛/敦盛の銘[青葉]の笛に擬す)

[三日月の二つ見られぬ汐干 哉](蓮実;197/満潮ならよいが干潮には残念一つだけ)しほひ

[遠舟(;号)の通称/別号]通称;仁兵衛､ 別号;東柳軒/朧麿

E1389 ( ･鳥居 ､) 尾張名古屋藩士/内証詰/1744歩行組､円秋 えんしゅう とりい 1691ｰ174454

天文学;大野伯友門､国学者､｢諸暦通解｣｢暦儀新解｣著

[円秋(;号)の名/通称]名;千之 、通称;喜源次ちゆき

E1390 ( ･雨森 ､名;増質/字;有文) 越前福井藩士/儒者･詩文､炎洲 えんしゅう あめのもり 1739ｰ181476

｢炎洲雑詩｣､｢炎洲詩稿｣著

[炎洲の通称/別号]通称;太郎兵衛/甚四郎、別号;花陽居士/小森[小林]昼月(;致仕後)

T1383 ( ;法諱) 江後期;僧､歌人､円秀 えんしゅう ? ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入、

[言ひそむるかひもなぎさによる波のまた打ちかへす言の葉もなし]、

(大江戸倭歌;恋1379)

遠州( ･思玄 )→ ( ;法諱･遠州､真言僧/狂詩)Ｄ２１５２えんしゅう しげん しげん思玄

灔洲( ･石山) → ( ･石山 ､医者/詩歌) Ｃ１３９２えんしゅう えいしゅう いしやま瀛洲

円周(円秀 ;字) → ( ;法諱･蓮昌院､日蓮僧) Ｃ３３０４えんしゅう にちじ日慈

B1304 ( ･志水 ･鈴木 庄之助) 江後期幕府小吏/洒落本･黄表紙作者､燕十 えんじゅう しみず すずき 1747?ｰ1810?64?

狂名:奈蒔野馬乎人 ､1789｢一騎夜行｣-84｢通俗画図勢勇談｣著なまけのばかんど

参和( )説 → ( ･唐来) Ｇ２０５４さんな さんな参和

写楽( )説 → ( ･東洲斎) Ｇ２１５９しゃらく しゃらく写楽

円宗( ･空寂;法諱)→ ( ･円宗､曹洞僧) Ｃ１７２３えんじゅう くうじゃく空寂

延重( ･春日) → ( ･春日 ､神職/国学) Ｈ３５９０えんじゅう のぶしげ かすが延重

烟舟亭( ) → ( ･田河､俳人) Ｂ１１１７えんしゅうてい いちく移竹

遠州屋弥七( )→ ( ･小松､噺本) Ｅ３７９４えんしゅうややしち ひゃっき百亀

延寿園有枝( )→ ( ･勝俣 ､医者/国学) Ｊ３７０７えんじゅえんありえだ ひでやす かつまた秀安

延寿王院( ) → ( ･大鳥居､社僧/国学/連歌)Ｐ２２１６えんじゅおういん しんぜん信全

円珠経屋( )→ ( ･木村､国学者) Ｃ４０５０えんじゅきょうおく まさこと正辞

遠叔( ･三島) → ( ･三島 ､藩士/儒者) Ｇ２８２３えんしゅく ちゅうしゅう みしま中洲

延寿斎( ･富本)→ ( ･富本 ､浄瑠璃太夫) Ｃ１３３７えんじゅさい えんじゅ とみもと延寿

延寿斎( ･清元)→ (初世 ･清元､清元節祖)Ｂ１３０５えんじゅさい えんじゅだゆう延寿太夫

B1305 (初世 ･清元 ) 江戸の浄瑠璃太夫;清元節の祖､延寿太夫 えんじゅだゆう きよもと 1777ｰ1825殺害49

江戸横山町の茶油商の生､1794富本斎宮太夫(延寿)門;その養子;

1797斎宮 太夫2世を襲名､1812富本節を離れ豊後路清海太夫の名で一派を成す､いつき

1814富本節より分流し清元延寿太夫を名乗り清元節を創設;美声と世相を入れ評判､

1824剃髪;清元延寿斎と号す/25劇場の帰途何者かに刺殺､

｢累｣｢山姥｣｢須磨｣などを語る

B1306 (2世 ･清元､通称;岡村屋藤兵衞､初世男) 浄瑠璃太夫;清元節、延寿太夫 えんじゅだゆう 1802ｰ5554歳

幼名;巳三治郎/号;紫雲斎､1816出雲松江藩主松平不昧より初代清元栄寿太夫を拝名;

1819襲名/1827延寿太夫2代目を襲名/45初代清元太兵衞と改名､清元お葉の父、



｢神田祭｣｢落人｣｢お染｣など語る

延寿道人( ) → ( ･川口 ､臨済僧/詩人) Ｅ１６９４えんじゅどうじん きいつ かわぐち希逸

円珠房( ;号) → ( ;法諱･円珠房､天台声明家)Ｊ１６６８えんしゅぼう きえん喜淵

円珠房( ;号) → ( ;法諱､真宗学僧) ３９２９えんしゅぼう ほうがつ宝月

B1307 ( ;法諱) 鎌倉後期僧;法印/権律師､禅林寺住､聖戒と交流､円俊 えんしゅん ? ｰ ?

歌人;冷泉為相家歌合などに参加､続門葉/続現葉集入集､玉葉2440、

[見るたびに露かかれとはいひおかぬことのはおかで涙おつらむ]、

(朗詠の文詞の心を;玉葉;十八雑2440)

E1391 ( ;法諱･号;行光坊) 天台僧;小川流祖の承澄門､1401｢密宗聞書｣､円俊 えんしゅん ?ｰ? 1421存

｢行林聞書｣｢独朗集｣｢八千杖事｣｢八千杖用意｣｢秘密灌頂記｣､1421｢日枝記｣著、

小川流は承澄→澄豪→永慶→円俊と相承;門下に兼英･清覚

円俊( ;通称) → ( ;法諱､上人/天台僧) Ｂ２１２７えんしゅん しおん志遠

延春( ･度会) → ( ･度会 ､神職/歌人) Ｋ３５５９えんしゅん のぶはる わたらい延春

延春( ･菊池) → ( ･菊池 ､神職/歌人) Ｉ３５１７えんしゅん のぶはる きくち延春

延春( / ･前田)→ ( ･前田/菅原/菅､藩士) Ｊ４０５４えんしゅん のぶはる またひさ又久

E1392 ( ;法諱･号;理覚院､源宗信男) 天台宗園城寺理覚院の僧､法印/権僧正､円順 えんじゅん 1181ｰ125676

台教;長舜/良俊門､摩訶毘廬舎那法;重円門､1225(元仁2)現舜の要請で円珍｢授決集｣を構ず、

四宗証義/一寺別当/本寺題者歴任､1248(宝治2)大阿闍梨位､円顕らに付法、

｢声経詮要抄｣｢看文抄(智袋抄)｣｢四度理権記｣著

E1393 ( ;法諱･徳猷;字､初諱;円智､音仁親王長男) 有栖川宮職仁親王の猶子､円遵 えんじゅん 1746ｰ181974

1753真宗高田派僧;本山伊勢専修寺入/58得度/78同寺18世住職/97勧学堂創建立;

学問奨励､1765｢高田三祖伝｣､｢高田五帖勧章｣｢繙御書｣著､｢親鸞聖人御内証ノ御文｣編､

[円遵の号]号;一蜩 /鷲峰/秋香堂/亮仁/洪澳盧、法号;無上上院、幼名;季宮いっちょう

円遵( ;法諱) → ( ;道号･円遵;法諱､臨済僧)Ｇ１９９８えんじゅん ごんにょ言如

延純( ･荷田/羽倉)→ ( ･荷田/羽倉､神職) Ｂ３５７１えんじゅん のぶずみ延純

U1353 ( ;釈/法諱) 鎌倉南北期;僧、円助 えんじょ ? ｰ ?

歌;1334(建武元)度会朝棟亭八月十五夜歌会参加、

[桂川いつの秋より久堅の月にはかよふ名を残すらん](朝棟亭歌会;94)、

[しらざりき世を歎かじと捨てし身に秋のうれへを残すべしとは](同;96)

E1394 ( ;法諱･内大臣中院 通茂男) 天台宗常住金剛院住職､大僧正/法印､円恕 えんじょ なかのいん 1673ｰ173361

1719｢御経供養法則｣｢実心繋院宮年譜草｣32｢円恕年譜｣著､中院通躬 の弟､みちみ

諡号;安如海院､

円如( ;字) → ( ;法諱･円如;字､真言僧) Ｋ４９１４えんじょ りんけん琳賢

園女( ) → ( / ･斯波/秦､俳人/歌) ２５２７えんじょ そのめ そのじょ園女

延女( ) → ( ､歌人) Ｇ３５９９えんじょ のぶじょ延女

婉女( ･野中) → ( ･野中 ､医者/詩歌) Ｅ１３３８えんじょ えん のなか婉

B1310 (円松 ;法師) 平安中期歌僧､関白道隆忌に法興院で詠歌､後拾遺1014、円昭 えんしょう ? ｰ ?

[明けぬなり賀茂の川瀬に千鳥鳴く今日もはかなく暮れむとすらん](後拾;雑1014、

中関白道隆[長徳元995没]忌に法興院に籠り暁方に千鳥の鳴くを詠む)

清水寺宝日上人と同一説(西行撰集抄に逸話)あり

B1308 ( ､厳寛男､俗姓藤原) 鎌倉中期僧､聖守 の弟円照 えんしょう しょうしゅ1220ｰ7758歳

E1395 ( ･法師) 南北期僧/歌､1324頃まで活動､新拾遺1613･新続古今933円照 えんしょう ? ｰ ?

[小倉山紅葉吹きおろす木枯にまたさそはるるさを鹿の声](新拾;雑1613/嵯峨)

[行末もなほ重なれる山の端の雲のいづくをあすは越えまし](新続古今十;羈旅933)

円昭と同一? → ( ･法師､新後拾遺歌人) Ｂ１３０９円昭 えんしょう

B1309 ( ･法師) 南北期僧;1364頃まで活動､歌人､新後拾遺810円昭 えんしょう ? ｰ ?

[ささたけの大宮人の袖のうへにかざしの玉とふるあられかな](新後拾八:雑秋810)

円照と同一? → ( ･法師､新拾遺歌人) Ｅ１３９５円照 えんしょう

E1396 ( ;法諱･号;白翁､真覚寺明性男) 京真宗本願寺派僧;西吟門、円性 えんしょう 1623ｰ170886歳

真覚寺住職､1698権律師､1694｢宗門年譜｣､｢教行信証冠履鈔｣｢愚禿鈔録｣著



E1397 ( ;法諱､重源の孫) 上州吾妻郡原町金剛院住の天台僧;祖父門､円聖 えんしょう 1664ｰ174784歳

史実に精通､滝峨山に観音石像を建立､

1716｢吾妻原町記｣､｢再編吾妻記｣｢天狗神仏論｣｢修験岩櫃語｣著

E1398 ( ) 京の俳人;1690言水｢新撰都曲 ｣1句入、延尚 えんしょう みやこぶり? ｰ ?

[滝音 を聞きて行き着く暑さ哉](都曲;190/暑さも一息)たきおと

B1311 (初代 ･三遊亭､橘屋､円里;俳名) 江戸落語家;道具入り芝居噺の祖､円生 えんしょう 1768ｰ183871

初代立川焉馬門

E1399 ( ;法諱､鷹司輔平男) 有栖川宮職仁親王猶子、円祥 えんしょう 1788ｰ183750歳

真宗高田派僧;1790円遵門､1793本山伊勢専修寺入/1811専修寺19世住職、

1823法印/24(文政7)大僧正､詩文に長ず､

1827｢礫渓猿馬記｣35｢薑花集｣､｢宣教護国論｣｢高田中興上人別伝｣著、

[円祥(;法諱)の幼名/号]幼名;章宮、号:文鳳/墨化/三軒、法号;眞無量院

B1378 (二代 ･三遊亭､橘屋円蔵) 落語･初代門､｢累草子｣作､円朝の師円生 えんしょう 1806ｰ6256歳

T1390 ( ;法諱･岩谷 ､) 近江高島郡梅津村の浄土真宗願慶寺住職､歌人､円松 えんしょう いわや 1823ｰ8967

[円松(;法諱)の通称/号]通称;三輪丸、号;尺教/松月

B1379 (三代 ･三遊亭､初代円楽) 落語･円朝門､円朝より芝居道具贈らる円生 えんしょう 1839ｰ8143歳

円照( ;法名) → ( ･源､廷臣/歌人) １０８６えんしょう あきもと顕基

円照( ;法名) → ( ･三条/正親町三条､内大臣/歌)Ｄ２０１８えんしょう さねつぐ実継

円照( ;法名) → ( ･葉室/藤原､権大納言/日記)Ｊ４７７１えんしょう よりふじ頼藤

円証( ;法名) → ( ･九条/藤原､摂関/歌人) １５２９えんしょう かねざね兼実

円性( ;字) → ( ;法諱･円性､真言僧) Ｊ１５６５えんしょう かくき覚基

円性( ;法名) → ( ･徳大寺/藤原､太政大臣/歌)Ｄ２０６９えんしょう さねもと実基

円象( ･和田) → ( ･和田 ､和算家) Ｂ４５６１えんしょう やすし わだ寧

円紹( ･三浦) → ( ･三浦 /小林､藩医/歌) ３１９７えんしょう どうい みうら道意

遠照( ;号) → ( ;法諱､本願寺派学僧) Ｊ４９６１えんしょう りょうゆう了祐

延璋( ･森岡) → (( ･森岡､藩士/詩人) Ｏ２６７５えんしょう たけまさ武雅

延昌( ･青山/佐藤)→ ( ･佐藤 ､儒者/絵師)Ｉ２２２３えんしょう しょうけい さとう松渓

偃松( ) → ( :法諱､真宗大谷派僧) Ｌ２６３０えんしょう たいれい諦霊

U1343 ( ;法諱､) 平安鎌倉期;南都の僧/法師、縁定 えんじょう ? ｰ ?

歌人;1237刊素俊撰[楢葉集]入;菊苑庚申講歌会･光明院歌会に参加、

[光明院の月次歌よみて遣しける、

よをすててすまばやと思ふみ吉野の奥よりにほふ花の春風](楢葉;597)

F1300 ( ･二条 ) 坊官/興福寺三綱職;丹波寺主/法眼､宴乗 えんじょう にじょう ? ｰ ? 1586存

1569/70/71/74/86｢二条宴乗日記｣著

F1301 ( ･高田 /狩野､名;正和/修姓;高) 江後期絵師:狩野惟信門､円乗 えんじょう たかた ?ｰ?

1786｢古画要覧｣91｢唐詩選画本｣､｢加言二十四孝｣｢三十六歌仙｣画

F1302 ( ･笹井 ) 江後期の講釈師;家斉御前で軍談燕尉 えんじょう ささい ? ｰ ?

円常( :道号) → ( :法諱･円常､曹洞僧) Ｎ１８１２えんじょう げんれい元嶺

円常( ･和田) → ( ･和田 ､俳人) Ｇ３８０７えんじょう ぶんそく わだ蚊足

円浄( :法皇) → ( ､古典/歌人)Ｄ１９８９えんじょう ごみずのおてんのう後水尾天皇

偃松院( ) → ( :法諱､真宗大谷派僧) Ｌ２６３０えんしょういん たいれい諦霊

円照院( ) → ( ･伊達 ､領主/銃術/歌) Ｂ４２３６えんしょういん むねざね だて宗実

円成院( ) → ( ;法諱･英学､日蓮僧) Ｃ３３４３えんじょういん にちじょう日成

円成院( ) → ( ;法諱･伝灯､真宗本願寺派僧)Ｌ２１６４えんじょういん じゅんどう詢道

円乗院( ) → ( ;法諱､真宗大谷派僧) Ｎ２４７４えんじょういん せんみょう宣明

円浄院( ) → ( ･松平 /池田､藩主室/歌)Ｏ２４４８えんじょういん せいひめ まつだいら晴姫

円城王子( ) → ( ､真言仁和寺僧) Ｋ３１３３えんじょうおうじ ときよしんのう斉世親王

円常覚( ) → ( ､伏見天皇妃/歌)Ｃ１８３９えんじょうかく けんしんもんいん顕親門院

偃松軒青標( )→ ( ･石田 ､神職/茶人)Ｌ３７１９えんしょうけんせいひょう ひでかた いしだ秀堅

円成寺( ;法号)→ ( ･一条､関白/日記記録) Ｏ１５６６えんじょうじ かねてる兼輝



円成寺僧正( )→ ( ;法諱､真言;広沢流祖)４５４９えんじょうじのそうじょう やくしん益信

円城寺宮( )→ ( ､真言仁和寺僧) Ｋ３１３３えんじょうじのみや ときよしんのう斉世親王

円照大師( ) → ( :法諱･一遍:号､時宗開祖)２８１２えんしょうだいし ちしん智真

円照房( ;字) → ( ;法諱･円照房､真言僧) Ｆ１８３８えんしょうぼう けいがん景巌

円性房( ) → ( ;法諱､日蓮僧/彫刻家) Ｆ３３５３えんしょうぼう にっぽう日法

円城坊( ) → ( :法諱､天台権大僧都/歌) ４８２９えんじょうぼう らいき頼基

円照本光国師( )→ ( ;法諱･以心;道号､臨済僧/幕政参画)２３０５えんしょうほんこうこくし すうでん崇伝

円定明院( )→ ( ･伏見宮､歌人) Ｃ１７８５えんじょうみょういん くにただしんのう邦忠親王

円次郎( ･菅原) → ( ･菅原 ､和算家) Ｇ１８３９えんじろう けいてき すがわら恵迪

円次郎( ･入谷) → ( ･入谷 ､藩士/歌人) Ｌ４７６４えんじろう よしひら いりや美平

猿次郎( ･平岩) → ( ･平岩､藩士/儒/音楽) Ｌ１８４５えんじろう げんちん元珍

遠思楼主人( ) → ( ･広瀬､儒者/詩人) ２６９３えんしろうしゅじん たんそう淡窓

F1303 ( ;法諱) 平安中期絵仏師､｢五大明王図像｣画、円心 えんしん ? ｰ ?

藤原頼通邸中門に描いた鶏絵の逸話;寒夜早暁に鳴いたという(盛衰記/長門本平家)

F1304 ( ･白川､延信王､清仁親王男) 平安中期1025源姓/従四上/-46神祇伯､｢経緯貫義｣延信 えんしん ?ｰ?

U1338 ( ;法諱､) 平安鎌倉期;大和の僧;法師､歌人、宴信 えんしん ? ｰ ?

1237素俊撰[藤葉 集]9首入集、ふじのは

[律師尊海法花経料紙のため月なみの歌よませ侍りけるに、

安楽行品の顚倒分別諸法有無の心をよみてつかはしける、

むめの花いろはみえずと思ひしもやみにまよへる心なりけり](藤葉;釈教556)

B1312 ( ･僧都) 平安鎌倉期;叡山常寂院住の天台僧/権少僧都､延真 えんしん ? ｰ ?

のち僧都に昇進?､歌;続後撰598､11665[続詞花集600]･楢葉集700(同じ歌;律師延眞名)

[あだにおくすゑばの露は繁けれど中に結ぶぞ玉と見えける](続後撰;釈教598/囑累品)、

[西の方へ通ひける羨ましくや思ひけむ月の明かりける夜例の方にまかれりける道に、

さいぎりて申しかけける、

よがれせずうらやましくぞ西へゆく月はひとめもつつまざりけり](楢葉;雑706)

F1305 ( ;法諱､藤原[二条]定親[定観]男) 鎌倉期僧;大法師/法印､定兼(東大寺僧)の弟、円親 えんしん ?ｰ?

歌;1295伊勢新名所絵歌合参､1237刊楢葉集3首入、

[咲けばかつまがはぬ花の梢より名にあらはるる桜木の里](絵歌合;六番右12)、

[ながめやるいくののすゑの道とほみしもになづまぬくさのはもなし](楢葉;羈旅660)

F1306 ( ､日野勝光[1426-76]男) 興福寺西南院僧;光淳僧正門､興福寺197代別当、円深 えんしん ?ｰ?

僧正､1515(永正12)講師､歌人;徳大寺実淳 [1445 1533･太政大臣]門･古今伝授を受さねあつ ｰ

B1313 ( ･伊東､通称;仙右衛門､別号;詞筵) 江戸湯島天神の講釈師/伊東派祖､燕晋 えんしん 1761ｰ184080

湯島社境内で軍談講釈､1806家斉御前で｢川中島軍記｣講釈､22｢団撃攘余録｣;抄録分類

伊東派2代目 → ( ･伊東[2世]､講釈師) Ｂ１３３８燕凌 えんりょう

円信(円心 ;法名)→ ( ･近衛､摂関/記録) Ｃ１１１０えんしん いえざね家実

円心(圜心 ;法諱)→ ( ;道号･円心､臨済僧) Ｃ３０２４えんしん てつぎゅう鉄牛

円眞( ;出家号) → ( ･九条/二条､公武合体派)Ｂ３７３０えんしん ひさただ尚忠

円親( ;法名) → ( ･葉室/藤原､権大納言) Ｊ４７００えんしん よりちか頼親

縁信( ･東) → ( ･東/石野/平､国学者) Ｊ４７４０えんしん よりのぶ縁信

淵臣( ･古松) → ( ･古松 ､歌人) Ｄ３８２０えんしん ふちおみ ふるまつ淵臣

淵信( ･狩野) → ( ･狩野､絵師) Ｃ１３９７えんしん えいじょ永恕

衍親( → ･松平)→ ( ･松平､治郷の弟/俳人)Ｅ２４４８えんしん のぶちか せっせん雪川

延親( ･度会) → ( ･度会 ､神職/歌) Ｂ３５９４えんしん のぶちか わたらい延親

延親( ･大藪) → ( ･大藪 /香川､神職/国学)Ｈ３５７５えんしん のぶちか おおやぶ延親

F1307 ( ;法諱､観音院僧都､源扶義男) 真言僧;仁海門､1013東寺入寺、延尋 えんじん 992ｰ1049or4857-58

1021仁和寺観音院で済信門;伝法灌頂を受､1022権律師/27東寺三長者/31権少僧都、

1038権大僧都/1044長者･権大僧都を辞退､1022｢長和親王御灌頂記｣､｢大御室御灌頂記｣著

U1332 (圓尋 ;法諱､今出川公行男) 南北室町期;法相宗僧/権僧正､興福寺東門院住、円尋 えんじん ?ｰ?

1406(応永12)興福寺154代別当､実富の弟､歌人:1400[菊葉集]入､



[思へどもいはで過ぐるにいとどなほ胸もこがるる心地こそすれ](菊葉;恋1118)

園人( ･藤原) → ( ･藤原､廷臣/系譜編纂) Ｅ２５２０えんじん そのひと園人

遠人( ･根来) → ( ･根来 ､幕臣/記録) Ｌ１６７０えんじん きない ねごろ喜内

遠塵( ;字) → ( ;法諱､智證大師､天台僧)Ｂ１３２５えんじん えんちん円珍

袁晋卿( ) → ( ･袁､大学音博士) Ｄ２２８８えんしんけい しんけい晋卿

F1308 ( :法諱､隠巌 :道号､号;貞松 /貞松尼) 黄檗宗の尼僧､衍真尼 えんしんに いんがん ていしょう 1663ｰ173270歳

近江大津四の宮神官志賀氏の出身､近衛基煕の正室常子内親王に出仕;老女頭、

1690(28歳)近江九品寺で出家;鉄面寂錬門､96(元禄9)京の岡崎に結庵､

1705(宝永2)基煕建立の北山鷹ケ峰一様庵に住/10薬師堂本尊購入/19寺院建設開始､

1722(享保7)白亳山一様庵を開山;近衛家より帰依を受､｢隠巌尼禅師語録｣著、

｢一様院文書｣｢白亳山一様禅庵開山隠巌尼和尚行状｣あり

延信王( ) → ( ･白川､神祇伯) Ｆ１３０４えんしんのおおきみ えんしん延信

B1314 ( ･窪田 ､正誓 男) 伊賀上野の商人;内神屋 初代､猿雖 えんすい くぼた まさちか うちのかみや1640ｰ170465歳

俳人;芭蕉門､猿蓑4句/炭俵5句/続猿蓑7句入､｢北の山｣｢初蝉｣入､

俳人を招待､別邸;東麓庵/西麓庵、

[鳥の行く焼野 の隈や風の末](炭俵;上巻)やけの

[猿雖(;号)の通称/法号]通称;惣七郎､ 法号;意専 、いせん

B1380 ( ･樋口 ) 江戸の俳人;露言門､蕉門とも交流、遠水 えんすい ひぐち ? ｰ ?

1690其角｢花橘｣歌仙入､1691｢猿蓑｣1句入、

[垣ごしにとらへてはなす柳哉](猿蓑;巻四/なにげない動作)

F1309 ( ) 大阪の俳人;1691賀子｢蓮実｣2句入、縁水 えんすい ? ｰ ?

[春過ぎて女子 のしらぬ野菊かな](蓮実;315/若菜摘の嫁菜も生長し野菊)をなご

B1315 ( ･増田 ) 京の雑俳;笠付の確立に尽力､大阪に住､円水 えんすい ますだ ? ｰ ?

1696(元禄9)笠付｢俳諧住吉躍｣撰(長谷川庄兵衛版/笠附集)､91賀子｢蓮実｣6句入、

[蝉聞いて馬の駆け出す山路哉](蓮実;233)

烟水( ･小野崎) → ( ･小野崎 ､藩士/神道)Ｉ４１２７えんすい みちすけ おのざき通亮

延綏( ･志賀) → ( ･志賀 ､藩士/国学者) Ｂ４５６２えんすい やすし しが綏

円瑞( ;字) → ( ;法諱･慈門院､日蓮僧) Ｅ３３３１えんずい にっしょう日祥

烟水散人( ) → ( ･西田､儒者/白話翻訳) Ｏ１９６９えんすいさんじん これのり維則

猿雖堂( ･亀山)→ ( ･亀山,尾道俳人) Ｂ３６６１えんすいどう ばいしん梅臣

猿水洞( ) → ( ･水野/源/水､幕臣/絵師/俳人)Ｃ５２１３えんすいどう ろちょう廬朝

遠水楼( ) → ( ;法諱､真宗本願寺派僧) Ｌ１９９７えんすいろう こかん古貫

縁数( ･東) → (縁数 ･東 ､常縁男/歌人)Ｉ４７４８えんすう よりかず とう頼数

B1316 ( ･法師) 鎌倉期;歌僧､権律師､円世 えんせい ? ｰ ?

歌/勅撰4首;新後撰613･続千1139･1293･1565、

[かりそめの宿ともしらで尋ねこし迷ひぞ道のしるべなりける]、

(新後撰;釈教613､化城喩品)

C1329 ( ) 伊勢山田の俳人､1633重頼｢犬子集｣735、円成 えんせい ? ｰ ?

[朝露はたゞ螢火のしめし哉](犬子集:735/朝露のしめりで螢火が消える)

C1318 ( ･辛島 /修姓;辛､青渓男) 肥後熊本藩の儒者;紫溟門/1786訓導､塩井 えんせい からしま 1754ｰ183986歳

1792藩主侍講/藩儒､1802昌平黌で講義､1821藩校教授､

｢学政或問｣｢塩井詩文集｣著､｢楽 集｣入

[塩井(;号)の名/字]名;憲/知雄、字;伯彜

F1310 ( ;法諱･号;真阿/聴松庵/阿耨 院､円淋男) 代々越後の真宗正福寺住職､円勢 えんせい あどう 1810ｰ6354

詩､｢新潟府志｣､1860｢念仏百詠｣著

円清( ､黒田官兵衛)→ ( ･黒田､武将/連歌) Ｄ４７９３えんせい よしたか孝高

円盛( ;字) → ( ､島田､修験宗僧/詩人) Ｊ１６８９えんせい ぎかん義観

円聖( ) → ( ;法諱､天台僧) Ｅ１３９７えんせい えんしょう円聖

円政( ;字) → ( ;法諱､日蓮僧/久遠寺法主)Ｅ３３０９えんせい にっしゅう日修

円静( ;法諱) → ( ･日野/藤原､廷臣/詩歌) Ｃ２３１８えんせい すけざね資実



延世( ･世古) → ( ･世古 ､酒造業/勤王) Ｇ３５２０えんせい のぶよ せこ延世

延世( ･長谷) → ( ･長谷 ､商家/歌人) Ｊ２５４０えんせい のぶよ ながたに延世

延清( ･大原) → ( ･大原 ､儒者) Ｏ２６２１えんせい たけあき おおはら武明

延誠( ･度会) → ( ･度会 ､神官/歌人) Ｃ３５３６えんせい のぶとも わたらい延誠

縁西( ;法諱) → ( ;法諱､法師/歌人) Ｕ１３５０えんせい えんさい縁西

淵静( ･上田) → ( ･上田 ､儒/兵学) Ｄ３６４０えんせい はくすい うえだ白水

淵静( ;号) → ( ;法諱､天台僧) Ｐ２１９４えんせい じかん慈観

塩井( ･辛島) → ( ･辛島 ､藩士/儒者) Ｌ１９７５えんせい こえん からしま古淵

遠清( ) → ( ･小笠原､幕臣/詩歌) Ｆ３２９０えんせい ながみち長行

遠成院( ) → ( ･空堂､日蓮僧) Ｂ３３９７えんせいいん にちごん日近

遠成院( ) → ( ;法諱･示勧､日蓮僧) Ｃ３３１３えんせいいん にちじゅ日寿

円成院( ) → ( ;法諱･伝灯､真宗本願寺派僧)Ｌ２１６４えんせいいん じゅんどう詢道

F1311 ( ､悦子内親王､後嵯峨天皇皇女) 鎌倉後期の内親王､延政門院 えんせいもんいん 1259ｰ133274歳

女房に一条/新大納言などの歌人、

徒然草第六十二段;幼少時に父の後嵯峨上皇の院に言づてしての歌、

ふたつ文字 牛の角文字 直 ぐな文字 歪 み文字とぞ君は覚ゆる、もじ す ゆが

(兼好は謎めいた歌を[こ・い・し・く]の意で父を慕う心と解く)

延政門院一条( ) → ( ･延政門院) Ｇ１１２７えんせいもんいんのいちじょう いちじょう一条

延政門院新大納言( )→ ( )２２５５えんせいもんいんのしんだいなごん しんだいなごん新大納言

円是院( ) → ( ;法諱･住心､日蓮僧) Ｄ３３４７えんぜいん にちよう日耀

B1317 ( ･富永 ､高康､甲浦代官富永伊織男/のち安井家養子) 土佐甲浦の武士、燕石 えんせき とみなが 1625ｰ6642

連歌:父門/1633(寛永10)父事に座し自刃､のち昌琢門､俳諧に転ず;令徳･貞徳門､

貞門俳諧の種々伝授を許可､貞徳｢天水抄｣を流布､1655(明暦元)｢夜のにしき｣57｢牛飼｣編､

狂歌;1666行風｢古今夷曲集｣2首入、

[もろ人もけふ赤子にやなりぬらんむつきをしきの始めと祝へば]、

(夷曲集;春14/睦月と襁褓･四季と敷きを掛る)

［燕石の通称/別号］通称;治右衛門尉､別号;幽山亭 ､鯛屋貞因の師

B1381 ( ･日柳 /旧姓;草薙､名;政章､加島屋惣兵衛政恒男) 讃岐榎井質商、燕石 えんせき くさなぎ 1817ｰ6852

儒;三井雪航門､岩村南里門､博徒として遍歴/1854琴平呑象楼住;勤王家、

1865高杉晋作を庇護;投獄/68出獄､会津征討軍参加;越後柏崎で病没､

詩人;7-8千首作/洒落本作者､｢柳東詩集｣｢燕石詩集｣｢柳東軒詩話｣｢呑象楼詩文稿｣､

｢呑象楼雑纂｣｢捫蝨夜話｣｢松乃婦多葉｣著､｢呑象楼遺稿｣､

[燕石の字/通称/別号/変名]字;士煥、通称;長次郎/耕吉/浩吉/加島屋長次郎、

別号;猿赤/鴛石/偃石/柳東/春園/三白/捫蝨 /三楽/半楽/楽王/もんしつ

九白堂/容膝堂/愛松軒/撫松楼/呑象楼/双竜閣/皆宜楼/双松楼､変名;赤松剣吾

猿赤(鴛石/偃石 ･日柳)→ ( ･日柳 ､詩人) Ｂ１３８１えんせき えんせき くさなぎ燕石

燕石( ;号) → ( ;道号･浄高;法諱､黄檗僧)Ｊ２６７８えんせき だいけい大渓

燕石( ･新宮) → ( ･新宮 /柚木､蘭医) Ｊ４９５１えんせき りょうみん しんぐう凉民

燕石窩( ) → ( ･松村､儒者/詩人) Ｂ３９３９えんせきか ほうしゅう芳洲

猿赤居士( ) → ( ･日柳､詩人) Ｂ１３８１えんせきこじ えんせき燕石

F1312 ( ･姓;笠原) 常陸水戸の書家､1818頃仙台書肆裳華房に寄寓;燕石斎薄墨 えんせきさいうすずみ ?ｰ1834

奥州各地を行脚､往来物執筆;1822｢竹駒詣｣29｢仙府年中往来｣30｢平泉往来｣著、

1830｢松島往来｣32｢於曾礼山詣｣著

燕石楼( ) → ( ･奇々羅/畑､医/狂歌) １６６０えんせきろう きんけい金鶏

燕石楼( ) → ( ･平亭/畑､医/狂歌) Ｄ１６９５えんせきろう きんけい銀鶏

B1318 ( ･其日庵) 美濃大垣禅僧/俳人;露川門､師の行脚随行､燕説 えんせつ 1671 ｰ 174373歳

伊勢各地に結庵､晩年;伊勢度会 村松の松林寺住職､わたらい

1715｢誹諧あふむ石｣24｢こぶし紙｣編､

1717｢西国曲 ｣(草風･燕説･梅風共撰;露川に随行した中国九州紀行と句を集録)、さいごくぶり

[燕説の別号]其日庵/逢春軒/無外坊/止白堂/遅月庵/桂蔵庵、伝は追善集｢こぬ世の風｣入



延雪( ･加藤) → ( ･加藤 ､儒者) Ｇ２２５５えんせつ しょうあん かとう章庵

C1331 ( ､顕頼男) 平安後期;僧､忠親｢山槐記｣入円仙 えんせん 1120 ｰ 116445歳

U1341 ( ;法諱､) 鎌倉期僧;法師、歌人;1237刊[楢葉集]入、円宣 えんせん ? ｰ ?

[さみだれにみのしろ衣けふいくかほさできつらむひなのながみち](楢葉;雑798)

F1313 ( ) 京の俳人;1691江水｢元禄百人一句｣入、苑扇 えんせん ? ｰ ?

[西の岡鰤ことづかる坊主かな](百人一句;39)

F1314 ( ;法諱､俗姓;片山) 肥前伊万里浄土僧;常光寺霊潭門､円宣 えんせん 1718?ｰ9275歳?

芝増上寺修業/神道;依田伊織門/律;湛慧門､1771増上寺学頭/90増上寺52世､

｢五重口決｣｢挫僻打磨編｣｢璽書布薩口訣｣｢悉曇初学抄｣｢伝書五重弁釈｣著

[円宣(法諱)の法名]法名;広蓮社統誉道阿､

円詮( ;字) → ( ;法諱･自成院､日蓮僧) Ｂ３３３５えんせん にちぎょう日堯

B1319 ( ･法印) 鎌倉末期;天台僧･梶井門跡に出仕/侍従/執当､延全 えんぜん ? ｰ ?

法印､歌､勅撰4首;風雅1864/新千2125/新拾1422/新後拾1379、

[七ぞぢのとしなみ越えていまは身の何をかすゑの待つことにせん](風雅;雑1864)

F1315 ( ;通称･片山 ､名;国 ､号;松斎､国雄男) 幕臣;1786(天明6)家督継嗣、円然 えんぜん かたやま  1764ｰ?

学問を志し若くして致仕/隠居､蘭学;司馬江漢門/天文学を紹介､｢西洋異譚｣著、

｢葱圃損益録｣編､1815-24｢滄海一滴集｣､27｢地転窮理論｣37｢天学余話｣著､外編著多数

遠沾院( → )→ ( ;法諱･遠理院､日蓮僧)Ｂ３３８２えんせんいん おんせんいん にちこう日亨

F1316 ( ･楽笙軒) 江前期俳人;1692我黒判｢七瀬川｣共編?牎 えんそう ? ｰ ?

衍操( ;法諱) → ( ;道号･衍操､黄檗僧) Ｊ２６７２えんそう だいぐ大愚

衍聡( ;法諱) → ( ;道号･衍聡､黄檗僧) Ｅ２５４１えんそう そみょう素明

燕巣( ･竹中) → ( ･竹中 ､医者) Ｌ１５９７えんそう かじょう たけなか霞城

燕巣( ･奥村) → ( ･奥村 /橘､国学/茶人)Ｅ１７０８えんそう くにひで おくむら邦秀

鳶巣( ･金森) → ( ･金森 ､蘭学者) Ｑ１６８５えんそう きんけん かなもり錦謙

縁窓( ･相沢) → ( ･相沢 ､俳人) Ｈ１８３９えんそう げっぽう あいざわ月邦

円蔵( ･橘屋) → ( ･二世三遊亭､落語家) Ｂ１３７８えんぞう えんしょう円生

円蔵( ･松崎) → ( ･松崎 ､医者/詩文) Ｅ１０１８えんぞう あきら まつざき明

円蔵( ･小林) → ( ･小林 ､俳人) Ｂ１８３７えんぞう けんがい こばやし見外

円蔵( ･上林/宇治屋)→ ( ･上林 /杉､村役/歌)Ｊ４４７３えんぞう もろふみ かんばやし諸史

円蔵( ･中村) → ( ･中村 ､醸造業/国学) Ｌ２５０７えんぞう そのお なかむら園夫

延蔵( ･伊藤) → ( ･伊藤､儒者) Ｉ３１１４えんぞう とうり東里

延蔵( ･河路) → ( ･河路 ､商家/歌人) Ｉ４１７４えんぞう みつまさ かわじ光応

延象( ･立花/黒田)→ ( ･黒田/立花､藩家老/歌)Ｉ４０９７えんぞう ますくま増熊

焉蔵( ･野間) → ( ･野間 ､藩医者/歌人) Ｙ２６９１えんぞう たかよし のま隆喜

淵蔵( ･千賀) → ( ･千賀 ､故実家) Ｇ３６２７えんぞう はるき ちが春城

淵蔵(遠蔵 ･中井)→ ( ･中井 ､儒者) Ｈ２２２８えんぞう しょうえん なかい蕉園

淵蔵( ･関藤) → ( ･関藤 /石川､藩儒/蝦夷踏査)Ｂ３１０７えんぞう とういん せきとう藤陰

淵蔵( ･野村) → ( ･野村 ､陪臣/歌人) Ｇ２９１５えんぞう つねみ のむら恒見

円窓軒( ) → ( ;法諱･恵明院､真宗僧) Ｇ３３０２えんそうけん にょせい如晴

円窓書斎( ) → ( ･畔田 ､国学/本草) Ｐ３１１７えんそうしょさい ともあり くろだ伴存

延足( ･五富利) → (延足 ･五富利 ､御師代官/国学)Ｉ３５４６えんそく のぶたり ごふり言足

偃鼠亭( ) → ( ･今井､商家/国学者) ２１０６えんそてい じかん似閑

U1335 ( ;法諱) 平安後期;僧;法師/権律師?(楢葉;99)、円尊 えんそん ? ｰ ?

歌人;1237刊[楢葉集]7首入､英尊の師､

[顕昭･寂蓮･覚延等あひともなひてうたよむ;雪中待客、

うらやましたのめし人はこぬやどにともまちえたる庭の白雪](楢葉;冬342)

遠村( ･矢野) → ( ･矢野/橘､武家/歌人) Ｉ３１７５えんそん とおむら遠村

円陀( ;法諱) → ( ;号･遠山 ､僧/漢学) Ｃ１５５９えんだ かとう とおやま荷塘

T1381 ( ･浄徳寺 ) 江後期;僧;真宗僧?、円諦 えんたい じょうとくじ ?ｰ ?

歌人;1860鋤柄助之｢現存百人一首｣入､



[懐かしく霞める月を春の夜の空に残して帰る雁がね](現存百人一首；63)

燕台( ･室谷) → ( ･室谷 ､商家/国学者)Ｅ４７６９えんだい よしつぐ むろたに賀世

円台院( ) → ( ･近衛､経煕 室､日記) Ｂ３５３９えんだいいん のぶこ つねひろ薫子

燕岱斎( ) → ( ･喜多川､絵師/狂歌) １２７０えんたいさい うたまろ歌麿

堰楼( ) → (初世 ･歌川､絵師/草双紙)Ｂ１７５８えんたいろう くにのぶ国信

延陀王丸( ) → ( ･松永､歌学者/俳人) ３００８えんだおうまる ていとく貞徳

F1364 ( ;号･加藤 ､名;守行/通称;玄甫) 江前中期陸奥会津の狩野派絵師;遠沢 えんたく かとう 1643-173088

狩野探幽門/探幽四天王の1､会津藩主保科家の御用絵師､山水･人物画に長ず､

作品;｢祇園祭礼図屏風｣(6曲1双/藩主の女常姫婚礼調度という)など

円琢( ;字) → ( ;法諱･恵光院､日蓮僧) Ｄ３３４６えんたく にちよう日瑶

B1320 ( ) 万葉三期歌人､百済系法師?､万葉八;秋雑1536縁達師 えんだちし ? ｰ ?

２説; ① 名;縁達＋法師の｢師｣をつけた。② 姓;縁＋名;達師。 ①説が有力、

[よひに逢ひて朝 面 なみ名張野の萩は散りにき黄葉はや継げ](万葉;1536)あした おも

U1302 ( ;法諱､俗姓;三輪､9世正順男) 紀伊日高郡三尾村の僧;円達 えんたつ 1756-182671

真宗本願寺派の光明寺第10世;在職40年/歌人;尾崎雅嘉門､｢窓臥詠草｣著､

[円達(;法諱)の号]号;窓臥

U1303 ( ;法諱､名;快通/号;温故堂老人) 肥後宇土郡の修験者/宇土藩に出仕円達 えんたつ 1763-182260

延陀丸( ･延陀王丸) → ( ･松永､歌学者/俳人)３００８えんだまる ていとく貞徳

円旦( ;法諱) → ( ;道号･円旦;法諱､臨済僧)Ｙ２１１５えんたん しゅうなん周南

B1321 ( ;法諱､俗名;平 親範) 平安期･僧､1174｢相蓮房円智記｣著円智 えんち たいら 1137ｰ122084

F1317 ( ;法諱･随誉;法号) 伊勢の浄土僧:法誉門､当麻曼荼羅の研究･布教､演智 えんち 1633ｰ171280

郷里に曼荼羅寺を創建､1671｢一枚起請燕泥｣95｢当麻曼荼羅捫象｣著

F1318 ( ;法諱･中阿;法号) 江前期近江大津の浄土僧;浄念寺円立門/聞証門､円智 えんち ?ｰ1703

草津正定寺住;聞証の命で｢法然上人伝｣の注釈書｢翼賛｣編纂中急逝(知恩院義山が完成)､

1703｢円光大師(法然上人)行状画図翼賛｣著､｢西方要決科註｣注､｢御伝翼賛遺事｣著

F1319 ( ;法諱･示空 ;字) 江前期京の浄土宗西山派僧､京円福寺36世､円智 えんち じくう 1639ｰ172183

1708｢円福寺絵図並寺誌｣､｢往生論註科｣｢選択集科註｣｢選択集分科｣｢鎮勧用心新抄｣著

F1320 ( ;法諱) 江前期寛文延宝1661-81頃真宗大谷派僧､円智 えんち ? ｰ ?

､京の誓源寺住職､大谷派初期の学匠､14世琢如に重用､恵空の師;恵空を琢如の許に推挙

1661｢歎異鈔私記｣65｢浄土論註分科｣､｢推験抄｣｢和讃私記｣外著多数､歿後;贈講師

F1321 ( ) 越後高田の俳人;1776樗良｢月の夜｣1句入、宴池 えんち ? ｰ ?

[露を分けてうかるゝ虫の高音 哉](月の夜;64/露を分けて恋人の許に通うｲﾒｰｼﾞ)たかね

焉智(焉知 ;法諱) → ( ;道号･焉智､曹洞僧) ４４９２えんち もくしつ黙室

焉知( ･渡部) → ( ･渡部/渡辺､医者/紀行) Ｄ１３６２えんち えきあん益庵

円智( ;法名) → ( ･平 ､廷臣/出家/歌) Ｂ２８５８えんち ちかのり たいら親範

円智( ;字) → ( ;法諱･円智､高野真言僧)Ｏ２２０９えんち しんけん信堅

円智( ､円智院) → ( ;法諱･本地院､日蓮僧) Ｅ３３１９えんち にっしょう日性

円智( ;初諱) → ( ;法諱･徳猷､真宗高田派僧)Ｅ１３９３えんち えんじゅん円遵

円智( ;初諱) → ( ;法諱･無安庵､天台僧) Ｈ１９７１えんち ごうえん豪円

園智( ･石川) → ( ･石川 ､書家) Ｄ３６１０えんち はくざん いしかわ柏山

遠恥( ･鈴木/木) → ( ･鈴木/木､儒者/詩文) Ｍ２２０４えんち しょうれん小蓮

円智院( ) → ( ･三条西 ､歌人) Ｄ１６９３えんちいん きんくに さんじょうにし公国

円智院( ) → ( ､天台座主/歌)Ｅ２５９０えんちいん そんじゅんしんのう尊純親王

遠智娘( ) → ( ､蘇我石川麿女) Ｂ１４０９えんちじょう おちのいらつめ遠智娘

円智常照禅師( )→ ( ;道号･宗顕;法諱､臨済僧)Ｈ１９３５えんちじょうしょうぜんじ こういん江隠

B1322 ( ;法諱･貞叟;法号､諏訪大進房､諏訪盛忠男/本姓;神 ) 諏訪大社執行､円忠 えんちゅう じん 1295ｰ136470

法眼/夢窓国師推挙により尊氏の臣/1339天竜寺造営奉行/幕府評定衆/引付衆/武家奉行､

｢諏訪大明神絵詞｣編､歌;新千載2049･新後拾1326､連歌;菟玖波1句入、貞嗣の父、

[思ひきやみし世の事をいきてなほ昔の夢に語るべしとは](新千載;十八雑2049)

円忠( ;法諱･大功) → ( ;道号･円忠､曹洞僧) Ｊ２６９５えんちゅう だいこう大功



猿中( ･中島) → ( ･中島､歌人/俳人) Ｑ１６３０えんちゅう ぎょぼう魚坊

遠忠( ･中臣) → ( ･中臣/家名;大東､神職) Ｉ３１６２えんちゅう とおただ遠忠

遠忠( ･十市) → ( ･十市 ､武将､歌人) Ｉ３１６３えんちゅう とおただ とおち遠忠

遠仲( ･高階 → ( ･高階 ､廷臣/歌) Ｉ３１６７えんちゅう とおなか たかしな遠仲

遠中軒( ) → ( ･小出 ､俳人) Ｅ４９７５えんちゅうけん りゅうしん こいで立心

B1323 ( ;法諱､俗姓;壬生) 奈良平安前期;武蔵の僧;789道忠(鑑真門)門､円澄 えんちょう 772ｰ 83766歳

道忠歿後;叡山天台僧;796(延暦17)最澄門､805紫宸殿で五仏頂法を修す､

唐僧泰信より具足戒を受/高雄山寺で灌頂･毘廬遮那法を修す/三昧耶戒を受､

807法華長講で第二巻を講ず/808金光明長講の講師/最澄より天台の奥義を授与される、

832天台座主2世､寂光/西塔二院を建立､

｢維摩堂日記｣｢澄唐決問｣｢唐決問｣｢妙法蓮華迹本二門大意｣｢通達仏願海門｣外著多数、

[円澄(;法諱)の初通称/諡号]初称;法鏡行者、諡号;寂光大師､

B1382 ( ;法諱) 平安前期東大寺の華厳学僧;海印寺の良緒門､円超 えんちょう 861 ｰ 92565歳

奈良で三論･法相を究める､925(延長3)権律師､

914｢華厳宗章疏並因明録｣､｢五宗録｣著(1667釈教諸師製作目録入)

B1324 ( ;法諱､北条宗教男) 鎌倉後期歌人､天台園城寺僧;法印､玉葉集1895、円朝 えんちょう ?ｰ?

[をる人のまれなるにこそ山桜とはれぬ宿もなぐさまれけれ](玉葉;雑1895)

F1322 (演澄 ;法諱･宝洲;字､祐山男) 美濃の真宗大谷派称名寺住職､1691出家､円澄 えんちょう 1685ｰ172642

宗義;1701寂雅/是空門､智積院法音門;起信注疏を修学/鳳譚門;起信義記を修学、

1702是空･円爾より宗乗を修学､1704改名;円澄/24(享保9)講師､

｢円澄師自伝｣｢闘諍堅固記｣｢阿弥陀経義疏略考｣｢五教章鈔｣著､1725｢演澄年譜｣編､外著多､

[円澄の別法諱/字/諡号] 初法諱;玄祐/録生/円超/のち円澄、字;宝洲、諡号;称名院

U1323 ( ;法諱･安井 ､) 河内河内郡四条村の乗揚寺住僧、演暢 えんちょう やすい 1827ｰ9670

国学･歌;岩崎美隆･村田春門門

円澄( ;法諱･湛堂)→ ( :道号･円澄､曹洞僧) Ｉ２６９９えんちょう たんどう湛堂

円澄( ) → ( ;法諱､真宗僧) Ｅ２８８３えんちょう ちでん知電

円長( ;法諱･天岩)→ ( :道号･円長､曹洞僧) Ｄ３０２８えんちょう てんがん天岩

円蝶( ･三遊亭) → ( ･花枝房 ･立川､噺家)Ｃ１３２０えんちょう えんば はなしぼう円馬

演徴( ･由比 ) → ( ･由比 ､藩士/歌人) ３５８６えんちょう ゆい のぶあきら ゆい演徴

延朝( ･中臣) → ( ･中臣､神職/歌人) Ｃ３５３７えんちょう のぶとも延朝

延長( ･飯塚) → ( ･村山 /飯塚､儒者) Ｃ１７０１えんちょう くうこく むらやま空谷

延長( ･佐竹) → ( ･佐竹 ､三山先達/国学)Ｉ３５５２えんちょう のぶなが さたけ延長

遠長( ･村山) → ( ･村山/三井､藩士/歌人) Ｆ４４２０えんちょう もりお守雄

宴長( ･小山) → ( ･小山 ､藩士/兵法/俳)Ｏ２６６０えんちょう たけのり こやま武矩

円朝証智禅師( )→ ( :法諱･松嶺､臨済僧)Ｆ３１０１えんちょうしょうちぜんじ どうしゅう道秀

B1325 ( ;法諱･遠塵;字､俗名;佐伯/和気広成､和気宅成男) 天台宗寺門派の祖､円珍 えんちん 814ｰ89178

讃岐の生/母は空海の姪､828(15歳)比叡山の義眞門/受戒;12年籠山/内供奉十禅師に勅任、

853-858入唐､帰国;859園城寺再興に着手､863伝法灌頂/866園城寺別当、

868(貞観10)天台座主(5世)/883法眼和尚位を受/890少僧都､没後;法印大和尚追贈、

｢在唐記｣｢在唐私記｣｢在唐日録｣｢法華論記｣｢授決集｣｢阿若集｣｢縁覚集｣｢独悟集｣外著多数､

歌;新古(1921/1922)､

[法 の舟さしてゆく身ぞもろもろの神も仏もわれをみそなへ](新古今;釈教1921、のり

入唐時の歌/みそなへはご覧･お守りあれの意/乗りと法･棹さすと法をさすを掛る)、

ちしょうだいし[円珍(法諱)の幼名/諡号]幼名;広雄、諡号;智證大師

延珍( ･岡崎) → ( ･岡崎/竹内､俳人) Ｍ２４１４えんちん せんけい千兮

U1334 ( ;法諱､) 鎌倉南北期;法師､歌人;藤葉集入、円通 えんつう ? ｰ ?

[うき人の袂にやどる月ならば我がこころをやそへてみせまし](藤葉;恋497)

F1323 ( ;法諱､功徳雲院) 三河の真宗高田派僧;三河桑子の妙源寺住職､円通 えんつう ?ｰ1791

駿河浄円寺の恵海門､屢々本山伊勢専修寺の安居本講を務める､｢温古鈔｣著

F1324 ( ;法諱､珂月;字､俗姓;山田) 因幡の日蓮宗の家の生;1760(7歳)出家、円通 えんつう 1754ｰ183481



各宗の碩学につき修学/天台浄土僧;梵暦に精通､晩年;芝増上寺住;暦法講義､洋暦を排す、

護法勤皇運動を興す､1810｢仏国暦象編｣24｢羽翼原人論｣､｢梵暦議考｣｢梵暦策進｣外著多数､

ふもん[円通の号] 無外子/普門

円通( ;字) → ( ;法諱･和光院､日蓮僧) Ｆ３３６３えんつう にっぽう日峰

円通( ;号) → ( ;道号･義梵;法諱､臨済僧/禅画)Ｆ２４０１えんつう せんがい仙厓

円通( ;道号) → ( ;法諱･円通､黄檗僧) Ｆ３１５１えんつう どうじょう道成

円通( ;字) → ( ;法諱､浄土僧､天文地理)Ｆ２５６８えんつう ぞんとう存統

円通( ;号) → ( ;法諱､曹洞僧/国学者) Ｃ５２７９えんつう ろどう魯道

延通( ･中臣) → ( ･中臣/大東､神職) Ｄ３５３６えんつう のぶみち延通

円通院( ) → ( ;法諱･上聖院､日蓮僧) Ｄ３３６０えんつういん にちりょう日亮

円通院( ) → ( ･伊達 ､世子/歌) Ｅ４１９３えんつういん みつむね だて光宗

円通大応国師( )→ ( / ･南浦､臨済僧)２２０５えんつうだいおうこくし じょうみょう じょうみん紹明

円通大師( ) → ( ､入宋天台僧/歌人) ２１３６えんつうだいし じゃくしょう寂照

円通大師( ) → ( ;道号･徳済､臨済僧) Ｃ３０３８えんつうだいし てっしゅう鉄舟

円通道成( )→ ( ;法諱･円通､黄檗僧) Ｆ３１５１えんつうどうじょう どうじょう道成

B1383 ( ) 京俳人､1687言水｢京日記｣歌仙/90｢新撰都曲｣入、延貞 えんてい ? ｰ ?

[此の里は棺 通さぬ田植かな](都曲;406/御田植;ひつぎ

住吉大社御田植の時御田のある小田村の里は葬列さえも通さない)

延貞( ･大路） → ( ･大路 ､国学者/歌人) Ｈ３５６７えんてい のぶさだ おおじ延貞

延貞( ･明星) → ( ･明星 ､商家/歌人) Ｈ３５１１えんてい のぶさだ あかぼし延貞

円諦( ･浄徳寺) → ( ･浄徳寺 ､僧/歌人)Ｔ１３８１えんてい えんたい じょうとくじ円諦

塩亭( ) → ( ･藤塚､復古神道家 Ｐ３１１０えんてい ともあき知明

園亭( ･浅野) → ( ･浅野 ､藩士/俳人) Ｐ２１８４えんてい しかふる あさの鹿古

縁定( ;法諱) → ( ;法諱､法師/歌人) Ｕ１３４３えんてい えんじょう縁定

亭( ･浜武 )→ ( ･浜武/本田､宿老/洋砲)Ｖ２１６２えんてい はまたけ じへえ治兵衛

遠図( ･北脇/広瀬)→ ( ･広瀬/北脇､実業家) Ｅ３９３５えんと ほすい保水

F1325 ( ;法諱･喝伝 ;道号) 尾張黄檗僧;天然/鉄鞭門､1706尾張地蔵堂住持､衍灯 えんとう かつでん 1672ｰ173463

1728大竜寺創建､｢喝伝禅師住福寿山大竜寺語録｣著

B1326 ( ･法師､心円法師男) 鎌倉後期僧/歌人､新後撰1422円道 えんどう ?ｰ?

[行末もさこそと思へばあらましのなぐさめだにもなき我が身かな](新後撰十八;雑1422)

遠藤( ･藤原) → ( ･藤原 ､連歌) Ｉ３１７１えんどう とおふじ ふじわら遠藤

遠洞湖( ) → ( ･寺島 ､代官/俳人) Ｄ３６９８えんどうこ はくや てらしま白也

円徳院( ) → ( ･久我 ､廷臣/連歌) Ｃ１０７２えんとくいん あつみち こが敦通

縁督堂( ) → ( ･縁督堂､俳人) ４５５３えんとくどう やけい野径

円頓斎( ) → ( ･川上､茶道/俳人) Ｄ３８６３えんとんさい ふはく不白

円頓坊( ) → ( ･心了院､日蓮僧/連歌) Ｅ３３９６えんとんぼう にったい日泰

円頓房( ;号) → ( ;法諱･円頓房､天台僧) Ｆ２５２３えんとんぼう そんかい尊海

円頓法印( ) → ( ;法諱･円頓房､天台僧) Ｆ２５２３えんとんほういん そんかい尊海

B1327 (圜爾 ;法諱､俗姓;平) 駿河安倍郡藁科の生/1206(5歳)久能山尭辯の童子､円爾 えんに 1202ｰ8079歳

1219園城寺に出家;天台教学修得/臨済;上野長楽寺の栄朝門/久能山の見世阿闍梨門、

鎌倉寿福寺の行勇門､1235入宋;径山の無準師範門;嗣法/41帰国/筑前太宰府崇福寺を開、

博多承天寺で仏心宗主唱､顕密禅の宗風を高揚;公武の帰依多数､

1243九条道家から聖一和尚号を受;55道実建立臨済宗東福寺に招聘開山､東大寺大勧進職､

臨済宗東福寺聖一門派を形成､没後;1311花園天皇より国師号を贈与、

1270｢三教要略｣72｢大日経見聞｣75｢十宗要道記｣著､｢聖一国師仮名法語｣｢聖一国師語録｣、

[円爾の別法諱/号]別法諱;辯円(;一時期)､ 号;聖一 和尚、諡号;聖一国師しょういち

円耳( ;法諱) → ( ;道号･円耳;法諱､日蓮のち臨済僧)Ｌ１９７７えんに こおう虚応

円耳( ;字) → ( ;法諱･円耳;字､天台僧)Ｑ２２０７えんに しんりゅう眞流

B1384 ( ;号､二月坊) 近江大津の俳人:尚白門､円入 えんにゅう ?ｰ ?

1722(享保7)尚白追善｢夕かほの歌｣宰陀と共編



F1326 ( ;法諱) 寛政弘化1789-1848頃比叡山天台西塔正教坊住僧､円如 えんにょ ? ｰ ?

大僧正/1829探題､1839光格天皇崩御･1846仁孝天皇崩御の時の中陰27日供養を務む、

1798｢貞心感得舎利記｣1846｢仁孝天皇尊儀二七日般舟院御経供養法則｣著

F1327 ( ;法名･馬嶋 ､名;嘉七/字;忍甲､広橋三郎兵衛男) 尾張愛知郡の眼科医､円如 えんにょ まじま 1802ｰ5554

1830-40頃長崎遊学/兄の後継;馬嶋流眼科28世/僧正､｢眼科折衷大全｣｢金篦大成｣著､

[円如(;法名)の号] 白馬洲復明堂主人/複明堂

円如( ･山城本願寺住職)→ ( ･蓮如孫) Ｌ１９３７えんにょ こうゆう光融

円如( ;字) → ( ;法諱､浄土僧) Ｃ３９４０えんにょ ほうどう法道

円如( ;字) → ( ;法諱･円如;字､真言僧) Ｋ４９１４えんにょ りんけん琳賢

B1328 ( ;法諱･諡号;慈覚大師､俗姓壬生) 天台山門派祖､下野生/9歳出家;広智門､円仁 えんにん 794ｰ86471

808叡山;最澄門､摩訶止観を修学/813試業に合格/814得度/東大寺で具足戒を受、

838-847入唐;五台山を巡拝;帰国時に多数の仏典を請来､848(嘉祥元)伝灯大法師位を受､

叡山常行三昧堂を開/総持寺を建立､851五台山念仏三昧法を模して常行三昧を始修、

854(斉衡元)天台3世座主に就任､｢入唐求法巡礼行記｣｢在唐記｣｢又顕集｣｢義綱集｣､

｢金剛記｣｢三部記｣｢胎蔵記｣｢自行要記｣｢五台山念仏三昧伝授記｣｢薬師記｣外著多数､

864(貞観6)没､歌人;勅撰3首;新古今1587/続古756/新拾1453､

[おほかたに過ぐる月日とながめしは我が身に年の積もるなりけり]、

(新古;雑1587/時の流れという無常の理が自身の老いとして実感)

B1329 ( ･本覚房上人) 天台僧;良忍門､大原上人の1､縁忍 えんにん ?ｰ ? 1181存

1179藤原基房出家の戒師､寂念･寂超に止観を授与､

歌人;後徳大寺実定･西行らと大原来迎院で詠歌､

1155-6寂超｢後葉集｣1首(501)入(宴仁名の写本もある)､万代集入､

続後撰1120(万代集3695入;三句くやしきは)､

[山の端に影かたぶきてかなしきはむなしく過ぎし月日なりけり](続後撰十七;1120)

F1328 ( ;法諱･真政;字､俗姓;窪田) 加賀石川郡窪田村の真言律僧/1622伏見院入、円忍 えんにん 1609ｰ7769

1623(15歳)出家;快玄門､1626高野山入;長青門;金剛界胎蔵界の灌頂を受/1647円通寺住、

1649南都上宮皇院住/72神鳳寺住;法起寺兼務､

｢観行要集｣/1668｢観行要法集｣74｢修善要法集｣著

F1329 ( ･俵屋 ) 大坂の商人;横堀船町年寄役豪商俵屋の一族か?延年 えんねん たわらや ? ｰ ?

俳人;1777蕪村｢夜半楽｣2句/1782蕪村｢花鳥篇｣1句入、

[遠里 に人声こもるかすみかな](夜半楽;48)とほざと

C1319 ( ･山口 ､修姓;余) 尾張知多郡大高の篆刻家;高芙蓉門､延年 えんねん やまぐち 1746ｰ181974歳

俳諧:暁台門､画;増山節斎門､｢風塵随筆｣｢緑竹集｣｢宣和集古印史｣著、

[延年(;名)の字/通称/号]字;千秋､ 通称:九郎右衛門/九郎左衛門

号;墨山 /緑竹斎/風塵翁/風塵道人/魯堂/魯台/成修処士/墨山樵者、大魚 父ぼくざん たいぎょ

F1330 ( ･山澄 /本姓;平) 江後期紀伊和歌山藩の侍医/医学;水野皓山門､延年 えんねん やまずみ ?ｰ?

京新町武者小路北の開業医､1807(文化4)丹波頼理｢本草薬名備考和訓抄｣校訂/増補刊行､

1815｢可恃録｣校訂､

たいしゅう[延年(;通称)の号] 静安/玳洲

B1331 ( ･長谷川 /本姓;藤原､名;守眞/庸勅/長庸) 京の生/代々三条家家臣､延年 えんねん はせがわ 1803ｰ8785

大阪で軍学/柔剣術を教授､書画筆写/篆刻に長ず､妻は河内八尾の大庄屋杉原純左衛門女、

大塩平八郎と交流､晩年は河内八尾住､近郷の子弟教育､遠州流生花/盆石/茶道を指南､

1829｢襍集録｣30｢百品紅葉図｣31｢荷蘭甲冑馬具図｣､57｢博愛堂古印譜｣編､

[延年の字/通称/別号]字;子淳/士淳、通称;式部/万比等/眞人、

別号;如一/山隠樵夫/玉洲外史/楓洞/楓洞逸人/韜光斎/博愛堂、法号;釈了真

延年( ･高辻) → ( ･高辻 ､廷臣/記録) Ｒ２６８９えんねん たねなが たかつじ胤長

延年( ･勝野/大沢)→ ( ･勝野/大沢､藩士/故実) Ｃ３５３３えんねん のぶとし延年

延年( ･児玉) → ( ･児玉､藩士/兵学/画) Ｃ３５３５えんねん のぶとし延年

延年( ･岡) → ( / ･岡 ､商家/絵師) Ｈ３５７７えんねん のぶとし えんねん おか延年

延年( ･松村) → ( ･松村 ､儒者/詩人) Ｂ３６１７えんねん ばいこう まつむら梅岡



延年( ･橋爪) → ( ･橋爪､医阿/漢学者/剣術)Ｈ１８６９えんねん げんい玄惟

延年( ･木村) → ( ･木村 ､和算家) Ｊ２２５０えんねん しょうじゅ きむら尚寿

延年( ･菱川) → ( ･菱川､絵師) Ｑ１６１７えんねん きよはる清春

延年( / ･青山)→ ( ･青山 ､漢学者) ４８２８えんねん のぶとし らいがん あおやま雷巌

延年( ･大高坂) → ( ･大高坂 /山本､藩士/詩/画)Ｏ３２９４えんねん なんかい おおたかさか南海

延年( ･中路) → ( ･中路 /岡本､藩士/尊攘)Ｊ３５３４えんねん のぶとし なかじ延年

延年( ･大蔵) → ( ･大蔵 ､宿業/教育) Ｈ３５６６えんねん のぶとし おおくら延年

延年( ･志賀) → ( ･志賀 ､藩士/国学者) Ｉ３５６６えんねん のぶとし しが延年

延年( ･菊川) → ( ･菊川 ､庄屋/儒･国学)Ｉ３５１６えんねん のぶとし きくかわ延年

延年( ･村田) → ( ･村田 ､藩士/国学/歌)Ｋ３５１５えんねん のぶとし むらた延年

円然( ;法名) → ( ･葉室/藤原､権大納言/日記)Ｊ４７７１えんねん よりふじ頼藤

延年亭( ) → ( ･片桐 ､歌人) Ｈ１８７０えんねんてい げんいち かたぎり源一

役小角( ) → ( ､修験道の祖) Ｂ１３３２えんのおづぬ えんのぎょうじゃ役行者

B1332 ( ､役小角 / ･役之君) 奈良期修験道の祖､葛城で呪術､役行者 えんのぎょうじゃ えんのおづぬ えのおづぬ ?ｰ? 699存

弟子の韓国連広足の讒言で伊豆配流(続日本紀)､霊異記以下の説話集に逸話､

鬼神を使役し金峰山と葛城山に架橋逸話;修験者の理想/伝説化し諸国に足跡説話､

｢三身壽量無辺経｣｢庭檀大護摩供養次第｣｢柴燈護摩供養次第｣外著多数

役祐誠( ) → ( ;法諱･字;玄明､修験僧)Ｃ４６６２えんのゆうじょう ゆうじょう祐誠

円之助( ･高妻) → ( ･高妻 ､儒者/教育者) Ｊ３７５７えんのすけ ひでか こうづま秀馨

猿之助( ･平岩) → ( ･平岩､藩士/儒/音楽) Ｌ１８４５えんのすけ げんちん元珍

焔之助( ･小倉) → ( ･小倉 /林､幕臣/歌) Ｋ２０６９えんのすけ さねあき おぐら実

役赤城( ) → ( ･島田､修験僧) Ｊ１６８９えんのせきじょう ぎかん義観

B1333 ( ･烏亭 ､中村 ､名;英祝/利貞) 江戸本所の大工棟梁､焉馬 えんば うてい なかむら 1743ｰ182280歳

狂歌;四方側/戯作/落噺;落語中興､1786｢咄の会｣主催､俳諧;2世祇徳門､

浄瑠璃/歌舞伎精通､市川團十郎後援会｢三升連｣組織､1780浄瑠璃｢碁太平記白石噺｣作､

1784｢太平楽記文｣1796｢喜美談語 ｣著､97｢落噺六義｣編､1804読本｢絵本敵討待山話｣著､きびだんご

1804｢狂言綺語｣編､06南畝｢ひともと草｣狂文2編;｢萩寺縁起｣等､

1811｢花江都歌舞妓年代記｣外著多数

[焉馬(;号)の通称/別号] 通称;和泉屋和助、

別号;立川 焉馬/立川 談洲楼/鑿釿言墨金 /立川舎/英祝軒/たてかわ たてかわ のみちょうなごんすみかね

桃栗山人柿発 /烏亭窓/肝釈坊/塞翁斎/朝鮮堂弘慶子/本庄馬助 などももくりさんじんかきはっさい

B1334 (二世 ･烏亭､山崎､名;甞[賞]次郎/助右衛門) 江戸南町奉行与力/遊蕩､焉馬 えんば 1792ｰ186271

家督を弟に譲､狂歌;五側･春本作者･歌謡､相撲行司､1828焉馬襲名､32｢妖狐天網島｣著､

1835｢一日千里｣45｢相撲節会銘々伝｣50｢新落し噺｣57｢青楼心得草｣､｢巽八景｣外著多数､

[2世焉馬の別号]松寿庵永年/七国楼/立川焉馬2世/蓬莱山人帰橋2世/近松門左衛門2世/

(春本名);猿猴坊月成/(相撲行司名);式守鬼一郎、

妻みよ[立川 梅子(楳子 )];狂言師/歌/画人たてかわ うめこ

B1385 (三世 ･烏亭 ､木元 佐一郎) 江戸の狂歌作者､江戸山王社の神官焉馬 えんば うてい きもと ?ｰ?

C1320 ( ･花枝房 /葉南志坊･立川) 江戸噺家:初世林屋正蔵門/初世三遊亭円生門､円馬 えんば はなしぼう ?ｰ1880

1846｢落噺千里藪｣､｢かわりもんくとつちりとん其他｣編､門人;三遊亭円馬/臼井杵蔵

[花枝房円馬の別号] 三遊亭春好/円蝶/葉南志坊 円馬､トッチリトンの王と称されるはなしぼう

淵梅軒( ･西川)→ (恕見 ･西川/源､暦算家) Ｃ２２４０えんばいけん じょけん如見

円白( ;字) → ( ;法諱･円白;字､真言僧)Ｗ２１１５えんぱく じゃくねん寂然

淵伯( ･奥村) → ( 奥村､醸造業/儒/画) Ｐ１６４２えんはく ぎょくらん玉蘭

煙波釣叟( ) → ( ･南宮 ､儒者) Ｂ２６５３えんぱちょうそう たいしゅう なんぐう大湫

烟波釣徒( ) → ( ･田崎 ､藩士/絵師) ２５５９えんぱちょうと そううん たざき草雲

煙波亭( ) → ( ･藤塚 ､神道家) Ｐ３１１０えんぱてい ともあき ふじつか知明

延繁( ･高木) → ( ･高木 ､神職) Ｉ３５９３えんはん のぶしげ たかぎ延繁

B1335 ( ･律師) 歌人､続拾遺1053､円範 えんぱん ? ｰ ?

[いつまでのなさけなりけんいつはりのことのはさへぞ今は恋しき](続拾十五;恋1053)



次項天台僧と同一人か→ ( ､俗姓藤原､園城寺僧)Ｆ１３３１円範 えんぱん

F1331 ( ;法諱､藤原保家男) 平安後期園城寺天台学僧;長守僧正門/権律師､円範 えんぱん 1027ｰ9266歳

天台密教を修学､1061竜華院阿闍梨/79最勝講会聴衆に列す/1081-87頃;二会の講師､

｢局通対｣｢阿毘達磨倶舎論本義鈔｣｢法差別｣｢有法差別短尺｣｢因明世流布名目抄｣著

前項歌人と同一人?→ ( ･律師､続拾遺歌人) Ｂ１３３５円範 えんぱん

遠帆楼( ) → ( ･恒遠 ､儒者/詩) Ｃ２４５０えんぱんんろう せいそう つねとお醒窓

F1332 ( ･在原 ､別称;業平艶美/成平榻見) 江中期江戸本所業平橋畔の洒落本作者､艶美 えんび ありわら ?ｰ?

1781｢家内手本町人蔵｣83｢読と歌通の一字｣､98｢浴爵一口浄瑠璃｣著

延美( ･冢田) → ( ･冢田 ､医/儒者) Ｐ１６４４えんび ぎょくれい つかだ旭嶺

延美( ･立花/黒田)→ ( ･黒田/立花､藩家老/歌) Ｉ４０９７えんび ますくま増熊

延美( ･石渡) → ( ･石渡 ､神職/国学) Ｈ３５３６えんび のぶよし いしわたり延美

延( ･志賀) → ( ･志賀 ､藩士/国学/歌) Ｉ３５６７えんびん のぶもと しが延

B1386 ( ･木村 ) 歌舞伎作者:初世桜田治助門､園夫 えんぶ きむら 1738 ｰ ?

1798森田座市川團十郎付作者､1790-1805頃活躍/歌･俳諧を嗜む､

1781治助｢四天王宿直着綿｣番付/98｢東下花関札｣1800｢江戸花五枚錦絵｣著､

1800｢源氏雲黄金隈取｣､04｢四天王楓江戸粧｣07｢両顔 月姿絵｣外著多数、ふたおもて

[木村園夫の別号] 木村園次(初号)､園治､紅粉助 ､ゑんぶ､遠鳧､松好堂べにすけ

偃武( ･吉田) → ( ･吉田 ､絵師) Ｎ２８７７えんぶ ちづる よしだ千鶴

延武( ･宇治) → ( ･宇治 ､藩士/教育) Ｈ３５４６えんぶ のぶたけ うじ延武

ゑんぶ(遠鳧 ･木村)→ ( ･木村､歌舞伎作者) Ｂ１３８６えんぶ えんぶ園夫

園夫( ･中村) → ( ･中村 ､醸造業/国学) Ｌ２５０７えんぷ そのお なかむら園夫

F1333 ( ) 伊賀上野藩士/俳;蕉門､園風 えんぷう ? ｰ ?

1689(元禄2)より伊賀で芭蕉の俳席に参ず､1691｢猿蓑｣5句入、

[いかのぼりこゝにもすむや潦 ](猿蓑;巻四/雨後の空に凧;水溜にも静かに映る、にはたづみ

すむは静かに落着いているさま/潦はここでは雨上がりの地上の溜まり水)

猿風( ) → ( ･岡島 ､伊丹俳人) Ｂ４４０８えんぷう もくへい おかじま木兵

(1684｢かやうに候ものは青人･猿風･鬼貫にて候｣[百韻三巻のうち第二巻]入)

衍復( ;別法諱) → ( ;道号･浄復;法諱､黄檗僧)Ｉ４４６６えんふく もんちゅう聞中

円福室( :室号)→ ( ･柳沢､詩/書画) １６０３えんぷくしつ きえん淇園

円布軒( ) → ( ･野村 ､和算家) Ｂ３０１６えんぷけん ていしょ のむら貞処

F1334 ( ･工藤 ､名;彝/字;徳卿､与力安左衛門男) 弘前藩士/儒:山崎蘭州門､艶文 えんぶん くどう ?ｰ1807

蘭州門四傑/藩校稽古館学士/1807長柄奉行として蝦夷視察;帰途客死､｢艶文遺文集｣､

[艶文の通称/別号] 通称;民助、別号;懿文 /西郭いぶん

T1386 ( ･風間 ) 江後期;歌人、艶文 えんぶん かざま ? ｰ ?

1858蜂屋光世｢大江戸倭歌集｣入､

[山の井のみづから浅き心とは思日ながらもかき濁しつつ](大江戸倭歌;雑1867)

延文( ･度会) → ( ･度会 ､神職/歌人) Ｋ３５５８えんぶん のぶふみ わたらい延文

円平( ･野村) → ( ･野村､商家/詩歌/勤王) Ｃ１７２５えんぺい くうすい空翠

円平( ･網野/雨宮)→ ( ･網野 /菅原/雨宮､商家/国学)Ｌ４７２８えんぺい よしとも あみの義友

延平( → ･細川)→ ( ･細川 ､藩儒/詩文)Ｂ２４５９えんぺい のぶひら せいさい ほそかわ清斎

延平( ･下里) → ( ･下里 ､国学者) Ｄ３５０６えんぺい のぶひら しもさと延平

延平( ･土肥) → ( ･土肥 ､藩士/歌/武術) Ｊ３５２６えんぺい のぶひら どひ延平

延平( ･笠倉/網野)→ ( ･網野/笠倉､歌人) Ｄ３５０８えんぺい のぶひら延平

遠碧( ･青木) → ( ･青木/広瀬､藩儒者) Ｃ３９６０えんぺき ほうもう鳳毛

遠碧軒( ) → ( ･黒川玄逸､医/儒/地誌) ３１２６えんぺきけん どうゆう道祐

円兵衛( ･池田) → ( ･池田 ､国学) Ｊ３６６９えんべえ はるひさ いけだ春尚

B1339 ( ･了達房) 東大寺華厳僧/歌;明恵[高弁]門､円弁 えんべん 1203 ｰ ?

1224(貞応)･26(嘉禄2)の明恵の講義を同門高信･喜海と筆録;[解脱門義聴集記]に編纂、

1228｢明恵上人歌集｣入、

[聞くままに心はすみぬ清滝の波にともなふ峰の松風](明恵歌集;142/明恵への返歌)



(安貞二1228初秋明恵の贈歌;秋の夜はわきぞかねつる清滝の波にともなふ峰の松風)

1237刊[楢葉集]入の円弁法師と同一?

[きえのこるくさばの露をとめかねてあらしにまよふのべの月影](楢葉;雑823)

C1322 ( ･高原､東郊 父) 江中期岡山儒:藩老日置家儒臣､｢左氏春秋書例｣編;東郊補淵輔 えんぽ とうこう ?ｰ?

塩浦( ･小川) → ( ･小川 /桜井､儒/国学)Ｔ１５８５えんぽ かんすけ おがわ官介

円方( ･村上) → ( ･村上､国学/歌人) Ｊ４０９２えんぽう まどかた円方

円方( → ･田付)→ ( ･田付､砲術家/歌人) Ｌ１５０６えんぽう みちまさ かげとし景利

遠方( ) → ( ､俳人) Ｄ３９３１えんぽう ぼくしト枝

延宝( ･中西) → ( ･中西 ､儒者/詩歌) Ｅ１７３８えんぽう くにかた なかにし国器

遠望閣( ) → ( ･立花 ､藩主/歌人) １０８０えんぼうかく あきひさ たちばな鑑寿

B1387 ( ) 連歌､1592｢大山万句三物｣連衆円法師 えんほうし ? ｰ ?

円方女王( ) → ( ､長屋王女､万葉歌人)Ｊ４０９３えんほうじょおう まどかたのおおきみ円方女王

円法房( ) → ( ;法諱､真言僧/明恵門) Ｋ２２００えんほうぼう じょうしん定真

F1335 ( ) 俳人;1691北枝｢卯辰集｣3句(191/421/426)入円木 えんぼく ? ｰ ?

[真菰 刈るうさに戸扣 く水鶏かも](卯辰;191/すみかの無くなる辛さ/かもは詠嘆)まこも たた

延本( ･立花/黒田)→ ( ･黒田/立花､藩家老/歌) Ｉ４０９７えんぽん ますくま増熊

遠方( / ･加賀美)→ ( ･加賀美/加々美 /於曾 ､藩士/俳人)Ｐ２１５８えんぽう おちかた しいち かがみ おそ此一

延方( ･鈴木) → ( ･鈴木 ､歌人) Ｇ３５８１えんぽう のぶかた すずき延方

延房( / ･染崎)→ (2世 ･為永､藩士/戯作者)２１５８えんぽう のぶふさ しゅんすい春水

遠木軒( ) → ( ･小出 ､俳人) Ｅ４９７５えんぼくけん りゅうしん こいで立心

延本( ･立花/黒田)→ ( ･黒田/立花､藩家老/歌) Ｉ４０９７えんぽん ますくま増熊

円満( ;号) → ( / :法諱､真言僧) Ｋ１８４２えんまん けんせい けんじょう憲静

円満院大僧正( )→ ( ､天台園城寺僧/歌)Ｇ４１５５えんまんいんのだいそうじょう みょうそん明尊

円満院大僧正( )→ ( ､天台座主/歌)１６３５えんまんいんのだいそうじょう ぎょうそん行尊

円満広照禅師( )→ ( ･慧詢､臨済僧) Ｊ３２７２えんまんこうしょうぜんじ なんれい南嶺

円満常照国師( )→ ( ;法諱･無学;道号､渡来臨済僧)２５２０えんまんじょうしょうこくし そげん祖元

円満智( ;法名) → ( ､学門/詩歌)Ｄ１９５８えんまんち ごはなそのてんのう後花園天皇

円満坊( ) → ( / ;法諱､江戸前期天台僧)Ｓ１６２９えんまんぼう きょうさん けいさん慶算

円満本光国師( )→ ( ;道号･宗休;法諱､臨済僧)Ｊ２６６２えんまんほんこうこくし だいきゅう大休

塩味( ･小堀) → ( ･小堀 /源､幕臣/茶人)Ｂ２５８６えんみ そうちゅう こぼり宗中

F1336 ( ;法諱､紀州良豊田丸太夫男?) 僧/南都で三論僧/真言僧;空海門;密教修学、円明 えんみょう ?ｰ851

824高雄神護寺で空海より両部灌頂を受/850(嘉祥3)正律師､

｢弘法大師略頌鈔｣｢観音経略解｣｢五悔鈔｣｢三学論｣｢大乗要義法門｣｢十界義｣著

F1337 ( ;法諱･戒珠;字) 江戸の真言律僧;湯島霊雲寺慧光門､円妙 えんみょう ?ｰ1738

武州埼玉郡大相模大聖寺主､1730(享保15)｢門徒教誡篇｣著

縁妙( ) → ( ､縁妙､賀茂女の女) Ｅ１８４７えんみょう げんのきみ監君

遠妙院( / )→ ( ;法諱･慧活､日蓮僧)３３９７えんみょういん おんみょういん にちおん日穏

園妙院( ) → ( ;法諱･玄得､日蓮僧) Ｂ３３２２えんみょういん にちぎ日耆

円明院( ;法号)→ ( ､天台座主) Ｇ２０５０えんみょういん さいいんしんのう最胤親王

円明院(円妙院 )→ ( ･啓運､日蓮僧) Ｆ３３１６えんみょういん にっちょう日澄

円明院( ) → ( ;法諱･慧日､修験道/歌) Ｃ１６７７えんみょういん ぎょうち行智

円明院( ) → (義峯 ･佐竹 ､藩主) Ｎ４７１０えんみょういん よしみね さたけ義峰

延命院僧都( )→ ( ;法諱･真言房､真言僧)Ｂ１８７２えんみょういんのそうず げんこう元杲

円明寺関白( )→ ( ･一条/藤原/九条､一条祖/関白･摂政/歌)Ｄ２０２１えんみょうじかんぱく さねつね実経

円明禅師( ) → ( ;法諱･節香､曹洞僧) Ｌ３１２２えんみょうぜんじ とくちゅう徳忠

円明叟( ) → ( / ;道号･道皓､臨済僧)Ｈ１８４１えんみょうそう げつりん がつりん月林

円明大師( ) → ( ;法諱･無文;道号､臨済僧)Ｃ１８５０えんみょうだいし げんせん元選

延命(園 ･娯息斎/五息斎)→ ( ･唐橋､儒医/狂詩)Ｂ１７２２えんめい くんざん君山

延明( ･度会) → ( ･度会 ､神職/歌) ３５６８えんめい のぶあき わたらい延明

延明( ･田中/清妻)→ ( ･田中 /清妻､文筆家)Ｋ１６２７えんめい きくまる たなか菊丸



遠明( ･藤原) → ( / ･藤原､廷臣/歌) Ｉ３１５６えんめい とおあき とおあきら遠明

遠明( ･下野) → ( ･下野 ､藩士/攘夷論) Ｉ３１５７えんめい とおあき しもの遠明

F1338 ( ･延子 / 内親王､伏見天皇皇女) 鎌倉期;1315出家/院号､延明門院 えんめいもんいん えんし のぶこ 1291ｰ?

女房に大夫 (歌人)だいふ

延命院僧都( )→ ( ;法諱･真言房､真言僧)Ｂ１８７２えんめいいんのそうず げんこう元杲

延命寿院( ) → ( ･曲直瀬 /河崎､医者) Ｊ１８１４えんめいじゅいん げんさく まなせ玄朔

延明門院大夫( ) → ( ･延明門院､歌人)Ｃ２６１３えんめいもんいんのだいぶ だいぶ大夫

淵黙( ) → ( ･広部､儒者/陽明学) Ｊ２８５７えんもく ちょうどう鳥道

淵黙( ･古田) → ( ･古田 ､藩士/歌人) Ｆ３７６８えんもく ひろかず ふるた広計

F1339 ( ;法諱･字;法蘭/曇茂) 豊前日田の真宗大谷派僧;黄檗僧大潮門､円門 えんもん ?ｰ1794

豊前広円寺住職､儒学/詩人､1793(寛政4)｢銭塘詩集｣著

[円門の号」銭塘/泥華 院でいげ

篶門( ･横田) → ( ･横田 ､国学/歌人) Ｊ２３３８えんもん すずかど よこた篶門

U1329 ( ;法諱/法師) 江前期;京の僧/歌人;1682河瀬菅雄[麓の塵]入、円弥 えんや ? ｰ ?

[書きすさむ硯の海のふかき江にうつろふ月の影はにごらじ](麓の塵;雑620)

F1340 ( ;通称･中島 ､名;紀政/別通称繁三郎) 江後期尾張名古屋藩士、円弥 えんや なかしま ?ｰ? 1860存

数寄屋頭､儒者/歌;鈴木朖 [1764ｰ1837]門､｢宇治御用根留｣著あきら

B1336 ( ;法師･通称;三河阿闍梨) 鎌倉期園城寺の天台僧/律師/僧都?､円勇 えんゆう ?ｰ? 1265存

歌･連歌､将軍宗尊親王期の鎌倉歌壇で活動/1265連歌会執筆/74長景と歌贈答､

1279宗頼供養導師､勅撰6首;続古(1646)続拾(639/1072)新後撰(688/1421)続千(1406)、

[蘆根はふ入江の小舟 さすがなほうきにたへても世を渡るかな](続古今;雑1646)をぶね

F1341 ( ;法諱､伏見宮貞致親王男/専修寺堯円の養子) 伊勢の真宗高田派僧､円 えんゆう 1694ｰ175360

1708得度/1710本山専修寺17世､｢専修寺円書状｣著､内室;常子(紫雲光院)

[円の号] 玉 /如笑/桃塢/従容 、諡号;歓喜心院おんぎょく しょうようか

F1342 ( ;法諱･号;長松園) 江中期越中富山の真宗本願寺派大徳寺住職、円 えんゆう ?ｰ?

歌;小沢廬庵門､1834刊｢長松園歌集｣｢言葉の枝折｣｢雅言延約考｣著

円融( ) → ( ;法諱･円巌/退室､律宗僧)Ｐ１６０５えんゆう ぎょくしゅう玉周

円遊( ･金原亭) → (初世 ･金原亭､落語家) Ｅ３６５６えんゆう ばしょう馬生

円雄( ･今井) → (自閑 ･今井､商家/国学者) ２１０６えんゆう じかん似閑

延裕( ･田中) → ( ･田中 ､藩士/国学) Ｉ３５８６えんゆう のぶひろ たなか延裕

燕遊軒( ) → ( ･竹山､俳人) Ｇ２１８４えんゆうけん じゅうえい重栄

円融禅師( ) → ( ;道号･令山;法諱､臨済僧)Ｌ２１７１えんゆうぜんじ しゅんのう峻翁

B1337 ( ､名;守平､村上天皇第5皇子) 母;藤原師輔女の中宮安子､円融天皇 えんゆうてんのう 959ｰ99133

在位896-984､985出家;法名は金剛法/986大井河行幸;(公任の三船故事)､

歌;家集｢円融院御集｣､玄々集２首入、

勅撰24首;拾遺(20/971)詞花(395)新古今(7首381/1173/1439以下)新勅(1165)続後撰以下、

[限りなき思ひの空に満ちぬればいくその煙雲となるらん](拾遺;恋971､在位中の詠、

少将更衣に贈歌/更衣の返歌;空に満つ思ひの煙雲ならばながむる人の目にぞ見えまし)

円融房( ) → ( ･ ;法諱､天台座主) ４３０６えんゆうぼう めいうん みょううん明雲

円融房( ) → ( ､梶井宮門跡/歌人)Ｈ２８６８えんゆうぼう ちょうかくほつしんのう澄覚法親王

円融房( ) → ( ､天台僧) Ｊ１５５２えんゆうぼう かくうんしんのう覚雲親王

円融房( ) → ( ､天台僧/歌)Ｇ１６５６えんゆうぼう ぎょういんほっしんのう尭胤法親王

円誉( ;法名) → ( ･二条/藤原､関白/歌人) Ｈ４４４４えんよ もろつぐ師嗣

縁誉( ･三蓮社) → ( ;法諱､浄土僧) Ｌ２２３２えんよ しょうねん称念

厭誉( ;号) → ( ;号､浄土僧) Ｇ２２４８えんよ しょうあ称阿

淵誉( ･玉蓮社) → ( ･性雲､浄土僧) Ｅ２６３１えんよ たくりゅう託竜

延庸( ･中臣) → ( ･中臣/富田､神職/歌人) Ｃ３５１６えんよう のぶつね延庸

縁楊( ･関 ) → ( ･関亭､合巻/読本) Ｄ３０８３えんよう せき でんしょう伝笑

焉用軒( ) → ( ･石河 ､儒;陽明学) Ｇ３１３９えんようけん どうちく いしかわ道竹

延養亭( ) → ( ･菰口 ､俳人) Ｌ１９７９えんようてい こおん こもぐち古音



C1342 ( / ) 江戸中期京俳人､1689言水｢前後園｣入/90｢蓮の葉｣編､淵瀬 えんらい ふちせ ? ｰ ?

1690言水｢新撰都曲｣入/91団水｢団袋｣両吟半歌仙入/91江水｢元禄百人一句｣入、

1691｢蓮の葉｣2句入､1692団水｢くやみ草｣両吟３吟など入､1702轍士｢花見車｣入、

[付きそひて妻は出いでぬか鉢たゝき](百人一句:92/鉢叩よお前の妻は来ないのか)

[堂ふるしうしろは浅黄桜 哉](花見車;128)あさぎざくら

烟羅館( ､｢両都妓品｣序)→ ( ･蔓蔦屋/蘭洲/妓楼経営)Ｔ２２５５えんらかん しょうじろう庄次郎

円楽(初世 ･三遊亭)→ (三代 ･三遊亭､落語家)Ｂ１３７９えんらく えんしょう円生

円楽寺法印( )→ ( ;法諱､真言僧) Ｎ２２６７えんらくじのほういん しんかく親覚

衍藍( ;法諱) → ( ;道号･衍藍､黄檗僧) Ｆ１８７３えんらん けいさん圭三

延蘭( ･土佐) → ( ･土佐/藤原､宮廷絵師) Ｄ４１４６えんらん みつさだ光貞

F1343 ( ) 京の俳人;1690言水｢新撰都曲｣1句入；延理 えんり ? ｰ ?

[五分鄙に薄し都の厚氷](都曲;340)

F1344 ( ) 俳人;1691北枝｢卯辰集｣2句入、遠里 えんり ? ｰ ?

[いたづらに蓮 に立ちし吹矢かな](卯辰;276)はちす

遠里( ･西村) → ( ･西村 ､商家/暦算家)Ｉ３１５９えんり とおさと にしむら遠里

遠里( ･川喜田) → ( ･川喜田 /芝原､商家/国学)Ｕ３１８２えんり とおさと かわきた遠里

円理( ;法名) → ( ･藤原､摂関/故実/歌) ２６２５えんり ただざね忠実

円理( ･岩城) → ( ･岩城､商家/俳人) Ｍ２４０５えんり せんきょ蟾居

円里( ･俳名) → ( ･三遊亭/橘屋､落語家) Ｂ１３１１えんり えんしょう円生

円立( ､今井) → ( ､今井､俳人) Ｆ１３４５えんりつ えんりゅう円立

円律( ;法諱) → ( :法諱､浄土僧) Ｋ３１５０えんりつ とくえん徳円

燕栗園(初世 / )→ ( ･西村､国学/狂歌) ２８６０えんりつえん さぐりえん ちかい千穎

燕栗園(2世 / )→ ( ･久米､書肆/狂歌) Ｆ２８３７えんりつえん さぐりえん ちほぎ千寿

煙里亭( ) → ( ･喜多川 ､絵師) Ｎ１９３９えんりてい このまろ きたがわ此麿

F1345 ( ､今井 ､通称;了三) 江前期1661-73頃京俳人;立圃門､円立 えんりゅう いまい ?ｰ?

1665｢天神の法楽｣｢雪千句｣編

U1304 ( ;法諱) 近江栗太郡下鉤村真宗本願寺派の浄光寺住職、円隆 えんりゅう 1761ｰ182565

歌人;香川景樹門

F1346 ( ;法諱､諡号;即往院) 5 筑後榎木津の真宗大谷派僧;覚了寺住職､鳳嶺門､円竜 えんりゅう ?ｰ184

1809高倉学寮寮司/27擬講/38嗣講､1828｢安心決定鈔聞書｣31｢観経玄義分聞記｣外著多数

F1347 ( ･有元 道信､字;進斉､通称泰蔵) 美作の医者､俳人:青々堂白竜門、淵竜 えんりゅう ありもと 1777ｰ184064

のち淡々門､｢菅の根｣､｢由幾能念雑迷｣著、

[淵竜の別号] 一物/自然庵 /大生堂/半時庵、法号;泰竜院じねんあん

淵竜( :法諱･玄峯)→ ( :道号･淵竜､曹洞僧) Ｍ１８３３えんりゅう げんぽう玄峯

淵竜( ･香川/梅月堂)→ ( ･香川/平､藩士/歌人)２４２２えんりゅう せんあ宣阿

淵竜( ･佐々木) → ( ･佐々木/佐/源､書家) Ｆ３８４０えんりゅう ぶんざん文山

延隆( ･下里) → ( ･下里 ､町役/国学) Ｉ３５７１えんりゅう のぶたか しもさと延隆

円竜( ･吉川) → ( ･吉川 ､幕臣/神道) Ｌ４７４２えんりゅう よりなが よしかわ従長

円竜( ･松崎) → ( ･松崎 ､医者/詩文) Ｅ１０１８えんりゅう あきら まつざき明

円竜( ;法号) → ( ;法諱､神職/僧/狂歌) Ｄ１２５３えんりゅう うんあ雲阿

F1348 ( ･高 ､名;啓) 越前の隠士･儒者､1782｢礼伝通字考｣､｢論語錯｣著円陵 えんりょう こう 1714ｰ? 1782存

C1335 ( ･長坂/長阪 ､名;黒肱､辰春男) 上野高崎藩士/高崎の生、円陵 えんりょう ながさか 1737ｰ60早世24歳

のち江戸本郷丸山藩邸に住(;円陵と号す)､儒;古文辞学･大内熊耳門､

｢円陵子｣｢抵掌録｣著､｢人 遺稿｣､ぼうじん

[円陵(;号)の字/通称/別号]字;人、通称;平助/平介、別号;円陵子

F1349 ( ･権藤 ､名;直/字;大民､寿達男) 筑後久留米儒者;南冥/昭陽門､延陵 えんりょう ごんどう 1782ｰ184261

大阪で医/薬学､外科術;1814華岡青洲門､讃岐/のち久留米開業/文芸･医学塾;子弟教育､

｢防疫論｣｢救飢論｣｢民制通考｣著､松門 の父しょうもん

B1338 ( ･伊東[2世]､漆畑新介) 伊東派の講釈師;伊東燕晋門､燕凌 えんりょう 1801ｰ5555歳

当時講釈師の最高の木戸銭､｢義士肖像忠臣蔵｣作､追悼集｢花火売｣､



[伊東燕凌の初号] 伊東凌宇

F1350 ( ･宮田 ､名;敏/字;茂行/通称平五郎､江間 文草男) 宮田斉平の養嗣子､円陵 えんりょう みやた えま 1810ｰ70

信州藪原儒者;林南涯門､宮田斉平に認められ養嗣:1854尾張藩士/64藩校明倫堂学寮係､

のち助教､ 園 学/兵学､1841｢円陵随筆｣｢岐岨土産｣､43｢文艸集｣､50｢海防芻言｣著､ けんえん

[円陵の別号] 修古堂

1350 ( ･関 ､名;祐之/字;伯順) 江戸後期近江の医者､｢医案十六則｣｢易稽｣､延陵 えんりょう せき ?ｰ?

｢西方新方｣｢天準医疇｣｢傷寒定話｣著

F1351 ( ･佐藤 ､名;貞吉､通称;竜也/竜之進､別号東山) 江戸後期延岡藩儒医､易学､延陵 えんりょう さとう ?ｰ?

陽明学､1810｢助辞発蒙｣43｢孝経一家政談｣51｢河図窮理学｣53｢周易精義｣59｢韻鏡切紙伝｣著

円了( ･入江) → ( ･入江 ､国学/歌人) Ｑ１９３５えんりょう これかげ いりえ是清

円陵( ･有馬) → ( ･有馬､藩主/文筆) Ｇ３２６３えんりょう なすみ誉純

延良( ･度会) → ( ･度会 ､神職/歌) Ｄ３５８１えんりょう のぶよし わたらい延良

延良( ･中川) → ( ･中川 ､藩士/学問) Ｂ４８１２えんりょう らくこう なかがわ楽郊

延菱( ･本間) → ( ･本間 /土門､儒者) Ｂ４８２０えんりょう らくざん ほんま楽山

延陵( ･町田) → ( ･町田 ､儒者/書家) Ｏ１６６４えんりょう きよおき まちだ清興

円陵子( ･長坂/長阪)→ ( ･長坂 ､儒者 Ｃ１３３５えんりょうし えんりょう ながさか円陵

円琳( ;法諱) → ( :字､円琳､真宗大谷派僧)Ｇ２０９８えんりん さいにん済忍

円林坊( ) → ( ;法諱､日蓮僧) ３３９３えんりんぼう にちおん日音

C1324 ( / / ･平出 /初姓;杉江､) 尾張名古屋の医者;山崎菜茄門､延齢 えんれい ながとし のぶとし ひらで 1809ｰ6153

さらに浅井貞庵門､1829初代平出順益の婿養子/31(天保2)家督嗣､56尾張藩御用懸締方、

1858(安政5)尾張藩御用人支配､医学以外に漢学･国学/物語文学に精通/蔵書家､納屋町住、

耽古連八天狗(趣味家の集い)に参加;奇人と称される(小寺玉晁[人物図絵]入)､

1850備忘録｢代睡漫抄｣､｢普救堂漫筆｣｢物語草紙解題｣｢癸巳日疏｣著､延基の父､

[延齢の字/通称 号]字;修甫､通称;順益2世、号;泥江亀寿/古今園/蓬廼屋天然､鈍阿／

延齢( ･加藤) → ( ･加藤 ､国学者) Ｏ４０７０えんれい まさひら かとう昌融

C1343 ( ;法師) 鎌倉後期?の僧/歌人､続千載1583、円蓮 えんれん ? ｰ ?

[うかりける人の心の忘れ水などふかからぬ契りなるらむ](続千;恋1583)

円蓮院巧誉( ;法名)→ ( ;法諱､浄土僧) ３４６６えんれんいんこうよ ねんじょう念成

演蓮社学誉( )→ ( ;法諱･一呼､浄土僧) Ｆ１８３９えんれんしゃがくよ げいかん冏鑑

円蓮社義誉( )→ ( ;法諱･浄覚､浄土僧) Ｒ１５４７えんれんしゃぎよ かんてつ観徹

円蓮社光誉( ;法名)→ ( :法諱､浄土僧) ３９３４えんれんしゃこうよ ほうがん法岸

縁蓮社三誉( )→ ( ;法諱､浄土僧/詩歌) Ｋ４９６９えんれんしゃさんよ りんちょう輪超

円蓮社順誉( )→ ( ;法諱､浄土僧) Ｃ４６８０えんれんしゃじゅんよ ゆうすい祐水

円蓮社聖満( )→ ( ;法諱､浄土僧) Ｈ４９９７えんれんしゃしょうまん りょうじゅん良順

遠浪斎( ) → ( ･川俣､絵師) Ｓ２１８６えんろうさい しげみつ重光


